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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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序　章







　天てん龍りゆう五八年。西暦でいえば一九九八年となる。

　この年の九月、東京は例年よりもかなり涼しいという話であった。

　だが、志し緒お理りには正直ぴんとこない。皇こう家けの姫でありながら、皇こう都とたる東京から四年も離れていたのだ。その間、日本領内にすらいなかった。

　志緒理が過ごした都はインドシナ半島の一角であり、南シナ海に面していた。

　夏ともなれば、亜熱帯の港湾都市は日本以上の暑さに見舞われる。

「帝都の……ザナドゥの蒸し暑さと比べたら、東京はずいぶんと涼しいですね」

　やんわりと微笑ほほえみながら志緒理は言った。

　一瞬、帝都と言いかけてあらためた。東方ローマの領内で帝都といえば、もちろん東アジアの中心たるザナドゥを指す。だが、ここは皇国日本であった。

「過ごしやすくて何よりです。もちろん、向こうでもこうして冷房に当たっている時間の方が長かったのですけど」

　空気を和やわらげるための世間話なので、冗談めかして言う。

　高速道路を快走する国産リムジン。その後部座席で、運転手と助手席の侍じ従じゆう武官へ言ったのだ。どちらも一六歳の志緒理より年長の男性だった。

　皇女殿下の軽口に、ふたりの随ずい臣しんは愛想笑いで応じてくれた。

　もっとも――ひそかに志緒理は思う。

（お姫さまにはふたりだけしか、お供がいないのだけど）

　皇家を乗せる御ご料りよう車しやともなれば、警護の車両やバイク隊をひきつれて移動することも珍しくない。しかし、このリムジンは一台のみで走っている。

　……仕方がない。四年ぶりに帰国した『捨てられた姫君』である。

　こんなものだろう。志緒理は憤いきどおることもなく、ひさしぶりの皇都を観察すべく窓の外を見た。これでいいのだ。注目されない方が気楽だし、都合もいい。

「あら」

　旧知の顔を街中で見つけて、志緒理は苦笑した。

　六本木から青山の皇城へ向かう途中だった。とあるビルの屋上にビジネス誌の広告ボードが出ていた。今月の特集は『同盟締結より一〇年――日本とローマの明日』。表紙を東方ローマ帝国の国こく父ふがふてぶてしい笑顔で飾っていた。

　年齢は四〇代後半。彫りの深い、端整な顔立ちである。

　そして額ひたいが広い。正確に言えば生え際ぎわがかなり後退気味だった。

「あんなところにカエサル公がいらっしゃるなんて……」

　どんなものだと言わんばかりの、自信あふれる面つら構がまえ。

　なんとも彼らしい『どや顔』だった。衣装は古代ローマ風の胴どう鎧よろいと軍装である。コスプレまがいの格好をこれほど堂々と着こなす人物はなかなかいない。

　広告ボードは、カエサル公のインタビュー三〇ページが巻頭記事だと謳うたっている。

　思わず購買意欲をそそられて、志緒理はすぐに言った。

「少佐。わたくし、あとで書店へ寄らせていただきます。案内をお願いしますね」

「……皇女殿下がご自身でわざわざ？」

　助手席にすわる三〇代の侍従武官が軽く目をみはった。

　皇城に出仕し、女じよ皇おうや女官たちとも親しく言葉を交わす役職だ。近衛このえ府ふ所属の将校たちより選任される。また、ひとつ重視される資質があるという。

「ご用命いただければ、私が買い出しに行って参りますが」

　苦笑しながら、侍従武官の少佐は返答した。

　侍従としても軍人としてもやや砕けた物言いである。だが、なかなかの美男子で皇国軍の黒い軍服がよく似合う。この口調もむしろ人当たりのよさにつながっていた。侍従武官は女皇や女官たちの機嫌を損そこなわないため、そういった資質も考慮されるのだ。

　如じよ才さいない侍従武官へ、志緒理はいたずらっぽく告げた。

「よいではありませんか。わたくし、これでも帝国では供を連れずに歩きまわることも珍しくなかったのです。ちょっと買い物に行くくらい、なんともありません」

「気晴らしに街をご散策されるついで、というわけですか」

「ふふふふ」

　皇国日本の姫にして藤ふじの宮みや家けの長女。それが志緒理の身分である。

　そして、東方ローマ帝国においては『留学生』という名目の人質であった。決して、国こく賓ひんとして熱烈に歓待されたわけではない。箱入りの姫君でもない。

　そのあたりも承知なのだろう。少佐はもう抗弁しなかった。

「であれば、殿下の御み心こころのままに。ただ、ひとつだけ意見をお許しください」

「ええ、もちろん。何でもおっしゃってくださいな」

「お忍びでお出かけになる前に、殿下も私も着替えを済ませるべきかと」

「たしかに。では、そのようにいたしましょう」

　物わかりのいい提案に、志緒理はおっとりと微笑んだ。

　今は皇城での園遊会へ出席する途中なのだ。少佐は軍服、志緒理は華やかな振り袖そでをまとっている。只ただでさえ目立つ自分がこんな格好では、人目を惹ひいて仕方がない。

　リムジンの窓ガラスに映る己の横顔を見て、志緒理はうなずいた。

　美少女と呼ばれることに抵抗はない。そうなのだろうと自覚している。そのうえ何年もかけてのばしたロングヘアは白金色に輝いていた。目立つなという方が無理だ。

　染めてはいない。地毛である。生きつ粋すいの日本人ではありえない髪だった。

「……？」

　皇城すぐ近くの交差点で、志緒理は首をかしげた。

　不意に空から呼びかけられたのだ。もしかして――リムジンの窓から空を見あげる。

　やはり、皇城の上空を『龍』が飛翔していた。

　全長一〇〇メートルはあろう長々とした蛇の胴体に短い四肢、鋭い爪を併せ持つ。頭部には長い角を生やした異い形ぎようの――しかし、神こう々ごうしいほどに美しい生き物であった。

　そして、龍の全身は白金色に輝いていた。

　ちょうど志緒理の髪と同じ色合いであり、輝きだった。

「最近、おじいさまが皇都を飛ぶことは多いのですか？」

「いいえ。私の記憶にある限りでは、ここ数年なかったはずです」

　助手席から少佐もまぶしげに空を見あげていた。

　白金色の龍は泳ぐように長い蛇じや身しんをうねらせながら、皇城上空を優雅に飛んでいく。めざす方角は北だった。

　すると、今までひかえめに沈黙を保っていた運転手の老人が言った。

「天龍公の御姿に拝はい謁えつかなうとは……すばらしい瑞ずい祥しようですなあ」

　皇国日本を守護する聖獣《天龍公》。

　彼は〝獣の姿で顕れる古き神々オールド・グレイト・ワンズ〟の一員であり、志緒理の祖父でもある。四年ぶりに帰還した孫娘のために北関東の神域より飛来し、その姿をつかのま見せてくれたのだろう。

　そう確信して、志緒理は大きくうなずいた。




　一九世紀、聖獣と呼ばれる半神半獣たちが数十体も降臨して以来。

　社会の有り様は大きく変わった。

　聖獣は人類の諸国家を守護する神となり、いくつもの神秘と魔力を人間社会にもたらしてくれた。そのうえ科学の発展が変革にさらなる拍車をかけた。

　東方ローマ帝国の誕生も、変化のひとつだろう。第二次世界大戦――英雄戦争とも第二次ナポレオン戦争とも呼ばれる戦乱のさなか、その国は東南アジアに誕生したのだ。

　建国者の名はガイウス・ユリウス・カエサル。

　古代ローマの英雄と同じ名前の男はまたたくまに東南アジア一帯と中国の半分を制覇し、新たな帝国を東方の地に築きあげた……。

　そして今日、カエサルの名を持つ英えい傑けつはここ、皇国日本の皇都にいる。

　皇城内の庭園には着かざった著名人、政治家、上級将校、外交官、さらには東方ローマ帝国の軍人および文官などが一〇〇〇人以上も集まり、和やかに談笑中だった。

　その中心にいる人物こそが東方ローマの英雄、カエサル元げん帥すい。

　内閣の大臣や国会議員、財界の要人なども出席している。彼らは入れかわり立ちかわりカエサルの前に進み出て、交代で挨あい拶さつをし、社交辞令をささやいていく。

　国賓を歓待するため、ではない。

　この隣国の軍人こそがアジアと日本で〝最も強大な権力者〟だから、であった。

　やがて志緒理の番が来た。御前に罷まかり出て、しとやかに頭を下げる。

「おひさしぶりでございます、カエサルさま」

「なつかしい顔だ。君とはたしか一年前、本国の宴うたげで顔を合わせて以来か。日本の美しき皇女殿下に再会かなって、光栄の極みだな」

　気き障ざではないが気取り屋であり、親しみやすいくせに品位は失わない。

　独特の名調子と愛あい嬌きようあふれる笑顔でカエサルは応じてくれた。その地位は『東方ローマ帝国軍元帥』にして『東アジア管区軍司令長官』。さらには『日本国女皇特別顧問』『日本駐留軍団総司令』の役職までも兼務する。

　建国の父でありながら、初代皇帝として君臨したのは一五年だけだった。

　その後は廷てい臣しんのひとりに帝位を譲り、軍人として前線に立つことを望んだという。

『敵も刺激もない宮廷の奥で玉ぎよく座ざにはりつく……痛快とは言いがたい仕事だと思えてきたのでね。常に爽そう快かいなる人生を満喫したいという欲求、抑えがたくなったわけさ』と。

　それからの半世紀、前皇帝カエサルの武ぶ勲くんは赫かつ々かくたるものだった。

　世界唯一の超大国となるべく蠢しゆん動どうするアメリカ合衆国と、アジア各地で対決。彼は一千騎ものレギオンをひきいて勝利しつづけ、かの国がふたつに分裂する原因のひとつとなった。

　そして一〇年前。

　隣国の大元帥は沖縄、横須賀など日本各地に駐留する米軍までも撃破した。

　以後、カエサルは年に数回、拠点とする香ホン港コンより東京へやってくる。滞在中、彼は日本皇家および政財界の要人と積極的に交遊し、〝父のごとく日本と女皇を導く保護者パトロヌス〟の責務をまっとうするのだ。

「ところで志緒理。もし受け入れてくれるのなら、このうえなく麗うるわしい君に――」

　唐突にカエサルがにやりと笑った。

「なつかしいエジプトの女王の役まわりをまかせたいとも、ときどき思うのだがね」

「日本にはすでに女皇陛へい下かがいらっしゃいます」

　志緒理もくすっと微笑んでから、やんわりと切り返す。

「わたくしごときが出しゃばる道理はないと思われますが」

「しかし、陛下はいまだ御おん年とし一三歳。加えて内気な方でいらっしゃる。たいへん可か憐れんな少女であられるとは思うが、恋を語らう相手としては問題が山積みだ」

〝女たらし〟カエサルの名にふさわしい、不ふ謹きん慎しんな冗談であった。

　かの英雄が古代ローマの頃、エジプトの女王クレオパトラを愛人とし、彼女の権力を保障する後ろ楯だてでもあった逸いつ話わは有名だ。

　……さて。

　今、志緒理と語らう『カエサル』は英雄の名をかたる妄想病患者ではない。

　日本の天龍公と同じく聖獣である白銀双狼レムス・ロムルスが七〇年以上も前、地上に甦らせた死人であった。

　戦争の世紀とも呼ばれた、この二〇世紀。

　世界にはいにしえの英雄たちが幾人も復活し、ふたたび至尊の地位についている。

　ヨーロッパの盟主たる〝騎士王〟カール大帝、アイユーヴ朝の〝聖王〟サラディン、モスクワの地下に眠るという皇帝ナポレオン一世――英雄カエサルも彼らの同族なのだ。

「それで、皇女殿下は今後どのようにするつもりなのかな？」

　不意にカエサルより訊きかれた。

　志緒理は二日前に東方ローマより帰国したばかり。今は都内のホテルで暮らしている。もちろん皇都東京には皇城があり、皇家の者が暮らすための御料地もある。

　しかし、〝日陰者の皇女〟には居心地のよい場所ではない。

「どこか静かな土地へ参りたいと考えております。わたくしには皇都のきらびやかさが少々まぶしすぎるもので」

「本当か？　君のような少女が若くして隠いん遁とんを選ぶとは、大変な損失だ！」

　カエサルは大げさに嘆なげいた。皇帝カイザーの語源ともなった大英雄だが、長身ではない。身長は一七〇センチ台のなかば。彼の巨大さは肉体よりも精神にこそ由ゆ来らいする。

　この園遊会の席でまとう衣装は古代ローマの軍装だった。

　胴鎧、その上に真しん紅くのマントを巻きつけ、むき出しの素足に革のサンダル。

　志緒理がビジネス誌の広告ボードで目撃したのと同じ装いだ。懐古趣味か、気に入っているだけかは不明だが、公式の場にはこの格好でよく登場する。

「気が変わったら、いつでも我が軍団の門を叩くといい。幕ばく僚りようのひとりとして、君を迎え入れよう。……もちろん、皇女殿下が我がユリウス家に降こう嫁かすると申し出てくれるのなら、そちらもよろこんでうけたまわるがね！」

「ありがとうございます。御冗談だとしても、身に余る光栄です」

　歴史的な多情家らしい軽口に、志緒理は微苦笑した。

「わたくしごときでは閣かつ下かの妻どころか、部下も務まるはずがございませんのに」

「いやいや。日本の聡そう明めいな姫君のうわさ、私の耳にも少々届いているぞ。本国の方からね」

　ウインクと共に告げられて、志緒理はどきりとした。

　が、その動揺は完璧に押し殺し、人形のように微笑をキープしつづける。猫をかぶることと爪を隠すことは志緒理の得意技なのだ。

　……もっとも、ローマでの四年におよぶ人質生活。頼れる者もすくない暮らしのなか、日本では秘密にしてきた『爪』に頼らざるを得ない場面もいくつかあった。できれば『ただ美しいだけの姫』として、留学を終えたかったのだが――。

「君の新たな門かど出でに何かをしてあげたいところだな……。まあ、たいした見世物でもないが、ひとつ芸を披ひ露ろうつかまつろう」

　志緒理が遠慮するよりも先に、カエサルは動いた。

　高々と右手の人差し指を天に突きつけ、朗々と声を張りあげたのである。

「我が名《ユリウス・カエサル》のもとに――集結せよ、我が軍団レギオン！」

　園遊会は午後二時より開始された。

　天気は快晴。会場となった庭園の上空は青く澄みわたっている。

　この空に――銀色の兵士たちが一〇〇体ほど、忽然と出現した。

　彼らの背せ丈たけは八メートル近い。立派な巨人である。

　銀の鎖くさり帷かた子びらとトサカ付きの兜かぶと、赤い軍服をまとい、背には『翼』を模した羽根状の飾りをふたつ装着している。これが翼の役目を果たす……わけでもないだろうが、銀色の巨兵たちはあざやかに天あま翔かけていく。

　出現した直後、一〇〇体の兵はバラバラに散っていたのだが、彼らはきびきびと飛行をはじめて降下――園遊会の会場に接近してきた。

　地上から五〇メートルほどの低空で、巨兵たちは整然と四列横おう隊たいになる。

　彼らは左手に長方形の大おお楯だて、右手には銃剣付きのライフルを装備していた。一〇〇体とも全て同じ武装、同じ外見であった。

　そして、この兵団の顔を覆おおいかくすのは白き仮面――。

　これこそがレギオン〝ケントゥリア〟の一個軍団。

　東方ローマ帝国と大元帥カエサルを覇者たらしめる軍勢であった。

　園遊会の出席者たちは突然のレギオン召集に驚き、動揺し、すぐに軍団の指揮者――英雄カエサルに注目した。

　一〇名、二〇名という規模ではない。一〇〇〇名以上いるのである。

　会場中の注目を一身に集めて、カエサルは悠ゆう々ゆうたる笑顔だった。しかも、平然と志緒理の肩を親しげに抱き、人々に呼びかける。

「君たち、我がローマと日本の友情をもっと熱烈に祝ってくれないか!?　そして、皇国の美しき姫に歓呼の声を！　さあ！」

　ォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　すぐに反応があった。出席者の歓声と拍手がわきあがり、会場中をどよめかせる。

　しかも、上空では銀と赤のレギオンたちが銃剣付きのライフルを一斉に振りあげ、その切っ先を天に突きつけた。特に意味のない動きだが、一〇〇体もの有翼巨兵による一いつ糸し乱れぬパフォーマンスはとにかくハッタリが効いている。

　そのうえ、会場のあちこちでローマ軍人たちが大声で叫ぶ。

「栄光あれカエサル！　彼ら死なんとする者たちは御おん身みに敬愛を捧ささげる！」

「栄光あれカエサル！　彼ら死なんとする者たちは御身に敬愛を捧げる！」

「栄光あれカエサル！　彼ら死なんとする者たちは御身に敬愛を捧げる！」

　ここでいう『彼ら』とは、カエサルに仕つかえるレギオンたちである。

　東方ローマにおける定型の賛辞なのだ。英雄ユリウス・カエサルをたたえる際の。ローマ軍人による斉唱が何度も繰りかえされるなか、志緒理はささやいた。

「閣下――わたくしのためにこのような……ありがとうございます」

「なに、ほんの手すさびで申し訳ないがね。せめてものはなむけと思ってくれ」

　にこやかにうなずくカエサルは顔つきも言動も若々しい。

　が、年齢自体は四〇代後半に見える。ただし、七〇年近く前に東方ローマを建国して以来、まったく老化していないという。

　不老もレギオン召集も、復活者リザレクト――現世に甦よみがえりし英雄の能力だった。

　神に等しき聖獣たちが地上に遣わした超人。それこそがカエサルをはじめとする復活者リザレクトたちなのだ。越えるべき敵の力を目まの当たりにして、志緒理は闘志を燃やした。自分も早く、これに対抗できる力を手に入れなくては――。

　だが、カエサルに向ける表情はあくまでおっとり微笑んだままだ。

　そう。猫っかぶりも志緒理の特技のひとつなのだった。




「さすがカエサル公、あいかわらず派手好きでいらっしゃいますこと」

　突然のレギオン召集から一時間が過ぎていた。まだ園遊会は続いている。志緒理はカエサルのそばを離れ、会場からも抜け出して、庭園の片隅にある薔ば薇ら園えんを訪ねていた。

　ひとりきりになって、先刻の一幕を思い出す。

　稀き代たいの英雄でありながら、カエサルの振る舞いはなんとも子供っぽい。

　だが、彼の持つ力をあらためて実感させられた。一千騎以上のレギオンを気まぐれに召集できる異能の力。兵をひきいて勝利を積みかさねてきた軍略家としての力。超大国の大元帥という立場ゆえに行使できる絶大な権力――。

「敵がローマの英雄なら、こちらにも相応の味方が必要なのですけど」

　振り袖姿の志緒理の手には、小物を収めた巾きん着ちやく袋ぶくろがある。

　そこから写真を一枚取り出した。詰め襟えりの制服を着た男子学生が映っている。歳は一七、八ほど。ととのった顔立ちだが、表情が硬い。無表情と言ってもいい。

　そして、切れ長の目はカメラを向いてない。隠し撮りしたとおぼしき構図だ。

「わたくしの切り札になるはずの御方は、いつ目を覚ましてくださるのかしら？」

　やや軽めの詠えい嘆たんを口にしてから、志緒理は不意に呼びかけた。

「橘たちばな。いるのでしょう？」

　薔薇園には彼女しかいない。だが、皇女たる藤宮志緒理を隠れて見守る者の念がある。しかも、これは母の代から藤宮家に仕える家臣のもの。

　卓越した感応力を持つ志緒理には、感じ取れて当たり前だった。

「……ここに。殿下の方こそ、あいかわらず鋭いですなあ」

　黒いスーツを着た大男が足音もなく物陰から出てきた。

　ＳＰまがいの格好をしているが、いかめしい顔つきと一九〇センチの長身と一〇〇キロの体重はむしろプロレスラーを彷ほう彿ふつさせる。

　しかし、この橘玄げん造ぞうは藤宮家の執事というべき人物だった。

「駿する河がはどうでしたか？　あの方のご様子を見てきたのでしょう？」

「何も変わっちゃおりません。あの野郎、あいかわらずの役立たずですな」

　宮みや家けに仕える者であれば、雅みやびな言葉遣いをして当たり前である。

　だが、この屈強な大男は髭ひげの生えたあごを撫なでつつ、いいかげんな物言いで主君に受け答えしている。しかし、志緒理は気にしない。

　物腰やわらかな足手まといより、不作法でも有能な配下の方が遥はるかに重要だ。

「毎日毎日きちんと高校行って、くそまじめに授業を受けて、夜遊びもせずに門限だ規則だと小うるさい学生寮へ帰って、隠れて酒のひとつも呑のみやしない」

「ずいぶんと品行方正なのですね」

「ま、たまーにやんちゃもしているようですがね。田舎いなかのチンピラや兵隊くずれを七、八人まとめてかわいがってやったり」

「可愛がる……つまり喧嘩ですか」

「いやいや。喧嘩なんて大おお事ごとになる前に、二、三分で全員叩きのめす程度の芸はできるようです。あの野郎、さすがにそこは只ただ者ものじゃない」

「七、八人を数分で無力化――」

　一般人の尺度ではかれば、それはとんでもない武力のはずだった。

　しかし、志緒理は軽く肩をすくめた。

「桁けたが全然足りませんね……。相手が並の人間なら、せめて一〇万人か一〇〇万人はおひとりで片づけてほしいところです」

「まったくです。それができてこそ騎き士し侯こうってもんでしょうに」

　温室育ちの皇女とその家臣としては、過激すぎる意見の応酬だった。

「でしたら……やはり、わたくしが自ら彼のもとに参るべきでしょう」

「殿下にはあまり危ない橋を渡ってほしくないんですがねえ。もっとお姫さまらしく、御み簾すのなかでガタガタ震えてくれている方が――」

「護衛しやすい、ですか？」

「それもありますし、守り甲が斐いもあるってもんです」

　執事役というより山賊・海賊の副頭領めいた橘の言いぐさだ。

　しかし、志緒理はにっこりと聞きながした。カエサルに見せていたのと同じ、おっとりとした微笑。だが、今回はかすかな人の悪さがスパイスとして加わっていた。

「大丈夫です。駿河での護衛役はあなたの娘さんにまかせるつもりですから」

「うちのバカ娘に!?」

「ええ。同じ女性の方が何かと都合もよいですし。それに聞いておりますよ、橘家御令嬢のうわさ。武芸の腕が立つだけでなく、とても性格の明るい娘さんだとか」

「その代わり、結構なバカ者でもあるんですがねえ」

「かまいません。そこが面白そうだから、指名するのです」

　困惑する橘を眺めながら、志緒理はくすくすと微笑んだ。

「大英帝国の女王騎士たち、そして誰よりカエサル公に屈しない力を得るために……わたくしはまず、駿河で隠居をすることにいたします」

「一六歳の若さで、隠居なんて言わんでくださいよ」

「いいではありませんか。徳川家康公も余生を送られた縁えん起ぎのよい土地ですよ」

　藤宮志緒理は皇国日本の皇女である。

　そして、『戦争の世紀』と呼ばれた二〇世紀もほぼ終わりつつある。

　が、日本は決して盤ばん石じやくの国家ではない。東京の皇国政府と関東地方は東方ローマの統制下にあり、なかば属国ともいえる状況だ。さらにここ数年、〝もうひとつの世界帝国〟大英帝国による内政干かん渉しようも見すごせないレベルにまで達している。

　この騒乱のなか、志緒理にはある計画があった。

「皇家の一員とはいえ、わたくしたち藤宮は女皇派から疎うとまれる日陰者……。でも、だからといって、びくびく遠慮して生きるのは性しように合いません」

　どこの王家でも内うち輪わ揉もめの火種はくすぶっている。皇国日本も例外ではない。そして、藤宮志緒理を目の仇かたきにしている相手は至尊の地位にいる血族だった。

　理由のひとつである〝白金色の髪〟を隠しもせず、志緒理はつぶやいた。

「とりあえず、日本政府を陰で操る黒幕とうわさされるくらいには出世したいですね」

「殿下のお歳で黒幕志願ってのも、いかがなものかと思いますけどねえ」

　相づちを打つ橘はぼやき顔だった。

「もっと若々しく『この国の王にオレはなる！』くらい言っときましょうよ」

「女皇の地位になんて興味ありません。たいした実権もないお飾りですし。ひとまず、この国をわたくしと……ついでに、日本国民がすこしは過ごしやすい場所に作りかえてみたいと思います。ひきつづき協力をお願いしますね、橘」

「そこはウソでも国民を先にしときましょうや、殿下」

　天龍五八年、九月中旬。

　今、皇女が手にした写真にはひとりの男子学生が映っている。

　藤宮志緒理は彼の本当の名を知らない。知っているのは、世を忍ばせるためにあたえた仮の名前だけだ。決意と共に、志緒理はつぶやいた。
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「橘征まさ継つぐ……あなたには必ず、わたくしの騎士団を作っていただきます。あなたが失ってしまった名前のもとに、あなたの兵士を集結させて――」




　皇国日本、東方ローマ帝国、そして大英帝国。

　この三国がときに相争い、ときに同盟して、日本列島を争乱に巻きこむ。

　数奇かつ熾し烈れつな三国時代の幕開けはすぐそこまで来ていた。そして、今日の一幕がいずれ重要な意味を持つと――気づいている者は、まだひとりもいなかった。






第一章

レギオン襲来（１）











１






　高校二年生。男子。東海道地方の静岡県駿する河が市しに在住。

　橘たちばな征まさ継つぐが何者かを説明する場合、これで事足りる。芸能人でも全国レベルのアスリートでもない男子学生について、わざわざ語る必要があるならば。

　結局、多少の個性はあるにせよ、橘征継は平凡な一高校生に過ぎないのだ。

　しかし、そんな征継にも野心があった。

「二学期を締めくくる最後のイベントといえば何か。わかるか、泰たい世せい？」

「そりゃあもちろん期末テストだよ、征継くん」

「ちがう。一二月はじめのミスコンテストだ。学園祭の最終日に開催される」

「…………」

　友人・小お此この木ぎ泰世の反応は困ったような沈黙だった。

　私立臨りん済ざい高校のカフェテラスである。征継は紙パックの緑茶、泰世は缶コーヒーを飲んでいた。昼休みは生徒でごった返す場所だが、放課後の今は空すいている。

　ちなみに泰世は髪を茶色に染め、イケメンと言っても問題ない顔立ちだ。

　しかし、育ちも人柄もいい常識人であるせいか、どこか印象がうすい。そして、今も泰世はやんわりとつぶやいた。

「そういえば、征継くんは学園祭の実行委員になったんだっけ」

「ああ。一学期の最後に転校した武たけ田だの代わりにな」

　口調も物腰もやわらかな友人に比べて、征継はややかたくるしい。

　たまに『お武ぶ家けさまっぽい』と言われる。それは実のところ正解で、橘家は直じき参さん旗はた本もととして徳とく川がわ家けに仕つかえた家系なのだという。

　血筋のせいでもないだろうが、橘征継は硬と軟でいえば明らかに前者だった。

　口の利きき方も硬い。背筋もピンとのびている。大声ではしゃぎ回ったりはせず、あまり冗談も言わない。校則違反もめったにしない。だからクラスで浮いている。

　親しい友人は泰世をふくめて三、四人しかいなかった。

　今も鏡を見れば、軽く眉み間けんにしわを寄せた根暗そうな男が映るはずだ。

　……にもかかわらず、ここで征継がカバンから取り出すのは軟派きわまりないミスコンの参加者リストだった。

「正直に言って、実行委員でミスコン担当に任命されたときは迷惑だと思った。俺向きの仕事ではないと。だが、こうして自薦他薦の参加者を見ているうちに」

　ファイルにまとめた資料を征継はパラパラとめくる。

　参加予定の女子、二〇名弱。彼女たちの名前と顔写真、自己ＰＲ、さらに水着写真まで。ミス臨済高校を競う人材だけあって、可愛い子が多い。

　征継は人ひと斬きりの悪役サムライよろしく、フッと虚無的に微笑ほほえんだ。

「こういうのも悪くない……いいや。むしろ楽しんでいる自分に気がついた。二年間気づかなかったが――俺はもしかすると、それなりに女子が好きな男なのかもしれない」

「みたいだねえ。ぼくも気づかなかったよ」

「このミスコン、俺はしっかり盛りあげたいと思う。ただ現状、女王候補の筆ひつ頭とう・松まつ木きさんに対抗できる人材がいない……」

「ああ、たしか芸能事務所にスカウトされた子だっけ」

「やはり、本命への対抗馬がもうひとりかふたり欲しいところだな」

「ねえ征継くん。そういうストイックな顔であれこれ語るなら、この国の将来にかかわる話がいいんじゃないかな。来年度にはまたまた上昇しそうな諸もろ々もろの税率とか、日本がローマに支払っている莫ばく大だいな朝ちよう貢こう金きんの不明瞭な使い途みちとか」

　憂うれい顔で腕組みする征継への、友からのツッコミだった。

　小此木泰世の父親は東海道新聞の静岡支局に勤務している。家庭環境のせいか、泰世はまだ十代のくせに社会派めいたことをときどき言う。そこが〝無駄におかたい〟征継とウマが合う理由かもしれない。

　ちなみに今日は一〇月一日。一二月のミスコンはだいぶ先の話だった。

「ところで、征継くんはもう寮に帰るの？」

「いいや。今日は実家に寄って、掃除でもしていこうと思う」

「人の住んでない家は荒れてくっていうもんねえ。埃ほこりもたまっていくし。よかったら、ぼくも手伝おうか？　今日は生徒会の仕事もないから暇ひまなんだ」

「そうしてもらえると助かる。すまないな」

　泰世はこれで、生徒会副会長の役職にある。

　親しき仲にも礼儀あり。きっちり頭を下げてから、ふたりでカフェテラスを出た。

　ちなみに、臨済高校は駿河市の東のはずれに位置する。市の中心地からは結構離れていて、すこし車を走らせると山のふもとだった。

　実は名門などともいわれる学校なので、遠方から入学する生徒もいる。

　そうした連中は学生寮に入ることが多かった。征継もそのひとりだ。一応、学校所在地の駿河市内に実家はある。ただし家族はいない。両親と祖父母はすでに他界している。兄弟姉妹もいなかった。

　軍人だった父の遺産と遺族年金のおかげで、生活にさほど不自由はない。

　実家でひとり暮らしもできたが、征継はまかない付き寮生活の便利さを選んだのだ。

「ひさしぶりに学校の近くを離れると、やけに『町に来た』気分がするな」

「学校のまわり、だいぶ山に近くて家もすくないもんねえ」

　駿河市は駿河湾に面しており、海に沿うように平地が続く。

　沿岸部の平地には、のどかな地方都市の市街地が広がっている。だが、その途中でやや唐突に標高三〇〇メートル程度の低い山がふたつ――有う度ど山やまと久く能のう山ざんが縦に連なって、緑ゆたかな丘陵地帯を形作っていた。

　征継たちの学校は、久能山の西側に位置しているのだ。

　ふたりはバスに乗って、市の中心へと進む。

　駿河駅前の繁華街に向かうルートだ。途中で一回、学校方面へ向かう軍用トラックとすれちがった。軍施設である鎮守府に行くのだろう。

「知ってる？　昔、徳川家康は『久能城は駿すん府ぷ城じようの本丸である』とか言ったらしいよ」

「久能城……久能山にあったとかいう城のことか？」

「うん。今じゃ何もない城跡だけど。でも、代わりに鎮ちん守じゆ府ふ――城みたいなものが近くにできたんだから、家いえ康やす公こうの言葉も結構当たってたのかもねえ」

　江戸幕府の初代将軍、徳川家康。彼は将軍位をしりぞいたあと、江戸から生まれ故郷の駿河にもどり、隠居所として駿府城を造らせた。

　ここ駿河市は、〝神しん君くん〟徳川家康との縁ゆかりがきわめて深い土地なのだ。

　雑談するふたりを乗せて、バスは駿河市を横断するように移動していく。駅周辺は繁華街やオフィス街がそれなりにととのっているが、東京あたりの喧けん噪そうとは比較にならない。ゆるい雰囲気の地方都市である。この駅前付近でもふたりは降りない。

　バスに揺られること、さらに十数分。結局、安あ倍べ川かわ近くの停留所で下車した。

　住宅地を五分ほど歩いて、橘征継の生家へ到着する。

　平屋造りの日本家屋で、母おも屋やには居間や座敷など広い和室が五つ以上。土間付き。そのうえ屋根は茅かや葺ぶき、立派な門まである。

　高校生男子がひとりで掃除するには、少々広すぎる家だった。

　古めかしい木造の門を開け、すこし先の玄関を眺めて――征継は眉まゆをひそめた。

「……ん？」

　玄関の扉が開けっ放しになっていた。

　先月、掃除に来たときはたしかに閉めて帰ったはずなのに。

「空き巣でも入ったのかな？」

「様子を見てくる。外で待っていてくれ」

　怪け訝げんそうな泰世へ告げて、征継は玄関へ向かう。

　不法侵入者が空き巣だとしたら、犯行後ではなく『犯行中』の可能性もありうる。友人を危険にさらしたくない。泰世はすぐにうなずいて、ひとり門の前に残ってくれた。

　このあたり、橘征継の特技をよく知る友人なので、話が早い。

　下へ手たに警官を呼ぶより、征継ひとりの方が暴漢相手に〝効率よく〟立ち回れるのだ。

「……靴か」

　玄関に入って、征継はすぐにつぶやいた。

　女物のブーツが一組、きれいにそろえて置いてある。丈たけは足首までで踵かかとも低い。

　不審な点はまだあった。征継が月一で掃除に来るだけの家である。しかし今、廊下がぴかぴかに輝いていた。埃を払うどころか、水みず拭ぶきまで済ませたらしい。

　さらに、家のなかをただよう線香の香り――。

　征継も靴を脱ぎ、匂においの出所である仏間へ向かった。のぞいてみれば、仏壇の前で正座し、合がつ掌しようする少女がいた。

　皇こう都とでは多いという、和服に袴はかまを合わせた女学生姿だ。

　みごとな黒髪に結んだリボンは大きく、あざやかな緋ひ色いろだった。彼女は征継の両親――幼い頃に死んだ母、三年前に戦死した父の遺影を見つめている。

　年齢は一五、六歳。子供っぽい顔立ちだが十分以上に美しく、可か憐れんだった。

　声をかける前に、女学生は征継の方を向いた。気配を察したのだろう。

「お帰りなさい、お兄さま。おひさしぶりです。たしか一二年ぶりだったかしら？」

　彼女はにこっと笑い、あいさつしてくれた。だが見覚えはない。ということは――すばやく考えを巡らして、征継はうなずいた。

「なるほど。俺には生き別れの妹がいたということか、実は」

「いいえ、ちがうわ」

「なに？　だったら君は何者なんだ？」

　征継の推理を涼しい顔で否定した少女は、うーんと口ごもった。

「初はつ音ねとお兄さまの関係……どう言ったらいいのかしら」

「昔、近所に住んでいた幼なじみの女の子で、歳上の俺を兄と呼んでいたとか？」

「ううん。幼なじみとか従い兄と弟こ同士って言えたら楽なのだけど、微妙にちがうからむずかしくて。ええとね、はとこ・またいとこよりもちょっと遠い関係なの」
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「いとこ半とか、そのまたいとこ辺りか？」

「そうそう、その辺のどれか。一族の系図をきちんと調べれば、ちゃんとした続柄がわかるはずよ。でも面倒くさくて。だから『お兄さま』でいいかなって」

「たしかに、『そのまたいとこかもしれない人』とか呼び合うのも面倒だ」

「でしょう？　昔、ふたりで決めたものね、ふふふふ」

　畳敷きの仏間ではじまった不法侵入者との問答。

　少女はにこにこと微笑みながら正座している。征継も彼女の前で正座する。下の名前は初音で親戚らしい。が、記憶のどこにも該がい当とうするプロフィールはない。征継は訊たずねた。

「ところで君の名前、フルネームは何というんだ？」

「あ、ひどいお兄さま！　初音のことを忘れていたのねっ。もう。同じ橘一族の橘初音を忘れるだなんて、ひどい話だわ」

　子供っぽく頰ほおをふくらませる橘初音嬢に、征継は「申し訳ない」と頭を下げた。

「幼稚園の頃は家が近かったから、ときどき遊んでいたのに」

「そうだったのか。じゃあ質問させてくれ妹よ――ではなく、橘初音くん」

「好きに呼んでいいわよ。呼び捨てでもマイリトルシスターでも」

「じゃあ初音。君と俺の間には、ほかに特別な関係はなかったか？　たとえば昔、結婚の約束をしていたとか。ほのかに恋心を抱き合っていたとか」

「恋心？」

「ああ。実は最近、考えるときがある。空から降ってきた女の子が俺に愛の告白でもしないものか、それとも結婚の約束をした幼なじみが突然現れないものか、などと」

　訥とつ々とつと語る征継の前で、初音はポンと手を叩いた。

「そういうお話、初音も読んだことあるわ。週刊少年ジャンクとか少女マルガリータで」

「青少年向けライト小説や恋愛ゲームでもおなじみの題材だな」

「お兄さま、そういうのがお好きなの？」

「この間、友人から薦められて、すこしばかりたしなんでいる。で、その影響を受けて、目下ひとり身である己のさびしさを痛感する夜もある」

「そうだったのね、おかわいそう！」

「というわけで、君と俺の過去はどうだったのかを訊ききたい」

「ええ、わかったわ。初音たちの間にそういうの、全然なかったはず！」

「悲しい報しらせだな……」

　ばさりと切り捨てられて、征継は淡々とつぶやいた。

「仕方ないわ、過去は変えられないもの。あ、でも。いま思い出したけど、子供の頃のお兄さま、初音に結婚を申し込んだことがあるかも」

「じゃあ、さっきの『全然なかった』は？」

「ごめんなさい。初音にはすこしそそっかしいところがあるの」

「なるほど、たしかにそのようだ」

「でね。たしか初音はこうお返事したわ。『将来、相撲取りの横綱みたいに強くて逞たくましくなったら、真剣に考えてあげる』って」

「なぜ相撲取りで横綱？」

「昔の初音は強い人が大好きだったの。横綱とかレスリングの無差別級王者とか、ムエカッチューアの達人とか。実は今も割とそうなのだけど」

「最後のひとつに、やけに渋しぶいこだわりを感じるな……」

　今では東方ローマの属州となった東南アジアのミャンマー。かの地の伝説的格闘技ムエカッチューアへの言及に感じ入りながら、征継は己をかえりみた。

　身長は一七五センチと中背。体つきは細身。贅ぜい肉にくはほとんどない。

　なんだかんだで鍛えてはあるものの、筋肉隆りゆう々りゆうのマッチョとは言いがたい肉体だ。

「どうやら、将来に向けてのトレーニングは成功しなかったようだ」

「子供時代の初恋は実らないものよ、お兄さま」

「ところで初音、君はどうして俺の家に」

「亡くなったおじさまとおばさまにご焼香して、帰郷のごあいさつをするためよ。ちょっと失礼して、勝手にあがらせてもらったの」

「俺の記憶が正しければ、鍵かぎをかけていたはずなんだが」

「大丈夫。初音はこれでも器用な方だから。六〇秒で開けられたわ」

　初音はえへんと胸を張る。童顔の彼女だが、すばらしくグラマーだ。そして、畳においてあったバッグへ手をのばす。

　白しら魚うおのような指が取り出したのは、のばして針金状にしたヘアピンだった。

「つまり、玄関の鍵穴をそいつでかちゃかちゃいじりまわして」

「錠前破りをさせていただいたの」

「じゃあ、家を掃除したのも――」

「散らかっていたから、初音がお節介を焼いて差し上げたのよ」

「やっぱりそうか。ありがとう。ただ、君は不法侵入の現行犯でもあるわけだが」

「まあ、ひどいわっ。お兄さまにとって初音は妹も同然。家族だから、不法侵入は適用されないはずでしょう！」

「どうだろう？　そのあたりは司法の判断によるところも大きそうだ」

「えっ、そうなの？」

「……征継くん、それに橘初音さん」

　淡々とつぶやく征継、きょとんとする初音。ふたりの問答に口をはさんだのは、いつのまにか仏間に来ていた泰世だった。

　話し声を聞いて様子を見に来たのだろう。泰世はやんわりと言った。

「ツッコミ不在のまま漫才するのもいいかげんにしないと、陽ひが暮れちゃうよ」

　ともあれ、これが橘初音と征継の出会い――否いな、再会であるらしかった。
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　一〇月上旬。臨りん済ざい高校に皇こう都と東京から転入生がやってきた。

　彼女は清せい楚そ可か憐れんで明朗快活、品行方正にして純情無む垢く。立てば芍しやく薬やくすわれば牡ぼ丹たん、歩く姿は百ゆ合りの花――。まさにマドンナと呼ぶべき美少女であった。

　我が校のニューヒロインの姓は橘たちばな、名は初はつ音ね。

　駿する河が市しでは武門の名家として知る人ぞ知る橘一族の御令嬢で、東京では皇こう城じように出仕して行儀見習いまでしていたという……。

「みたいな感じで、みんなが初音のことをうわさしているの！　困ってしまうわ。その評判、七分の六程度しか当たっていないのに！」

「つまり八五％近くもか。それはさすがに自分を過大評価しすぎだ」

　困ると言いつつもうれしそうな初音へ、征まさ継つぐは告げた。隣で泰たい世せいもうなずく。

「そんな女子が実在したら、その人はたぶん国民的アイドルになれるよねえ」

「もうっ。お兄さまも泰世さんも数字に細かいんだから！」

　ふたりにつっこまれて、初音はぷりぷりと文句を言った。

　昼休みの学生食堂で三人そろっての食事中だった。征継の家で顔を合わせた翌日に、初音は臨済高校に転入してきたのだ。

　一年生なので、二年の征継にとっては後輩となる。

　泰世が日替わり定食のハムカツをさくりとかじってから、つぶやく。

「たぶん『皇城に出入りしていたお嬢さま』って情報にまわりのみんなが過剰反応しているんだろうねえ。勝手に期待を投影して、マドンナの虚像を生み出したというか」

「た、泰世さんって、ときどき容よう赦しやないこと言うわよね……」

「気にするな初音。泰世に悪気はまったくない。こういう分析が好きで、頭のなかで考えた仮説を口に出したいだけなんだ」

　フォローともいえないフォローをして、征継はおむすびを口へ運んだ。

　購買で買った梅のおむすび一個。これが昼食の全てだった。小食なのではなく、腹六分目程度の粗食でないと落ち着かない、妙な性分なのだ。

「初音がさっき言った『清楚』と『可憐』と『明朗快活』は、自己申告どおり八五％評価でかまわないと俺は思う」

「本当!?　うれしいわ、お兄さま！」

「品行方正やマドンナ云うん々ぬんは謙虚に辞退すべきだろうが……」

「そ、そっちのコメントは余計よ、お兄さま！」

　一いつ喜き一いち憂ゆうする初音の献こん立だては鉄火丼定食に海藻サラダ、ミニうどん、肉じゃが。

　女子としてはかなりの量だろう。といっても、がさつな男子のように猛スピードでかっこんだりはしない。

　にこにこ微笑ほほえみながら、一品一品ゆっくり味わって食べ進めている。

　心から楽しんで食事をしていることが一目でわかった。

「でも、皇城に出入りできるなんて、君たちの家は格式があるんだねえ」

「そこは俺も初耳だ。ご先祖が旗本だったとは聞いていたが」

「格式はそれなりでお金はあんまりないけど、腕自慢で度胸満天星の一族なの。そのあたりを見こまれて、やんごとない方たちとおつきあいができたのよ」

　近年、武士が高貴な人々に仕えた例としては、山やま岡おか鉄てつ舟しゆうがいる。

　剣豪・書家としても名高い彼は幕臣として幕末を過ごしたが、明治維新のあとは侍じ従じゆうとして皇室に仕えた。橘の一族にもそうした人物がいたのだろう。

「それで初音も父さまに言いつけられて、女官見習いとして礼儀作法や高貴な方たちとのおつきあいの仕方を勉強していたの。学校が終わったあとのアルバイト代わりに」

　実際、食事をする初音の箸はし使づかいはきれいだった。

　食堂の椅子にすわる姿勢もよい。必要以上に気さくな少女だが、振る舞いの端はし々ばしに育ちのよさをかいま見ることができる。

「じゃあ、初音さんの特別あつかいはあのうわさと関係あるのかな、やっぱり」

「特別あつかい？　どういう意味だ？」

　征継が聞きとがめると、泰世はすぐに付け足した。

「いや、ほら。初音さんの制服」

「何かいけなかった？　こういう昔ながらの女学生スタイル、東京ではあちこちの学校で認められているわ。ここの校則にもダメとは書いてなかったし」

　初音はこの間と同じく、『はいからさん』だった。

　銘めい仙せんの着物に袴はかまを組み合わせた、第二次大戦前の女学生の格好だ。

「向こうでは最近、大正レトロ調が流は行やりなの。初音も試してみたらハマっちゃって」

「残念だけど、この辺じゃ非公認の改造制服あつかいなんだ。でも、初音さんのはおとがめなしで黙認されている」

　たしかに初音の転入から五日が過ぎている。制服を作っていないという言い訳はそろそろ通用しない時期だろう。さらに泰世は言う。

「一〇月なんて半はん端ぱな時期に皇都から引っ越してきた理由――もしかして、とある『やんごとなき御方』が駿河にいらっしゃる話と関係ある？」

　初音はびくっとした。図星らしい。征継は男友達に訊たずねた。

「やんごとなき方とは？」

「うわさがあるんだ。皇家の姫――藤ふじの宮みや家けのご息女・志し緒お理りさまが近いうちに皇都を離れて、亡きお父上の故郷である駿河にいらっしゃるって」

「藤宮家の皇女殿下……？」

　聞き覚えのない名前だった。征継は首をかしげた。

「そういえば今の女じよ皇おう――照てる姫ひめ陛へい下かのほかに、皇家の方のお名前を聞いたことがないな」

「国によってはロイヤルファミリーが公的な行事に参加したり、外交の場に登場することもあるけどね。日本の皇家はそうじゃないから」

　ある事情から、征継は一般常識にやや疎うとい。泰世はそれを知っているため、ふつうの人間なら面倒くさがる説明も丁てい寧ねいにしてくれる。

「一応、お名前とプロフィールくらいは公表されているよ。でも写真は非公開。マスコミが芸能人みたいに報道するのも禁止。秘密主義が徹底してるんだ」

　第二次世界大戦の前、日本が『大日本帝國』だった頃はやんごとなき方々の肖像画を一般家庭でも飾っていたという。今は真ま逆ぎやくなのだ。

　あの戦争に敗れて以来、日本は大きく変へん貌ぼうした。

　神に等しき聖獣《天てん龍りゆう公こう》を守護神として崇あがめる国、皇国日本へ。

　天龍公と命を共にする巫み女こ――女皇こそが今は日本国の支配者であった。

「志緒理さまは最近までローマに留学されていたから、それも理由だろうけどね。ちなみに留学とはいっても、実際は人質に取られた感じ」

「外交の道具というやつか」

「そういう政治に振りまわされる生活に疲れたのか、志緒理さまは地方での静かな暮らしを望んでおられる……。そんな話をたまたま聞いたんだ」

　泰世の父は新聞社勤め。息子の方も生徒会の合間を縫って、同じ社でバイトしている。一般人が知りえないような情報を、ときどき職場や自宅から調達してくるのだ。

　一方、初音はおもむろにせき払いした。

「こほん。とにかく初音が帰ってきた理由はトップシークレットなの。お兄さまたちも変なうわさを流したりしたらダメよ？　お願いね！」

　開き直ったのか、ツンと澄まし顔で言う学園のマドンナ（仮）であった。




　それから数日。謎めいた皇女・藤宮志緒理のうわさは市内にも広まっていた。泰世のように、彼女についての情報を伝え聞く者がすくなくなかったのである。

　東方ローマ帰りのプリンセスがまもなく駿河市に御帰省される――。

　征継は『皇女帰還』の物語をクラスの女子たちがうわさするのも耳にしていた。

　だが、あいかわらずヒロインのくわしい素性はわからない。

　公表されているプロフィールはごくわずかだ。いわく、第二代女皇の妹君を御ご母ぼ堂どうさまとする、御おん年とし一六歳のうら若き姫……という程度の。

「それで初音。皇女殿下はどういう御方なんだ？」

　放課後、たまたま帰り道でいっしょになった親戚へ訊たずねてみた。

　征継が暮らす男子寮は学校から徒歩二〇分の距離。同じ敷地内に女子寮があり、初音もそちらに入寮したのだ。

　ちなみに彼女の父・橘玄げん造ぞう氏は今も東京にいるそうだ。

　勤務先は皇族・藤宮家の離り宮きゆう――。どうやら初音は〝単身赴任〟らしい。

「姫様はね。すっごくお美しくて、頭もおよろし……何を訊いているの。そんなやんごとない御方と初音が親しいわけないじゃない」

　うっかり口をすべらせた同族の少女へ、征継はさらに言う。

「泰世が予想していた。初音はおそらく皇女殿下の女官としておそばで仕えるために帰ってきたのではないかと」

「あーあー！　何も聞こえないわよ、お兄さま！　そんなことより！」

　天てん真しん爛らん漫まんな初音は、やはり隠しごとが苦手らしい。強引に話題を変えた。

「昔、ふたりで通った駄菓子屋さんってまだあるのかしら？　今から行ってみない？」

「駄菓子屋か……」

「もうつぶれてしまったの？　それとも覚えてないとか？」

「実はそのとおりだ。全く記憶にない」

「もう。お兄さまったら、お忘れなのは初音のことだけじゃないのね」

「それも当たりだ。白状すると、俺は二年前に記憶喪失になった。それより前のことはきれいさっぱり何も覚えてない」

「えっ？」

　いきなりの告白に初音がきょとんとする。征継は淡々と続けた。

「階段から落ちて頭を強く打ったらしい。その拍子に記憶を失ったそうだ」

「じ、じゃあ、ご両親のことなんかも――」

「まったく覚えてない。まあ、仏壇の写真のおかげで、さすがに顔はわかるが」

　記憶喪失になった直後、面倒を見てくれたのは近所の親戚たちだった。

　右も左もわからないまま日々ぼんやりと過ごす征継に『橘征継とはどういう人間か』をあれこれ語り、さらに一般常識を教えてくれた。

　今、こうして高校生活を送れているのは親戚たちの世話焼きのおかげだろう。

　記憶がないからといって困ることも特にない。が、せめて両親についてはしっかり思い出してやりたい……。常々そう考えている征継だった。

　初音はしばらく啞あ然ぜんとしていたが、おもむろに大きくうなずいた。

「そっか……。それでうちのお父さま、あんなことを言ったのね」

「おまえの父上が何か？」

「何日か前に電話をもらったの。征継お兄さまのことで大事な話がある、近いうちに駿河へ来て説明するって」

　初音の父は藤宮家で、執事のような仕事をしているという。

　征継は面識がない。正確に言うと、この二年の間に顔を合わせたことがない。ほかの親戚から、自分のことを聞いたのだろうか――首をかしげたときだった。

　不意に、初音がささやいた。

「ひ、姫様っ？　どうして学校へ!?」

　初音の視線を追う。ここは校門のすぐ前。少女がひとり、外から入ってきた。

　日本人ではないのだろう。白金色の髪に藍あい色いろの瞳で、おそろしく目立つ美少女だ。優美な足取りで、ふたりの方へ迷いなく近づいてくる。

「初音。あの娘は知り合いなのか？」

「し、失敬なこと言わないで！　あの方が志緒理さま――初音のお仕えしている姫様なんだから、きちんとしなくちゃダメよ！」

「なに？」

　つぶやく征継、あたふたする初音をよそに、輝く髪の少女はおっとり微笑ほほえんでいる。

　皇国日本のやんごとなき皇女、藤宮志緒理。しかし、目の前の美少女はおよそ日本人らしくない白金色の髪プラチナブロンドの持ち主で――。

　また、あることに気づいて征継は「？」と首をかしげた。

　プリンセスはなぜか臨済高校の女子用制服を身につけていたのである。

　だが、答えを見つける前に初音が〝姫様〟へ駆けよっていった。そばに来た直属の女官へ女主人はひそひそと耳打ちする。

「ごめんなさい、お兄さまっ。用事ができたから、お先に失礼するわね！」

　初音が元気よく別れの言葉を告げた。隣でプラチナブロンドの美少女はぺこりと優雅に頭を下げ、歩き出す。もちろん初音もあとに続いていく。

　ふたりがめざす先は、臨済高校の校舎がある方角だった。
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　皇こう女じよ登場。その報しらせは大ニュースとして駿する河が中を駆け巡った。

　うわさの人物がついにやってきた。しかも、御ご来らい駕がの目的は旅行ではない。

「もしかしたら、いずれ皇都に呼びもどされる日が来るかもしれませんが……わたくし個人はこちらに長くとどまりたいと考えております」

　短期滞在ではなく、移住するために来た。

　皇女・藤ふじの宮みや志し緒お理りは地元テレビ局のインタビューでそう明言した。

　要いらぬ危険を避けるため、公おおやけの場で不特定多数の人間に素顔をさらさない――。それが皇家の慣習だという。唯一の例外は国こく母もである当代の女じよ皇おうだけである。

　しかし今回、志緒理はあえてメディアの前に姿を現した。

　駿河に到着した当日。全国放送ではないローカル局のニュース番組で、三〇代前半の女性アナウンサーを相手に思うところを肉声で語ったのである。

　ホテルの個室でのインタビューは一対一で行われた。

　東方ローマ帝国での四年におよぶ留学を終えて、なぜ駿河に来たのか？

「一二歳のときにローマに迎えていただいて、あちらではたくさんのことを学ぶことができました……。でも、一般的な学生生活だったとはとても言えません。どこか静かな街で社会勉強も兼ねて、高校に通わせていただきたいと考えたのです」

　インタビューは午後六時台の放送だった。駿河市周辺での視聴率はなんと六〇％越え。番組内で、地方局の女性アナは緊張しながらもしっかり話を進めていった。

「そのためにお選びになった場所が――」

「はい。駿河は亡き父の故郷でもあります。日本での新生活は是非こちらではじめたいと思い、罷まかり越した次第です。市民の皆様にはご迷惑をおかけするかもしれませんが、あたたかく受け入れていただけたらと、願っております」

「ところで殿下。差し支えなければ、御お髪ぐしのお話をすこし……」

「染めているわけではないのです、実は」

　皇女・志緒理の輝くプラチナブロンドの髪。神秘的なほどに美しいが、純粋な日本人ではありえない色合いだった。

「ご存じの方も多いでしょうが……初代女皇・日ひ美み子こ陛へい下かは天てん龍りゆう公こうの御み霊たまをその身に呼び降ろし、神がかりした状態で双子の姫をご出産なさいました。第二代女皇の登と世よさまと、わたくしの母である藤宮殿下を――」

　聖母マリアの処女受じゆ胎たいと救イ世エ主ス出産。あのエピソードと同じだった。

　天龍公をはじめとする聖獣たちの巫み女こは子種ではなく、パートナーの霊気を授かることで単たん為い生せい殖しよくを成し遂とげるのだ。

　皇女殿下は己の髪に軽くさわりながら、困ったように微笑ほほえんだ。

「聖獣のみなさまを崇あがめる国では、どこも同じ方法で王族・皇族が誕生いたします。その血筋には不思議と女児しか生まれません。そして、これはあまり知られていないことなのですが……稀まれにわたくしのような子供が現れるのです」

「と、おっしゃいますと？」

「わたくしの髪、おじいさまと同じでしょう？」

　白金色の巨龍である天龍公。その全身は志緒理の髪と瓜うり二ふたつの輝きを宿している。

　そうと気づいて、女性アナウンサーは大きくうなずいた。

「つまり、志緒理さまは特におじいさま似であられる……ということでしょうか？」

「ふふふふ。そういう言い方もできますね」

　インタビューの放映時間は約三〇分。

　その間、皇女殿下は言葉に詰まることもなく、しっかりとした口ぶりで自分の考えを流りゆう暢ちように語りつづけた。また、上品な微笑も常に絶やさず、さすがプリンセスという気品を惜しげもなく見せつけてくれた。

　……放送の影響は非常に大きかった。

　翌日から駿河市民の間で、皇女・藤宮志緒理の人気が爆発的に高まったのである。

「狙ったわけじゃないだろうけど、上う手まいことはまったよねえ」

　征まさ継つぐの友人・小お此この木ぎ泰たい世せいも感心して、こう語ったものだ。

「皇女殿下のおうわさがさんざん広まったところで、御本人がテレビ出演。駿河に来た理由も自分の言葉でばっちり語って、〝お若いのにしっかりした方〟アピールも十分。そのうえ美少女で、まさかのプラチナブロンド。ビジュアル面もインパクト絶大だ」

「たしかにな」

　征継も同感だった。ほんの数日で藤宮志緒理は『よく知らない皇女殿下』から『駿河の住民なら知らない者はいない、我が街のお姫さま』に格上げされていた。

「これを狙って仕組んだのなら、とんでもない曲くせ者ものだ」

「はははは。さすがにそれはないんじゃない。ま、人質としてローマに差し出された姫君ってことでみんな同情的だったから、好感度も高くなるよねえ。すでに年配層の心はわしづかみだし、若い層にだって――」

　すくなくとも征継が通う臨りん済ざい高校では、志緒理は絶大な人気者だった。

　駿河では高校に通いたいと言っていたプリンセス。彼女の転入先となる予定の学校こそが臨済高校だったのである。

　しかも驚いたことに、学生寮に入居するという。

　皇女志緒理がやってきた週の金曜日、征継は親戚の少女に呼び出された。

「もちろん、姫様にふつうの寮で生活していただくわけにもいかないし」

　初はつ音ねはついに『皇女直属の女官』であると明かして、征継に語った。

　通学前の朝、学生寮の敷地内での会話だった。

「使ってなかった寮舎をひとつ、姫様のために明け渡してもらったの。今日の夜から姫様と初音はこっちで暮らすことになるわ」

「そういえば、すこし前に業者が入って改装工事をしていたな……」

　征継と初音は皇女専用寮舎となる『黒くろ百ゆ合り寮』の前にいた。

　寮生の減少にともない、ここ五年ほど未使用だった建物だ。突とつ貫かんで行ったであろう改装工事のおかげで、外観は十分こぎれいになっていた。

　尚なお、皇女が征継の前にふらりと現れたのは、一昨日の出来事だ。

　同じ日の夕方にインタビュー放送。翌日に志緒理殿下は市庁舎を訪問し、駿河市長とも面談を行ったという。

　そして、今日は金曜日。プリンセスは来週の頭から通学をはじめるらしい。

　効率的なスケジュール進行に感心する征継へ、初音が言った。

「ところでお兄さま。今日の放課後、つきあってもらえる？」

「べつにかまわないが……どういう用件だ？」

　今日の授業が終われば花の週末。金曜の放課後と土日の二連休だ。

　ただし、征継には遊びに行く予定などない。だからこそ気安く請うけ合ったのだが、続く初音の言葉を聞いて、ひどく驚いた。

「姫様がお呼びなの、お兄さまのことを」

「俺を――皇女殿下が？」

　皇女殿下と拝はい謁えつせよ。まさか、そんなことを申し渡されるとは。

　さらに、そのために用意したという場所を初音は告げる。征継はますます困惑した。

「日に本ほん平だいらの駿河鎮ちん守じゆ府ふ……？」

　ますます征継は困惑した。そんな場所になぜ自分が呼び出されるのか？

　臨済高校から東へ向けて、自動車でしばらく走る。すると有う度ど山やま・久く能のう山ざんが縦にならぶ丘陵地帯にぶつかる。そして有度山の山頂付近は『日本平』とも呼ばれ、この一帯でいちばんの高台になっていた。

　そこには鎮守府――駿河の地に造営された軍事基地がある。

　只ただの基地ではない。『城じよう代だい』として鎮守府を預かるのは騎き士し侯こうの務めだった。

　騎士侯。脅きよう威いの戦闘力を誇る有翼巨兵レギオンの軍勢を召集できる異能者。彼らをひきいて戦場の最前線に躍り出る指揮官。

　はかりしれない危険と責任を一身に引き受け、軍と国を代表して戦う。

　それゆえに騎士侯たちはさまざまな栄えい華がを手に入れる。軍においては勇者として敬意を捧げられ、高級将校として兵たちの上に立つ。多額の俸給を受け取り、騎士侯位の持ち主として一般社会でも貴族のごとく遇される。

　そう。鎮守府とは『騎士侯とレギオン軍団』の活動拠点なのだ。

　……橘たちばな征継の人生を大きく変える一日は、このようにはじまったのである。
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　Ａ式27型駆く逐ちく艦かん、ティンタジェル。

　二カ月前より彼女が管理する新造軍艦である。

　全長一八三メートル。満載排水量一万五千トン。流線的な船体はステルス設計を取り入れた結果だという。対空武器管制システム[image: ]Evil-Eye[image: ]は彼女の念ねん波ぱ・念導術に連動。人造霊液を用いた流りゆう体たい炉ろは動力源であるだけでなく、有翼巨兵レギオンの運用に不可欠な神秘力を潤じゆん沢たくに発生させる。

　つまり、現代の主力兵器〝レギオンの軍勢〟の母艦としても機能できる艦ふねなのだ。

　そして艦名ティンタジェルの所属は大英帝国軍・極東艦隊――。

「おはよう、レディ。今朝のごきげんはいかがですか？」

　艦長を務めるグレイソン卿きようからの呼びかけだった。

　彼女――自我保有型の念ジ導ー精ニ霊ーモリガンは返答のために念波を送った。

（おはよう……ございます、艦長。状態は……良好。これより、憑ひよう依いを開始します）

　艦長・グレイソン卿の呼びかけに応こたえて、モリガンは念波を送った。

　中佐の階級にあるグレイソン卿は初老の紳士だ。が、彼女の返事にうなずくのが遅れたのは聴力の衰えゆえではない。

　念導者の素養を持たない人間には、念波はひどく聞こえづらいものなのだ。

　その問題を解決するため、モリガンは憑依を開始する。

　依より代しろとするのはいつもどおり人形だった。ティンタジェル第一作戦室に置かれた安楽椅子でひっそりと座す、身長一五〇センチの少女人形――。

　一二、三歳の人間の少女を模している。肩まで届く金髪はゆるやかな巻き毛だった。

　精巧な造りである。しかし、その白すぎる肌は硬い陶製で、碧あおい眼球はガラス細工、桜色の爪には桜貝から採取した塗料が塗られている。

　また、叩けば『きん』と鳴る素肌の下に、血管がひそんでいた。

　チューブ製の血管が全身に張りめぐらされているのだ。なかには青い血が詰まっている。あのレギオンたちの動力にもなる人造霊液だった。

　この液体へ、モリガンは己の霊体の一部を宿らせた。

（分霊、憑依……共に成功。覚醒、します）

　少女人形の血管のなかで青い血が流動をはじめた。

　流体発電システムの燃料ともなる人造霊液の力が小さな人形にも奇跡を起こし、モリガンの分身たる依代に変貌させる。

　……人形に宿ったモリガンはゆっくりと身を起こした。

　硬かった陶製の肌はいまや生身の少女と同じ肉質、やわらかさだった。

　ただし、歯車とクランクで動く関節部は機械造りのままだ。動くたび『ぎ……っ』という異音が節々から発せられる。また体の各所で青い霊液の流れるチューブや歯車が露出し、あくまでかりそめの命に過ぎない事実を主張している。

　身につける衣装は海兵セーラー服にスカート、さらにベレー帽。

　モリガンは視力を宿したガラス細工の両目で、グレイソン卿を見つめた。

　瘦やせた白髪の老紳士。『謹厳なジェントルマン』を絵に描いたような海軍将校である。

「こうして……会うのは、おひさしぶり、ですね。中佐」

「ごきげんようレディ。さっそくですが、ある御方に会っていただきます。その体は以後、彼の指揮下に配置してください」

　グレイソン卿はモリガンに対して、常にうやうやしく接する。

　安楽椅子にすわったまま、彼の指示にうなずく。モリガンの首関節は『ぎ……っ』『ぎ……っ』という音を立てて動いた。




　グレイソン卿はモリガンを艦の甲かん板ぱんへ連れ出した。

　駆逐艦ティンタジェルの船体には、中央付近に『塔』の形状をした艦かん橋きようが立っている。この塔の後ろ側へ、ふたりはやってきた。

「お待たせしました、王子殿プリンス」

　甲板の端でたたずむ人物の背中へ、グレイソン卿は呼びかけた。

　その相手は太平洋の海原を眺めていた。

　現在、ティンタジェルは日本の領海内――志し摩ま半島の近海を航行中だった。針路は東。このまま進めば遠えん州しゆう灘なだ、御お前まえ崎ざき、そして駿する河が湾わんに到達する。

　日本の海と空は、聖獣・天てん龍りゆう公こうに仕つかえる海竜、翼竜たちによって警護されている。

　陸の近辺を航行する以上はいずれ発見されるだろう。しかし、今のところは隠遁ステルスの念導術が機能していた。モリガンが艦全体に施したものだ。

「我が艦の念ジ導ー精ニ霊ー、モリガンとお引き合わせいたしましょう。このように可か憐れんな少女ですが、私と共にインド洋で海賊退治に明け暮れた猛も者さでもあります」

「君がわざわざ僕の介添え役として付けてくれる者だ」

　返事と共に振り返った『王子殿』は、二〇歳前後の青年だった。

　銀髪。そして美男子――否いな。すばらしい美男子。顔立ちがととのっているだけではなく、みごとなほどの覇は気きと凜り々りしさが彼の表情を輝かせる。

「もちろん歴戦の勇者に決まっているさ。……でも、ここはバッキンガムの宮廷でもアキテーヌの戦陣でもない。王子と呼ばれるのは少々こそばゆいな」

　美男子は将校の軍服を着ている。グレイソン卿が着るものと同じだ。

　白のシャツにネクタイ、黒いスラックスという組み合わせ。だが、この王子殿はさらに黒のジャケットと黒のマントも身につけていた。

　しかも長剣を腰に下げている。フォーマルな場にも出席できる軍装だ。

　この大おお仰ぎような格好を普段着のように着こなす美男子は、すこし考えてから言った。
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「モリガンくん。僕のことは黒騎士卿と呼んでくれ」

「了解、いたしました。黒騎士卿」

　返答しながら、モリガンは念波を発した。

　己の精神をティンタジェルの記憶領域データベースに接続するためだ。ここに蓄積された膨大なデータを検索する。探すのは[image: ]Prince[image: ]と[image: ]Sir Black-Knight[image: ]の称号、そして目の前の青年と同じ顔を持つ人物。しかし失敗。該がい当とう情報には保護がかけられている。

「残念ながら、僕のくわしい素性は秘ひ匿とく事項だ」

　銀髪の黒騎士卿がにやっと笑った。モリガンの念波を察知したのだろう。

　ということは念導術師、もしくは騎き士し侯こうのどちらか――。

「やはり……騎士どの、なのですか？」

「それはそうさ。でなければ、わざわざ黒騎士を名乗らない」

「失礼、いたしました」

　モリガンの聞き取りヒアリングに不備はないが、会話はすこし不得意だった。そのため言葉がどうしても途切れ途切れになる。

「まあ、あまり気にしないでくれ。今のところ、僕の役目はただの軍監オブザーバーなのでね。君たちのいくさぶりと日本の風土を見学させてもらうだけのつもりだ」

　ここで黒騎士卿はもうひとりの軍人を見やった。

「グレイソン。君のリクエストどおり女王騎士をふたり、本国から急きゆう遽きよ連れてきた。スティーヴィーとランプスだ。今回の上陸作戦、これでどうにかなるだろう？」

　ふたたびモリガンは記憶領域データベースを検索した。

　今度は問題なかった。それらの愛称を持つ女王騎士はスティーヴン卿とランパード卿のみ。どちらも《大十字騎士勲章》の銘を授かった勇士だ。

　一方、グレイソン卿はやや皮肉っぽく微笑していた。

「ありがとうございます。ただ、ひとつ訂正をお許しください。今回、私は日本国内の同盟者より要請を受け、そのまま本国に伝えただけに過ぎません。決して私個人の判断によるものでは――」

「そうだった。僕としたことが、少々軽率な発言だったな」

「軽率ついでにあなた自身が作戦に参加されても、私個人は一向にかまいませんが」

「僕も個人的にはそうしたいよ。ただ、着任前のそういうやんちゃを『時代おくれ』とか『中世的』と言って、目くじらを立てるお歴々が本国には多い」

　黒騎士卿は苦笑いを浮かべた。

「あとで説教されるのも面倒くさい。今回はやめておこう。まあ、現地に日本びいきのカエサル公でもおいでなら、その面倒を背負い込んでもいいと思うのだがね」

「今は軍師役で十分……そういうことですな」

「ああ。その程度なら文句は言わせない」

「……ひとつ、よいでしょうか？」

　黒騎士卿と艦長の会話に、モリガンは割りこんだ。

「今のお話から、推測、します。あなたは女王騎士とグレイソン卿の上に立つ位階者であり、本国の重じゆう鎮ちんたちとも、緊密な関係を築いておられる……」

「ああ。ついでに言うと、君の――君たちの上官となる予定の男だ」

　さらりと黒騎士卿は告げた。

「肩書きはたぶん、極東艦隊・第一遠征旅りよ団だんの司令官および筆ひつ頭とう騎士侯あたりに落ち着くだろうな。近日中に辞令が発はつ布ぷされるよ。僕の名はそのときに教えてあげよう」

「承知、いたしました」

「ではモリガンくん。正式な着任前で恐縮だが、地図を出してくれ」

　かちゃりと音を立てて、モリガンは人形の首をうなずかせた。

　記憶領域データベースから日本の視覚イメージを引き出して、念導波に乗せて投射。空中――黒騎士卿の目の前に、日本列島の平面図を表示する。

「僕たちのパートナーである畿内将家が皇こう都と東京へ進軍するにあたり、絶対に抑えなければならないルート――東海道が今回の目標だ。静岡西部から箱はこ根ねの関せきまでの間にある五つの鎮ちん守じゆ府ふ……浜松、掛かけ川がわ、駿する河が、富士、そして長なが浜はまを一気に制圧する」

　地図上の該当箇所五つを指さしながら、黒騎士卿は言う。

「例の――駿河のトラブルのせいで決行が二週間早まったが、まあ、それ以外の問題は生じていない。ミスさえなければ、つつがなく作戦は終了するはずだ」

　日本上陸および、東海道制圧作戦がまもなく敢かん行こうされる。

　その詳細情報をモリガンが念導検索で得た直後、駆逐艦ティンタジェルの上空に――膨大な量の『念』が満ちていった。

「ふたりとも来たか」

　黒騎士卿が言った。モリガンたちのそばへ士官二名がやってくる。

　今、放出された念の持ち主たちだ。ふたりとも二〇代の逞たくましい青年で、ジャケットとマントをまとい、帯剣している。黒騎士卿と同じ軍装だ。

　さっき検索で知った二名の女王騎士、スティーヴン卿とランパード卿だった。

「スティーヴィー。ランプス。出陣の準備はできているか？」

「もちろんですよ、黒騎士殿ブラツクナイト」

「我らが授かった銘めいのもと、女王の代行者となる軍団を召集いたしましょう」

　上官への言葉としてはやや気安く、代わりに親愛の情に満ちていた。

　ふたりは同時にジャケットの胸ポケットへ手を当て、すぐに放す。そこには十字架型の勲章がいつのまにか燦さん然ぜんと輝いていた。今まで何の飾りもなかったというのに。

　これこそが《大十字騎士勲章》。

　大英帝国の主力レギオン〝クルセイド〟を召集するための聖印だった。

　十字の勲章を胸に添えて、スティーヴン卿とランパード卿は天を見あげる。上空を満たしていた念が『兵士の一団』として具現化をはじめた。

　モリガンは念波による測定で、すばやく兵の数をカウントした。

　総勢九四騎。兵たちは皆、身の丈たけ八メートルを越す。白い仮面と軍服、そして甲かつ冑ちゆうまでも身につけていた。百人大隊クラスの堂々たる軍勢だった。

　彼らが持つ武装は揃いの銃剣付きライフル。羽根型の飾りを背中に付けている。

「よろしい。スティーヴィーには富士、ランプスには長浜の鎮守府へ向かってもらう。……そういえば、問題の駿河は誰が担当するのだったかな？」

「フィルネヴィル卿、です。当艦ではなくカールレオンに搭乗、して、おります」

　首をかしげる黒騎士卿へモリガンは解答した。

　カールレオンは彼女のティンタジェルと同型の駆逐艦である。

「あちらからはテリー卿が浜松へ、アシュリー卿が掛川へ向かう、予定です。ところで黒騎士卿、もうひとつ質問、よろしいでしょうか？」

　じっと美男子の顔を見つめて、問いかける。

「あなたは先ほど、おっしゃいました。カエサル公が日本においでなら、作戦に参加してもかまわない、と。一体、どうやって、公を迎え撃つのでしょう？」

「かんたんだよ。僕自らが陣頭に立ち、ローマの英雄どのと雌し雄ゆうを決する」

　平然と黒騎士卿はうそぶいた。

　彼の背後で黒いレギオンが一体だけ、ゆっくりと具現化をはじめる。

　姿形はクルセイドとよく似ていた。しかし、身にまとう軍服も甲冑も漆しつ黒こく。顔に装着した仮面、背中の翼も黒であった。

　このレギオンこそ、彼が『黒騎士卿』と名乗る由ゆ来らいなのだ。

「あの御ご仁じんと戦場で真っ向勝負できる武将はめったにいない。だが、幸いにも僕は数少ない例外のひとりだ。それはそれで僕好みの展開ではあるよ」

　クルセイドならざる有翼巨兵をしたがえて、銀髪の貴公子はつぶやく。

　モリガンはついに彼の素性を理解した。黒き主従をつなぎ合わせる念波の絆きずなは、同席する二名の女王騎士など比較にならないほど――数百倍も強かった。

「ならば、御言葉のままに……レガトゥス・レギオニス。死せる者どもの集つどう冥めい府ふより、帰還されし英雄よ。精霊モリガンは、貴方あなたの武ぶ勲くんに忠誠を捧げます」

　軍団を統すべる者、真の騎士侯――。

　その意味を持つ称号で呼ばれて、黒騎士卿はにやりと笑った。
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「それにしても、志し緒お理り殿下は思い切ったことをなさったな」

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは素直な思いを口にした。

　暦こよみは一〇月なかば。よく晴れた金曜日の昼過ぎだった。

　立夏は駿する河が市しの市庁舎を訪ねていた。駿河駅から徒歩一〇分の近さだ。かつて徳とく川がわ家いえ康やすが居城とした駿すん府ぷ城じよう――その城跡そばに建てられた、七〇年以上も前の赤レンガ建築である。

　この格式高い市庁舎の市長室、最高責任者の部屋に立夏はいた。

「皇こう家けの姫ともあろう御方がローカル番組とはいえ、テレビにご出演なさるとは……」

　その思い切りのよさ、きらいではない。立夏はくすりと笑う。

　市長を前にしての言葉だった。しかも羽は織おり袴はかまの和装を身につけた、六〇代前半の威厳ある人物だ。対して、秋ヶ瀬立夏はまだ一七歳――。

　腰まで届く美しい黒髪と、端整な美貌を誇る乙女である。

　しかし、唇にひらめかせる微笑はむしろ剛ごう毅きであった。衣服も市中の女子高生たちとはちがう。皇国軍の高級将校が身につける黒い軍服だ。腰には日本刀まで帯びている。

　ちなみに、軍服の上からでもはっきりわかるほどスタイルがよい。

　胸のふくらみは形よく盛りあがり、腰のラインにも程よい丸みと量感があった。







[image: ]









「インタビューをご覧になられたのですか？」

　孫でもおかしくない歳の立夏へ、市長がうやうやしく訊たずねる。

　しかし、無理もない。愛知・静岡・山梨の三県を治める東海道総そう督とくの長女にして、東海道州軍の騎き士し侯こう――。そのふたつが立夏の肩書きなのだから。

　どちらか片方だけでも、市長や県知事より格上だと言える。

　父の代官として駿河市の行政を取り仕切る人物へ、立夏は答えた。

「ああ、観みた。殿下は涼しげな物言いをされる御方なのだな。皇家を奉じる十じゆう二に将しよう家けの一員として、単純にうれしく思ったぞ。それに痛快だ。女じよ皇おうのおそばに侍はべる女官連中が番組出演を知ったら、まちがいなくご機嫌ななめになる」

　想像してみて、立夏はもう一度にやりと笑う。

「志緒理殿下がおとなしいばかりの姫君でないのなら……今度の謁えつ見けん、退屈な茶飲み話で時間を無駄にせずとも済みそうだ。ありがたい話だな」

「……秋ヶ瀬さま」

　初老の市長が困り顔で笑い、やんわりいさめようとする。

　十二将家の一員でもある秋ヶ瀬の騎士姫に、必要以上にへりくだる輩やからは多い。しっかり意見してくれる人物は少数派だ。

　市長の反応をありがたく思い、立夏は問題発言を苦笑で封じ込んだ。

　第二次大戦のあと、日本が天てん龍りゆう公こうの庇ひ護ご下かに入って以来。

　日本列島は十二の州に分割されて、それぞれ世襲の総督が統治する土地となった。要は江戸時代の藩はん制せいが復活したのである。

　十二名の地方総督は自前の軍と騎士侯もひきいるため、十二将家の呼び名が付いた。

　北海道将家。奥おう州しゆう将家。北陸将家。関東将家。東とう山さん道どう将家。東海道将家。

　畿き内ない将家。大阪将家。中国将家。四国将家。九州将家。沖縄将家。

　立夏は東海道を治める将家・秋ヶ瀬家の長女なのだ。

「皇女殿下とのご謁見、たしか明日でしたか？」

「ああ。時間があれば鎮ちん守じゆ府ふにも寄って、咲さ久く耶やと会っていくつもりだ。この何カ月か、調子がよくないそうだな。皇女殿下よりもあいつの機嫌を取る方がむずかしいはずだぞ」

　そこまで和なごやかに言ってから、立夏は表情を引き締めた。

「だが……今日のところは、あの男と話をしなくてはならん」

「川かわ添ぞえどのですか。駿河鎮守府の城じよう代だい――いえ、前城代ともあろう御方があのような行いに陰で手を染めていたとは、まことに遺い憾かんです」

　痛ましげに市長が言う。立夏は肩をすくめた。

「金に汚いところのある御ご仁じんだったからな。収しゆう賄わいの方は不思議でも何でもない。むしろ問題は、大英帝国の関係者と接触していた件だ」

　駿河鎮守府の城代を務める騎士侯が二日前、収賄容疑で憲けん兵ぺい隊たいに逮捕された。とある土木業者から金銭を受け取り、不適切な便べん宜ぎをはかっていた云うん々ぬん――。

　その捜査線上で、第二の問題行動が浮かびあがってきたのである。

「我が東海道からもついにブリテン派が出ましたか。それも騎士侯の方から」

　嘆なげかわしげに市長がつぶやく。

　東方ローマ帝国と日本の〝同盟締結〟から、早くも一〇年が過ぎている。

　だが近年、アジアで勢力をのばす〝もうひとつの帝国〟と手を結び、ローマの影響力を日本から排除すべし。非公式にそう主張する要人が西日本を中心に現れつつあった。

　これを『ブリテン派』という。九州・中国・四国将家に多い。

「西の将家は幕末――薩さつ長ちよう同盟の頃から英国との縁が深い。だが、東海道はちがう」

　立夏もうなずいた。

「徳川家康公が生まれ育ち、その後も長く本拠地とされ、将軍の座をしりぞいたのちは隠居所として選ばれた土地だ。われらは徳川の遺い風ふうを継ぐ者として皇家に忠義を尽くし、武家の本ほん懐かいを世に示していくべきだろう。まあ」

　侍さむらいの末まつ裔えいとしての矜きよう持じを語ってから、立夏は皮肉っぽく笑う。

「今は皇家の方がわれわれではなく、より強大なローマに取り入ってるわけだが」

「秋ヶ瀬さま……」

「ああ、すまない。そろそろ川添どのに会いにいくとしよう」

　ふたたびいさめられたので、立夏はすばやく言った。

　東海道総督に直属する騎士侯として、ふだん彼女は名古屋城に出仕する。

　今回は父の代理として疑惑の人物と面談すべく、駿河市に来た。その後、うわさの皇女・藤ふじの宮みや志緒理とも謁見をはたす予定であった。
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　征まさ継つぐは放課後を迎えたあと、すぐ初はつ音ねと共に臨りん済ざい高校を出た。

　迎えに来てくれた軍用トラックに乗せてもらい、駿する河が鎮ちん守じゆ府ふをめざす。

　標高三〇〇メートル級の低山ふたつが縦にならぶ丘陵地帯。北にある有う度ど山やまの頂いただき付近はなだらかな高台で、『日に本ほん平だいら』と呼ばれる。見わたすかぎり野原が続く軍用地である。ここに現代様式の〝城〟というべき鎮守府が造営された。

　トラックはついにこの丘陵を登り切り、駿河鎮守府の前にやってきた。

「ここか」と征継はつぶやいた。

　駿河鎮守府の敷地は、皇こう都とのドーム球場五つ分に相当するらしい。

　この広いスペースを城壁が取り囲む。高さは七メートルほど。

　空から見ると城壁は五ご芒ぼう星せいの形を描いている。『五ご稜りよう郭かく』の名で有名な函はこ館だて鎮守府と同じ様式だ。もっとも、飛行するレギオンとの戦闘で城壁が役立つはずもない。

　軍の権威を誇示するため、見み栄ばえのいい星形にした……との説が有力だった。

「行きましょう、お兄さま」

　軍用トラックから降ろしてもらうと、初音が言った。

　服装は例によって『はいからさん』な女学生スタイルだった。

　征継は臨済高校の学ランだ。皇国軍と十じゆう二に将しよう家けひきいる十二州軍の軍服、実は黒い詰め襟えりである。高校の制服と外見上の差はすくない。軍人たちに交ざって軍施設の近くをうろついていても、あまり違和感はなかった。

　逆に銘めい仙せんの着物に袴はかま、ブーツという初音の格好はよく目立っていた。

　学生ふたりでしばらく歩き、城壁の一角にある通用門までやってきた。ここで征継は目をみはった。

　通用門の両脇に蒼き巨人が二体も立っていたからだ。

　身長はおよそ八メートル弱。ブルーの甲かつ冑ちゆうと軍服をまとい、顔には陶器めいた質感の白い仮面をはめている。細く締まった体型はいかにも俊しゆん敏びんそうで、スタイルもよい。

　巨人はどちらも『銃じゆう槍そう』を装備していた。

　銃身の長い軍用ライフルの先端部に銃剣を取り付けた武器で、銃としても槍やりとしても使用できる。この銃槍を、二体の巨人は垂直に立てて、両手で捧げ持っているのである。

　二体はいきなり首を動かし、顔と視線をわずかに下へ向けた。

　顔にはめた仮面には――目の部分に裂け目が入っていた。その奥で眼球がぎろりと動き、近づいてきた征継と初音をじろりとねめつける。

　彼らは生きており、自らの意思で周囲を警戒し、門番役を務めているのだ！

「これが日本のレギオン……〝神かむ威い〟という種類か」

　稼働中のレギオンを直じかに見たのは今日が初めてだった。

　征継の身長は一七五センチ。巨人の足裏から膝ひざまでと同じくらいの高さだ。全長八メートル弱の青い体たい軀くを前に思わず感かん嘆たんした。

「そうね。ここの城じよう代だいさまが見張りに立たせたのだと思うわ。格式とかハッタリを重んじる人はよくそういうことをやらせるみたい」

「ハッタリ？」

「ほら。見なれてない新兵さんや訪問者は今のお兄さまみたいになるから」

　初音の教えてくれた豆知識に、征継はうなずいた。

　現代世界において、レギオンは主力兵器にして決戦兵器である。そんな代しろ物ものに門番をさせるのも考えてみれば無駄な話だ。しかし、たしかに見栄えはよかった。

　尚なお、初音の方は見なれているらしい。さすが皇こう城じようで行儀見習いをしていた少女だ。

「このレギオンたちは城代の命令だけを聞くのか」

「一応そうよ。騎き士し侯こうである城代さまから指揮権貸たい与よの儀式を受けた念ジ導ー精ニ霊ーとか念導術師の人がいれば、かんたんな指示くらいは出せるそうだけど」

　通用門の脇に人間の兵士が門番として待機している。

　初音は彼に通行証らしき書類を差し出して、にこやかに話しかける。その間、征継はあらためてレギオン二騎の巨体を見あげた。

　神威たちがまとう青き甲冑には汚れひとつなく、陽光を浴びて輝いていた。

　だが見栄えがいいだけではない。彼らはどちらも威風堂々として、古ふる兵つわものの雰囲気をもまとう。実際、全てのレギオンは巨人であるうえに、武芸・射撃の達人だという。

　銃槍の引き金をひけば、数キロ先の標的も易やす々やすと撃ち抜くのだとか。

　たとえば橘たちばな征継が鎮守府を攻撃する敵兵であれば、一秒で〝瞬殺〟されるはず――

　この瞬間、奇妙な考えが頭によぎった。

　なぜか征継は首をかしげた。本当にそうだろうかと。たしかに眼前の神威は強大だろう。しかし、不思議と負ける気はしない。

　いざとなれば、どうとでも返り討ちにできそうだと……根拠もなく、そう思う。

　自分は一体どうしたのだ？　困惑する征継へ、初音が声をかける。

「こっちよ、お兄さま」

「……ああ」

　通用門をくぐり、ふたりは駿河鎮守府のなかへと入った。

　城壁内側の敷地はかなり広い。一面、緑の芝生でおおわれており、ゴルフ場にまぎれこんだ気さえする。しかし、建物は意外なほどすくなかった。

　鎮守府内でレギオン同士が戦闘することを想定し、被害を抑えるために重要施設の多くを地下に設けている……。そんな話を征継は思い出した。

　地上の建造物としては、敷地中央にそびえ立つ〝塔〟が最も目立つ。

　赤レンガ造りのタワーである。高さは四〇メートルほどで、最上部に巨大な丸時計が顚はめ込まれていた。時計塔と呼びたくなる雰囲気だ――否いな。

「風ふう水すい盤ばんというやつか、あれは？」

　塔の最上部にあるのは、巨大な時計ではなかった。

　中心に磁石を据え付け、そこを取りまく形で同心円状に幾いく重えもの円を描く。そのなかに線を書き入れて等分し、文字や記号・単語を『乾けん・兌だ・離り・震しん・巽そん・坎かん・艮ごん・坤こん』『甲こう・乙おつ・丙へい・丁てい・戊ぼ・己き・庚こう・辛しん・壬じん・癸き』『子ね・丑うし・寅とら・卯う・辰たつ・巳み・午うま・未ひつじ・申さる・酉とり・戌いぬ・亥い』などとおびただしいほどに書き入れた円盤だった。

「初音にはよくわからないけど、鎮守府は軍の基地である前に霊魂とか念がよく集まる聖域でなくてはいけないそうなの。だから、ああいうのを置くのかもしれないわね」

「たしかに、よくわからない理屈だ」

　風水盤そなえつけの塔を横目に、ふたりは歩みを進める。

「ところで初音。そろそろ教えてくれてもいいだろう。皇女殿下がどうして俺などをお呼びになるのか……さっぱり理由がわからない」

「駄目よ、お兄さま。その辺は姫様と会ってからのお楽しみなんだから」

　そもそも、謁えつ見けんの場所がどうして軍施設の内部なのか。

　結局、征継はある建物に連れこまれた。鉄筋の平屋造り。事務・経理などを担当する課の仕事場が置かれているのだろう。廊下ですれちがう軍人たちは『兵士』というより、役人めいた印象だった。

　通されたのは応接間らしき一室。

　革張りのソファがあった。ふだんは士官が使っているとおぼしき高級感のある執務机とオフィスチェアもあり、そこにプラチナブロンドの美少女がすわっていた。

　皇国日本の皇女殿下・藤ふじの宮みや志し緒お理りである。

　身にまとうのは臨済高校女子の制服。プリンセスは微笑みかけてくれた。

「よくいらしてくださいました。あなたのことは初音と橘家の御老人方から、いろいろとうかがっております」

「うちの親戚から、俺のことをわざわざ？」

　思いがけない言葉に、征継はつい直じき答とうした。そして後悔する。

　やはり貴人との問答らしく、女官の初音に口伝えする方がよかったか――。すこしだけ気にしたが、志緒理はすぐに言葉を返してくれた。

「ご存じではありませんか？　この駿河に住む橘家の者たちは、母の代から我が藤宮家に仕つかえてくれているのです」

「初耳です」

　視線が合う。志緒理はやわらかな微笑を浮かべたまま、見つめ返してくれた。輝くプラチナブロンドの髪――たしかにテレビなどで観る天てん龍りゆう公こうと同じ色合いだ。

「ところで、俺はなぜ軍の施設に呼ばれたのでしょう？」

「市中ではさしさわりのある用件なのです。そのあたりも今、ご説明いたします」

　上品に答えてから志緒理は呼び鈴を取りあげ、軽く鳴らした。

　ドアがすぐに開き、廊下から女性兵士が入ってくる。

　押している車輪付きのワゴンにはティーセット一式が乗っていた。紅茶を振る舞ってくれるようだ。控えていた初音がソファを手振りで示してくれる。

「お兄さま。まずはおすわりになって」

　遠慮すべきかと一瞬だけ逡しゆん巡じゆんし、征継は肩をすくめた。

　あっさり腰をおろす。ここまで来たら、遠慮しても仕方がない。まあ、なるようになるだろう。ならなければ、それまでのこと。割り切ることにしてデスクの皇女と向き合う。

　征継のすぐ前には、背の低いガラス板のテーブルがある。

　まだ若い女性兵士はそこにカップを置いて、紅茶をいれてくれた。彼女は次にプリンセスのデスクへ行き、同じように給仕をしようとした。

　……征継が違和感を覚えたのは、まさにこの瞬間だった。

　招待されたとはいえ、皇女より高校生の給仕を優先するだろうか？　おかげで直後のトラブルにも征継は動じなかった。女性兵士がデスクに置いたティーカップを――

　志緒理はいきなり投げつけたのである。

　数メートル先のソファにすわる、橘征継めがけて！

「！」

　征継は両目を見開いた。まちがいなく顔面直撃コースだ。

　しかし、いつものように体が勝手に反応する。征継は頭を一〇センチほど横に振るだけで、これをかわした。ひゅん！

　今まで顔面があった空間をティーカップが駆け抜けていく。

　スナップの利きいた一投だった。だが、行く末を見とどける前に、征継は床の上の絨じゆう毯たんへ飛び出していた。ソファから転げ落ちるようにして。

　体が勝手に動いたのだ。後方に〝不穏な気配〟を感じた瞬間に。

　そう。いつのまにか征継の背後に忍びより、木刀を振りおろす者がいたのである！

　床に転がるのがあと五秒遅ければ、脳天をかち割られていただろう。そのまま征継は流れるような迅じん速そくさで立ちあがった。

　ソファのうしろにいる襲撃者へと体を向け、正面から見据える。

「初音か！」

「さすがね、お兄さま！」

　そこには木刀をかまえた初音がいた。

　橘初音は弱じやつ冠かん一六歳、かわいらしい細腕の女の子である。だというのに〝只ただならぬ兵つわものの雰囲気〟をその身にまとっていた。木刀の切っ先を征継の顔面に突きつけるような、中段青せい眼がんの構えのおまけ付きだ。

　初音はあざやかな足さばきで、征継との距離を一息に詰める。

　正面から斬きり込んできた。初音の木刀は『ひゅっ！』と鋭い太た刀ち風かぜを生じさせる。征継は右にすばやく動いて、ひらりと避けた。

「だったら、こうよ！」

　征継の面めがけて、初音が火の出るような突きを打ち込んできた。

　頭を振ってかわしても、すぐに二段目の突きが放たれ、喉のど仏ぼとけを狙われた。征継は大きく跳びすさり、同族の少女剣けん客かくと距離を取る。

　しかし、初音はこれ幸いと大きく踏み込んで、袈け裟さ懸がけの太刀。

　ひらりと征継がやりすごしても、降ろした木刀を逆ぎやく袈げ裟さに跳ねあげて、流れるような連続攻撃だ。風のように速く、鋭い太刀筋だった。

　ちなみに初音が使う木刀は短い。小こ太だ刀ちに相当する長さだ。

　時代劇よろしく屋内でうかつに大刀を振りまわすと、切っ先が天井や壁に当たることも珍しくない。だからこそ、あつかいやすい小太刀なのだろう。

　初音の少女らしからぬ配慮に感心しながら、征継はどうにかしのぎきった。

　……尚、給仕をしていた女性兵士はそそくさと室外へ出ていった。おそらく、この展開を事前に教えられていたのだ。

　一方、初音はあらためて木刀を中段にかまえ、潑はつ剌らつと笑う。

「ふふふふ。逃げるばかりじゃ勝ち目はないわよ、お兄さま！」

「もしかして、この茶番は俺の腕を試すためか？」

「ええ。橘一族のおじいちゃんたちが姫様の護衛役をふたり、若い衆から選抜しようと決めたの。そこでお兄さまに白しら羽はの矢が立ったのよ」

「どうして俺なんかに？」

「うちの一族で若い人って、初音とお兄さまだけなの」

　単純明快なロジックに征継は納得した。考えてみれば、この二年間で出会った親戚はみんな四〇代以上の大人ばかりだ。

「それにしても、おまえがこんなに強いとは知らなかった」

「腕と度胸が自慢の橘一族よ。子供の頃から武術の稽けい古こはばっちりだし、少々のやんちゃは武者修行の一環で見逃されてきたんだから。これくらいできて当然だわ」

「どこまで過激なやんちゃだったのか、気になる告白だな……」

「今ので準備運動は十分よね？　さあ、ここからが腕試しの本番。どちらがいちばん強いヤング橘か、決定戦をしましょう！」

　可か憐れんなる同族から迫られて、征継は困った。

「参ったな。できれば、おまえを傷つけたくない」

「あっ。今のセリフ素敵よ、お兄さま。隠していた力を解放する寸前のライバルって感じ。すごくいい雰囲気。その調子で初音に攻め込んできて！」

「そうしてもいいんだが……前に言ったとおり、俺には過去の記憶がない」

　実力と能天気さを併せ持つ初音へ、征継はしみじみと語った。

「たしかに、追い込まれると武道の動きがとっさに出てくる。子供の頃からの稽古で、そういうものが体に染みついているんだろう。だが」

　橘征継は幼い頃から格闘技と剣術を学んできたらしい。すくなくとも、親戚たちからはそう聞いている。だが記憶喪失後の二年間、まったく稽古をしていない。

　不思議とそういう気分になれなかったのだ。

　おかげで、剣でも格闘でも技というほどの技を覚えていなかった。

　のらりくらりと相手の攻めを防ぎつづけるだけなら、結構なんとかなる。しかし。

「俺が攻める側になると――少々危険すぎる」

「ますます素敵！　『死にたくなければオレの前から消えろ。鎮しずまれ、オレの左腕……！』なのね、お兄さま！」

　なぜか目を輝かせる初音へ、征継はうなずきかけた。

「ああ。具体的にはたぶん『そこのティーポットをまず奪い、中身の熱湯をおまえに浴びせて牽けん制せい。あとは馬乗りになって顔面をぼこぼこ殴る』。そういう戦法になるだろうか」

「……えっ？　そうなの？」

「昔、俺が習っていた武道はとんでもなく実戦派だったようだ。攻める側になると、ついやらかしてしまう。近くにあるビール瓶びんをぶん投げたり、にらみ合いから頭突きをいきなり喰らわせて気絶させたり」

　高校入学の直後、泰たい世せいとふたりで夜の繁華街にまぎれこんだことがある。

　そこで運悪く、柄がらの悪い連中七、八名にからまれてしまった。あのとき無人の裏道に連れこまれたあと、征継の手癖の悪さが明らかになったのだ。

　それ以降も似たような揉もめ事が数回……。

「もっと少年マンガっぽく、正々堂々と戦うべきじゃないかしら？」

「まあな。ただ、木刀で不意打ちしてきた初音に言われたくない気も」

「そこはほらっ。うちの一族の男衆はそれくらい余裕で切り抜けられる、びっくり人間ばかりだから。現にお兄さまも大丈夫だったし。そ、それに仕方がないの！」

　ごまかし笑いを浮かべながら、初音は言った。

「姫様と打ち合わせしているうちに『こうした方が盛りあがるんじゃないか』って話になっちゃって。姫様のお許しも出たから、つい勢いで……」

「……皇女殿下が今の狼ろう藉ぜきを許可されたのか？」

　意外な告白を聞いて、征継は眉まゆをひそめた。

　だが、考えてみれば最初の攻撃を放ったのは皇女志緒理だった。しかも、だいぶ思い切りよく、力いっぱい。問題の人物をちらりと見やる。

「そもそも、これは護衛役の適性を見きわめるテストですし」

　麗うるわしきプリンセスはにっこり微笑ほほえんでいた。

　駿河のお茶の間では早くもおなじみとなった優雅さで、おっとり上品に。

「かんたんにクリアできては意味がありません。だから、思い切りやってもらうことにいたしました」

　この皇女殿下、どうやら見た目ほど〝おっとり〟でもなさそうだ――。

　それは、初めて藤宮志緒理の内面がかいま見えた瞬間だった。やんごとない姫君で、美少女で、優雅かつ聡そう明めい。そのうえ秘めた本性がいろいろありそうで……。

　考えこむ征継へ、志緒理はさらに声をかける。

「とはいえ、もうテストは十分でしょう。今の対応を見るかぎり、橘さまにはわたくしの衛えい士したる資格が十分にあると思います。あとはご自身のお心次第です」

「はあ」

　決断をうながされて、征継はすんなりとうなずいた。

「殿下にお仕えすることがうちの家業だというのなら、特に異存は……」

　皇家への忠誠心などないが、血族への恩はある。腕に覚えがないわけでもなし。初音の手伝い程度なら大丈夫だろう……割り切った瞬間、ある考えが首をもたげてきた。これはもしかすると、『例の問題』を解決できるチャンスではないかと。

　よく検討しなくては。だが、そのための時間を得ることはできなかった。

　不意に警報が鳴りひびいて、緊急事態の発生を報しらせたからだ。
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　駿する河が鎮ちん守じゆ府ふに鳴りひびく突然の警報。

　藤ふじの宮みや志し緒お理りはすぐに応接間を出て、建物の外へ向かった。橘たちばな初はつ音ねと、ついに配下として迎え入れた橘征まさ継つぐを連れて先頭に立つ。

「どちらに向かわれているのですか、姫様？」

「護ご国こく塔とうへ。情報は全てあそこに集まるはずです。何が起きたのか訊きいてみましょう」

　うしろに付きしたがう初音と問答する。

「でも、部外者の初音たちには教えてくれないんじゃ……」

「大丈夫です。そんなもの、わたくしの顔があればなんとかなります――いえ。なんとかしてみせます」

「さすが姫様。さわやかなお微笑ほほえみと黒いお言葉のセットが素敵ですっ」

　いささか深しん窓そうの皇女らしからぬ、志緒理の言動。

　すでに慣れている初音は合あいの手を入れつつ、素直についてくる。

　一方、橘征継は無言で最後尾につきしたがっている。さほど動じてはいないようだ。志緒理がいきなり見せた行動力にとまどう様子もない。

　常に沈着冷静なのか、単にマイペースなのか、あるいはその両方か。

　今までの一幕で、すくなくとも只ただ者ものでないことは明らかだった。しかし、それではまだ足りない。彼には稀き代たいの英雄・豪ごう傑けつとして覚醒してもらわなければならないのだ。

　わざわざ鎮守府に呼び出したのも、そのためである。

　いくさにかかわる場所の空気を吸えば、もしかしたら何かが刺激になって、橘征継のなかで新たな変化が起きるのではないか――。

　そう期待しての措置だったのだ。

　ともあれ、志緒理はふたりの供を連れて足早に歩く。五分ほどで鎮守府の心臓部にやってきた。敷地の中心にそびえたつ赤レンガ建築のタワー――護国塔だ。

　高さは約四〇メートル。最上部には巨大な風ふう水すい盤ばんが据え付けられている。

　何十年も昔に建造された施設だけあって、かなり古めかしい。その一階ホールに志緒理は遠慮なく入っていった。

　複数ある入り口は全て開け放たれていて、一階に限っては出入り自由なのだ。

　東海道州軍に所属する軍人たちが一四、五名ホールにいた。半分くらいの者がプラチナブロンドの皇女に気づき、敬礼と驚きの視線を向ける。

　士官のひとりに話しかけようとして、やめた。もっと上位の者がいたのだ。

「鎌かま本もと騎き士し侯こう。ほんのすこしだけ、お話をよろしいでしょうか？」

「これは皇女殿下。もちろんでございます」

　臨時の城じよう代だいでもある老騎士侯は、数名の配下に取りまかれていた。

　が、彼らは歩みよる志緒理を見て、さっとどいてくれた。おかげで黒い将校の軍服を着た老人のそばへ、難なく近づくことができた。

「先ほどの警報、何事なのでしょう？　さしつかえない範囲で教えていただけますか？」

「海賊……のようですな。今、駿河湾の方で竜どもが対応しております」

「武装船が駿河市に接近している、ということでしょうか？」

「まだ、はっきり船だという報告はございませんが、可能性は高いでしょう」

　鎮守府の一室を借りるにあたり、数時間前にあいさつを済ませている。

　特権階級である騎士侯が齢を重ねると、あつかいづらい傲ごう岸がん不ふ遜そんな老人になることも珍しくない。だが、鎌本老人は人柄のよい好こう々こう爺やであった。

　皇女の志緒理を安心させるつもりなのだろう。にこやかに言う。

「ご安心召されよ。まあ、大おお事ごとになることもないかと存じます。皇女殿下にはつつがなく市内にお帰りいただけるはずです」

　三日前、駿河鎮守府は城代の役職者を失った。収しゆう賄わい容疑による逮捕というスキャンダラスな結末を迎えた前城代は、市郊外の憲けん兵ぺい隊たい本部にて拘束されている。

　彼の代わりを務めるのは、軍を退たい役えきして七年が経たつ鎌本騎士侯であった。

　よほどの人材不足でないかぎり、鎮守府の城代は騎士侯が務めるべき――その不文律があるため、当座の代役として予よ備び役えきだった彼が呼びもどされたのだ。

「海賊、ですか……」

　志緒理はつぶやいた。

　一〇年前、皇国日本が東方ローマの従属的な同盟国となって以来。

　ローマとの徹底抗戦を叫んで、軍を離脱した元軍人たち。ローマの尖せん兵ぺいを日本から排はい斥せきせよと主張して、テロ行為を繰りかえす過激派など。そうした連中が資金繰りに困ったあげく、海賊行為に手を染めることは稀まれにあるのだ。

　その手の船に積まれた銃器・弾薬などの匂におい――。

　それをいち早く察知すべく、沿岸警備隊は随獣の海竜たちを近海に放ち、見張りの役目を任まかせている。今回もその一匹が不審な何かを発見したのだろう。

　しかし、本当に海賊なのか？　志緒理が考えこんだときだった。

　りん。鈴を鳴らすような音が虚こ空くうより響いた。

　この音を起こした神秘力はごく小さく、志緒理の目の前――鎌本老人の右肩の上で具現化をはじめた。現れたのは白い狐きつねだった。ただし、手のひらに乗る程度のサイズだが。

　皇国軍で使し役えきする小型随ずい獣じゆう・管くだ狐ぎつねである。

「おお」

　目をみはる鎌本老人の肩から、管狐はさっと飛びおりた。

　床の上を『たたっ』とかわいらしく走り、壁かべ際ぎわに向かっていく。そこには安楽椅子がひとつ置かれていた。誰もすわっていない。

　しかし、椅子の下に管狐が駆け込んだ直後。

　安楽椅子に腰かける少女が――いきなり『パッ』と出現した。

　巫み女こ装しよう束ぞくを着ている。おかっぱの黒髪は肩まで届く長さ。市いち松まつ人形にも似た可愛らしい少女だった。八、九歳だろう。

「咲さ久く耶や。何か言いたいことがあるのかね？」

　問いかける鎌本老人へ、咲久耶と呼ばれた少女は顔を向ける。

　華きや奢しやな体と巫女装束の輪りん郭かくがすこしだけぼやけていた。生身の人間ではない。精霊が依より代しろに憑ひよう依いする代わりに、自らの幻像イメージを投射したのだ。

　駿河鎮守府を守護する念ジ導ー精ニ霊ーなのだろう。

「レ、ギオ……ン、襲来……。けいかい、されたし……」

　咲久耶はぎこちない口ぶりで告げ、念導波を放つ。

　護国塔一階ホールの天井を覆おおいかくすように、映像の再生がはじまった。まるで映画館の大画面スクリーンだった。

　……空から見おろすような映像には、海が映っていた。

　三つの屍しかばねが海面をただよっている。全長一〇メートルほどの海かい蛇だ――ただし全身の鱗うろこは金色という生き物だった。沿岸守備隊の使う海竜たちだ。射殺されたのか、三匹とも頭がきれいに吹き飛んでいた。

　……そして、新たな映像に切りかわる。

　今度は沖合いの海だった。海岸まで数キロというところか。その海面に七つか八つの頭部が浮いたり沈んだりを繰りかえしている。立ち泳ぎで沿岸の砂浜をめざしているのだ。

　ただし、この連中は『人型』ではあるが人間ではない。

　身長はおそらく八メートル前後。体のシルエットはレギオンのそれに酷こく似じする。

　しかし、全身に黒い靄もやがまとわりつき、はっきり姿を確認できない……。

「いま、複数のレギオンが海竜三体を殺害し……するが鎮守府に向け、いどう中。隠ス匿テ擬ル装スの念で擬ぎ態たいをほどこし、種別・所属はふめい。なお、この映像は、沿岸守備隊の翼竜が見たものを念術でうけとり……中継している……」

　安楽椅子に腰かけたまま、咲久耶の幻像は報告する。

　非常にボソボソとした、暗い口調である。途切れ途切れでひどく聞き取りづらい。不吉の到来を報しらせる死神の声のようにも、志緒理には感じられた。




　飛翔する巨人レギオン。当然、城壁や堀で止めることはできない。

　しかし、鎮守府にはその代わりとなる今いま様ようの防御壁があった。管狐などと同じく聖獣・天てん龍りゆう公こうより授けられし精霊――それも最高位の存在である。

「念導神格イフリート、青せい龍りゆう……」

　咲久耶の幻像がその名をささやいた瞬間、空に巨大な魔方陣が出現する。

　鎮守府の上空に、直径七〇メートルはあろう円形が青い光で描かれたのである。なかには複雑な紋様といくつもの梵ぼん字じまで記されている。

　この魔方陣を背負うようにして、同じほど巨大な竜まで顕あらわれた。

　正確に言えば、〝巨大な竜の幻〟であった。

　大蛇のごとき長々とした胴体は、青玉色サフアイアブルーの鱗でおおわれている。

　二本の角、短い四肢などを持つ――東洋において王者のシンボルとされた霊獣『竜』の荘そう厳ごんなる雄ゆう姿しであった。なかば透きとおっているのが幻である証あかしだ。

　駿河鎮守府は、低山とはいえその頂いただきに位置する。

　周辺の市街地からも《青龍》の幻像はよく見えるだろう。鎮守府に隣接する市街ではすでに警報がかき鳴らされ、戒かい厳げん令れいも発はつ布ぷされたはずだ。

「鎮守府へ向かう所属不明のレギオンか。一体、どこの連中が海賊の真似事を……」

　駿河の臨時城代・鎌本騎士侯は低くつぶやいた。

　彼も今、鎮守府上空を飛んでいる。騎乗用の青い翼竜を駆っているのだ。形状はほぼトカゲと同じ。ただし、両肩から前まえ肢あしの代わりに翼が生えている。

　体格はサラブレッドなどの二倍以上。体長四メートルほどの中型随獣だった。

　その鞍あん上じようで、鎌本騎士侯はささやいた。

「われら皇国の武士もののふが授かりし銘めい《瑞ずい宝ほう》のもとに――集結せよ」

　老騎士の右手に、丸い鏡がいきなり出現した。

　銅板を磨きあげたかのように素朴な品で、手のひらにおさまる。これが《瑞宝》。皇国日本のレギオン〝神かむ威い〟を召集できるという騎士侯の印、栄はえある勇士の勲章だった。

　翼竜と共に空を駆けつつ、老人は大量の念を放射した。

　その念はすぐさま具現化を遂とげ、飛行するレギオンの軍団に形を変える。

　二七騎の神威だった。身につける甲かつ冑ちゆうと軍服は名高い〝サムライの青〟。全員が標準武装である銃じゆう槍そうを携行して、鎌本老人に付きしたがう。

　そして、老騎士侯は南方――駿河湾方面より接近する敵てき影えいに気づいた。

「来たか」

　高台である駿河鎮守府からの眺望は、きわめてすばらしい。

　南に駿河湾、東に清水しみず港こう、なにより北東に目を向ければ霊れい峰ほう・富士の偉容。ただ町や山々にかこまれているだけのロケーションとちがい、変化に富んでいる。

　この抜群の眺望に、不穏な敵影がまぎれこんでいた。

　駿河湾の上空から三十数騎の『人影』が飛来する。擬ス装テ念ル術スで姿を隠した敵部隊だ。海竜に発見されたのを機に飛行を開始したのだ。

『人影』たちは陣形も組まず、散開した状態で飛んでいる。

　海も、駿河の景色も夕ゆう陽ひの紅くれない色いろに染まりつつある。日没が近い。

　数えてみれば、敵は三四騎いた。鎌本配下の神威は二七騎。数字の上では敵方が有利。しかし、こちらには念導神格イフリート《青龍》がいる。

　魔方陣を背負う青き巨竜の幻像は、鎮守府上空に陣取っている。

　その南側に、鎌本騎士侯は神威二七騎を空中待機させた。

　すると、数十秒後に敵方の『人影』が沿岸部に到達。駿河鎮守府まで直線距離でわずか数キロ弱という近さだ。ここで《青龍》が動いた。

　ァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアァァァァアアアアアアア…………。

　澄んだ鳴き声を巨大な顎あぎとより発した。

　やにわに天が陰る。黒い雷雲が空に満ちたのである。そして雷撃の放射をはじめる。

　轟ごう！　轟！　轟！　轟！　轟！　轟！　轟！

　雷雲より次々と、休みなく放たれる電光。《青龍》が天てん象しよう勅ちよく令れい――聖獣・天龍公より授かった気象操作の霊能を行使したのだ。

　とある『人影』が落ちてきた雷のひとつに打ちのめされて、大きく吹き飛ぶ。

　だが――靄もやにつつまれた巨体はたいして損傷していない。一発の電撃程度でレギオンは無力化できないのだ。

　雷を連射して弾幕とし、敵の接近を牽けん制せいする。天象勅令はそのための武器だった。

　天から次々と降る雷電のなか、『人影』の一騎が吠ほえた。

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオッ！

　それは号令だったのかもしれない。

　三十数騎いる『人影』が一気に加速をはじめた。彼らはたがいに大きく距離を開け、散開したまま高速飛行で直進する。

　鎌本騎士侯ひきいる神威の軍団に向かって、まっすぐに！

「む!?」

　鎌本騎士侯は目をみはった。急加速した瞬間、敵の擬装がはぎ取れた。雷撃の連射にもひるまず高速飛行するのは、もはや『人影』の軍団ではない。

「クルセイド……！」

　神威とくらべて、体格がひとまわり大きい。

　身にまとう甲冑もより重厚だ。全体のカラーリングはさわやかな白。赤いラインがワンポイントとして入る。大英帝国の主力騎レギオン〝クルセイド〟の姿であった。

「ブリテンの騎士どもだったか！」

　むしろ納得できる真相だった。東方ローマとも同盟を結ぶ皇国日本。その鎮守府に攻め入る者がアジアにいるとすれば、〝もうひとつの帝国〟以外には考えづらい。

　だが、それにしても。鎌本騎士侯は舌打ちした。

「鎮守府はまだ念ねん障しよう壁へきを張れないのか……そういえば、咲久耶の調子が悪いと言っていたな」

　敵は駿河鎮守府を〝陥おとす〟ために強襲を仕掛けてきた。

　古い言葉でいう『攻城戦』のはじまりだった。防御をになう念導神格イフリート《青龍》は天より電光を降らせて対抗している。いわば弓・大砲による〝対空砲火〟である。

　しかし、〝城壁〟がなければ『城』とはいえない――。

　一方、クルセイドたちは天からの電撃をものともせず、高速飛行を続けた。

　運悪く直撃を受ける者がいても無視。英国レギオンたちは銃槍を乱射しつつ直進する。銃口から放たれるのは弾丸ではなく、熱線だった。

　幾十もの閃せん光こうが魔の矢となって天を駆け、皇国の神威二七騎に殺到する。

「結界を使え！」

　鎌本騎士侯の指示に神威たちがすばやく応こたえた。

　細かな光の粒子が粉ふん塵じんのように舞い、二七騎の全身にきらきらとまとわりつく。

　この輝きには敵の砲火を弱める効果があるのだ。おかげで鎌本配下の神威たちはいくらかダメージを受けたものの、全騎健在でクルセイド三四騎の突撃を迎え撃つ。

　空中での白兵戦のはじまりだった。

　銃槍をまさしく『槍やり』としての斬きり合い・突き合い、格闘の応酬である。

　レギオンは人間と同じく、頭や胸部、腹部などが急所に該がい当とうする。そのあたりを損傷した者は飛行不能となり、むなしく墜落していく。

「不利……はこちらか」

　クルセイドの体格とパワーは、神威たちのそれを大きく上回る。

　敏びん捷しようさを活いかしてヒット・アンド・アウェイのような戦法で戦うのであれば、クルセイドが相手でも問題ない。しかし距離を詰められて、敵味方入り乱れるような乱戦になったら――パワーで勝る方が絶対的に有利だった。

　そして、この直後。クルセイドの一騎がとある神威の顔面に銃槍の刃やいばを突き込んだ。そのまま引き金をしぼる。







[image: ]









　銃槍は軍用ライフルの銃身の先端に、短い剣を取り付けた武器。

　当然、銃口から放たれた熱線はすぐ前にある神威の顔面をきれいに吹っ飛ばした。

　しかも新たな標的を貫くべく一直線に飛んでいく。不運だったのは、その射線の先に鎌本騎士侯の翼竜がいたことだった。

「おおおおっ!?」

　光の槍は翼竜のふたつある翼、その片方を吹き飛ばした。

　飛行手段を失い、竜と主あるじはもろともに墜落。六、七〇メートルは落ちただろう。

　緑の丘陵に勢いよく投げ出される形となった。が、それでも数箇所の骨折と打撲程度で済んだのは、翼竜の大きな体がクッションになってくれたおかげだろう。

　しかし――。

　命拾いした鎌本騎士侯の眼前に、一騎の巨人が舞い降りる。

　クルセイドである。とどめを刺すつもりなのだ。大地が『ズゥゥゥゥウンンッッ！』と揺れる。間近で見あげる英国レギオンは三、四階建てのビルに匹敵する巨大さだった。

　巨人が持つ銃槍はそれだけで四メートル前後ある。

　老人の背丈より二倍以上も長大であった。

　その先端に付いた銃剣。銃口より放たれる閃光。どちらでも騎士侯の体をかんたんに吹き飛ばせる。鎌本老人が痛む体に鞭むち打うって、できるかぎりの速さで立ちあがったのは皇国軍人の矜きよう恃じゆえだろう。さらに、腰のホルスターより九ミリ自動拳銃を引き抜いたのも。

　だが、それで巨大なるレギオンに抗あらがえるわけがない。

　クルセイドは銃槍すら使わず、ただ石ころでも蹴飛ばすように左足を動かした。

　それだけで鎌本騎士侯は蹴り上げられ、打ちのめされた。宙を舞う。しかし、うすれゆく意識のなかで配下の神威たちに強く念じる。

　自分に代わって鎮守府を死守せよと。これが老人の遺い志しとなった。
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　護ご国こく塔とう一階のホールで、征まさ継つぐはため息をついた。

　虚こ空くうに大きなウインドウが浮かびあがり、スクリーンとなって映像を再生中だ。

　駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの間近で起きているレギオン同士の空中戦――。鎌かま本もと騎き士し侯こうひきいる神かむ威い軍団とクルセイド軍団の激突。その中継だった。

「一方的だな……」

　征継はうめいた。鎌本騎士侯の戦死後、神威たちの動きが鈍にぶった。

　クルセイドに接近されると銃じゆう槍そうを振るって応戦するものの、反応が明らかに遅い。敵の攻撃をろくに防げず、かわせず、代わりに神威たちの刃やいばは空くうを切ってばかり。

　これではパワーで勝る英国軍に、対抗できるはずもない。

　しかし、それでも――二七騎の神威はけなげに戦いをやめない。かなわずとも銃槍を撃ち続け、あるいは銃剣をクルセイドに突き刺そうとあがく。

　騎士侯が死ねば、配下のレギオンは霞かすみのように消え去るはずなのに。

「あの騎士侯の遺い志しか……」

　征継はつぶやいた。なぜか確信できたのだ。

　主あるじが死ぬ間ま際ぎわに念じたことを、レギオンは遺言でも守るように実行するときがある。特に日本の主力騎・神威は命令に忠実であろうとする気質が強い。

　神威たちのけなげな奮戦はそれが原因――ここまで考えて、征継はとまどった。

　橘たちばな征継はレギオンのことなど何も知らない学生である。だというのに、どうしてここまで強く確信を持てるのか。不可解だった。

　一方、戦場ではさらに劣勢となる要因が生じていた。

「竜が消えた……？」

　征継は目を疑った。今まで鎮守府上空に〝守護神〟として陣取っていた竜の幻像イメージ《青せい龍りゆう》が消滅したのだ。前ぶれもなく。

　護国塔ホールにいた軍人たちも『ざわっ』として、さすがに動揺を隠せない。

　とある士官がやにわにホールの隅に駆けよる。そこの安楽椅子には咲さ久く耶やのイメージが腰かけていたのだが。

「咲久耶どの？　どうされましたか、咲久耶どの!?」

　巫み女この幻は消え失せていた。《青龍》と同じタイミングで姿を消したのだ。

　直後、皆が口々に発言をはじめる。念導術師を呼べ、竜はどうした、鎌本どのはどうなさった――等々。怒号と指示が飛びかう。

　トラブルをどうにか打開しようという雰囲気が将校だけでなく居合わせた下士官・兵たちの間にもみなぎっている。しかし、要かなめの騎士侯を欠いてはどこまで通用するか――。

「……征継さま。初はつ音ね。こちらへ」

　皇こう女じよ殿下にいきなり声をかけられた。

　そのまま志し緒お理りは足早に歩いて、護国塔のホールから外へ出ていく。同族の初音もそのあとに躊ちゆう躇ちよなく続く。征継もつきしたがった。

　それにしても――深しん窓そう育ちのプリンセスらしからぬリーダーシップだ。

　さっきの警報以来、志緒理はきびきびと的確に指示を出してくる。どうやら彼女の〝おっとり〟は世を忍ぶための仮の姿らしい。

　塔の外に出たところで、志緒理の肩にいきなり小動物が現れた。

　ハムスターなどと同サイズの白い狐きつねだった。小型随ずい獣じゆう・管くだ狐ぎつね。さっきも咲久耶という精霊が使し役えきしていた。征継はつぶやいた。

「随獣……本物を見たのは今日が初めてです」

「初音の父上にお願いして、入手してもらいました。いてくれると重宝するんです」

　志緒理の肩の上で、白い小動物がフンと鼻を鳴らした。

　天てん龍りゆう公こうが皇国日本のために遣つかわしてくれた随獣たち――管狐はその一種である。生来の念導力でささやかな神秘を起こし、人間に奉仕してくれる。

　ちなみに銃火器類と同じで、原則的に軍や警察機構などでのみ使用が許可される。

　非合法の随獣が民間にもひそかに出まわっているとは聞くが……。その神秘的小動物へ、志緒理は語りかけた。

「この鎮守府の念ジ導ー精ニ霊ー……咲久耶といったかしら。彼女に話があります。探してきてください。地下の水すい霊れい殿でんに行けば接触できるはずです」

　管狐はきゅうと鳴いて、そのまま消え失せた。

　出現時と同じ唐突さでの退場。さっそく指示の遂すい行こうに取りかかったのだ。

「姫様。さっきの場所でまた呼ぶのは駄目なんですか？」

「人が大勢見ているので駄目です。密談、いわゆる内緒の話ですから」

　初音に問われて、志緒理は即答した。

「あの念ジ導ー精ニ霊ー――すこしおかしい感じでした」

　プリンセスの言葉には確信がこもっていた。

「念ジ導ー精ニ霊ーとはいわば念導神格イフリートの意思、分身のようなものです。彼女と《青龍》は霊的に安定を失っていたのだと思います。だから具現化を維持できなくなったのでしょう」

「なぜ、断言できるのですか？」

　断定的な口調が気になって、征継は口をはさんだのだが。

　女主人に代わって、女官の初音がふふんとゆたかな胸を張って言う。

「覚えておいて、お兄さま。うちの姫様はね、頭がおよろしいだけじゃなくて、念導の素質までお持ちなんだから。まさに才色兼備、できる大和やまと撫なで子しこの鑑かがみなのよ！」

　念導波を感じ取り、自らも発信する。それが念導者の資質だ。

　修練に励み、国家資格を取得できれば、晴れて念導術師と呼ばれるようになる。同じく念導に長たけた精霊や随獣たちとは、並の人間以上に通じ合えるという。

　自慢そうな初音に対して、志緒理はつまらなそうに言った。

「この髪と同じで、おじいさまの血のせいです。聖獣の血をひく姫のなかには、神秘的資質にめぐまれた者がすくなくないのです。わたくしはなかでも強い方だと思いますが」

「それはすごい」

　征継が芸のない相づちを打つと、志緒理は肩をすくめた。

「どうでしょう？　当代の女じよ皇おう陛へい下かは龍の血があまり出ておられないので……わたくし、陛下の側近方から目の仇かたきにされているんです。『傍ぼう流りゆうの皇女のくせにおじいさま似で生意気だ』みたいに。悪いことの方が多いかもしれません」

　皇女の輝くプラチナブロンドは天龍公の血筋ゆえだという。

　しかし、当代の女皇・照てる姫ひめ陛下はたしかに黒髪だった。標準的日本人と同じだ。なるほどとうなずく征継へ、志緒理は申し渡す。

「近しい方以外には秘密にしておきたいので、他言無用でお願いしますね」

「かしこまりました」

「わたくし、隠し事が多いんです。念導のこと以外にも実はこういう性格だとか、みなさんが思っているよりも遥はるかにずるがしこい、だとか」

「……ずるがしこいのですか？」

「ええ。悪知恵くらべで負けたことはめったにありません」

　狡こう猾かつさを美徳のように、澄まし顔で皇女は語る。ここで征継が思い浮かべたのは『じゃじゃ馬』という不敬きわまりない言葉であった。

　そこで『りん』と鈴を鳴らすような音がふたたび響いた。

　志緒理の肩にさっきの管狐が忽こつ然ぜんと現れる。小型使し役えき獣じゆうが帰ってきたのだ。

「どうでしたか？」

　ふるふる。管狐は小さな頭を左右に振った。

　女主人は『はあ』とため息をついて、悩ましげに言う。

「あの咲久耶という精霊……心を閉ざして、話を聞きもしなかったそうです。どうやら人間でいう極度の人見知りのようですね。こちらの秘密を守ると誓約するなら、わたくしが彼女の手伝いにまわることもでき」

　プリンセスの声は途中で聞こえなくなった。

　突然の轟ごう音おんにさえぎられたのである。固く、重い何かが爆発と共に『ゴォォォォォォォオオオオオオオオンッ！』と崩れ去る。そういう音だった。

　駿河鎮守府を五ご芒ぼう星せいの形に取りかこむ城壁、その一角が――爆散した。

　……敵レギオン、クルセイドの仕し業わざであった。

　銃槍を空から連射している。数は二騎。鎌本老人の遺命にしたがう神威たちを突破して、ついに鎮守府まで到達したのだ。

　そして、クルセイド二騎は鎮守府の内部へ降下した。

　重厚な『ズ……ン！』という衝撃が大地を揺るがす。この際、クルセイドの片方が鉄筋造りの平屋の屋根に着地したのだが。

　全長八メートルを超す英国レギオンの巨体。

　推定数百トンの重量は鉄筋コンクリートの建造物をあっさり踏みつぶす。

　あの下に人がいたら、為なす術すべなく圧死したはずだ。さらに、クルセイド二騎は銃槍をやにわに連射しはじめた。

　銃口より奔ほん流りゆうのような熱線が次々と放たれ、鎮守府内部へ襲いかかる。

　ろくに狙いもつけない。一秒間に一〇発近い連射速度なので、その必要がない。

　敷地内にある数々の建物――ビル、格納庫、兵舎など。ほとんどが鉄筋建築だが、それらが発泡スチロール製の特撮セットさながらに貫かれる。吹き飛ぶ。砕ける。灼やける。溶ける。爆発を起こす。

　破壊の熱線で厚さ数メートルの鋼鉄やコンクリートも溶かし、切り裂く。

　それが銃槍の威力なのである。すかさず初音が叫んだ。

「姫様！　早くどこかへ避難しましょうっ！」

「……いえ。下へ手たに動かない方が安全です」

　志緒理はある建物へ視線を向けた。今、征継たちが出てきたばかりの護国塔だ。

「この塔は鎮守府の中ちゆう枢すう。内部と地下には情報も隠されていれば、念導神格イフリートの本尊や水霊殿だってあります。これらを接収して、再利用しなくてはいけませんから……クルセイドは絶対にこちらへは銃を向けません」

　それは正解だった。クルセイド二騎は連射をやめない。

　だが、征継たち三人がいる護国塔の方角には銃口を向けなかった。

　初音がぱっと表情を明るくする。また、志緒理も安あん堵どの吐息をこぼす。安全を請うけ合ったものの、内心では冷や汗をかいていたのだろう。

　しかし、次の瞬間。皇女は凜り々りしく顔を上げた。

「今のうちに救援を呼んでおきましょう」

　志緒理の全身が白い光につつまれた。それは念導力の輝きだった。

　常人は基本的に念を感知できない。だが、強力な念ねん波ぱはその強さゆえに光を放ち、誰の目にも明らかな輝きを示すときがある――。

　話で聞いただけの現象が目の前で起きるのを見て、征継は感かん嘆たんした。

「力尽きた勇士たちよ。汝なんじらの勇気に栄光あれ。勇気ゆえに讃たたえられよ」

　念導の白い光輝をまとって、皇国の姫君はおごそかに告げる。

　すると、初音が興味津しん々しんの体ていで訊たずねた。

「一体、何をなされたんですか？」

「鎌本さまのご遺い志しを守って、今も戦っている神威たちに――集合を呼びかけました。鎮守府が陥おちる寸前だと。何騎かでも駆けつけてくれればよいのですけど……」

　不安そうに志緒理はつぶやく。

　たしかに、彼らは今も鎮守府の外でクルセイドの軍団相手に奮戦中なのだ。こちらへ来られる余裕があるかどうか。また、何騎が無事でいるかもわからない。

　しかし、意外にも救援はすぐに現れた。

　鎮守府の通用門から、二騎の神威が銃槍を撃ちつつ敷地内へ入ってきた。

「あの門番たちか！」

　征継は気づいた。見み栄えか厳格さから通用門の前に配置されていた神威二騎。彼らもまた亡き指揮官の遺命に応こたえて、まだ消滅していなかったのだ！
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　護ご国こく塔とうの地下、百数十メートル。その深さに水すい霊れい殿でんはあった。

　地上にそびえ立つ塔の一階ホールより、十倍以上は広い。広大と言ってもいい。簡潔に語ると『石造りの大広間』である。建材は全て白い大理石だった。

　天井はきわめて高く、二〇メートル以上はあるだろう。

　数十本の円柱が規則的に配置されている。どれも同じ大きさで、直径六、七メートルという太さだ。古代ギリシアのコリント様式を思わせる意い匠しようだった。

　ここは静せい謐ひつである。ひとりの人間もいない。

　代わりに、莫ばく大だいな量の『青い水』が床面を満たしていた。

　マリンブルーの水が見わたすかぎり広がっている。美しい南方の海に似た色だ。通路代わりというわけか、水のなかには細長い石材がいくつも縦じゆう横おうに置かれて、その上を人間が歩けるようになっている。だが、けっして目立つほどの数はない。

　青き聖水で満たされた、水の神殿なのだ。

　そして、青い水上に張りめぐらされた編み目のような通路――そのうちの一角。

　そこに巫み女こ装しよう束ぞくの少女がそっと立ち尽くしていた。念ジ導ー精ニ霊ー・咲さ久く耶やの幻像イメージである。しかし、さっきよりもさらに輪りん郭かくがぼやけている。

　今の彼女はイメージ投影も満足に行えないほど、弱っているのだ。

（レ、ギオン、襲来中……。せいりゅう、維持しっぱい――）

　咲久耶はぼんやりと思考する。

　幼く見えて、もう一〇〇年近くも念ジ導ー精ニ霊ーとして生きてきた。魂こん魄ぱくにためこんできた疲ひ弊へいもそれだけ多い。しかも、『臆病』『繊細』と呼ばれる気質である。

　デリケートな彼女にとって、今回のクルセイド襲来はかなり堪こたえる試練だった。

　ふたりの騎き士し侯こうと大勢のレギオンが発する闘志・殺意・攻撃的な念――それらを至近距離で浴びることは、ほとんど物理的な打撃にも等しいほどに咲久耶の魂たましいを打ちのめし、強烈なダメージをあたえていたのである。

　今の彼女には、外界との接触は非常に大きな負担であった。

　ついさきほどもぶしつけに訪ねてきた管くだ狐ぎつねを追い払ったところだ。とはいえ、彼女なりに職務を遂すい行こうしようともしていた。

（せいりゅうの再召集を試みる……失敗。援軍ようせい……念ねん話わを試みる――）

　いくつかの作業をすこしずつ、じわじわと進めていく。

　その進みはカメの歩みにも似た遅さであった。じっくりと作業終了を待っていたところ、あるタスクの完了を悟った。友軍の状況確認である。

（鎌かま本もと騎士侯……戦死。しかし、戦闘はぞっこう中……）

　通常、主あるじである騎士侯が死ねば、そこで配下の全レギオンは消滅する。

　しかし今回、老人の〝遺言〟にしたがい、彼の神かむ威いたちは戦闘をやめない。

　皇国のレギオン・神威はできうるかぎり主君に忠実たろうとする。その性向と数十年におよぶ老騎士との絆きずなが美談の秘密だろう。

　ただし、指揮官を失った軍団が優勢に立てるほど現実は甘くない。

　敵クルセイド三十数騎との戦闘はかろうじて継続中だが、それだけだ。おそらく数分以内に神威は全滅するだろう。あるいは遺言の効果がうすれて、ついに消滅するか。

　だが、その数分が経過する前に。

　戦況が動いた。二騎のクルセイドが強引に突破をはかり、神威たちにつきまとわれつつも振りはらい、鎮ちん守じゆ府ふへの侵入に成功したのである。




　皇こう女じよ志し緒お理り、同族の初はつ音ねと共に征まさ継つぐは鎮守府の敷地内にいる。

　そして、この地にはついに英国レギオン・クルセイド二騎が空より降臨していた。これを迎え撃つため通用門より現れたのは、門番役だった神威たち。

　皇国の青きサムライ二騎は銃じゆう槍そうを連射しつつ、クルセイドたちに歩みよる。

　英国勢も当然、銃槍を撃ち返す。たがいに防御結界の粒子をまといつつの銃撃戦。一応、数の上では互角の二対二である。

　しかし指揮官を失い、動きに精彩さを欠く神威はあっさり玉ぎよく砕さいした。

　どちらも腹部を撃ち抜かれて、そのまま霞かすみのように消滅してしまう。

「姫様っ!?　門番だった子たち、あっさりやられちゃいましたよ！」

　初音が叫ぶ。しかし、英国レギオンに立ち向かう者はほかにもいた。

　騎士侯でもレギオンでもない。駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの兵たちである。

　数台の軽装甲車を走らせて、クルセイド二騎に接近。屋根のハッチを開けて、上半身を出した歩兵が肩にかつぐのは――対戦車ロケットランチャーだった。

　戦車のぶあつい装甲を撃ち抜くための一一〇ミリ榴りゆう弾だんを射出する火器だ。

　さらに、地対空誘導弾の小型ミサイルランチャーを荷台に搭載した軍用の小型トラックも一台、走り出てきた。

　通常部隊用の兵装でレギオンに挑むつもりなのだ。

　榴弾とミサイルが十数発も立てつづけに火を噴き、クルセイドたちを襲う。

　全弾命中。爆発と衝撃の暴風が荒れ狂い、英国レギオン二騎を蹂じゆう躙りんする。しかし、彼らの白き装甲には傷ひとつ付いていない！

　その光景を見つめて、志緒理がため息をついた。

「神秘性をともなわない攻撃を九〇％の確率で無効化する――。全てのレギオンがそなえている性質です。よほどの幸運がなければ、通常兵器でレギオンの相手はできません……」

　直後、ローターの回転する爆音がひびく。

　クルセイド二騎をはさみ込むように、二機の戦闘ヘリが飛来したのだ。

　その機体下部には対戦車ミサイルのランチャーがある。当然これも放たれて、クルセイドらに命中するのだが――意味はなかった。

　そして報復がはじまる。クルセイド二騎は無造作に銃槍を連射する。

　装甲車も、トラックも、ヘリも、むなしく撃ち抜かれ、爆散していった。無理もない。さらに重装甲・大火力を擁ようする戦車の大隊でさえも、レギオン一騎の前には為なす術すべなく敗れ去るというのだから……。

「そんな！」

　初音が息を呑のむ。だが、彼らの犠牲は無駄ではなかった。今の砲撃がクルセイドの注意を引ひいている間に、空から四騎の神威が降下してきた。

　志緒理がさっき放った念導波を感じて、もどってきたのだ。

　青きサムライたちと二騎のクルセイドは一〇メートルも離れていない。銃槍をまさしく『槍やり』として振るい、鋭い刃やいばで斬きり合う白兵戦の距離だ。

　……だが、四騎いる神威よりも二騎のみの英国兵の方がいい動きを見せる。

　ライフルと、その先端の凶きよう刃じんをクルセイドが無造作に振りまわすたび、神威の青い甲かつ冑ちゆうや軍服が切り裂かれ、青い血も飛び散った。

　そう、レギオンの血管を流れる血は青い。正確には霊液という。

　小は精霊たちの依代となる自動人形から、レギオン、さらには水霊殿といった大がかりなものまで、さまざまな神秘の源となる青き液体。それが霊液なのだ。

「姫様、お兄さま！　あれ！」

　初音が叫んだ。二騎いるクルセイドの片方を指さしていた。

　白き有翼巨兵はある神威のあごまわりを右手でわしづかみにして、それから片手で高々と差しあげて――放り投げたのである。

　夕焼けで茜あかね色いろに染まった空を、ぐったりとした神威の巨体が舞う。

　身の丈たけ八メートルの体たい軀くが放物線を描いて落ちれば、その下にはちょうど征継たちが……。

「ふたりとも逃げなさい！　大至急です！」

　志緒理の命令は速かった。初音と征継の反応も同じく速かった。

　まず初音が子鹿のような軽やかさでダッシュし、先陣を切って予測落下地点を離れた。もちろん、征継も大きく後おくれを取ることはない。

　同じ橘たちばな一族の若手として負けず劣らずのダッシュ力を披ひ露ろうする、その寸前。

「きゃ……っ！」

　すぐ隣で転んだ少女がいた。特に障害物もない平坦地だというのに、走り出そうとした瞬間につんのめり、芝生の上に倒れこんでしまったのである。

　征継は走るために前へ送り出した足で、とっさに踏んばった。

　ダッシュの強制終了。神威の巨体が地面に激突するまで、もう五秒とかかるまい。

　倒れた少女を抱えあげて、全力で走ったとしても間に合わない。

「…………！」

　助けなければ、という想いが征継にはあった。護衛を引き受けたばかりである。そうでなくとも窮きゆう地ちに陥おちいった少女。見捨てるという選択肢はなかった。

　その想いが体にある行動を起こさせた。だが、断じて無謀ではない。

　これなら彼女も助かる、自分なら耐えられるという確信があった。

「征継さま!?」

　愕がく然ぜんとする志緒理の上に、征継はとっさに身を投げ出し、おおいかぶさった。

　皇女に体重をあずけないよう腕立て伏せの要領で両手両足を地面について、体を支える。地面と征継の間にできた極小のスペース――そこに志緒理を収めることがどうにかできた。

　直後、すさまじい衝撃が背中に降りかかってきた。

「ぐうううううううっ！」

　神威の重量は数百トンというところか。

　その巨体が落下してきた衝撃・重みに歯を食いしばり、耐えて、支えて、堪こらえて……数十秒が過ぎる。腕立て伏せで腕を伸ばしきったときと同じ姿勢だ。

　尚、征継の背中を押しつぶそうとしているのは、巨人の胸板あたりである。

　落ちてきた神威の方はうつぶせの姿勢なのだ。

「征継さま、征継さま!?」

　すぐ真下にいる皇女が口早に叫ぶのを聞いて、征継は安心した。

　声が出せる。つまり彼女は無事なのだ。そして、美しい顔に驚きよう愕がくの表情を浮かべている藤宮志緒理の顔が、すぐ目の前にあることに気づいた。ひどく近い。

　考えてみれば、今はプリンセスを押し倒したも同然の体勢なのだ。

　まあ、抱き合っているわけではないので、体のぬくもりなどはもちろん感じられない。しかし、物理的に距離が最接近した影響か。征継は気づいた。

　皇女殿下の肢体はのびやかに――実に女性らしく発育し、成熟されている。

　細身でありながらバストや腰まわりは十分以上にふくらんでいて、初音といっしょに水着姿になったとしても絶対に見劣りしないだろう。

「征継さま……征継さま！　お、お怪け我がはございませんか!?」

「どうにか。ところで皇女殿下、ひとつよろしいでしょうか？」

「は、はいっ」

「走ろうとしただけで転ぶ……もしかして、運動はあまり得意であられない？」

「!?　そ、それはわたくしの隠し事のなかでも、特に重大な秘ひ匿とく事項ですっ。軽々しく答えることなどできません！」

「護衛の仕事にも影響します。是非訊きいておきたいのです。ただ……」

　レギオンの巨体に下敷きにされながら、皇国の姫君を組み敷いている。一時間前には想像すらしなかった状況だ。しかし、征継は不思議なくらい冷静だった。

　そう。この程度はべつにたいしたピンチではない。

「お答えをいただかずとも、今のお言葉だけで事情は了解できました」

「な!?　あ、いえ、それよりも征継さま。この御力は、やはり――」

　皇女が言い終わるのを待たなかった。

　征継は全身の力を振りしぼり、すこしずつ身を起こしていった。

「く……ぅぅ……ぐ――うううううううっ！」

　背中全体で数百トンの神威をじわじわと押しあげながら、立ちあがろうとする。

　どうにか中腰の体勢までいった。今、征継は自分自身の体をジャッキにして、数百トンはあろう神威の胸板を八、九〇センチほど持ちあげていた。

　そして、ここからは一気呵か成せい。

「おおおおおおおおおおおおおおっ！」

　気合いと共に、勢いをつけて一気に立つ。仁王立ちになる。

　結果、ヘラでお好み焼きでもひっくり返すようにして、神威を己の真上からはねのけてしまった。とてつもなくバカげた力技である。

　青き巨人は半回転して、ふたたび大地に横たわる。

　すこし前まではうつぶせだったが、今度は背中が下だ。いかにも重そうな『ズゥゥゥゥゥウウンッ！』という音がした。

　征継はそのすぐ真横に立って、飄ひよう然ぜんと肩の力を抜いた。

　頭頂部のどこかより、額ひたいに血が滴したたり落ちる――。征継は感心した。この程度の怪我で済んだのかと。只ただの人間ではありえない剛力と頑丈さである。

　おかげでどうにか守れたプリンセスは横たわったまま、呆然と征継を見あげていた。

　また、すぐそばで初音が棒立ちになって、愕がく然ぜんとしている。

「お兄さま……よ、よくご無事でって、ううん。それよりも何をやったの一体!?」

　話はあとでいい。少女たちに背を向けて、征継は歩きはじめた。

　ゆっくりと敵へ、クルセイド二騎へ近づいていく。彼らと戦闘していた神威は一騎を残して全滅していた。地面に倒れ伏し、屍しかばねとなっている（ちなみに、残る一騎というのはさっき征継と志緒理をつぶしそうになった神威だ）。

　白き英国レギオンたちにとって、戦う相手はいないはずだった。

　だが、クルセイド二騎はそろって動きを止めた。

　そして凝ぎよう視しする。只の人間に過ぎず、ちっぽけな肉体しか持たない橘征継を。恐るべき敵が現れたと認識したかのように。

　クルセイド二騎はそろって銃口を地上に向けて、征継を狙った。

　当の征継はといえば、悠ゆう然ぜんとクルセイドたちに近づきながら、短く告げるだけだった。こんな雑兵に躍やつ起きになる必要はない。

「やれ」

　征継の後方で倒れこんでいた神威。さっき皇女殿下と橘征継を押しつぶしかけたサムライの目に眼光が宿り、むくりとなめらかに上体を起こした。

　そのまま獣けものを思わせるしなやかさで立ちあがり――

　豹ひようのごとくクルセイド二騎に飛びかかった。ちょうど征継の頭を飛び越える形だ。

　すさまじい速さで銃槍をぐっと突き出し、先端部の刃で英国巨兵の胸を刺し貫く。しかも、それだけでは止とどまらない。

　銃槍を引き抜きざま、ななめ上に向けて振り切る。

　もう一騎のクルセイド、その頸けい動どう脈みやくを断ち切るためだった。

　これで終わりだった。神威が見せた一瞬の早はや業わざによって急所を的確に切り裂かれて、クルセイド二騎はあっけなく絶命した。

「赤紫……？」

　征継はつぶやいた。指示に応こたえてくれた神威がいつのまにか変色していた。

　ブルーだった甲かつ冑ちゆうと軍服が『赤みがかった紫』に変じていたのである。地味すぎず派手すぎない、だが、しっかりと人目を惹く赤紫色だった。

　……ここで鎮守府上空に、プロペラの旋回する爆音が鳴りひびいた。

　西の方角から軍用ヘリが飛来したのだ。しかも、十数騎の青き神威もいっしょに飛行していた。援軍が到来したのである。

「秋あきヶが瀬せ家けの立りつ夏かさまが来てくれたようです。あとは彼女にまかせましょう」

　志緒理がいつのまにか隣に来ていた。

「それよりも征継さま……ついにお目覚めになられたのですか？　レガトゥス・レギオニス――真の騎士侯として」

　聞き慣れない言葉をささやいてから。

　皇国の皇女殿下はじっと征継の顔を見つめるのであった。
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騎士と武勲（１）
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　水すい霊れい殿でんは駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの地下深くに位置する。

　広大な石造りの空間を、マリンブルーの霊水が見わたすかぎり満たしている。数十もの巨大円柱が立ちならび、古代ギリシアの神殿にも似た荘そう厳ごんさで充ち満ちていた。

　軍の重要施設であり、静せい謐ひつなる聖域。それが水霊殿だった。

「駿河の水霊殿はひさしぶりだな」

　ただひとり、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは水霊殿のなかを歩く。青い水ばかりの場所だが、幅三メートルの通路が編み目のように張りめぐらされており、濡れずに歩けるのだ。

　水霊殿には、レギオンもしくは神秘にかかわる者だけが出入りできる。

　まず誰よりも騎き士し侯こう。そして念導術師。僧職、神職にある者。巫み女こ。錬れん金きん工こう呪じゆ会かいや念導公社の研究者。さらには念ジ導ー精ニ霊ー、随ずい獣じゆうなど――。

　立夏は水霊殿の奥にある『沐もく浴よく所じよ』へやってきた。扉はない。バスケットコート程度の広さで、丸いプールがあった。やはりマリンブルーの液体で満たされている。中央は噴水になっており、青い水が噴きあがっていた。

「はじめるか……」

　立夏は衣服を脱いでいった。皇国軍将校の黒い軍服である。

　東海道将しよう家けの姫として礼法も学んだ彼女だが、脱いだ服をきちんとたたんでいく几き帳ちよう面めんさはない。戦場往おう来らいを稼業とする武人の雑さで、脱ぎ散らかしていった。

　しかし、ベルトに下げていた日本刀だけは丁てい寧ねいに置く。

　一いつ糸しまとわぬ姿となって、立夏はプール――沐浴用の霊液槽に入った。

　水霊殿に満ちるマリンブルーの液体は人造霊液。レギオンたちの血管を流れるものと、成分的には同一の液体である。

　霊液槽はそれほど深くない。腰をおろしても、肩から上は露出したままだ。

　手足をくつろがせる。鍛えているおかげで贅ぜい肉にくはたいしてない。だが、胸のふくらみと腰つきの丸みは立夏の女性らしさを十二分にアピールしていた。

　霊液はひどく冷たかった。みごとな裸身を容よう赦しやなく凍こごえさせる。

　しかし、我慢してつかっていると、じんわり全身が熱くなってきた。神秘の源である霊液が秋ヶ瀬立夏の肉体に染みいっている証あかしだ。

　この霊液こそが彼女の兵、〝レギオン・神かむ威いの軍勢〟の動力となるのだ。

「神に等しき聖獣の血より霊液は生成され、ありえざる者どもの糧かてとなる……。騎士たちはその魂たましいと体に霊液をたくわえ、己の軍団を養う――だったか」

　かつて伝授された、レギオンについての口く伝でんである。

　霊液槽での沐浴は、レギオンという軍勢を養うための糧りよう食しよく補給と同じ行為なのである。また、もうひとつ重要な意味がある。

「……我が銘めい《鬼おに切きり安やす綱つな》のもと、当地駿河の霊殿へ願い奉たてまつる。当地の霊水を得た我と兵たちに兵へい法ほう印いん可かを授け、駿河鎮守の武神と成さしめ給たまえ」

　両目を閉ざし、駿河の水霊殿に祈き念ねんする。

　秋ヶ瀬立夏とその軍団を当地守護の騎士と認め、力を授け給えと……。

　やがて、全身が淡く輝き出す。〝契約〟が成じよう就じゆしたのだ。これでいつでも出陣できる。しばらくして光が収まると、立夏は次の懸けん案あんに取りかかった。

「咲さ久く耶や。怒ってないから、こちらに顔を出せ」

　駿河鎮守府のどこかにひそむ念ジ導ー精ニ霊ーへ呼びかける。今、水霊殿にいないかもしれないが、咲久耶を『呼ぶ』念ねん波ぱは届いているはずだった。

「昨日、たしかにおまえはもっと上う手まくできたはずだ。ただ、ぎりぎりのところで私も加勢に間に合ったし、この鎮守府も陥おちてはいない」

　おびえた子供や動物をなだめる調子で、おだやかに語りかける。

　とはいえ、猫なで声でご機嫌を取るなど趣味ではないし、そもそもできない。武ぶ辺へん者ものの自覚がある立夏は訥とつ々とつと言葉を重ねた。

「最悪の事態は避けられたのに、いつまでも小言を言い続けられるほど物覚えのいい女ではないぞ、私は。おまえも昨日のことは忘れて、手伝いに来い。今日からしばらく、忙しくなりそうなんだ」

　言い終えたとき、霊液槽のそばに九歳前後の女の子が忽こつ然ぜんと現れた。肩までの黒髪に巫み女こ装しよう束ぞく。咲久耶がイメージを投影したのだ。
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　念ジ導ー精ニ霊ーの幻像イメージはおどおどとした目つきで立夏を見つめ、しゅんとしていた。

　立夏はあえて何も言わない。『仕方のないやつだ』と大げさに肩をすくめる。

　直後、りんという鈴の音がして、咲久耶の隣に管くだ狐ぎつねが現れた。

　それを見て、幻像がぼそりと言う。

「皇こう女じよでんかがいらしたらしい。りっかに……上へ、来てほしいという報しらせ」

「そうか。お早いお着きだな」

　クルセイド襲来から一夜明けて、現在時刻は〇九時二四分。

　昨日、皇女志し緒お理りはたまたま鎮守府に居合わせたという。立夏の到着後、すぐに市内の仮住まいへ帰られたとかで入れちがいになっていた。うわさの皇女殿下にいよいよ謁えつ見けんし、今回の事件について話をしないといけない。

「まあ、とんでもない事態になっているからな」

　ひとりごちてから、昨晩のテレビ放送を思い出す。

　昨夜の一九時〇〇分。畿き内ない地方の京都府で、その記者会見は行われた。

　主催者は畿内総そう督とく・出海いずみ典てん膳ぜん。畿内地方の支配者にして筆ひつ頭とう騎士侯。自らレギオンの軍勢をひきいる猛将の誉ほまれ高い人物だ。

　テレビ、新聞をはじめとする報道関係者の前で、彼は激しい語調で糾きゆう弾だんした。

　誰あろう隣国の大だい元げん帥すい、皇国日本の保護者カエサル公のことを。

　大意はこうであった。

『カエサル公は我が国の女じよ皇おう陛へい下かを後見すると称して、皇国政府および関東将家を意のままに掌握し、不当な内政干かん渉しようを繰りかえしている。公とローマ軍を女皇のおそばより放ほう逐ちくすることこそが皇国再生の第一歩であり、この大業のために私は一命を懸かける所存である』

　また、彼は告知した。

『我が国の友邦・大英帝国もこの志こころざしに強く賛同している』

『われら畿内将家と大英帝国は《維新同盟》の結成をここに宣言する。志を同じくする将家の諸君がいるならば、同盟への合流を是非お願いしたい』

『皇国に革命を起こす志士として、われら維新同盟は近日中に東京へ向かうであろう』

　維新同盟の声明はすぐさま公共の電波に乗り、日本全国に知れ渡った。

　皇城および国会議事堂では激震が走ったことだろう。

　そして、畿内と関東の間には、ここ東海道地方が存在する。今まさに立夏や皇女殿下がいる土地だ。維新同盟の軍はまちがいなく東海道を通過するはずだった。

「とにかく、まずは皇女殿下とのお話だな」

　現女皇の一派にうとまれているとはいえ、志緒理殿下は主筋たる皇家の姫。

　騎士として敬意を払い、配慮しなければいけない。立夏は青い霊液のなかで立ちあがり、脱いだ軍服の方へ向かった。




「わざわざ殿下にご足労いただき、まことに恐縮です」

　駿河鎮守府の一室で顔を合わすなり、秋ヶ瀬立夏は言った。

　ここ東海道を治める総督の娘でありながら騎士侯でもある少女へ、志緒理はおっとりと微笑ほほえみかけた。

「こんなときですが、予定どおり今日お目にかかれてうれしく思います」

「たしかに」

　立夏が苦笑する。ふたりはもともと今日、面談する予定だったのだ。

　ちなみに志緒理はいつものブラウスとスカート、立夏は将校用の黒い軍服を身につけている。

「立夏さまの御父上は今、名古屋の方に？」

「ええ。そういえば、父は殿下に拝はい謁えつかなったことが――」

「何度か皇都でお目にかかりました。わたくしがローマから帰ってきた直後にも一度」

　ふたりは応接用のテーブルをはさんで、ソファに向かい合って腰かける。

　ここは城じよう代だい――鎮守府をひきいる総司令官用の個室である。

　さすがに調度類も品良く、重厚だった。四日前、この部屋の主ぬしだった前城代は収しゆう賄わい容疑で逮捕された。彼はレギオン召集の鍵となる《銘》を封印されて、駿河市郊外の憲けん兵ぺい隊たい本部で拘束されている。

　そして昨日、その代理となった臨時の城代も戦死した。

「今は立夏さまが駿河鎮守府の城代……ということでよろしいのですか？」

「そのようになります。まあ、名古屋へ帰ることも今はむずかしい。ここに居合わせたのも何かの縁。維新同盟とやらを相手にひといくさしてみましょう」

　軽やかに笑う騎士姫へ、志緒理は訊たずねた。

「やはり、駿河と周辺の市は封鎖されていますか」

「ええ。主要幹線道路と鉄道は維新同盟によって押さえられました」

　テーブル上には東海道の地図が出ている。

　東海道地方は愛知・静岡・山梨の三県によって構成される。そして、ここ駿河市は静岡県の中心都市であった。

「静岡県内にある鎮守府は駿こ河こをのぞいて、全て維新同盟に制圧された模様です」

　立夏は地図上の五箇所を指さした。浜松、掛かけ川がわ、駿河、富士、長なが浜はまだ。

「ここ駿河の前城代は収賄のかたわら、英国の関係者と内通しておりました。もっと早く露ろ見けんしていれば、襲撃を察知できたのかもしれませんが……やつの逮捕を知って、維新同盟が決行を早めた可能性もあります」

　ほろ苦く笑う立夏へ、志緒理は言った。

「いずれにしても、今の駿河は陸の孤島も同然なのですね」

「はい。昨夜から電話回線が使用不能になっております。周辺の基地局を全て押さえられたようです。さらに念導波による大規模な攪かく乱らんが駿河一帯に加えられており、無線も電波もかなり不安定になっている」

　たしかに、昨日の深夜からテレビもラジオも受信できなくなっている。

　それは志緒理も確認済みだった。立夏はさらに言う。

「外の情報を確実に入手したいなら、随ずい獣じゆうあたりを偵察と伝令に使うしかない。ひとまず管くだ狐ぎつねを一〇〇匹ほど送り出しました」

「人間の出入りは可能なのでしょうか？」

「英国軍が随獣をかなりの数、駿河のまわりに放っています。空を移動するのはもちろん、南アルプス方面へ車を走らせるのも、目をつけられる可能性が高い」

「随獣が……。では、軽率に脱出を試みるのは危険ですね」

　志緒理は考えた。静岡県の場合、平地はおおむね沿岸部に集中している。

　市街地もそこに集まり、江戸時代の前に造られた旧街道もこの海沿いを通っている。だからこそ『海の道＝東海道』の名がついた。

　静岡県内にある五つの鎮守府も、旧街道および太平洋沿いに設置されている。

「やはり維新同盟の方々は――」

　しばらく考えこんでから、志緒理は言った。

「旧街道に沿って軍団を東へ進ませ、箱はこ根ねの関せきを陥おとしにかかるのでしょうね」

「まちがいなく。関東にはローマの駐留軍団もいます。本拠地を確保しながらの侵攻でないと、失敗は目に見えている」

　レギオンは高度を上げて飛行させるほど、霊液の消耗が激しくなる。

　標高の高い山岳地帯などを避け、低空や海上を移動させるのがセオリーだった（移動後に対レギオン戦闘の必要がない場合、成層圏のような高高度を飛ぶこともあるというが）。

　立夏が居ずまいを正し、おもむろに言った。

「皇女殿下。今の駿河はまわりを全て敵方に押さえられ、孤立しております。きわめて厄介な状況です。もし皇都への脱出をお考えなら、私の一存で何か――」

「必要ございません。お気持ちだけ、受け取らせていただきます」

「ほう」

　面白そうに目を細める騎士姫の前で、志緒理はくすりと笑う。

「わたくし、駿河に骨を埋めるかはわかりませんが、それなりに長居するつもりで参ったのです。あと皇城の方々は……わたくしの帰参を歓迎してくださらない気がいたします」

「たしかに」

　志緒理がうとまれている事情を承知しているのだろう。

　立夏は微苦笑していた。そんな彼女への悪いた戯ずら心ごころを起こして、志緒理は言った。

「でも立夏さま。脱出云うん々ぬんを言うのであれば、立夏さまの方にこそ、そのお話が来ても不思議ではないと存じますが」

　秋ヶ瀬立夏の父にして東海道総督、秋ヶ瀬象しよう山ざん。

　器量の大きな人物だが、老練な政治家でもある。娘である前に東海道随ずい一いちの騎士侯である立夏が駿河鎮守府で塩漬けになることを嫌い、ひそかに脱出を命じるかもしれない。

　そうと読んでの言葉に、立夏はあっさりと笑った。

「それは否定できませんが、どうとでもなります。父がそのような指示を管狐に運ばせてきたら……そやつは途中で行方知れずになったとすればいい」

「まあ」

　秋ヶ瀬立夏は武力だけでなく、義気も持ち合わせる騎士侯らしい。

　志緒理は上品に微笑みながら思う。配慮してくれる彼女には悪いが、この土地を離れられない訳がある。ここ駿河で取り組むべき問題があるのだ。

　橘たちばな征まさ継つぐ。彼との関係をはっきりさせねばならない。

　彼が藤ふじの宮みや志緒理の騎士となってくれればいいが、そうなる保証はどこにもない。

　しかし、やらなければ。決意を固める志緒理だった。
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「う……っ！」

　いきなり案内役の若い上等兵がうめき、おなかを押さえた。

　初はつ音ねがわざとらしく彼の顔をのぞき込む。

「あら？　どうかなさったんですかあ？」

「き、急に腹が――痛くなって……ううううううっ！」

「それはいけませんわ！　わたくし、何かお薬をいただいてきます！　ええと、こういうときは売店か医務室にでも行けばいいのかしら～」

「そ、それよりもすこし失礼させていただきますっ」

　パイプ椅子から立ちあがり、不幸な兵士は脱だつ兎との勢いで駆け出した。彼の背中を見送るのは征まさ継つぐと初音のヤング橘たちばな組である。

　ここは駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの喫茶室。日当たりがよく、なかなかの広さだ。

　飲み物やタバコの自動販売機、そして丸テーブルがいくつも置かれており、思い思いにくつろげるようになっている。英国レギオンが襲来した翌日である。

　皇こう女じよ志し緒お理りは騎き士し侯こう・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かと面談するため、ふたたび鎮守府を訪れた。

　お供として征継と初音もやってきたのだが、面談中は待機するしかない。気を利きかせた士官のひとりが『鎮守府を見学されてはいかがか』と案内役をつけてくれたのである。

　……まあ、クルセイド襲来の翌日で、市内には戒かい厳げん令れいまで発はつ令れい中。

　あわただしい状況下である。部外者ふたりにふらふらされても迷惑なので、案内役という名目で監視役をつけたのだろう。

　だが、密命を帯びていた征継たちには、彼を追い払う必要があった。

　――というわけで喫茶室に立ちよった際、初音が「お礼にコーヒーでも♪」と紙コップ式の自販機で二杯の珈琲を購入。その片方にさりげなく黒い丸薬を投入し、案内役の上等兵に手渡した。彼は「いやあ、どうも」と笑顔で飲み干してくれた。

　初音の可か憐れんさと、軍施設では珍しい『はいからさん』姿が利きいたのかもしれない。

「どうかしら、お兄さま。初音の忍法・色仕掛けの術は!?」

「おまえ的にはあれが色仕掛けなのか……」

　初音は着物の上からでもわかるほどにゆたかな胸を『えいっ』と張っている。

　珈琲ではなく只ただの飲料水を飲みながら、征継は訊たずねた。

「下剤でも一いつ服ぷく盛もったのか？」

「たぶん似たようなものよ。橘家秘伝の丸薬なの。あれを一ひと呑のみすれば、二時間は個室トイレの守り神になって、出てこられないらしいわ」

「秘伝とか言われると、たしかに忍者らしい気もするな」

「当たり前よ。その昔、橘家は下したっ端ぱ忍者の人たちを取り仕切るマスターニンジャの家系だったんだから」

「服はつ部とり半はん蔵ぞうみたいなものか。うちの一族は妙な秘密が多すぎるな」

　初音に教えられて、しみじみと征継はつぶやいた。

　徳川家康に仕つかえた服部半蔵正まさ成しげは『槍やりの半蔵』と謳うたわれる猛将でありながら、忍者の棟とう梁りようであったという。有名すぎるほどの伝説だった。

「実はね。初音たちのおじいちゃん世代には騎士侯だった橘の人もいるの」

「その割に、うちの一族の暮らしはつつましい感じだが」

「仕方ないわ。騎士侯の身分は一代限りだもの。まあ、その人が使っていた《銘めい》はまだ橘一族で管理してるから、誰かが継承して騎士侯にもなれるはずだけど」

　ちょっと悔しそうに初音は口をとがらせた。

「継承の儀式で失敗したら、あの世行きになっちゃうほど格の高い《銘》らしいわ。余程のことがない限り、儀式をやることは許されていないの」

「すまん。銘とか継承とかがよくわからない」

「あ、ごめんなさい。《銘》というのはね、〝聞くだけでものすごい武勇の持ち主だってわかるくらいの名前〟のことで、これを継承できた人だけが騎士侯になって、レギオンの軍勢を呼び出せるの」

　初音の言葉に、征継は軽く身を乗り出した。昨日、皇国のレギオン・神かむ威いに指示をあたえて戦わせたのは、ほかでもない征継自身である。

「ほとんどは勲章とかの名前ね。日本の皇国軍だと、大体《瑞ずい宝ほう》っていう褒ほう章しようの名前。でも、たまーにそうではない《銘》があるの。そういう格の高い名前を継承できた騎士侯さまはすごい必殺技を使えたりするのよ！」

「なるほど」

「ただ、そういうのほど継承がむずかしくて。資格のない人が継承儀式を受けて、失敗したら――ぽっくり死んでしまうそうなの」

「資格というのは、どんなものなんだ？」

「ちょっと曖あい昧まいだけど、『すごく武力が高い人なら大丈夫』みたいな」

「武力か……。単に腕っぷしが強いとかではないのか」

「ええ。武芸の腕前だけじゃなくて、軍略にくわしいとか、兵隊さんを励ますのが上う手まいとか、戦場では負け知らずとか、そういうあれこれを全部ひっくるめて『武力』なの」

　ここで一息ついて、初音はじーっと征継を見つめた。

「昨日、お兄さまがスーパーパワーを披ひ露ろうしたときは『お兄さまったら、いつのまにか橘一族とっておきの《銘》を継承していたのね！』って思ったのに」

「すまないな。そういう覚えはまったくない」

　否定してから、征継はふと訊たずねた。

「俺がやったように生身でレギオンと取っ組み合いする人間は……多いのか？」

「そんな人、お兄さま以外に知らないわ。うちの一族にだっていないし。ふつうは『ぺしゃっ』て踏みつぶされるだけよ。あ、でも」

　初音がポンと両手を合わせて、目を輝かせた。

「さっきの『すごい《銘》を持ってる人』がそういうビックリ技を使うって話、皇こう城じようで聞いたことあるわ。本当に、めったにいないそうだけど」

「一応、仲間はいるのか……」

「その辺、あとでいろいろはっきりさせましょ。絶対ふつうの人じゃないことはたしかなんだし。……じゃ、そろそろ行くわね。姫様のお言いつけを済ませてこなくっちゃ」

　パイプ椅子をガタッと揺らして、初音が立ちあがった。

　そそくさと去っていく。同族の少女はあいかわらずにぎやかで、朗ほがらかだった。征継の方も席を立ち、適当に歩き出した。女主人と初音の用が終わるまでの時間つぶしである。

　歩きながら、昨日の一件について考える。

　プリンセスと我が身を守るために、征継はあやしい能力を発揮した。

　あのときは心身共にやけに興奮していて、〝レギオンとはいかなる存在で、どうあつかえばいいのか〟を自然に悟り、実じつ践せんできた。

　そしてクルセイドを葬ったあと、皇女殿下に問われたのだ。

『征継さま……あなたはついにお目覚めになられたのですか？』

『レガトゥス・レギオニス――真の騎士侯として』

　征継は答えることができず、首をかしげるだけだった。

　短い戦闘の終わりと共に心身の高揚感は消え失せ、それと同時にレギオンの扱い方もよくわからなくなったのである。

　結局、志緒理からの問いに答えることはできなかった。

　しかし、あの単語。レガトゥス・レギオニス。耳に残る言葉だった。

　逆に意味を訊ねると、志緒理はうすく微笑しながら教えてくれた。それはおそらく、失望を塗りかくすために浮かべた笑みであった。

『軍団をあずかる者――軍団長という意味の、古いローマの言葉です』

　Legatus Legionis。征継はその響きを反はん芻すうした。




「姫様！　お言いつけ、ばっちり遂すい行こうしてきました！」

　駿河鎮守府からの帰り道だった。

　市の東部にある丘陵地帯の頂いただき付近に鎮守府は位置するため、行き来の際はもちろん車で上下する形となる。今回は帰り道――山を下る番だった。

　皇女を乗せるのは黒塗りの国産高級車。運転手は初音である。

　満一六歳から運転免許を取得できるので、征継も去年、免許証を取得していた。だが、腕前は明らかに同族の少女の方が達者だった。

　無駄にキレのあるコーナリングを山道で披露しつつ、初音は語る。

「結構、大変だったんですよ～。変装したり、秘密の合い鍵を使ったり、あそこに潜りこんでいる同じ橘のおじさまに助けてもらったりして。その辺をくわしくご報告するとですね、長い話になるんですけど――」

「それはご苦労さまです。次の機会もよろしくお願いしますね」

「うううっ。苦労話をわざわざアピールしたのに冷静な返し……。そのＳっぽいところがまさに姫様って感じです。もっと自慢させてくれてもいいのに」

「ふふふふ。自慢話と武勇伝は老後の楽しみに取っておくといいですよ♪」

　志緒理は広い後部座席にひとりでゆったりすわっている。

　初音の成果とやらは助手席の征継が持っていた。うすい木の板でＡ３程度のサイズだ。崩した漢字と梵ぼん字じが毛筆であれこれ書き付けてあり、『大神招来』の四字だけ読み取れた。下の方に犬らしき動物の絵が描かれている。

　念導術で使用する随ずい獣じゆう符ふ、しかも軍用の貴重品だという。

　初音は今日、これを鎮守府地下の倉庫から〝ちょっと拝借してきた〟のだ。

「初音。市内をあちこち走ってから、寮に帰ってください」

「了解ですっ」

　皇女の指令に従って、初音がハンドルを切る。

　征継もよく知る駿河市の街並みと道路。しかし、ほとんどの道は交通量が極端にすくなくなり、商店も臨時休業ばかり。戒厳令の影響だった。

　道路を走る車両も多くが東海道州軍と警察に所属するものだ。

　この車も途中、何度か兵士や警官に呼び止められた。

　が、その際には早くも駿河の有名人となったプリンセスの顔と、さっき鎮守府でもらってきたという『騎士侯・秋ヶ瀬立夏』の名刺が役立ってくれた。裏に「皇女殿下へのお力添えを宜よろしく頼む」と一筆添えてあるので、かなりの効き目だ。

　また、初音は駿河市の北にも車を走らせた。

　こちらの方面に向かうと南アルプスの山々、そして竜りゆう爪そう山ざんに近づく形となる。要は駅周辺の田舎いなか町から、本格的な山のふもとへ移動することになるのだが。

　乗用車の窓から空を見あげて、征継は気づいた。

　翼竜が三匹、飛んでいる。多くの国で用いられる随獣だ。『肩から羽根を生やした蜥蜴とかげ』という姿形、『競走馬の二〜三倍』というサイズもおおむね万国共通である。

　しかし、体表色は国ごとでかなりちがう。

　皇国日本の翼竜は青を体表色とする。しかし、いま上空を飛んでいる翼竜は白い。

　これは大英帝国に仕つかえる翼竜の色だった。

「やはり、あちらの随獣がここまで入り込んでいるのですね……」

　憂ゆう鬱うつそうにプリンセスはつぶやく。

　尚なお、走っている自動車はこの一台だけではない。この一帯から駿河駅前の市街地に避難する人々の車をときどき見かける。

　また地面を眺めれば、あちこちにビラが落ちている。

　大英帝国軍・畿き内ない将しよう家けの軍が連名で作成し、翼竜にばらまかせたものだ。

　さっき拾ってみたら、『住民諸君に騎士道協定適用エリアへの退避を強く推すい奨しようする――』という内容であった。このあたりの民間人はそれにしたがっているのだ。

　うしろの席の姫君へ、征継は訊ねた。

「畿内将家が英国の力を借りるのは、やはりローマ軍に対抗するためですか？」

「ええ。この五〇年、日本の騎士侯は実戦をあまり経験しておりませんが……逆に東方ローマと大英帝国の騎士侯は世界各地で戦いつづけて、騎き力りよくも経験もまったくちがいます」

「騎力？」

「騎士侯が一度に召集できるレギオンの数を『騎力』というのです。〝武力の高い〟方ほど多くの兵を呼び出せて、強い――そういう指標になります。昨日の戦闘でも……本拠地で有利なはずの駿河側が、敵地に乗りこんできたクルセイドに数で負けていました」

　皇女は肩をすくめて、ため息をついた。

「両軍のレベルの差がはっきりと出ていましたね」

「そういえば聞いたことがあります。騎士侯は所属する鎮守府にいるときの方が、多くのレギオンを使えると」

　騎士侯が召集するだけで、神秘的存在であるレギオンたちは具現化してくれる。

　しかし、どんな場所でも同じように呼べるわけではない。

　神域・聖域と呼ばれるような神秘力の強い土地でないと、召集できるレギオンの数は大きく減ってしまう。だが、そんな聖域はめったにない。あっても軍事的価値のとぼしい人里離れた山奥や大自然のなかに位置している……。

　前に聞いた知識を思い出した征継へ、志緒理は言う。

「鎮守府の地下には水霊殿――人造霊液の貯水池があるからです。『ありえざる命の糧かて』である神秘的液体が大量にあるおかげで、水霊殿のまわりは自然と霊的に清められて――」

「聖なる領域になるわけですか」

　うなずいてから、征継は首をかしげた。助手席にすわる自分を志緒理がうしろの席からじっと見つめているような。そんな気がしたのだ。
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　征まさ継つぐたちが臨りん済ざい高校に帰ってきたのは昼前頃だった。

　正確には高校の寮へ、である。皇こう女じよである志し緒お理りと初はつ音ねも今は寮生なのだ。

　職員用の駐車場に皇女専用車を駐とめたあと、志緒理の両脇を征継・初音で固めて、寮舎の方まで歩いてきた。

　志緒理は昨日のように、先頭に立つそぶりを見せなかった。

　校内では『おしとやかな皇女殿下』の猫かぶりを続けるつもりなのだろう。

「……泰たい世せい？」

　男子寮の前にいる小お此この木ぎ泰世を見て、征継はつぶやいた。

　手振りで『ちょっと話せるかな？』とアピールしている。皇女に遠慮しているのだ。

　しかし、市内で実家暮らしをする泰世は寮生ではない。さらに戒かい厳げん令れいの発令中、教育機関は基本的に休校となる。なぜここにいるのか？

「殿下。友人とすこし話をしてきてもよろしいでしょうか？」

「かまいませ……いえ。わたくしもあの方のところに参りましょう。学校や生徒のみなさんがどのような具合か、訊たずねてみたいのです」

　泰世の方をちらりと見つつのお伺うかがいへの、志緒理の答えだった。

　初音と皇女殿下を連れていくと、友人はとまどいの表情を浮かべつつも貴人へ会え釈しやくし、『どういうことさ？』と目配せでアピールする。が、かまわず征継は言う。

「どうした泰世？　俺に話があるんだろう？」

「あ、うん。こういう非常時で、しかも情報に不自由している状態だからさ。皇女殿下にお仕つかえしている征継くんなら、何か正確なことを聞いているかなーと思って」

「寮まで来たのか」

「うん、自転車を飛ばしてね。あと寮のみんながおとなしくしているか、生徒会役員としては気になったし。男子寮をのぞいてきたけど、やっぱり混乱してるね」

　そういえば、征継の友人は生徒会副会長であった。

　泰世は美男子のくせに印象のうすい顔で、ため息をつく。

「軍の念導攪かく乱らんってやつのせいで、テレビもラジオもほとんど受信できないけど、それでもときどき映ったり聞こえたりするからさ。そういう断片から、みんなであれこれ検討して、状況を把握――というより想像しようとしたり」

　世界には、ポケットサイズの携帯可能な電話機を開発した企業もあるらしい。

　しかし、その本格的な普及を阻はばむ要因のひとつが『念ねん波ぱ』だという。

　随ずい獣じゆうや念ジ動ー精ニ霊ー、何より騎き士し侯こうたちが発する思念の力だ。そして、強い念波によって電磁波をかき消し、無効化する念導術を『念導攪乱』と総称する。

　騎士侯のそばで電子レンジを使うと爆発する――そんな都市伝説まで存在する。

　また一〇年前、一千騎のレギオンをひきいるカエサル公と在日米軍の決戦時などは、日本各地で電波障害が発生した。

　人類はいまだ、強大な念波に打ち勝てる電波を開発し得ていないのだ。

「あと市外や県外の出身者には、封鎖されてない裏道を自転車とかで突破して、実家に帰ろうなんて計画中のチャレンジャーもいるよ」

「まあ、外出自体は禁止されていないからな……」

「ところでさ。『軍の』って今、ぼく言ったけど……大英帝国じゃなくて、同じ日本の畿き内ない将しよう家けの軍でいいのかな？　外からの侵略じゃなくて内乱とかクーデターってことで？」

　昨日の一九時に行われたという、畿内将家の記者会見。

　まだ念導攪乱がはじまる前だったので、駿河市でもそのニュースを見ることができた。社会派の泰世は抜かりなくチェックしていたようだ。

　友人の問いに征継が答えようとしたとき、先に女主人の方が言葉を発した。

　皇女殿下は〝おっとり〟微笑ほほえみながら、こんな提案をしたのだ。

「では、ちょうどお昼時ですし……寮のみなさんにお集まりいただいて、昼食会を開きましょう。わたくし、入寮のご挨あい拶さつをしなくてはと昨日から気になっていたのです。――初音。準備のお手伝いをお願いしますね」

「は、はい。姫様っ」




　一時間後。〝昼食会〟の準備がととのった。

　寮生は男女合わせて七〇名ほどいる。全員が集合できるスペースは寮内にないので、校舎の学生食堂を会場にした。ついでに校内放送をかけて、登校していた生徒と教職員まで集めての昼食会になった。

　ただし、たいした食事は出ない。さすがに準備時間が短すぎた。

　それでも人数分のおむすびとお茶を用意できたのは、実のところ発案者であるプリンセスの仕切りが大きかった。

「女子のみなさん。わたくしとお台所へごいっしょしていただけますか？　男子のみなさんには会場の準備をお願いしたいのですが。あ、あと生徒会の方々にはよろしければ放送室の方で――」

　という内容を初音と征継、そして泰世経由で伝えて、皆に実行させたのである。

　志緒理は泰世の『生徒会～』発言をしっかり覚えていて、副会長を介して学校に来ていた生徒会役員に要請（という名目の指示）を告げたのだ。

　学生食堂の厨ちゆう房ぼうでは女生徒のなかにまざって、おむすび作りに参加した。

　あまり手て際ぎわはよくなかったが、これで皇女殿下相手に遠慮を見せる女生徒たちとも一気にうちとけた。

　昼食会のはじめには「みなさま、よろしくお願いいたします」と無難に頭を下げて、

「現在、駿河はむずかしい状況下にあります」

「英国軍と畿内将家が維新同盟を結成し、東京の皇国政府に反はん旗きをひるがえしたことにまちがいはないようです」

「が、いたずらに恐怖と警戒心をつのらせることもかえって危険です」

「民間人とその居住地域への攻撃・略奪・意図的な殺傷等は《騎士道協定》によって固く戒いましめられるところです。これは騎士王同盟のカール大帝の呼びかけのもと、カエサル公、そして英国女王ヴィクトリア二世の強力な支持を受けて実現した、国際戦闘法規です」

「わたくしたちは協定によって守られている、とも言えます」

「さらなる攻撃が駿河の鎮ちん守じゆ府ふへ加えられる可能性は十分にございます。しかし、だからといって不用意に市内を離れれば――それは《騎士道協定》の対象範囲外に自ら赴おもむくという最悪の選択肢になりかねません」

　明めい晰せきな語りぶりで簡潔に状況を語り、軽けい挙きよ妄もう動どうを戒めてから。

　皇女志緒理はくすりと微笑み、冗談めかして言った。

「わたくし、ローマの学校を途中でやめて、こちらに編入となったのですが……駿河ではきちんと卒業できるまで、まじめに通学するつもりです。みなさまにも御学友として、あたたかく見守っていただければと思います。よろしくお願いしますね？」

　これで出席者の緊張がほぐれた。あちこちから笑いが洩もれる。

　以後、志緒理が席にすわることはなかった。会場をまわって、あちこちで直じかに学生たちへ話しかけて、談笑していった。今回の騒動について質問されたときは、答えられる範囲で丁てい寧ねいに回答もする。彼女のそばでは常に笑顔が絶えない。

　昼食会も終わりに近づいた頃、征継の隣で泰世がぽつりと言った。

「すごいねー。この一席だけで、皇女殿下は『学生寮のお姫さま』になっちゃったよ。ぼくら生徒会や先生たちよりも全然頼りになるし。このままだと、一カ月くらいでうちの高校の天下を取っちゃうかもしれないねえ」




　皇女専用の寮舎・黒くろ百ゆ合り寮。

　鉄筋造りの二階建て。一階には広いホール、食堂、談話室、読書室などがあり、二階には寮生用の個室がいくつもならぶ。間取りは一般の男子寮・女子寮とまったく同じだ。

　しかし、黒百合寮の方が遥はるかに高級感と清潔感がある。

　改装のおかげだろう。壁紙も貼り替え、シックな調度類で寮内を上品に飾り立てた。

　内装だけ見れば、立派な『鹿ろく鳴めい館かんもどき』だった。

　昼食会のあと、征継は志緒理・初音といっしょに黒百合寮の談話室にいた。大きなソファが三つもならび、背の低いアイボリーのテーブルをかこんでいる。

　女主人としてソファでゆったりくつろぐ皇女志緒理へ、征継は立ったまま言った。

「……自分の友人がこのように申しておりました」

「天下を取る、ですか。面白いことを言う方ですね」

　ふと泰世の発言を伝えたら、志緒理はくすくすと笑った。

　昼食会で見せていた〝外向けのおっとりした笑顔〟とはちがう。どこか皮肉っぽい、意思と知性の鋭さを感じさせる笑顔だった。

「でも、よい言葉です。この学校、そして駿河でいちばんの実力者に半年以内でなれるくらいでないと、今後の予定にも支障を来きたしますし……。まずは駿河で天下を取ってから、静岡県と東海道、それから東日本、西日本の制覇を進めていきましょう」

「……は？」

　深しん窓そうのプリンセスには不似合いな言葉がいくつも出てきた。

　硬直する征継へ、ふふんと鼻息荒く初音が言う。

「お兄さま、覚えておいて。姫様には遠大な計画がおありなの。まず御自身と御ご母ぼ堂どうさまをいじめてばかりだった女じよ皇おう陛へい下かの取り巻きたちに『ぎゃふんっ』と言わせられるくらいにご出世されて、将来的には日本を陰から支配する黒幕とか大御所になろうっていう」

「なに？」

「要するに、姫様は日本の天下をお取りになるおつもりなの。そして、橘たちばなの一族はそれを側近兼隠密として補佐していくつもりなのよ♪」

　驚くべき初音の発言だった。しかし、うなずける節もある。

　橘一族と皇女・藤ふじの宮みや志緒理の蜜月ぶりには、たしかに『戦国武将と隠密の忍び一族』めいた絆きずなの濃さがあった。

　なにしろ、この黒百合寮で働く使用人の女性も橘のおばちゃんたちなのだ。

　尚なお、初音はついに着物＋袴はかまの『はいからさん』姿をやめて、学校指定の制服を着ている。その姿を見て、気づいた。

　初音は女主人の護衛役でもあるとの自覚から、袴を愛用していたのかもしれない。

　スカートよりも動きやすいからと。だが、今は寮内。皇女殿下が襲われる可能性は低い。そう判断して、衣替えしたのだろう。

「……おまえもいろいろ考えていたんだな、意外と」

「唐突に失礼な発言ね、お兄さま」

「いや、すまない。もうすぐはじまる中間試験も、どうせ友達にノートを見せてもらって、一夜漬けで乗り切る魂胆なんだろうと勝手に決めつけていた」

「どうして初音のテスト攻略法を知っているの!?」

　まあ、この分では中間試験があるかどうかも不明だが。

　しかし――征継はあることに疑問を感じて、じっと志緒理を見つめた。

「殿下のご存念は理解できました。が、それをなぜ俺に？　一応、橘の家に生まれた者ではありますが、お会いしてから数日しか経たっていないというのに」

　すこし前まで、一族の事情も知らずに暮らしてきた男子学生である。

　しかも記憶喪失だ。器量も人格も定かでない学生を側近あつかい。この皇女殿下らしくない軽率さだと思ったのだ。すると、志緒理は言った。

「そうですね。そのあたりもふくめて、いろいろとお話をいたしましょう。征継さま、すこしおつきあいください」

「了解しました。個別面談……ということでしょうか？」

「いいえ。個人的なデートの申し込みです」

　皇女はひどくまじめな表情で、まさかの言葉を口にした。




　かくして、征継は〝待ち合わせ〟をすることになった。

　寮から最も近いコンビニ前で三〇分後という約束だ。ちなみにここは駿河周辺だけのローカルチェーンで、地方でたまにある二四時間営業ではない店舗だった。

　五分前に到着すると、すぐに声をかけられた。

「征継さま。お待たせいたしました」

　振り向けば、やはりプリンセスだった。今来たばかりのようだ。

　いつものブラウス等を脱いで、丈たけの短いワンピースに黒のレギンス、膝ひざまでのブーツという装いだ。そして、顔にはメガネをかけている。

　その効果ゆえか、ふだんよりもさらに賢そうな印象だった。

「変装というほどではありませんが……目立たないための準備です」

「失礼ですが、その程度では不十分でしょう。この間のテレビ出演で殿下の御顔を存じあげる市民は多い。転入先である学校近くの住人なら尚なお更さらです」

　只でさえ人目を惹ひくプラチナブロンドの美少女である。

　そこにいるだけで注目を集めるはずだ。しかし、志緒理は涼しげに微笑む。

「大丈夫です。こうして……」

　その瞬間だった。征継はハッとした。皇女の体から『きーん』という甲かん高だかい音が聞こえたような――気がしたのだ。

「印象を偽ぎ装そうする念を使っておけば、だいぶ気づかれにくくなります。藤宮志緒理の顔をテレビで観みた程度の者であれば、わたくしが誰か見抜くこともないでしょう」

「念……念導術というものですか」

「はい。わたくしをよく知る方、征継さまや初音などには通じませんが……。ちなみに、昨日のクルセイドも同じ系統の術で擬装していたのですよ」

「了解しました。自分が浅はかだったようです」

　たしかに今の志緒理にじっと目を向けると、一瞬、顔がぼやけて見える。

　納得して、征継は謝罪した。ちなみに皇女と言葉を交わすときは、シンプルに『武道の先輩と接するときのうやうやしさ』を心がけている。

　雅みやびな言葉遣づかいで姫君と語らうなど不可能であると、割り切っているのだ。

　しかし、そんな征継へ志緒理はいきなり言った。

「征継さま。ひとつ命令してもよろしいですか？」

「うけたまわります」

「そういう言葉遣い、おやめになってください。初音と話すときのように、わたくしとも接していただきたいと思います」

　まさかの命令に征継は「？」と目をみはった。

「いや、そのような不敬は――」

「命令……と申し上げたでしょう？　命令拒否だって不敬行為ですよ」

　くすくすと意地の悪い調子で志緒理は笑った。

　この皇女殿下、ときどき人をからかって面白がるところがある。昨日からのつきあいでなんとなく読めていたので、意外ではない。だが、返答には困る。

「どうあっても、わたくしの言うとおりにできませんか？」

「はあ」

「でしたら、せめて『殿下』はおやめください。初音にもそうさせていますが、わたくし、あまり堅苦しくされるのは好みでないのです」

「了解しました。では、自分も『姫』と呼ばせていただきます」

「俺も、とおっしゃってもよいのですよ？」

　征継は考えこんだ。なにしろ初音を専属女官に選ぶ皇女殿下である。

　すこし砕けた物言いをする方が、彼女の心に沿うのかもしれない。征継は自他共に認めるマイペース人間ぶりを発揮することにした。

「でしたら姫。今日はこれからどちらに？」

「さっき言ったとおりデートなのですから、征継さまにエスコートしていただいて、全て行き先を決めてもらうという選択肢もありますけど」

「俺には荷が重い仕事です。辞退させていただきます」

「まあ」

　今までとは微妙にちがう言葉遣い。志緒理は満足そうに微笑んだ。

「では、仕方ありません。わたくしに当てがあります。ついてきてください」

　連れだって歩きはじめてから、すぐに征継は思った。

　戒厳令下の地方都市に閉じこめられた状態なのに、なぜか皇女の足取りは軽く、すこし機嫌もよさそうだと。

　その印象を裏づけるように、志緒理がおもむろに言う。

「こんな緊急事態の最中ですけど、わたくし、実は結構楽しんでいます」

「……どういう意味でしょう？」

「今まで猫をかぶって、爪を隠して、人畜無害な皇女のふりをしながら生きてきました。皇こう城じようではずっと、すこし目立つだけで釘のように打たれる境遇でしたし。しまいにはローマの帝都へ人質同然に放り出されました」

　心なしか、皇女の口調もすこし砕けていた。

「でも、何年もかけて仕込みをして、反撃の準備がととのいつつあります。ここ駿河をスタートにして、わたくしの権勢なり版はん図となりを広げていくんです。だから今までみたいに猫をかぶるだけじゃなくて、どんどん知恵と力を使っていかなくちゃいけません。……正直に言うと、それが楽しいのです」

　こんな話をしながら田舎いなか道を歩く。このあたりは久く能のう山ざんのお膝元で山が近い。

　また、市内に設置されたスピーカーのひとつが放送をはじめた。

『市民のみなさまにお知らせがございます――』

　市役所からだった。女性のアナウンスだ。テレビ・ラジオなど公共の電波が念導攪乱で使えない今、こういうシンプルな手段の方が効果的に情報を伝えられるのだ。

　内容はさっき志緒理が寮で語ったこととほぼ同じだった。

　しかし、皇女の言葉の方が自然と耳に入ってきた印象だ。このあたり、もしかすると高貴な姫君であるがゆえのカリスマ性かもしれない。

「念導攪乱がまだ解けていない……。つまり英国軍がまだ駿河の近くにいて、攪乱を続けているという意味です」

　アナウンスを聞いて、志緒理が考えこんだ。

「もしかしたら、昨日の続きをするつもりなのかもしれません」

「……つまり、まだ駿河鎮守府を狙っていると？」

「はい。英国軍と畿内将家はおそらく静岡県を箱はこ根ね攻めの拠点にしたいのです」

　志緒理は軍略にも明るいのか、てきぱきと言う。

「静岡県内の鎮守府から出撃して、水すい霊れい殿でんで霊液も補給できる――その態勢を作りたいのでしょう。そうなると、いちばんに陥おとすべきは箱根に最も近い富士鎮守府。そして後こう背はいを突かれないために、富士から近い駿河と長なが浜はまも押さえたいところです」

　陣取りゲームめいた思し索さくをしているらしい皇女志緒理。

　そのメガネをかけた横顔は怜れい悧りで、見せかけだけの〝おっとり〟よりもある意味で遥かに彼女らしい。そう思える表情だった。

「姫。俺はレギオンのことをまったく知りません。なのに昨日はあんな真似ができた。もしかして、あの『レガトゥス・レギオニス』という言葉」

　この人は美しいなと思いつつ、征継は声をかけた。

「あれもレギオンと関係あるのですか？」

「そう……ですね。そのあたりをはっきりさせるために、今日はお誘いしたのでした。ごめんなさい征継さま。わたくし、もっとまじめに、デートに集中いたします」

「……？」

　皇女に『ぺこり』と頭を下げられた。理由がわからず、征継は困惑した。

　そもそも、なぜ護衛役と出かける程度のことを『デート』と言い続けるのか。一方、志緒理はそんな征継をじっと――すこし切なそうに見つめている。

「征継さまはまだ、思い出されていないのですね」

「何を、ですか？」

「わたくしのことをです。わたくしたち、ずっと前にも一度お会いしております」

　征継はぎょっとした。皇女殿下との謁えつ見けん。そんな椿ちん事じがあったとすれば、まちがいなく記憶を失う前だろう。しかし、まったく覚えていない。

「つもる話は向こうでじっくりいたしましょう。こちらが目当ての場所です」

　ふたりは今まで、歩きながら話を続けてきたのだが。

　不意に皇女が足を止めた。山のふもとに生える竹林の前だった。

　よく見れば、竹林のなかに小道が通っている。志緒理に導かれるまま奥へ進んでみると、そこには閑かん静せいな雰囲気ただよう木造の日本家屋が建っていた。

　こぢんまりとした屋敷である。しかし、美しいたたずまいであった。





４






　富士鎮ちん守じゆ府ふは静岡県富士市、浮うき島しまヶが原はらの湿地帯に位置する。

　地方では大体どこもそうだが、この鎮守府も緑ゆたかな自然の多いエリアにある。

　人口密度の高い市街地のまっただなかには、鎮守府を極力建造しない。ひかえめに、近郊程度で妥だ協きようしておく――。

《騎士道協定》を批ひ准じゆんする諸国の不文律だった。カール大帝をはじめとする復活者ろくでなしどもが愛してやまない、『戦争』という非人道的な外交の最終手段。これを公認させるための偽善的大義名分が協定なのだ。守ってもらわなくては困る。

　……と、黒騎士卿きようは思う。

　彼自身も復活者ろくでなしのひとりなので、切実な問題だ。

　富士鎮守府は現在、《維新同盟》に参加する英国軍部隊によって接収されている。

　奮戦した城じよう代だいの騎き士し侯こうおよび兵たちは勝利が確定したあと、武装解除したうえで捕虜とした。今は丁重に監禁中だ。

　その過程で不幸な犠牲者もそれなりに発生したが、まあ、多くは語るまい。

（……実のところ、戦争というゲームをなるべく外聞よく、民衆にも受けいれやすい形で粉ふん飾しよくすることこそが《騎士道協定》の真の存在理由である。実際、協定に抵触するような形の市民・兵士の最さい期ごが行方不明／事故死と発表されるケースはすくなくない）

　そして今、黒騎士卿は地下の水すい霊れい殿でんにいる。

　広壮な霊液の貯水池。数十本もの円柱が立ちならび、古代ギリシアの神殿めいた厳げん粛しゆくさをかもし出している。奥には〝沐もく浴よく所じよ〟がある。

　この施設の建築様式はほぼ世界共通だ。見なれた光景だった。

　沐浴所でマリンブルーの液体につかりながら、黒騎士卿はつぶやいた。

「思い邪よこしまなる者に災いあれ――我が名と魂たましいにかけて、この地の霊殿に要請する。我が兵に霊水の糧かてを分けあたえ、われらを当地の騎士と認め給たまえ」

　両目を閉ざし、祈る。やがて全身が淡く輝きはじめた頃。

　黒騎士卿の閉ざしたまぶたの裏に、あるイメージが浮かびあがってきた。

　クルセイドと酷こく似じした、黒き有翼巨兵たち。闘志と誇りで黒い甲かつ冑ちゆうを輝かせている。一千騎はいよう名誉ある黒騎士の軍勢――。

「ガーターの騎士ナイト・オブ・ガーターたちよ。早く出陣させろと僕をせかしているのか」

　軍団兵たちの直じき訴そを受けて、苦笑しながら目を開けたとき。

　黒騎士卿はコツコツという足音を聞いた。革靴をはいた誰かが沐浴所に入ってきたのだ。衣きぬ擦ずれの音もする。着衣のまま入室したらしい。

　出入り口は背後なので、何者かはわからない。卿は振り返りもせずに言う。

「ここは僕が使用中だ……などと無ぶ粋すいは言わない。誰かは知らないが、服を脱いで、こちらへ来たまえ。たまには若き騎士たちと裸で語らうのもいいだろう」

　いかなるときも余裕を失わず、騎士として然しかるべき〝格〟を示す。

　常日頃から黒騎士卿が心がけていることだ。しかし、背後から『ぎっ』と聞こえてきたので首をかしげた。何の音だろう？

「了解、しました。騎士侯でない精霊モリガンには、水霊殿での霊液補給は、さほど重要ではないのですが――ご命令に、したがいます」

　少女の声で返答されたので、黒騎士卿はあわてて振り返る。

　やってきたのは、念ジ導ー精ニ霊ーモリガンが憑ひよう依いする人形だったのだ。彼女は海兵セーラー服にベレー帽を身につけている。そして『ぎっ』と関節の音を立てながら両手を動かし、胸元のスカーフをはずすところだった。

「あと、この件は後日、上官によるセクシャルハラスメントとして……上層部に申告する必要があります。あしからず、御了承、ください」

　念ジ導ー精ニ霊ーの依より代しろはたいてい無表情なものだが、このときのモリガンは冷たい目つきで黒騎士卿を見つめていた。

「モリガンくん。今のは命令じゃなくて勘ちがいだ。それと」

　平静な声を出すよう意識しつつも、黒騎士卿はつい声を荒らげた。

「セクシャルなんとやらはむしろ君の方だ……！　婦女子たる身で全裸の男子の前にやってきて、しかも、そんなぶしつけに僕を見つめるなんてっ！」

「水霊殿は、特に重要な施設です。この目で確認しておこうと、思ったのです」

「だからって、僕がいるときに来る必要はない！」

　水霊殿にこもっての霊液補給。水みず垢ご離り、禊みそぎと同じ聖なる儀式だ。

　衣服は邪魔であり、ゆえに黒騎士卿は完璧なる全裸。ふだん細身に見えるのは、着やせする体質のせいである。実は鍛え抜いた鋼はがねの筋肉の持ち主なのだ。

　その肉体美をじろじろ見られながら、部下を叱しつ責せきする黒騎士卿であった。




「モリガンの検索したところでは」

　黒騎士卿の隣を歩きながら、念ジ導ー精ニ霊ーモリガンの依代は言う。

　すでに地下の水霊殿を出たあとだ。富士鎮守府の地上で緑の芝生を踏みしめて、敷地内を歩いているところだった。

「中世イギリスにも、フランスにも、男女混浴の習慣は存在した、とあります。卿がそこまで衝撃を受ける理由、理解できかね、ます」

「それはそのとおりだが、貞てい淑しゆくと品位を貫いてこその騎士――」

　反論しかけて、黒騎士卿は気づいた。中世イギリス・フランスという言葉、彼の出自を知る者でないと即座に出てくるものではない。

「もしかしてモリガンくん。僕の素性を見抜いたのか？」

「は、い。しかし……はっきり言って、難易度の低い謎でした。あなたの言動をしばらく見ていれば、たくさんのヒントが出て、きます」

「なるほど。歴史に名を残した者の弱みというわけか」

「いえ。単に慎重さが足りないせい、だと、モリガンは考えます」

「君にはどうやら、毒どく舌ぜつの才能があるようだな……」

「それも、我が英国の伝統、です」

　毒舌とブラックジョークを愛する国民性は、精霊にも引き継がれているらしい。

　きまり悪さをごまかすため、黒騎士卿はわざと視線を上に向けた。富士鎮守府の上空では英国レギオン・クルセイドが一〇〇騎以上も空中待機していた。

　空中でぴたりと静止し、銃じゆう槍そうを右手に持ち、指令を待つのである。

　駿する河がに向けて、まもなく出陣するレギオンたちだ。ひきいるのは黒騎士卿が本国より連れてきた女王騎士ふたり。スティーヴン卿とランパード卿だ。

　現在時刻は一四時五三分。東海道の空はよく晴れている。

「昨日、駿河を攻めたのはフィルネヴィル卿、です。任を解く、のですか？」

「フィルの軍団はまだ兵を回復させていない」

　騎士侯たちが虚こ空くうより召集する有翼巨兵レギオン。

　神秘的存在である彼らは負傷しても、一日程度であっさり回復してしまう。それも自己再生である。あきれる話だが手当ても修理も必要ない。

　しかし、戦闘不能になるほどの重傷者や戦死者はべつだ。

　そこまで傷ついたレギオンの再生と戦線復帰には、一、二週間ほどかかる。

「それに代役で駿河の城代になった秋あきヶが瀬せ家けの姫……かなりの猛も者さらしい。未確認情報だが、相当な騎き力りよくだと聞いた。フィルよりもたぶん上だ」

「なる、ほど」

　モリガンはうなずいて、空のクルセイド軍団を見あげた。

　白き英国レギオンの総数は一八八騎。昨日、スティーヴン卿とランパード卿が駆く逐ちく艦かんティンタジェルで召集した兵数の――実に二倍であった。

「僕だけじゃない。ここ富士の水霊殿でスティーヴィーもランプスも《鎮守の契約》を済ませてある。今はこの富士鎮守府が僕らの本ホ拠ー地ム……」

　神秘力の高い聖域ほど、レギオンを大量に召集しやすくなる。

　水霊殿を擁ようする鎮守府もこの聖域に該がい当とうする。しかし、軍事施設でもある。聖なる恩恵を外敵にまで授ける義理はない。

　そこで敵・味方を識別するための儀式が《鎮守の契約》だった。

「水霊殿のなかで『この土地を守る騎士となる』――そう誓約した者だけが聖なる加護を受けて、戦力を充実させる……。このルールがあるおかげで、僕らの戦い方もずいぶんと古典的になってしまうな」

　黒騎士卿は苦笑した。

「結局、おたがい城を拠点としての陣取り合戦になる。今頃は秋ヶ瀬の姫も駿河の水霊殿と新たに契約して、あちらを本拠地としているだろう」

「は、い。ひとりの騎士が契約できる水霊殿は一箇所のみ、ですから」

　モリガンが管理する駆逐艦ティンタジェル。

　あの艦の動力・流りゆう体たい炉ろは、人造霊液を循じゆん環かんさせることで神秘力を生み出す。そのため擬ぎ似じ的な聖域にもなり、ふつうの土地よりはレギオンを召集しやすい場所だ。

　しかし、所詮は〝もどき〟である。水霊殿にはおよばない。

　だからこそ最優先で静岡各地の鎮守府を奪い、拠点としたのである。

「銃やら爆薬やらがとんでもないほどに発達して、空飛ぶ機械まで生まれて、城じよう塞さいの類たぐいはかんたんに打ち壊せるようになった。攻城戦という言葉は百年近く昔に戦場から消えた。……にもかかわらず、僕らはふたたび鎮守府を造り、城取りとその防御に励んでいる」

　面白い話だと、中世人の黒騎士卿は微笑ほほえんだ。

「ティンタジェルから念導神格モルガン・ル・フエイ――君の本体を富士鎮守府へ移植させたあと、僕らもスティーヴィーたちを追いかけよう。彼らのお手並みを拝見だ」

「かしこまり、ました」

　……一九世紀から二〇世紀にかけて。

　戦争の手法がめまぐるしいほどの速さで変化していった時代である。

　銃火器の命中精度、装弾数は劇的に向上した。馬車は自動車へと置き換わり、無線技術と飛行機が登場した。騎兵は戦場から消え、鋼鉄の戦車が新たに野を駆けた。

　そして、産業技術の発展による機械化と並行して――

　聖獣たちがもたらす奇跡によって、『神秘化』も促進された。

　第二次大戦中に登場したレーダー技術はこれを妨害する念導術の確立と、そもそもレギオンの体にはレーダー波を無力化する性質があったため、現在はさほど重視されていない。随ずい獣じゆうや人間の目視のもたらす情報の方が遥はるかに有用である。

　また、航空機は結局、天空の覇者となることはなかった。

　空は天あま翔かける随獣たち、なにより神に等しき聖獣たちの所有物である。彼らが気まぐれに起こす嵐や乱気流などを、航空業にたずさわる人々は常に最大限の敬けい虔けんさで警戒してきた。なにしろ念導波で呼んだ鳥の群れがコクピットやエンジンにぶつかるだけで、人類の航空機は大きな損傷を受けてしまう。

　今は二〇世紀の末、一九九八年。人が万物の霊長ではなくなった時代なのだ。
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　竹林の奥の屋敷は、掃除と手入れがよく行き届いていた。

　門構え、玄関、廊下と、すこし見ただけでわかる。塵ちりひとつ落ちていないうえに、木の部分もあちこち磨き抜かれている。

　中庭は小さいながらも、日本庭園風に手入れされていた。

「梁りよう山ざん荘そうといいます。父方の遠い親戚の持ち物なのですが、その方の厚意でわたくしが駿する河がにいる間、自由に使ってよいと許可を得ております」

　先に立って廊下を歩きながら、志し緒お理りが言う。皇女の父上は駿河在住の旧華族だったか。前に初はつ音ねから聞いたことを、征まさ継つぐは思い出した。

　また、家人（おそらく使用人）がいる気配はたしかに感じる。

　だというのに姿を見せない。まさに空気のようだ。しかし、呼べば即座に現れて、用件をうやうやしくうかがってくれるのではないか。

　静かな気品が満ちあふれる屋敷だった。雑な橘たちばな一族には真似できまい。

「征継さま、こちらへ」

　案内された先は日本間だった。まず志緒理が正座する。向かい側へ来るよう目でうながされたので、征継もそちらに正座した。

　皇こう女じよ殿下と差し向かい。まさか、こんな局面を迎える日が来るとは。

「これではデートというより……密会のような感じもいたしますね」

「姫。先ほどから、男女の関係でしか使わない言葉ばかりですが」

　真剣な面おも持もちで考えこむ皇女へ、征継はずばり言った。

「もしや、この短期間で俺を恋するようになり、今日はその告白なのですか？」

「な、何をおっしゃるんですか!?　わたくしたちは再会して、まだほんの数日しか経たっておりません！　その程度の仲で恋愛だなんて、はしたなさすぎます！」

「失礼しました。最近、そんな話を小耳にはさんだもので」

　志緒理がてきめんに狼ろう狽ばいしたので、征継は淡々と頭を下げた。

　ちなみに、正確には『聞いた』ではなく、男子中高生向けのラブコメ小説で読んだのだが、そこは省略しておいた。また、ひそかに思う。

　この方にも深しん窓そう育ちの姫君らしいところがあったのだな、などと。

　一方、当の皇女殿下はぷりぷりしながら言う。

「まったく……。征継さまはお顔立ちの割に浮いたところのない殿方だと思っていたのですが、そんなこともないようですねっ」

「恐縮です。しかし、俺の顔が何か？」

「言われませんか？　役者もつとまるような二枚目だと？」

「ああ、そういえば何度か。ただ、そのあとで『これでふつうの性格なら』と言われることも多い気がします」

「……たしかに、協調性と感受性に少々難がありますね」

　ぼそりと論評されたので、征継はふたたび「恐縮です」と頭を下げたのだが。

「しかし、俺の顔つきが姫のお好みにかなうのでしたら、やはり俺をここに連れてきた目的は告白――。だというのに素直になれず、つい憎まれ口をたたいて……」

「そのような気持ちは本当にございません！」

　きっぱりと否定してから、志緒理はハッと口ごもった。

「も、もちろん、昨日助けていただいたことには感謝しております。あのように身を挺ていしていただいて……本当にありがとうございました」

　正座したまま、志緒理は深々と頭を下げる。三つ指までついている。

　なかなか強引なくせに、しっかり礼を重んじるあたりはさすが姫君か。頭を上げた皇女はまっすぐに征継を見つめる。

　その視線を受け止めて、こちらも真正面から彼女を見つめ返した。

「護衛として任務を果たしただけです。お気になさらずに。それより、今日はどうして『デート』なのでしょう？」

「はい。わたくしは今日、征継さまとの仲を深めたいと思ったからです。あっ」

　真しん摯しに答えてから、志緒理は早口で付け足す。

「こ、皇女と部下とか、男と女とかではなく――。ひとりの人間同士として、肝かん胆たん相あい照てらす仲になれるかをたしかめたいと思い、おつきあいをお願いしました。大切なお話なので、特別な意味合いをこめて『デート』と言ったのです」

　ここで息継ぎして、皇女はやにわに断言した。

「征継さま。記憶を失われる前、あなたはわたくしの騎士となるはずの御方でした」

　記憶喪失のこと、やはり志緒理は知っていた。用意周到な皇女が知らないはずはないと思っていたので、そこは意外ではない。しかし。

「俺が姫の騎士に？　しかし、俺は騎き士し侯こうでは――」

「騎士侯でもいらっしゃいます。あなたはカエサル公や大英帝国のネルソン提てい督とくと同じ、いにしえの世より甦よみがえられた復活者リザレクトのおひとり。ご存じですか？　あの方々はひとりの例外もなく、自前の軍団をお持ちの騎士侯であらせられます」

　しかも、と志緒理は付け加える。

「どなたもきわめて強大な騎士ばかり。現代の生まれでも強い騎士侯はおりますが……それでも召集できるレギオンはせいぜい一〇〇か二〇〇。一千騎以上をしたがえるカエサル公やカール大帝とは比較にもなりません」

「もしかして、この間の呼び方は……」

「はい。『真の騎士侯』を意味するレガトゥス・レギオニスとは、死せる者どもの集つどう冥めい府ふより帰還されし復活者リザレクトたちの――ひそかな称号です」

　王族や政治家、軍人たちのみが知るのだと、志緒理は語る。

「橘のお名前は世を忍ぶため、わたくしが初音の父に用意させたもの。たまたま事故で亡くなった橘家の男子がいたので、その戸籍を拝借したそうです」

「……なるほど」

　じっと話を聞いたあと、征継はただ一言で軽くうなずいた。志緒理が微苦笑する。

「まったく動揺されていないのですね」

「自分がおかしな類たぐいの人間であることは、昨日はっきりしましたので。あと、カエサル公がどうとかいう話の真しん偽ぎは、俺には判断できかねます。ここで結論を出す必要はない……それだけです。まあ」

　常にマイペースで冷静沈着。その性分にまかせて、征継は思うところを語った。

「そんな男がどうして記憶喪失になったのかとは、思いますが」

「御復活が……上う手まくいかなかったのかもしれません」

「どういう意味でしょう？」

「あなたは二年前、わたくしが甦らせたのです。正確には祖父・天てん龍りゆう公こうに『いにしえの武人を我がもとに遣つかわし給たまえ』と祈り、それに祖父が応こたえてくれたのですが」

「……なぜ、そんな願いを？」

　聞いたことがある。神に等しき聖獣たちは、妻となった乙女や血を分けた娘の祈りに応えて、レギオンや随ずい獣じゆうなどの神秘を授けてくれるのだと。

　孫娘の志緒理もその特権を使ったのだろう。しかし、なぜ？

「畿き内ない将しよう家けと同じです。カエサル公を打倒するとはいかなくとも、対抗できるだけの武力がなければ、今の日本で権勢を広げることはかないません。わたくしのために戦い、わたくしの考えを実現してくれる強い騎士侯が――必要なのです」

　藤ふじの宮みや志緒理は一六歳の皇女。二年前はつまり一四歳だ。

　その若さでそこまで考えたのか。むしろ、ここが今日いちばんの驚きだった。瞠どう目もくする征継の前で、志緒理はふたたび三つ指をつき、深く頭を下げる。

「あらためて、征継さまにお願いいたします」

「…………」

「あなたさまの御助力をお借りする――その資格がわたくしにあるかを吟ぎん味みされて、近日中にご返事いただければと存じます。何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます」

「命令、ではなく？」

　真摯に訴える皇女へ訊たずねる。志緒理は頭を上げ、こくりとうなずいた。

「記憶を失われたとはいえ、征継さまはかつて――生まれ変わる前は、赫かつ々かくたる武ぶ勲くんを誇った武人であられたはずです。そうでない御方がレガトゥス・レギオニスになることはありえませんから。そのような英雄に命令など不ふ遜そんもいいところ」

　征継は理解した。それでずっと『さま』付けで呼ばれていたのかと。

「わたくしが求めるものは忠誠ではございません。あくまでお力添えです。代価が必要であれば、いくらでもお支払いいたします」

「代価？」

「はい。地位でも、名誉でも、富でも、わたくしに払える限りの全てを」




　かくして皇女殿下との〝デート〟は終わった。

　ひとまず征継は護衛役を続けることにして、志緒理と共にこの雰囲気のよい屋敷を去るつもりだったのだが。

「わたくし、こちらで随獣を形にして参ります。少々お待ちいただけますか」

「随獣を？　その術、見せてもらってもかまいませんか？」

　念導術師は念の力で随獣を具現化させる。うわさでだけ知っていた術を志緒理が使うと聞いて、征継は好奇心にまかせて頼んでみた。

　すると、姫君はなぜか言葉に詰まり、逡しゆん巡じゆんし、もじもじしながら答えた。

「そ……うですね。神秘や霊液をあつかう場に立ち会えば、昨日のように征継さまが何か思い出されるかもしれませんし……よい機会ではありますね」

　志緒理は準備をしてくると言って、日本間をあとにした。

　二〇分後。もどってきた彼女を見て、驚いた。プラチナブロンドの姫君は髪をまとめ、薄手の白い肌はだ襦じゆ袢ばんを一枚だけ着て、征継の前に現れたのだ。

　衣替えのおかげで皇女のスタイルのよさ、女性としての魅力を再確認できた。

「こちらへどうぞ。場所を移します」

　薄着が恥ずかしいのか、志緒理は体を微妙にすくませていた。

　征継の目を避けるように先へ立ち、歩いていく。あとに続くと向かった先は裏庭で、そこには露天風呂があった。風ふ情ぜいある檜ひのきの湯船だ。

　しかも、この庭には竹がよく生おいしげり、竹林のなかでの入浴を満喫できる。

　――もともと隠れ家風の日本旅館を思わせる屋敷だが、露天風呂まであったとは。感心してから征継は気づいた。湯船の中身がふつうではない。

　マリンブルーの液体だった。美しい南の海にも似た、あざやかな色合いだ。

「これは人造霊液……鎮ちん守じゆ府ふの地下にあるものと同じです」

「ということは、軍の物資ですか。どうやって手に入れたのですか？」

「やっぱり、おじいさまの七光りです。人造霊液は聖獣の血を下か賜ししていただいて、それを霊的に浄化した清水と合わせることで生成するのですが……聖獣の娘や孫の血でも、ごく少量の霊液なら同じように作れるんです」

　くすりと微笑ほほえんで、志緒理は付け足した。

「献血程度の量だと、これで精一杯ですね。まだ干ひ涸からびるつもりはないので、欲張るつもりもないのですけど。……征継さま、例のものを」

　Ａ３サイズの板を、征継は風呂場の床に置いた。犬らしき動物の絵と『大神招来』、漢字や梵ぼん字じがあれこれ書いてある。初音が拝借してきた随獣符ふだ。

　一方、志緒理は青い神秘的液体を満たした湯船のそばで膝ひざをつく。

　おもむろに手て桶おけで霊液をすくい、これを――頭からかぶった。

　一度だけではなく、何度も何度も繰りかえす。近くにいた征継にもしぶきがかかる。おそろしく冷たい。これは身を清めるための水みず垢ご離りなのだ。

　そして、皇女の体から『きぃぃぃぃん！』という鋭い音が聞こえてきた。

　神秘力が――強まった。征継は直感的に悟った。

　青き霊水が志緒理の心身に染みいり、彼女の念と神秘性を高めたのだと。

「現れるべき者よ。神があなたと共にあらんことを」

　志緒理は濡れた手で〝犬の絵〟にさわる。すると随獣符はたちまち膨張し、形を変えた。Ａ３の板きれは一瞬にして〝巨大な狼〟に変化したのだ。

　馬のように大きく、しかも銀色の毛皮を持つ狼に。

　銀ぎん狼ろうは険しい顔つきで『ぐるぅぅっ』とうなってから、ぱっと消えた。

「……失礼いたしました。霊液を取り込んで、身を清めておきたかったのです。壬み生ぶ狼ろを呼ぶのはひさしぶりだったもので――」

　騎士侯や念導術師など、神秘に関わる者は霊液補給を欠かさないのだ。

　そう語る志緒理へ、征継は訊ねた。

「あの狼、壬生狼というのですか」

「はい。緊急時なので管くだ狐ぎつね以外にも随獣が欲しいと思い、初音に都合させました。そ……それより征継さま。あ、あまり見ないでいただけますか……？」

「失礼いたしました」

　肌襦袢が濡れて、皇女の全身にぴったりとはりついている。

　今までよりも、さらにはっきりと体のラインがわかってしまう。胸のふくらみのみごとさも自おのずと征継の視界に入ってくる。初音は『Ｇ』の境地に達しているようだが、皇女殿下も負けじと『Ｆ』の一線を越えておられる……。

　雑念をもてあそびつつ征継は視線をそらそうとして――中断した。

　不意に気づいたのだ。これはいい機会だと。

「姫。先ほどの『払えるかぎりの代価を支払う』というお言葉ですが」

「はい」

「失礼ながら、今のあなたにさしたる報酬が払えるとは思えません。姫が約束された地位も名誉も富も……全て空から手て形がた。絵に描いた餅もちに過ぎないでしょう」

「そう――ですね。おっしゃるとおりだと思います」

　征継の追及に志緒理は毅き然ぜんと顔を上げ、背筋を正した。

　おそらく無意識の振る舞いだ。面白いなと、征継はかすかに微笑んだ。彼女は狡こう猾かつさや悪知恵を誇るくせに、やけにまっすぐ『人』と向き合おうとする。

　今日の昼食会でも、進んで寮生たちと交わっていた。

　初音も征継も連れずにひとりで。どちらかでもそばに置いておけば避けられる面倒も多いだろうに。今日のデートでもまったく腹芸を使わずに橘征継と向き合い、思うところを忌き憚たんなく語って、こちらの理解を得ようとした。

　皇女志緒理のなかに、征継は『清せい』と『濁だく』の双方を見た。

「俗に言う出世払いをお許しいただければ、と思っているのですが」

「それもひとつの手です。しかし、今の姫でも供せるものがある。あなたはとても魅力的な御方だ。そのあなたに女性として俺を満足させていただく――」

「!?」

「そういう選択肢もあるはずです」

「そ、それはたしかにそのとおりですっ。で、でも、その、なんといいますか！」

　志緒理はいきなり狼狽し、それからどうにか平静を取りつくろった。

「わ、わたくし、実は自分が美少女だという自覚がございます。殿方にとっては、かなりの魅力があるようだという認識も……」

「あるのですか？」

「は、はい。ただ、恋愛とか愛人関係とか火遊びとか、割り切った仲とか……そういう事柄への経験も理解も足りず、自分からは言い出すこともできなかったのですがっ」

　志緒理は凜りんとしたまなざしになり、まっすぐ征継を見つめた。

「征継さまがお望みなら、わたくし、あなたの情人になることもいといません。皇家の娘という立場上、正式な婚姻はむずかしいでしょうが、内縁の妻にだって――」

「姫。今のは冗談です」

「え……っ!?　征継さま！」

　にこりともせずに冗談だと断った瞬間、志緒理は怒った。気にせず征継は言う。

「今のご返事でわかりました。何かを一足飛びに――反則同然に手に入れるなら、然しかるべき代償が必要になる。あなたはそれを理解しておられる」

「…………」

「そんな姫のことだ。〝俺〟という切り札を手に入れるため、すでに相応の対価を支払われているのではありませんか？」

「征継さまが……気にされるほどのことではありません」

　志緒理はフッと淡く微笑む。それだけだった。

　これが藤ふじの宮みや志緒理という女性か。征継はまた面白く思った。そして、そんな自分を不思議に感じる。この二年間、こんな風に誰かを品定めしたことなどない。だというのに今、驚くほど自然に皇女の人となりを読み解いている。

　やはり、自分は大昔に生まれた軍人なり戦士だったのか。

　そう思った瞬間だった。『りん』と音がして、管狐が現れた。毛むくじゃらの顔つきを一いち瞥べつして、志緒理が表情をひきしめる。

「一〇〇騎近いクルセイドが駿河鎮守府に接近中、ですか!?」

　駿河を巡る攻防戦、終結はまだまだ遠いようであった。
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「やはり来たか……」

　護ご国こく塔とうの屋上で、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは駿する河がの風景を一望していた。

　駿河鎮ちん守じゆ府ふはこのあたりではいちばんの高台に位置する。中心に立つ護国塔は高さ四〇メートル。きわめて見晴らしはいい。

　南の駿河湾方面から迫るクルセイドの軍団――その影を目視できる。

　約一〇〇騎で球状に密集し、陸をめざして飛行中。まもなく海岸上空にさしかかる。鎮守府のある丘陵地帯は湾に面しているので、敵の到来はもうすぐだった。

「今日か明日には来るだろうとは思っていたが、律りち儀ぎなことだな」

　立夏は肩をすくめた。海より飛来するクルセイドは時速五、六〇キロ。

　より高速で飛べるはずなのに、ずいぶんと遅い。理由は明白だった。この速さで飛ぶかぎり霊液をほとんど消耗しない。全ての力を戦闘にまわすことができる。

「鎮守府に引きこもってもいいが、咲さ久く耶やの調子はまだ万全とはいえない。すこし仕掛けていくとするか」

　風の強い屋上に、立夏は只ただひとりたたずむ。だが、騎き士し侯こうならざる通常部隊は鎮守府の近郊で待機中。なにより護国塔の内部では念導士官たちが秋ヶ瀬立夏のささやき声を念ねん波ぱで拾い取りつつ、状況を確認している。

　共に戦う士官と兵たちの期待を背負い、それに応こたえることこそ騎士の務め――。

　軍服姿の立夏は腰の刀を抜き放ち、さらに念も放った。

「我が銘めい《鬼おに切きり安やす綱つな》のもと――集結しろ、我が軍団レギオン！」

　護国塔の上空に、立夏の強大な念が広がっていく。

　すぐに神かむ威いとして具現化した。青き軍団の出現だ。きりよく九〇騎いる。

「よし」

　立夏は愛刀をふたたび腰の鞘さやにもどした。

　名高き源げん氏じの宝刀。その名を秋ヶ瀬立夏は《銘》として継承した。

　今、彼女が抜いた日本刀こそがその具現である。細身で反そり高く、小乱れの刃は紋もんを持つ稀き代たいの名刀だ。多くの日本人騎士侯が持つ《瑞ずい宝ほう》とちがい、レギオンを呼ばないときでも手元に現れたまま。これも高位の《銘》である証あかしなのだ。

「誰か――私を乗せろ！」

　頭上の神威たちに呼びかける。

　九〇騎のうちの一騎が高度を落とし、塔の屋上と肩をならべるようにする。立夏は軽やかに跳躍。屋上の柵を躊ちゆう躇ちよなく跳びこえて、やってきた神威――空中に浮くレギオンの右肩にそのまま乗ってしまった。

「地上に陣を敷く。行け」

　指揮官を肩に乗せて、青き神威が飛ぶ。めざすは南、駿河湾の方角だ。

　その背後に残りの八九騎がつきしたがう。

　総大将が自ら陣頭に立って兵を直ちよく卒そつし、敵軍と相対する。源げん平ぺい時代を描く軍記物語さながらだと立夏は苦笑した。しかし、これも現代仕様の戦争術である。

　騎士侯はレギオンの軍団に念導波を送り、指揮する。

　実は離れた位置――それこそ視界外にいる配下でさえもコントロールできる。

　だが、それでは念導攪かく乱らんを受けたときに抵抗できない。電波ではなく、念波を対象とする念導攪乱が実はあるのだ。レギオンの統率は失われてしまう。

「やはり、海風は冷たいな」

　現在時刻一五時一八分。海からの強い風が陸地へ吹いてくる。

　しかも時速六〇キロで飛ぶレギオンに乗り、高度は二〇〇メートル付近。だが、立夏の全身はあたたかいままだった。強きよう靱じんな肉体のおかげだ。

　騎士侯の生命力と身体能力は、常人よりも明らかに高い。

　心身に多くの霊液を取りこむため、神秘の力によって強化されるのだ。

「方陣を組む。急げ！」

　駿河湾の沿岸部に軍団を降下させる。

　軍用地にするため埋め立てられ、東海道州軍の施設があちこちに点在していた。

　選んだあたりはだだっぴろい平地であった。ここに降り立った瞬間、立夏が乗る一騎をのぞいた八九騎は走り出した。すばやそうなシルエットを裏切らない、軽やかな動きだ。

　もちろん、全長八メートル弱の巨人たちの集団疾走である。

　彼らの両足が地を蹴るたび、駿河の浜辺に震動が走り、大きく揺れる。だが、それでも神威八九騎の疾走は軽やかだった。

　巨体であり、そのサイズに見合う重量もある。しかし、鈍重さはない。

　翼ある鳥類が地面を歩きまわるときも軽快なのと同じで、神威の動きには跳ねるような躍動感と加速感がみなぎっていた。

　これこそが皇国の青きレギオンたちの持ち味だった。

　俊敏で、労を惜しまず、勇敢――。九〇騎の神威はすばやく陣形をととのえた。横10列×縦９列、ほぼ正方形型の『方陣』だ。

　方形の中心に陣取るのは、指揮官たる立夏を右肩に乗せた神威である。

　神威の軍団はそのまま一斉に銃じゆう槍そうをかまえた。

　銃口を向ける先は、駿河湾より飛来する英国のクルセイド軍団であった。




「日本のレギオン、神威といったか。数は九〇――駿河城じよう代だいの代役は、本当にわれわれと同等だったようだ。……不幸なやつだな」

　駿河湾上空に侵入した英国軍のクルセイド、その数は九八騎。

　指揮官のスティーヴンはつぶやいた。騎乗用の白い翼竜にまたがり、天あま翔かける兵団と共に飛行中である。

「われらと同じく女王の御み許もとに生まれていれば、女王騎士となる栄を賜たまわれたというのに」

　大英帝国では、すぐれた騎き力りよくを持つ勇者だけが『女王騎士』の称号を授かる。

　スティーヴンの騎力は九八、盟友ランパード卿きようの騎力は九〇。昨日とちがい、今日は《鎮守の契約》を行ったうえで富士から出陣した。

　ひさしぶりに騎力どおりのレギオンをひきいている。

　スティーヴンは指をぱちりと鳴らして、連絡用の小型随ずい獣じゆうを呼び出した。

　日本では管くだ狐ぎつねというタイプらしいが、英国軍は少女妖精スプライトを使う。姿形は手のひらサイズの少女で、背中に蝶の翅はねを生やしている。スティーブンの目の前で、ぱたぱたとかわいらしく飛んでいた。

「ランパード卿に私の名義で伝令だ。『作戦どおり、これより先せん鋒ぽうとして突入する。私が失敗した場合、後事は頼む』と」

　少女妖精スプライトはこくりとうなずいて、消え失せた。

　伝令役を担になう種の随獣は四、五キロ程度なら瞬間移動できる。電話ほどの便利さはないが、無線通信の代わりにはなる。ただし、この能力を立てつづけに十数回も使うと小型随獣は過労死する。注意が必要だった。

「戦士諸君。今日は栄誉ある先鋒を王子殿――黒騎士卿よりまかされた。君たちの奮戦に期待しているぞ！」

　スティーヴンは配下のクルセイドに呼びかけた。尚なお、盟友ランパード卿の軍団は〝やや後方に潜伏〟し、予備隊として待機中だ。

　駿河のサムライたちが待つ海岸まで、あと約四キロ。

　こちらのクルセイド九八騎は球状陣形を組んで、飛行している。

　空中を進む際はボールの形状にレギオンを密集させて、三六〇度に対して死角がない球状陣形を組んだうえで飛行させる。

　レギオンの軍勢を動かすときの定じよう石せきのひとつであった。

　そして、司令塔である騎士侯は陣形の中心――最も守りの固い場所にポジショニングしながら、配下レギオンに適切な指示を随ずい時じ出していくのだ。

「女王の代行者たちよ……叩きのめせ」

　スティーヴンは指示をつぶやいた。直後、『球』の前面に配置されたクルセイドたちが銃口を四キロ離れた海岸方面へ向ける。連射がはじまった。

　放たれるのは、ぶあついコンクリート塊かいさえも切り裂く熱線だ。

　銃槍九八丁は、機関砲と同等の連射速度で閃せん光こうを吐き出していく。

　この斉射をたとえば東京の都心で繰り出せば、林立するビル群はうすいプラスチックのように切り刻まれ、穴だらけとなる。ほんの数分で無惨な廃墟へ変貌するだろう。

　だが、四キロ先で方陣を組んだ駿河軍は――無傷であった。

「同程度の兵で撃ち合っても、やはり上う手まくいかないか」

　スティーヴンは苦笑した。騎士侯は配下のレギオンが見聞きしたものを知覚できる。そして、神秘の有翼巨兵たちは人間を凌りよう駕がするほど優秀な五感を有する。

　指揮下のクルセイドたちは四キロ先の光景を視認していた。

　細かな粉ふん塵じんのような光――防御結界の粒子が日本の神威たちにまとわりついている。

「密集し、陣形を組むほどにレギオンの守りは高まるもの……。こちらの攻めが通じないのであれば、あちらも同じ状況になるはずだが」

　つぶやいた直後、敵が反撃をはじめた。

　日本のレギオン一個軍団は地上で方陣を組んだまま、銃槍の引き金をひいた。標的はもちろん駿河湾上空のクルセイドたち、スティーヴンの軍団である。

　閃光の連射がはじまった。日本勢の対空砲火はスティーヴンたちを容よう赦しやなく襲う。

　だが、こちらもほぼ無傷だった。九八騎のクルセイドのまわりにきらきらと防御結界の粒子がまとわりついている。

　防御結界の光には、敵の砲火を弱める効果があった。

　そして、この粒子は同じ軍団のレギオンがまとう粒子と重なり合うことで密度を増し、より強化される。つまりレギオンを密集させて、厚みのある陣形を組めば、軍団全体の防御力が大きく向上するのだ。

　ゆえに、密集度の高い方陣や球状陣形はレギオン戦の定石として多用される。

「このまま空と地上で撃ち合いでは、こちらの分ぶが悪い。――戦士諸君。地上に降りて、より野蛮な戦い方に切りかえるとしよう」

　有翼の戦士とはいえ、レギオンは人と同じく二本の足で大地を踏みしめる存在。空中で活動するときの方が霊液の消耗は大きい。

　海岸をめざして飛行するスティーヴン麾き下かの一個軍団。

　徐々に高度も落とし、長期戦にそなえて地上へ降下していく。

　さらに陣形も敵と同じ方陣へ組み替えていく。横10列×縦10列だ。変更の間もできるだけ密集を保つようにした。降下中も対空砲火に晒さらされつづけたが、おかげで運悪く結界粒子のうすいところにいた数騎が撃ち抜かれただけだ。

　戦死はクルセイド四騎。急所である頭や胸部などを撃たれて、駿河湾に墜落した。

　だが、残りの九四騎は無傷のまま健在である。

「これで五分……いや。われわれが有利だ。あとは力にまかせて蹂じゆう躙りんするのみだぞ」

　ついに砂浜の波打ち際ぎわへと着地を遂とげたクルセイドたち。

　方陣を組んだまま、整然と、全騎がまったく同じスピードで前進をはじめる。

　めざすは一キロほど先に布陣した駿河のレギオン・神威たち――。

　白兵戦の距離になれば、敵軍と自軍の防御結界はたがいに中和し合い、効力を失う。あとは古代の戦場さながらに銃槍の刃やいばを敵に突き立て、首を刈り取ればいい。

　翼竜に乗るスティーヴンは、クルセイドたちの頭上をゆるやかに旋回していた。

　空中から敵レギオンの軍団を見やり、瞠どう目もくする。

「サムライの末まつ裔えいは神風の加護を信じて、攻撃を貫くつもりか」

　日本のレギオン・神威の一個軍団もすばやく陣形を変えていた。

　密集度の高い――すなわち防御の固い方陣を崩して、九〇騎の神威は横一列にならび、銃槍を構え直していた。

「だが……そう都合よく、神風は吹くものではないぞ」

　スティーヴンはうそぶいた。日本勢の横列。その中央にいる神威の右肩で、仁王立ちしている女騎士。その姿をクルセイドたちは視認済みだった。

　レギオンを操る騎士侯が倒れれば、そこで戦闘は終わるのだ。
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「撃て！」

　立りつ夏かの号令に応こたえて、九〇騎の神かむ威いたちは一斉に引き金をしぼる。

　標的は地上に降りてきたクルセイドの方陣。神威たちの銃じゆう槍そうからは途切れなく閃せん光こうが放たれ、弾幕で敵軍を切り裂こうと尽じん力りよくする。

「あちらは白兵でケリをつけるつもりだ。全力で撃ち返してはこない。思う存分、今のうちに撃ちまくれ！」

　立夏が檄げきを飛ばす間にも、一騎、また一騎とクルセイドが倒れていく。

　神威たちの陣形を変えた恩恵だった。横一列――つまり全ての兵を最前列に出した。そのうえで前進する英国軍の最前列へ、神威九〇騎の銃撃を集中させる。

　英国軍の方陣は横10列×縦10列。

　最前列に立つ一〇騎のクルセイドへ、九〇騎の神威が火力を集中させるのである。

　今までの一斉連射を凌りよう駕がする数の閃光が一〇騎のクルセイドを襲う。

　立てつづけに放たれる閃光は英国レギオンの巨体を数十回も抉えぐり、防御結界のきらめきがうすい部分に入りこもうとする。急所を撃ち抜く確率は今までよりも遥はるかに高くなる。

　結果、最前列の敵兵が一騎、また一騎と倒れていくのだ。

　先頭に立つクルセイドも撃ち返してくるが、神威が倒れることは稀まれだ。

　しかし、だからといって、立夏ひきいる駿河勢が有利とも言えない。神威からの集中砲火を受けて最前列のクルセイドが倒れても、うしろにいるクルセイドがすぐに前へ出て、最前列を埋めるのである。

　そのため英国軍の陣形は乱れない。集中砲火に晒さらされたまま愚ぐ直ちよくに前進を続ける。

　最初、両軍団の間には約一キロの距離があった。

　これが半分に縮まったとき、クルセイドは九四騎から九〇騎となっていた。

　さらに半分に縮まったとき、クルセイドは残り八四騎。

　そして、両軍の間に横たわる距離はわずか一四、五メートルへ。

　銃剣を振るっての白兵戦となる間合いになったとき、英国のレギオンはあと七五騎。対して日本の神威たちはまだ八八騎もいる。数のうえでは神威がやや有利。しかし。

　翼竜で空に位置を取る英国騎士侯は勝ち誇るように叫ぶ。

「よく耐えたぞ、戦士諸君！　ここから先は、女王の代行者である諸君が思うさま力を振るう番だ。かよわい日本の兵たちを――蹂じゆう躙りんせよ！」

　神威はクルセイドよりもひとまわり小さい。接近戦になれば、どうしても体格差が出る。力負けしてしまう。過去、その差を覆くつがえせた例はすくない。

　立夏は舌打ちした。

「誰でもいい。あのうるさい女王騎士を吹き飛ばせ」

　近くにいた神威が銃槍を撃ち放った。あらゆるレギオンは武芸の達人である。射撃・白兵戦のどちらも一流だ。今回もみごと標的を撃ち抜くはずだった。

　しかし、女王騎士は方陣を組んだクルセイドたちのさらに後方を飛んでいた。

　英国のレギオンたちがまとう結界粒子のきらめきは無形の楯たてとなり、神威による狙そ撃げきを無効化してしまう。

　そして、英国軍はさらに前進。ついに白兵戦がはじまった。

　神威とクルセイドの武器は、共に銃槍――その長い銃身の下に装着した剣を振りまわして、敵レギオンを刺殺するのだ。

　数は日本側が上。だが、優勢なのは明らかに英国側だった。

　まず、方陣を組んだまま七五騎のクルセイドは駿河勢の隊列に突撃する。

　神威たちは火力を重視して、横一列に広がっていた。そこへ突撃の勢いに乗ったクルセイドの軍団が襲いかかり、銃剣を突き込んでいく。

　英国レギオンの圧力とパワーに屈して、神威の仮面や頸くびが次々と刺し貫かれる。

　もちろん、なかにはクルセイドの銃剣をかわして、逆にこちらの銃剣をお見舞いする神威も少数ながら存在した。しかし、敵の方陣はまだ健在なのだ。

　最前列で銃剣を振るうクルセイドが倒れても、次の列のクルセイドが前へ出る。

　結果、英国軍の陣形は乱れず、圧力を落とさないまま前進と突撃を続ける。かつて古代ギリシアでは、これと同じ密集方陣の戦法で重装歩兵フアランクスが猛威を振るった。

　対する神威は横一列、厚みのまったくない陣形である。

　隊列はうすい紙のように破られ、ズタズタに切り裂かれる寸前だった。

「女王の戦士たちよ、敵の騎き士し侯こうを討て！　あの者が消えれば、いくさは終わる！」

　英国騎士侯の叱しつ咤たがクルセイドたちをさらに勢いづかせる。

　横一列となった駿する河が勢ぜい――その中央にいる立夏を右肩に乗せた神威めざして、英国レギオン数十騎が殺到してくる。

　その圧力に押されて、駿河勢の陣形は『[image: ]』から『Ｖ』へと変わった。

　立夏のいる中央部がじりじりと後退して、へこんでしまったのである。近くにいる神威たちは女指揮官を守るため必死に奮戦中だ。しかし、完全なる劣勢だった。

　八八騎いた神威はすでに五〇騎を切っている。

　このままでは勝機がない。神威の肩の上で、立夏は大きく深呼吸した。

「上う手まく罠わなにかかってくれて――一安心だ」

　腰のベルトには、鬼おに切きりの名を持つ刀がつり下がっている。

　不敵な微笑を口元に浮かべて、立夏はこの刀を引き抜いた。あらわになった二尺七寸の刀身には小乱れの刃紋が浮かんでいる。

　そして、立夏はひらりと地上へ跳びおりた。

「我が銘めい《鬼切安やす綱つな》……天下に名高き宝刀よ。鬼切の武ぶ勲くんをふたたび世に示せ！」

　言い放った瞬間だった。一騎のクルセイドが立夏の前に突入してきた。

　劣勢ながらも神威たちは円陣を作り、女指揮官を取り囲んでくれていた。敵兵の襲来から立夏を守るためだ。だが、この円陣を突破する英国レギオンがついに現れたのだ。

　敵は全長八メートルを超す英国巨兵。

　銃槍に取り付けた剣の刃は、それだけで立夏の背せ丈たけよりも長い。

　クルセイドはななめ下にいる立夏へ、銃剣を問答無用で突き込んできた。巨体であってもレギオンの動きに鈍重さはない。鋭い突きだった。

　そして、立夏はといえば。

　手にした日本刀を片手で横殴りに振るい、クルセイドの銃剣を払いのけた。

　相手は立夏自身よりも巨大な刃だというのに、ひどく無造作に。しかも、長大な銃剣はなかばあたりで断ち切られて、宙を飛び、駿河の大地に突き刺さる。

　立夏と愛刀が成し遂とげた、バカバカしいほどにすさまじい斬撃ゆえであった。

　刃を失ったクルセイド。だが、さすがに歴戦の勇士だった。

　すかさず銃剣の代わりに蹴りを繰り出してきた。立夏を地面に置いたサッカーボールにでも見立てたのか、足のつま先を叩きつけてきたのである。

　立夏はひらりと跳びのくことで、みごとにかわしてみせる。

　レギオンの召集だけでなく、武術・体術の技ぎ倆りようにも非凡な冴さえがあるのだ。

「やああああああああっ！」

　気合い声と共に、立夏はふたたび跳躍した。まず己を襲ったクルセイドの膝ひざの上へ。さらにそこを踏み台にして、今度は有翼巨兵の仮面の真ん前へと跳ぶ。

　そして、鬼切安綱の銘を持つ宝刀で、クルセイドの仮面を一突き。

　この一ひと太た刀ちが致命傷となった。

　身の丈八メートルの巨人兵は一七〇センチの少女に討ち取られて、どうと倒れる。

「――壬み生ぶ狼ろ！」

　あざやかに着地するや否いなや、立夏は叫んだ。

　呼び声に応えて、すぐそばに一匹の狼が忽こつ然ぜんと出現する。

　軍馬並みに体格が大きく、毛皮は銀色。皇国軍が使し役えきする中型随ずい獣じゆう『壬生狼』である。

　管くだ狐ぎつねなどの目を通して、戦況をモニター中の念導士官たち。彼らが立夏の要請を聞き、すかさず送りこんでくれたのだ。

　巨きよ狼ろうの背へ跳びのる。すぐに壬生狼は力強く大地を蹴り、駆け出した。

　今度は立夏の代わりに、随獣が跳躍する番だった。宝刀使いの女騎士を乗せて、壬生狼は手近なクルセイドの顔面へ飛びかかる。

　だが、嚙みついたりはしない。代わりに立夏が宝刀を振るう。

　――斬。横殴りの斬撃がクルセイドの仮面を真一文字に一刀両断した。

「なんという剣だ……！」

　英国の女王騎士が驚きよう愕がくしている。数十メートル後方の空を翼竜で遊覧飛行さながらに飛んでいたのだが、度ど肝ぎもを抜かれたのだろう。生身でレギオンを斬きり伏せる騎士侯など、そうそう存在するものではない。

「その剣は君の銘――武勲のしるしか！」

「ご名答だ。この秋あきヶが瀬せ立夏には源げん氏じの宝刀、鬼切の太刀・安綱がついている。クルセイドごとき、何体でも斬り捨ててやろう！」

　翼竜の鞍あん上じようからの問いかけに、巨狼の背から口こう上じようを返す。

　宝刀・鬼切安綱。『大おお江え山やまの鬼、酒しゆ呑てん童どう子じをも斬った名刀』の名前だ。そして、この銘を継承した者は、鬼すら斬り伏せるという偉業を再現できる――。

　これこそが武勲《鬼切の太刀》。鬼切安綱が立夏に授ける秘術であった。

「悪いな、女王騎士よ」

　壬生狼の背で鬼切安綱の刃を撫なでて、立夏はうそぶく。

「遠巻きに銃を撃ち合ういくさは私の好みではない。手っとり早く勝負を決めさせてもらったぞ。ここまで来れば、私の神威たちが必ず勝つ」

「なんだと？」

　この大言壮語に英国の女王騎士は眉まゆをひそめる。

　だが、立夏は静かに『にいっ』と笑い、自信のほどを敵に見せつけた。
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「……黒騎士卿きようの、おっしゃったとおりになりましたね」

　精霊モリガンは憑ひよう依いした人形の口を借りて、同行者に語りかけた。

　眼下に駿する河が湾わんを眺めつつ翼竜に乗り、ゆったりと飛行中だった。ふたり乗りだ。手た綱づなを握るのは貴公子・黒騎士卿。モリガンは彼の前にすわっている。

　もうすこし飛べば、海岸沿いの埋め立て地にたどり着く。

　そこでは日英のレギオン軍団が死闘を演じ、勝敗が明らかになりつつあった。

「当たってほしくはなかったよ。女王騎士が敗北するなんて予言、不吉にも程がある」

　黒騎士卿は嘆たん息そくした。彼が口にした不吉な予言。スティーヴン卿ひきいる軍団が日本勢と白兵戦をはじめた直後、美貌の貴公子はたしかに言った。

『これはスティーヴィーの負けだな』

　ぼそりと小声で。あのときは英国側が優勢だったというのに。

　だが、その後。駿河勢のあざやかな逆転劇がはじまった。神かむ威いひきいる駿河の女騎き士し侯こうは宝刀の武ぶ勲くんを発動させて、クルセイドを自らの手で斬きり捨てたのだ。

　彼女はそのまま突入していった。

　随ずい獣じゆう・壬み生ぶ狼ろを馬代わりにして、方陣を組んだクルセイドのまっただなかへ――。

　密集した英国レギオンの間をすり抜け、駆けまわりながら、宝刀を振るう。彼女が斬撃を繰りかえすたびにクルセイドの装甲は切り裂かれ、急所を貫かれて、傷ついていった。

　この立ちまわり、実はせいぜい二、三分程度の短い活劇だった。

　だが、そうやって英国軍の陣形をかき回したところで、一気に仕掛けた。

　日本の騎士侯は自らが囮おとりになり、英国側の注意をほんの数分ほど惹ひきつけている間にクルセイドたちの方陣を背後から強襲させたのだ。いつのまにかスティーヴン軍団の後方に回りこませた別働隊に命じて。

　そこから、神威たちによる一方的な蹂じゆう躙りんがはじまった。

　次々とクルセイドが倒されていく。スティーヴン卿は必死に翼竜を駆り、敵軍の狙撃をやりすごしながら、どうにか軍団を立て直そうとしている。

「やはり、あの宝刀の武勲が勝敗を分かった、のでしょうか？」

　騎士侯、そして復活者リザレクトが使う超常の術を『武勲』という。巨人レギオンを人間の手で斬り倒す――すさまじい武勲であったのだが。

　黒騎士卿はかぶりを振った。

「と、スティーヴィーが思っていたら、彼もたいした器うつわじゃないな。女騎士殿に誘われるまま白兵戦を仕掛けた時点で、この展開は決まっていたよ。クルセイドたちに押されていると見せかけながら、相手はしっかり挟きよう撃げきの仕込みをしていたからね」

「なる、ほど」

　モリガンは戦闘の推すい移いを思い出した。

　東海道軍の騎士侯は全ての神威を横一列に並べて、銃撃を行わせた。

　そこにクルセイドが密集方陣で突入。白兵戦へ。英国軍団の圧力に押されて、東海道勢の隊列は『[image: ]』から『Ｖ』へと変化。しかし、この『Ｖ』の左右に突き出た部分がそのままちぎれて、英国軍の背後に回りこみ、別働隊になったのである。

「やはり包囲殲せん滅めつと挟撃は戦場の華だな。その華を咲かせた敵将がみごとだったと、今日のところはしておこうか。スティーヴィーの不ふ甲が斐いなさは後日に追及だ」

「ひとつ、よろしい、でしょうか」

　妙な感心の仕方をする黒騎士卿へ、モリガンは訊たずねた。

「敵将が白兵戦を誘っていると……なぜ、お気づきになられたのでしょう？」

「えっ？」

　黒騎士卿は貴族的な美貌に不似合いな、きょとんとした表情を浮かべた。

　しばらく言葉に迷い、考えこんでから、彼は胸を張って答える。

「精霊の君には理解しづらいのかもしれないがね。わかるものなんだ、なんとなく。敵軍の方を眺めていると、空気のちがいにピンとくるというか」

「なる、ほど」

　たとえ人間であっても、黒騎士卿に賛同する者はすくないはず。

　モリガンはそう確信するが、べつの意味で『なるほど』と納得した。まちがいない。彼は『軍師・参謀』などという輩やからの天敵であるはずだ。

　用兵術・戦略・戦術に深い造ぞう詣けいを持ちながら、それに拘こう泥でいしない。

　むしろ戦場に身を置くことで研ぎすまされる勘、感性、ひらめき、観察力、決断力、経験などの方が極限状況では物を言う――。

　その過酷な現実を頭ではなく、魂たましいで理解している人種なのだ。

　論理的に正しいから勝つのではない。戦場においては『勝つから正しい』のであり、『勝った者が正しい』。

　それは用兵術を学問として学んだ輩には、到底たどり着けない境地だ。

「さすが、です。レガトゥス・レギオニス」

　モリガンは心からの賛さん辞じを口にした。

「いかに理を尽くして戦術を語ろうとも、魂からにじみ出る、本質的な野蛮さは隠しようがない……。あなたがたとえ、非論理的な方針転換を衝動的に行ったとしても、精霊モリガンは全力でサポートいたします」

「あまり賞賛されている気がしないのは、どうしてだろうな……」

　なぜか首をかしげてから、黒騎士卿は言った。

「まあ、いい。敗れたとはいえ、先せん鋒ぽうのスティーヴィーは最低限の仕事をしてくれた。敵の戦力を削そぎ、今もぎりぎり踏みとどまっている。ここからはランプスの出番だ」

　直後、駿河湾の沖合いでクルセイドの軍勢が海から飛び出した。

　日英のレギオンが戦う埋め立て地から見て、東の方角だ。この位置で予備戦力として海中にひそんでいた、ランパード卿の九〇騎。彼らが動いたのだ。

　海水をかき分けて空へ飛び出し、駿河鎮ちん守じゆ府ふに向けて飛行を開始する。

　盟友を支援しに、ではない。駿河城じよう代だいがスティーヴン卿と交戦している隙すきにまっすぐ鎮守府を襲い、制圧するためであった。

　高台に位置する駿河鎮守府まで、わずか一〇キロ程度。

　霊液を消耗しない低速飛行でもすぐに到達できる。対して、駿河勢の方は――

「あれはたしか《青せい龍りゆう》というやつか」

　黒騎士卿がつぶやいた。

　駿河鎮守府の上空に念導神格イフリートが顕現したからだ。

　巨大な魔方陣を背負う、全長七〇メートル近い東洋のドラゴン。体表色はサファイアブルーだが、なかば透きとおっている。霊体である証あかしだ。あの巨大さで実体を維持できる生命体は、神に等しき聖獣たち以外に存在しない。

　そして、五ご芒ぼう星せい形の城壁でかこまれる鎮守府――その周囲で空気がゆがんだ。

　まるで陽炎かげろうだった。太陽のぎらつく砂漠で空気がゆらめき、はっきり景色が見えなくなるように、鎮守府をとりかこむ空気がゆがんで見えるのだ。

　モリガンは陽炎のごとき揺らめきから、きわめて強い念ねん波ぱを感じ取った。

「敵・念導神格イフリートは、念ねん障しよう壁へきを展開しました」

「報告だと昨日はそれすらもできなかったのに、立て直してきたか。しかも、水中に潜伏するレギオンの念もしっかり感知して、すぐに手を打ってきた」

　と、つぶやいてから黒騎士卿は晴れやかに言った。

「これはもしかすると、ランプスも苦戦するかもしれないな」

「……笑顔でそのご発言、いかがなものかと、モリガンは考えます」

「いや、なに。女王騎士を二名送りこんでも陥おとせない城なら、いよいよ僕の出陣を本国も認めざるを得ないのでは――と思ったのでね」

「おやめ、ください。あなたの騎士団は……箱はこ根ね攻めまで、温存すべきです」

　実は黒騎士卿の〝参戦〟を絶対に止めるよう、指示されている。

　ティンタジェル艦長、グレイソン卿からの命めいだった。王子殿が戦えば、その真ま名なは必ず天下に明らかになる。それはおそらくカエサル公の興味と警戒を呼びこむだろうと。

「現段階で、黒王子ブラツクプリンスエドワードとガーター騎士団の名が露見しては……今後の戦略に、大きな影響が出ます。どうか、ご自重を」

　中世イングランド王家が生んだ、最高の軍事的天才。

　プランタジネット朝の元王太子は苦笑し、肩をすくめて、うなずいた。




「女王騎士級の二個軍団を投入とは、気前のいいことだな！」

　鎮守府へ飛んでいく新あら手てを見て、立夏は随獣・壬生狼の背中で吐き捨てた。

　海岸沿いの埋め立て地で、先鋒のクルセイド軍団と尚なおも戦闘中である。

　彼女自身はすでに最前線から退き、壬生狼も走るのをやめ、立ち止まっている。今は指揮官として、後方から神威たちを掌握していた。

　敵軍は粘り強く抵抗を続け、神威たちに包囲されつつも一箇所に集まっていた。そのまま円陣を組んで防御結界を展開。銃じゆう槍そうを撃ちまくり、立夏の軍団に逆襲を続ける。

「さすが女王騎士というところか。しぶといものだ」

　戦闘を続ければ、どうとでもクルセイドたちを蹂躙できるだろう。

　しかし今、新たな英国の軍勢が現れて、駿河の空を飛んでいく。もちろん鎮守府をめざしている。立夏の軍団はそれを尻しり目めに、地上で戦闘中だ。

　ここで敵の新手と鎮守府の方角へもどろうとすれば――

　今まさに追い詰めている敵の先鋒が一息つき、深ふか傷でを負った体に鞭むち打うって、立夏の神威たちを後こう背はいから襲うだろう。レギオンは人間の兵士とちがい、かなり無理のある指示にも応こたえてくれるのだ。

　もうすこし敵の戦闘力を削がなくては、鎮守府の加勢にまわれない。

　立夏は肚はらを決めて、いらだつのをやめた。壬生狼の上で腕組みし、戦況を見守る。

　念ジ導ー精ニ霊ーの咲さ久く耶や――念導神格イフリート《青龍》の分身は昨日より安定している。上手く本体に念障壁を使わせて、防御戦の態勢をととのえた。咲久耶のそばには念導士官を何人も置いて、フォローさせている。保険もある。

「我が銘《鬼切安綱》のもとに……集結しろ、我が軍団レギオン」

　立夏はレギオン召集の聖句を唱えた。

　ただし、頭のなかで数キロほど北にある高台――駿河鎮守府の在あり処かを思い描く。これで保険を送りこむことができた。

「本当なら、ここでとどめを刺すために使いたかったのだがな」

　だが仕方ない。こちらの城を守るのは見かけ倒しの『張り子の虎』なのだ。

　これで立夏の帰陣まで持ち堪こたえてくれれば、と思う。しかし、問題は敵の伏ふく兵へいまでもが女王騎士であることだった。




「征まさ継つぐさま。クルセイドの……新手です！」

　志し緒お理りが空の一点を指さした。

　高台の駿河鎮守府、その上空に念動神格イフリート《青龍》が魔方陣と共に陣取っている。そちらへ一〇〇騎近いクルセイドが球状陣形で接近中――。

　征継は皇こう女じよと共に外へ出ていた。

　すぐそばに竹林がある。藤ふじの宮みや一族の隠れ家・梁りよう山ざん荘そうの中庭だった。

　すこし前に駿河鎮守府に送りこんでいた管くだ狐ぎつねからの報告を受け取り、ふたりはクルセイド襲来と騎士侯・秋あきヶが瀬せ立夏の優勢を知ったのだが。

「姫。ちょうどいい機会です」

「え……っ？」

　征継が声をかけると、志緒理はきょとんとした。

　もう肌はだ襦じゆ袢ばんではなく、もとの格好にもどっている。丈たけの短いワンピースに黒のレギンス、膝ひざまでのブーツ。ただ、変装用のメガネだけは外したままだった。

　急いで髪を乾かしたせいか、すこしだけプラチナブロンドが濡れている。

「俺に何をさせたいのか、今すぐにお決めください」

「征継さまに？」

「あなたは天下取りの手助けを頼むと言った。ならば、今この状況で俺に何を願うか、お聞きしたい。『すぐに決められない』でもかまいませんが」

「……もし本当にそう申し上げたら」

　志緒理が浮かべた『くすっ』という、悪戯いたずらっぽい微笑。

　征継は満足した。期待したとおり彼女は聡そう明めいで鋭い。質問の意図をほんの一瞬で見破り、真剣に答えようとしている。

「征継さまは本当に何もせず、わたくしを見捨ててしまわれるのでしょうか？」

「一応、今まで世話になった恩はあるようなので、ひきつづき護衛をやる程度で恩返しをしようとは考えております」

「じゃあ、それはなしです。わたくし、すこしの間だけ知恵をしぼってみます」

　皇女と呼ばれる志緒理だが、今の日本では『皇帝の娘』を意味する言葉ではない。

　天龍公の血を引く姫たち全てを指す称号だった。ほかにも数名の皇女がおり、皇城での席次はいずれも彼女より上だという。

　日陰者を自称する〝捨てられた皇女〟はつぶやく。

「もともと日本政府と女じよ皇おうはカエサル公のひも付きで、地方を治める十じゆう二に将しよう家けも方針がバラバラ。そのうえ畿き内ない将家のクーデター宣言。大英帝国の行きすぎた内政干かん渉しようと武力行使。どう考えても、今回の騒動はかんたんには収束しないはず……」

　志緒理は皮肉っぽく肩をすくめた。

「今の日本、『天下は麻あさのごとく乱れた』と表現しても問題なさそうですね。でも、三国志の劉りゆう備びではありませんけど、乱世である方が無名の若者も出世しやすい――」

　貧しい田舎いなかの若造から義勇兵となり、軍人、将軍、国主へとステップアップ。

　太平の世では、望んでもかなうはずのない立身出世だろう。しかし、戦乱の世では武力と兵の持ち合わせがあれば、そのハードルは一気に低くなる。

　問題の要よう旨しを早くもつかんだ皇女へ、征継は言う。

「姫。あとは自分たちをどこに売り込むか、です」

「それなら決まっています。恩は困っている人に売りつけて、はじめて意味が生まれる商品です。すでに強力な助っ人がいる陣営に押し売りしても、恩に着てもらえません」

「ということは？」

「維新同盟との戦いで矢や面おもてに立たされている東海道将家……。わたくし、この機会に東海道の重じゆう鎮ちん方がたと昵じつ懇こんの仲になろうと思います。ゆくゆくは後ろ楯だてなり、同盟者なりになっていただけるよう、しっかり恩と名前を売って」

　征継はかすかに頰ほおをゆるめた。微笑である。

　いつも硬い表情をしているせいか、笑うのは得意でないという自覚がある。しかし、ときどきはこうして笑うのだ。周囲に気づかれないときが多いとはいえ。

　今回は、志緒理の決断をよろこんでの笑みだった。

　誰の陣営につくかは重要ではない。まあ、駿河には友人知人もいる。征継個人としては当地に不都合がないよう配慮したいが、そこはどうとでも工夫できる。

　問題は『絶好の好機である今、行動を起こせるか』だった。

　いくら知恵があり、深しん謀ぼう遠えん慮りよができても、チャンスに躊ちゆう躇ちよするようでは話にならない。

　今、全力を尽くせない者の『俺、明日から本気を出す』発言。これくらい信用できないものはない。だが、皇女志緒理にその心配はなさそうだった。

「征継さま。わたくしがもし、駿河の鎮守府を守っていただきたいと望めば……かなえてくださいますか？」

「うけたまわります。まあ」

　鎮守府のある高台方面に向けて、着々と進行する一〇〇騎近いクルセイド。

　その光景を遠くに見てから、征継は軽く肩をすくめた。

「あの連中が相手なら、不思議と負ける気はしない。問題ないでしょう」

「でも、今のあなたは一兵も持たない身の上です。それでも勝てると？」

　今度は志緒理の方が試すように問いただしてきた。

「その昔、『誰が相手でも負けないよう準備をととのえ、勝つべくして勝つのがいくさ上手である』……と書きしるした兵へい法ほう家かもおりますが」

「では、その男の本は全て焼き捨て、忘れるべきです」

　征継もなんとなく聞き覚えがある。しかし、あっさり否定した。

　不思議だった。体が勝手に動いて喧嘩相手を叩きのめすときのように、軍略についての見識が口から自然と出てくる。

「無論、戦う前に必勝の仕込みを済ませることは重要でしょう。が、相手もできるかぎりの知恵と工夫を凝こらすのがいくさというもの。そして、なぜか不運と不幸に見舞われるのがいくさ場というもの。常に必勝の態勢で戦えるわけがない」

「まあ」

「その男の言い分は、机の上でだけ通用する妄もう言げんの類たぐいだと思われます」

「それが征継さまのお考えなのですね。よくわかりました！」

　くすくすと笑いながら、志緒理はうなずいた。

「いつもなら準備不足の言い訳としか思いませんけど――あなたはいにしえの世で幾千の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けたはずの御方。あえて反論はいたしません」

「恐縮です」

「でも意外です。わたくしの要請、すんなり受けていただけるとは思いませんでした」

　志緒理がはにかんでいる。ひどく可か憐れんだった。

　単に悪知恵を誇るだけの少女なら、征継は気にかけなかっただろう。

　しかし、彼女のなかでは悪あく辣らつな聡明さと妙にまっすぐな清せい冽れつさが矛む盾じゆんなく両立している。そこが面白く、また頼もしくもあった。善と悪、清せいと濁だくが混在している少女。そして、世の中にはそのどちらかだけではつとまらない役職がある。政治家と王だ。

　もしかしたら、藤宮志緒理はいずれ歴史に名を残す人となりうるのかもしれない。

　そう思いつつも、征継は話題を変えた。こちらも重要なのだ。

「ところで姫。例の約束、後日お願いしたいと思います。払えるかぎりの代価を払う――女性としての自分を俺のために差し出してもかまわない……」

「!?　か、かしこまりました！」

「ご安心ください。俺はこれでも、女性に無理強じいするのが嫌いな性分のようです」

　征継は例のかすかな頰のゆるみで、狼ろう狽ばいする皇女へ微笑みかけた。

「姫のご存念に逆らう行為はしないと約束いたします。まあ、すこしばかりの手伝いをお願いする程度で」

「は、はいっ」

「恐縮です。では、いくさをはじめましょう」





４






　日本にある全ての鎮ちん守じゆ府ふは水すい霊れい殿でんをそなえている。

　そして、ほとんどの鎮守府は念導神格イフリートも擁ようしている。この守護神の意思にして分身こそが念ジ導ー精ニ霊ーであった。

　ゆえに、咲さ久く耶やの不調はそのまま《青せい龍りゆう》の不調につながってしまう。

　今、駿する河が鎮守府・護ご国こく塔とうの最上階に彼女はいる。

　正確に言えば、彼女の投影した幻像イメージ――巫み女こ装しよう束ぞくを着た少女の視覚イメージが。

　護国塔は高さ四〇メートル。ふつうのタワーなら展望室にでもするところだが逆だった。周囲の壁には窓ひとつない。ここ最上階の大広間は闇やみに閉ざされていた。

　あちこちに置かれた蠟ろう燭そくの火だけがゆらゆら揺れて、照明の役目を果たしている。

　石の床には魔方陣が描かれている。念導神格イフリート《青龍》が背負う直径七〇メートルのものと同じデザインだ。その上に咲久耶の幻像イメージはぺたりとすわりこんでいた。

「なうまく、さんまんだぼだなん、べいしらまんだや、そわか。なうまくあらたんのうたらたやや、あたきゃろぼたらやちしゃや、ばいしらまんだや、まからじゃや、やきゃしゃちばたば、そとたそしつらばらそわか――」

　念導力を高めるため、少女の声で歌うように真しん言ごんを唱える。

　足を投げ出し、すわる姿勢はだらしない。しかし、こうして高めた咲久耶の念力が鎮守府の上空に念導神格イフリート《青龍》を具現化させ、さらに念ねん障しよう壁へきを展開させたのだ。

　駿河鎮守府のまわりで、空気が陽炎かげろうさながらにゆらいでいる。

　この〝ゆらぎ〟が物理的な障壁になり、外敵の攻撃・侵入を遮断する。それが『念障壁』だった。思念の波動に過ぎない念を物理的な力――城さえ防御できる鉄壁に変換する。最上級の念導術であった。

　さらに、咲久耶のまわりでは十数名の念導士官が座禅を組んでいる。

　黒い作さ務む衣えに似た制服は、東海道州軍では念導術師だけが身につける。彼らも咲久耶と同じ真言を一心不乱に唱えて、《青龍》のコントロールを補佐してくれていた。

「クルセイド――一個軍団、接近。総数はきゅうじゅう……」

　咲久耶は真言をやめ、ぼそぼそとささやいた。

　ついに九〇騎の英国レギオンが飛来し、《青龍》の前に現れたのだ。両陣営の間には四〇〇メートルほどの距離が横たわっている。十分に戦闘可能な間合いだった。

　敵クルセイド九〇騎は球状陣形のまま、空中で整然と停止する。

　そのまま前側にいる約半数が発砲をはじめる。

　もちろん連射だ。休みなく放たれる閃せん光こうはこの鎮守府を取りまく陽炎に容赦なく突き刺さり、熱と衝撃で念障壁を大きく揺さぶる。

　しかし、念力の城壁をそのまま突き崩すほどの威力はない。

　咲久耶の本体である《青龍》は護国塔のすぐ上空に浮いているため、やはり念障壁のなかで、守られている。被弾の可能性はなかった。

「天てん象しよう勅ちよく令れい、はつどう」

　咲久耶がささやくと、護国塔の真上で《青龍》も咆ほう哮こうする。

　ァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアアアアアアアアアアアアッ！

　たちまち天に雷雲が満ちて、電撃の雨を降らしはじめた。もちろん、敵クルセイドの球状陣形の頭上に向けて、だ。

　轟ごう！　轟！　轟！　轟！　轟！　轟！　轟！　轟！

　こちらも連射である。度たび重かさなる雷撃がクルセイド九〇騎を激しく、さかんに打ちのめしていく。しかし――彼らも無傷であった。

　球状の陣形を組んだクルセイドたちは、防御結界の粒子で守られていた。

　密集するほど粒子の防御力は高まってしまう。九〇騎の陣形を突き崩すほどの威力、天象勅令にはない。

「膠こう着ちやくじょうたい……ひきつづき現状をいじ」

　咲久耶は気にせず、天象勅令による雷撃を中止させなかった。

　騎き士し侯こう・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが事前に想定していた戦闘プランのとおりなのである。

　立夏の出陣前に念導士官が報告していたのだ。正確な数は不明だが、東の方角よりレギオンの念が感知されたと。海中に潜伏し、念導索さく敵てきを避けている可能性大と。

　伏ふく兵へいが現れた場合、自分の帰陣をひたすら待て――。

　咲久耶の不調も考慮しての、立夏からの指示だった。この分であれば、どうにか遂すい行こうできそうだと考えた直後、咲久耶は失望のため息をこぼした。

「張り子の虎がみやぶられた」

　空中の敵クルセイド九〇騎が発砲をやめて、陣形を変えていく。

　といっても方陣、球状陣形などのきれいな形ではない。ラグビーでいうところの『スクラム』である。九〇騎がそろって姿勢を低くして、たがいの肩や腰を抱くようにして密着し、そのまま加速と前進を開始する！

　そう。それはスクラムからの体タ当ツたクりルだった。

　九〇騎の有翼巨兵が一丸となって前方へ、念障壁に向けて高速飛行。

　加速、加速、加速、加速。そして九〇騎の重量と勢いをまとめて乗せて、渾こん身しんの激突。すさまじい衝撃が念障壁を激しく揺さぶる。

「……きゃああああああああああっ!?」

　咲久耶は悲鳴をあげた。

　念障壁へのダメージが創造者である念導神格イフリート《青龍》にも伝わり、その余波が分身である咲久耶の魂こん魄ぱくにも伝わってきたのだ。

「予測。もちこたえられるのはあと一度か二度。もう現状をいじできない」

　悄しよう然ぜんと、咲久耶は肩を落とした。

　今朝早く立夏に取りなされて、どうにか任務に復帰した。

　しかし、結局は精神状態に不調をかかえたまま。わずか数日で回復するほど、念ジ導ー精ニ霊ーは単純な存在ではない。そんな状態で念を使っても、本調子とは程遠い――。

　そこを鋭く見抜いた女王騎士の眼力。さすがというべきか。

　そのうえ『九〇騎の巨人が一丸となっての高速突撃』。野蛮かつ単純に見えて、その衝撃力は銃じゆう槍そうの連射などを遥かにしのぐ……。




「あれが効いてくれたか。ありがたいな」

　翼竜を駆って飛翔しながら、ランパードは苦笑した。

　昨日、あからさまな不調を見せた当地駿河の念導神格イフリート《青龍》。一応は念障壁を張りめぐらしたようだが、どこまで強度があるものか。

　軽い思いつきから試してみた、配下の九〇騎による全力突撃。

　意外なほど痛打になったらしい。陽炎の壁の向こう、駿河鎮守府の上空で青き巨竜の幻が苦く悶もんの咆哮をあげている。あの分なら全力の突撃をあと数回くらわせれば、念障壁の崩壊と同時に具現化を維持できなくなるだろう。

　結局のところ、念導神格イフリートは〝強大な念の集合体〟のようなものだ。

　実体はない。一種の『幻』である。彼らにとって念障壁は我が身を削って具現化させた分身だ。障壁の崩壊は己自身の崩壊と同じなのだ。

「みんな、今のをもう一度だ。頼むぞ」

　念障壁に突撃したばかりのクルセイドたちへ呼びかける。

　ランパードの指示に応こたえて、九〇騎が密集を保ったまま数百メートル後方へ軽く一飛びして、ふたたびスクラムを組む。ただし、そのうちの四騎は離れて見守っていた指揮官のそばまで来て、護衛役として周囲をとりかこんだ。

「黒王子の御前でこれ以上の失態は重ねたくない。楽に勝たせてほしいものだが」

　つぶやくランパードの前で、八六騎のクルセイドがスクラムからの加速をはじめ、高速飛行に入ろうとした。その瞬間だった。

　地上から――数十騎の青きレギオンが飛び出してきたのである。

　駿河鎮守府が位置する一帯は丘陵地帯。緑の野と階段にも似た丘の段々が見わたすかぎりに広がっている。そのあちこちにある丘の陰で、身を隠していたのだろう。

「あちらも兵を伏せていたか！」

　飛び出してきたのは、もちろん皇国のレギオン神かむ威い。六四騎いる。

　空中でスクラムを組むべく密集していたクルセイド八六騎へ、青きサムライたちは切れ味鋭い加速で飛びかかっていった。陣形は組まず、一騎一騎が散り散りになって、猛もう禽きんのごとく天へと駆けあがる。銃槍の刃やいばで白兵戦を仕掛けるつもりのようだ。

「迎え撃て！」

　とっさにランパードは号令する。

　しかしスクラムを組むため、クルセイドたちは銃槍を背中に取り付けていた。

　すぐには撃てない。また、密集しているため回避運動をしようとしても仲間の体が邪魔になってしまう――。かくして〝棒立ち〟状態ともいえる空中のクルセイド軍団へ、六四騎の神威は容赦なく襲いかかった。

　青きサムライたちの振るう刃が、次々と英国レギオンを切り裂く。

　しかも、襲撃者たちは数で勝るクルセイドのそばにとどまることなく、ふたたび散り散りになって四方八方へ散開していく。ヒット・アンド・アウェイの構えだ。

　この一瞬の交錯で、致命傷を負った者は多かった。

　頭部や頸けい部ぶ、甲かつ冑ちゆうの継ぎ目などに斬撃・刺し突とつを浴びて、二〇騎ほどが墜落していく。クルセイド八六騎は六五騎にまで減った。

　だが、持ち堪こたえた英国レギオンたちは銃槍を構え、迎撃準備をととのえる。

　六四騎の敵・神威は散り散りになったまま。遠巻きに英国勢を見やりつつ低速でばらばらに飛行し、ふたたび攻撃に転じる機をうかがう……。

「こちらも散開して追うか。陣形を組み直し、正面から迎え撃つか――」

　ランパードはすぐに次の手を決めた。

　この空域を見わたしても、神威たちの主あるじが見当たらない。隠れているのではなく、近くにいないのであれば、第三の選択肢を使うべきだった。

「我が軍団の兵たちよ。鬨ときの声をあげろ。戦場の歌ウオークライだ！」

　配下の全クルセイドがすぐに応えてくれた。

　駿河全域に響きわたるほどの大だい音おん声じようで、咆哮を放ったのである。しかも、この吠ほえ声はすぐには終わらず、雷鳴のようにいつまでも殷いん々いんと轟とどろく。

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオォォォ――。

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオォォォ――。

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオォォォ――。

　これこそがレギオンの放つ嘯しよう声せい、《戦場の歌ウオークライ》であった。

　彼らは顔に仮面をはめている。その下から大音声を長々と放ち、独特の歌声とする。そして《戦場の歌ウオークライ》には――念導攪かく乱らんの効果があるのだ。

　今回、その影響を受けるのは新あら手ての神威六四騎だった。

　レギオンを操るのは主たる騎士侯が放つ念導波。しかし念導攪乱によって、その念を上う手まく受信できなくなり、コントロールを失う。

　殺虫剤をかけられた蚊のように、神威たちはバタバタと墜落していく。

　やはり、指揮官が近くにいないのだ。いれば至近距離から念ねん波ぱを送り、攪乱を打ち消してしまう。どうやら勝利は目の前にあるらしい――否いな。

「持ち堪えている者もいたか。日本の兵はけなげだというが本当だな」

　まだ三〇騎ほどの神威が墜落せず、ふらつきながらも鎮守府上空を飛んでいる。

　ランパードは日本レギオンの特徴を思い出した。俊敏で、労を惜しまず、勇敢――そして忠勤。送られてくる念波が弱くとも、主の命令を忠実にこなそうとする。

「しかし、もう時間の問題だ」

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォ――。

　配下のクルセイドたちは《戦場の歌ウオークライ》を尚も継続中である。このままいけば、残りの神威も労せずして撃墜できるだろう。

　あとはあらためて念障壁を突き崩し、鎮守府に乗りこめばいい……。

　ランパードは勝利を確信した。




　今日の敵である女王騎士ふたりは、どちらも騎き力りよく一〇〇前後。

　実のところ、秋ヶ瀬立夏の騎力は彼らよりも上だった。騎力一五四。先せん鋒ぽうのクルセイドとの戦いで神威九〇騎を召集したが、まだ数十騎を呼ぶ余裕があった。その余よ剰じよう分ぶんをすぐには見せず、予備隊として温存しておいたのだ。

　熟練した騎士侯であれば、多少離れた場所にもレギオンを召集できる。

　そこで咲久耶を支援するため、予備の神威を鎮守府方面へ送りこんだのだが――

「戦場の歌ウオークライか。さすが女王騎士、こちらが打ってほしくない手を着実に仕掛けてくれる」

　舌打ちする立夏は、今も駿河湾沿いの埋め立て地にいる。

　しぶとく抵抗を続ける英国軍の先鋒――残り二〇騎ほどのクルセイドと対たい峙じしていた。立夏ひきいる神威はあと五五騎。両軍どちらも方陣を組み、やや離れた位置から銃槍を連射し合っている。あと数分で駿河勢が押し切るだろう。

　しかし今、立夏は聞いた。空にひびく禍まが々まがしい大音声を。

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオ――。

　オオオオォォォォォオオオオオオオォォォォォオオオオオオオオ――。

　駿河鎮守府の方へ送りこんだ神威たちが念導攪乱の効果を受けて、立夏の指揮下から外れてしまった。しかも、歌声はまだまだ続いている。

「頼む。もうすこし堪こらえてくれ……」

　遠くで戦う配下の神威たちに念波を送り、奮戦を願う。

　立夏の念は強い。これですこしは持ちなおす者もいるだろう。しかし、劇的な効果は期待できない。せめて咲久耶が万全なら、あえて戦力を二分せずとも済んだのだが――。

　あと数分で、鎮守府への帰陣を開始できる。

　だが、その間に向こうで待つ味方が全滅している可能性すらあった。
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　駿する河が鎮ちん守じゆ府ふが位置するのは、日に本ほん平だいらと呼ばれる高台である。

　その付近まで、ついに征まさ継つぐはやってきた。上空では六、七〇騎のクルセイドが一箇所に集まって、《戦場の歌ウオークライ》を朗々と唱和している。聴き手である神かむ威いたちは散り散りになっており、だいぶふらついている。すでに地上へ墜落した者も多い。

　そして、念ねん障しよう壁へきのなかでは念導神格イフリート《青せい龍りゆう》が弱々しげに身じろぎする……。

　ここは戦場だった。橘たちばな征継はついに戦場へ来たのだ。

「念ジ導ー精ニ霊ーに問題がなければ……立りつ夏かさまのご力量なら、女王騎士ふたりが相手でも鎮守府を守り抜けたかもしれません。でも、これではさすがに――」

　共にここまで来た志し緒お理りが不ふ憫びんそうにつぶやく。

　学生寮近くの邸宅から征継たちを運んでくれたのは壬み生ぶ狼ろだった。すこし前、志緒理が具現化させた随ずい獣じゆうである。銀の巨きよ狼ろうはふたりを背中に乗せて、山道をすさまじい速さでほぼ一直線に疾走し、ほんの十数分で送りとどけてくれたのだ。

　皇こう女じよの言葉で、征継は首をかしげた。

「駿河を守る騎き士し侯こう、秋あきヶが瀬せどのでしたか。姫はずいぶん彼女のことを買っておられる。日本の騎士侯はたいして頼りにならないのでは？」

「立夏さまはべつです。あの方はわたくしと同じですから」

「同じ？」

「わたくしは東方ローマの帝都に留学しておりました。実質的には人質でしたけど。立夏さまもローマ軍に派遣されて、同盟部隊として三年ほど戦っておられたのです」

　同盟部隊フオエデラーテイ。古代ローマの伝統を引き継いだ風習である。

　そう志緒理は語った。同盟関係にある部族や国家より兵を借り、一部隊にまとめて、前線に送りこむ。それが同盟部隊だと。

「一三歳のときに騎士侯となられたあと、すぐにローマへ派遣されて、各地を転戦されたというお話です。お若くとも百戦錬磨のはずです」

「なるほど。そういう経歴でしたか」

　征継はうなずく。そして思いついた。皇女殿下が認めるほどの武将なら、自分のもくろみに乗ってくれるのではないか。その期待感がある。

「姫。秋ヶ瀬どののもとへ伝令を送れますか？　できるだけ早く」

「管くだ狐ぎつねもおりますし、問題ありませんが……なんとお伝えするのでしょう？」

「かんたんです。何もするな――レギオンたちに抵抗させるな」

「えっ!?」

「それさえやってくれれば、こちらが大英帝国の騎士を蹴散らすと」

　志緒理は怪け訝げんそうな顔をしている。征継の意図が呑のみこめていないのだ。説明する時間もないので詳細を省略したせいだろう。

　しかし、彼女はそこで征継に何も訊たずねず、代わりにつぶやく。

「……ですが、その内容で向こうが納得される可能性は低いと思います。わたくしの名義で伝令を送れば、文面を見てくださるとは思いますが――」

　実務的な問題点だけを口にする。橘征継を信用しようと肚はらを決めたらしい。

　この皇女、深しん窓そう育ちの割になかなか胆たん力りよくがある。細かなところで口うるさくないのは、上に立つ者としては得がたい資質のひとつだ。

　そこを好ましく、また可愛く思った征継の前で、志緒理はすこしだけ思案してから。

　右手をさっと開いた。手のひらの上に管狐が現れる。

「秋ヶ瀬騎士侯へ伝令をお願いします。内容は今、征継さまがおっしゃったとおりに。名義は藤ふじの宮みや志緒理と土方の連名で」

　皇女の命めいに白い小動物はうなずき、『ぱっ』と消え失せる。

　伝令に走ったのだ。一方、征継は「土ひじ方かた……？」と小首をかしげた。

「たぶん立夏さまならおわかりになる――魔法の名前です。当座しのぎの嘘になってしまいますけど、これで上う手まくいくかもしれません。それより征継さま」

　ふたりをここまで運んでくれた銀ぎん毛もうの随獣・壬生狼。

　馬かと見まごうほどの巨狼へ、志緒理は近づいていった。そして、狼の顎あごにずっとくわえさせていた鞘さや入りの日本刀を取りあげる。

　例の隠れ家・梁りよう山ざん荘そうを出るとき、皇女が壬生狼に持たせた品だった。

　そして、この刀を鞘さやごと征継に差し出した。

「お取りください。我が藤宮家が代々受け継いできた――武ぶ勲くんの証あかしです。ある英雄の形見としてあずかり置いていた品……征継さまの助けになればと思い、持ち出しました」

「武勲の証。《銘めい》というものですか」

　こくりとうなずく志緒理の手から、日本刀を受け取る。

　持った瞬間、征継の体中に電気が走った。雷鳴で打たれた気分だった。びりびりと全身に震えが走り、さらに心臓をわしづかみにされたような感触が体内に――。

　この尋じん常じようでない刀が問いかけているのだ。

　橘征継の体と魂たましいに『我と死生を共にする資格、ありやなしや』と。

　おそろしく乱暴なやり方だ。並の人間どころか、歴戦の猛も者さといわれる戦士でさえ心臓がつぶれかねない衝撃だった。だが征継は苦笑した。かすかに頰ほおをゆるめて、かぶりを振る。誰に向かって訊きいていると。

　この程度でどうにかなるほど、やわな体は持っていない。

　すると、全身の異常はあっさり収まった。

　刀も納得したのだ。なるほど、それもそうだな。すまんと。

「なかなか気性の荒そうな刀です。気に入りました」

「鬼と呼ばれた御方の愛刀、もう手なずけてしまわれたのですか？　まだ本当のお名前も思い出されていないのに……さすがカエサル公のご同類です」

「名前がなければ戦えないわけでもありません。どうとでもできることです」

　賞賛というよりもあきれまじりに、志緒理が苦笑している。

　征継の方はいつもどおり淡々と女主人に請うけ負おってから、空を見あげた。

　あいかわらずクルセイドの軍勢は歌っている。駿河上空に《戦場の歌ウオークライ》が鳴りひびく。対して、残り二十数騎になっていた神威たちはけなげに抵抗――しない。

　猟銃で撃たれた鳥のように、次々と大地へ落ちていく。

　ついに力尽きたか……否いな。皇女が言いそえた『魔法の言葉』の効き目だろう。

「片づけてきます。すこしの間お待ちを」

　志緒理に背を向けて、征継は歩きはじめた。

　左手に孤こ剣けん――ただ一振りだけの刀を鞘ごとにぎりしめている。武器はこれだけだ。

　しかし、あの程度の軍団を蹴散らすには十分な備えだ。ついに己の意思で戦場へ赴おもむいたからか。征継は今、騎士侯として戦うにはどうすればいいか、完全に承知していた。

「悪いが、おまえたちの旗印になるような名前を俺は持たない。だが、すこしの間だけ手を貸してもらうぞ」

　孤剣と共に歩みを進めながら、戦場一帯へ念を放つ。

　念――特に騎士侯の念の強さは、さまざまな要素がからみ合って決まる。

　個性の強さ、人格の強さ、精神力、気力、闘争心、冷静さ、怒り、憎しみ、愛、友情、悲しみ、諦てい念ねん、戦歴、経験、カリスマ等々……。

　そして、橘征継が放った念はこの戦場の誰よりも強大だった。

「俺が指示した瞬間に仕掛けろ。絶対に遅れるな」

　ぼそりと通達して、あらためて空を眺めた。

　上空にクルセイドの軍勢がいる。その数、六五騎。念の使い方を理解できたおかげで、兵の総数がすぐ知覚できるようになった。レギオンの念を瞬時に感じ取ればいい。

　クルセイド六五騎はふたたび加速をはじめていた。

　全騎、駿河鎮守府を守る念障壁めがけて一直線に飛び込んでいく。

　今度はスクラムを組んでいない。全てのクルセイドは銃じゆう槍そうの刃をまっすぐ前に突き出して、最大戦速を振りしぼっていた。

　さながら中世ヨーロッパの騎士が繰り出す、槍突撃ランスチヤージだった。

　馬に乗り、敵めがけて全力疾走させて、逆さか棘とげ状じようの馬ば上じよう槍やりを思い切り突き出す。全身を鎧よろいでおおった相手でもその装甲を槍で貫き、人馬一体の体当たりで轢ひき殺す。

　必殺の騎兵突撃で、クルセイド六五騎は念障壁を崩壊させるつもりなのだ。

　ここで征継は短く命じた。

「はじめろ」

　その声に応える兵たちは空ではなく、地上にいた。

　騎士侯・秋ヶ瀬立夏が送りこんだ、六四騎の神威たち。《戦場の歌ウオークライ》を受けて、墜落していった連中――否。墜落した理由、そうではない。

　皇女の名で伝えた征継の指示。それを秋ヶ瀬騎士侯が信じてくれたからだ。

　結果、六四騎の神威は念導攪乱の効果をまともに受けた。主あるじからの念波を受け取れなくなり、ばたばたと地上に落ちていった。

　この指揮官を失った神威たちに念を送り、征継は指揮権を奪ったのである。

　昨日、神威をしたがわせたときと同じ強引さで、なかば無理矢理に。

　今まで地上で屍のように倒れ伏していた六四騎が……幽鬼のごとく立ちあがる。不時着時に負傷した者もなかにはいたが、戦闘不能になるほどではない。神秘性をともなわないダメージに対して、レギオンは強い耐性をそなえているのだ。

　戦場となった丘陵地帯、そのあちこちで神威が復活していく。

　しかも、彼らのまとう装甲と軍衣はそろいの青であるはずなのに。

　それらは〝赤紫色〟に変化していた。この色を必ず帯びる――橘征継の指揮下に入ったレギオンだという証であった。

「かかれ」

　征継は短く命じる。六四騎の神威は一斉に飛行をはじめた。

　それぞれのスタート地点はバラバラだったが、めざすところは同じだ。今、まさに駿河鎮守府の念障壁へ全力突撃したばかりのクルセイド六五騎――その後方である。

　英国レギオンによる全力の体当たりと、槍による刺突。

　これが六五回も繰りかえされた結果、陽炎かげろうのごとき念障壁のゆらめきはだいぶ弱まり、空気の揺れていない部分がだいぶ目立っている。

　また、内部の鎮守府上空に顕あらわれた《青龍》は消滅寸前だった。

　クルセイドたちがそれだけの狼ろう藉ぜきをはたらいた直後に、赤紫の兵と化した神威六四騎は襲いかかったのである。

　英国の有翼兵たちは激しい攻撃のあとで霊液を消耗し、隙すきだらけだった。

　そこにつけ込み、銃槍の熱線を背後から撃ちまくった。

　いいように背面を撃たれて、六五騎のクルセイドは一瞬で二九騎にまで減った。

　この一瞬のために征継は『あの伝令』を送ったのだ。英国の騎士を調子づかせて油断させ、また征継が指揮できる兵を確保するために。

「秋ヶ瀬殿に借りができたな。おかげで楽をさせてもらった」

　今、征継は余裕をもって悠ゆう々ゆうと空を見あげている。

　空中の戦場では〝赤紫の神威〟たちが仕上げにかかっていた。銃槍の刃を敵の急所に突き立てるべく、英国巨兵との距離を詰めたのである。

「連中はもうボロボロだ。一騎残らず白兵で仕留めろ」

　征継は落ち着いた声で指示した。

　クルセイドは残り二九騎。数で劣勢、しかも消耗し、ほとんどが手負いだ。

　圧倒的優位にまかせて、征継の〝赤紫〟六四騎は打ちひしがれたクルセイドたちに突撃していく。勝利はなかば確定的である。

　だが、征継はだめ押しをすることに決めた。

　袋のネズミが窮きゆう鼠そと化して猫を嚙む前に、必勝を期して殺し尽くすためだった。

「待たせたな。いよいよおまえの出番だ」

　左手に持っていた鞘入りの日本刀。皇女志緒理より授かった《銘》である。

　征継の声に応えて、この宝刀が『ぶぅん』と震えた。

「我が銘《和いず泉みの守かみ兼かね定さだ》……。鬼と呼ばれた男がおまえを振るい、天下に示した武勲。俺の兵たちにも分けあたえろ」

　征継は唱えた。この刀を継承したとき心に浮かんだ名前を。

　そして抜き放つ。二尺八寸の大刀だった。反そりは浅く、日本刀独特の美をそなえた刃ではあるが、華美ではない。たたずまいはむしろ質実剛健――戦うために造られ、その本懐をまっとうした剣は鋭気をみなぎらせていた。

「抜ばつ刀とうしろ、神威たち」

　空中でクルセイドと白兵戦を繰りひろげる、〝赤紫〟の軍勢。

　彼ら六四騎の武器が一斉に形を変えた。槍代わりに振るっていた銃槍が忽こつ然ぜんと日本刀に変化したのである。全て征継の《和泉守兼定》と瓜うり二ふたつだった。

　この剣を手にして、〝赤紫〟たちは――今まで以上に凶猛になった。

　征継配下の六四騎は全員、鬼神のごとき剣士と化したのだ。

　斬撃。刺突。斬撃。刺突。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。刺突。斬撃。

　斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃。斬撃――。

　六四騎は空中で休みなく剣を振るっていく。そのたびにクルセイドの体は無惨に切り裂かれ、刺し貫かれて、血の代わりである霊液が飛び散った。

　縦に剣を振るう斬撃。横に振るう斬撃。斜めに振るう斬撃。まっすぐな刺突。

　それらの技をおそろしいほどの的確さと冷酷さで使いこなし、野菜でも切るようにクルセイドの手足や胴、頸くび、仮面などを切断していく。

　一応、敵方も銃槍を振るい、その刃で殺さく戮りくの日本刀に対抗しようともした。

　が、〝赤紫〟たちは英国レギオンの銃槍――そのライフル部分の銃身を断ち切り、先端部に付けた銃剣を切り裂いて、武器そのものを無力化してしまう。

　それだけの切れ味を持つ剣の前には、防具など無意味。

　クルセイドの装甲は紙のように断ち切られるのみ。何の役にも立たない。

　もはや一方的な殺戮であり、蹂じゆう躙りんだった。

　空で征継配下の神威が操る剣技、天然理心流であるらしい……。

「ん？」

　ここでクルセイドが一騎、墜落してきた。

　征継の二〇メートルほど先に『ズゥゥンッ！』と、かなりの勢いで激突する。

　背中を大きく切り裂かれていた。〝赤紫の神威〟にやられたのだ。しかし、深傷ふかでだがどうにか生きている。しかも、征継を敵の指揮官と見抜いたのか――。立ちあがることはできないものの、必死に上体を起こし、うつぶせの体勢で銃槍をこちらに向けてくる。

　次の瞬間、引き金をひかれた。

　必殺の閃光が銃口より放たれる。が、征継は避けた。

　光を避けられるほどのバカげた反射神経はさすがにない。しかし、攻撃を放つ寸前に敵は殺気――殺意に満ちた念も放つものだ。

　その念をかわせば、次に放たれる熱線も自然と回避できる。

　征継はうつぶせの敵兵へ、ゆっくりと歩いていった。

　相手はレギオン。大都市を破壊し、幾万の人々を殺戮できる巨人。しかし、我ながら余裕に満ちた足取りだった。

　結局、銃槍の光を三度かわしたところでクルセイドのそばに到着した。

　うつぶせの英国レギオンは上体を起こしているだけで限界のようだった。巨体で征継を襲わない。引き金をひく以上の力は、もはや残されてないのだろう。

　相手が倒れ伏しているため、顔がちょうど目の前にある。

　クルセイドは全長八メートルの白き巨人で、そして八頭身。つまり顔の大きさだけで一メートル近い。

　巨大な顔をぶあつい兜かぶとと仮面が覆おおいかくしている――。

　その額ひたいへ、征継は和泉守兼定をぐさりと突き込む。兜はあっさり貫けた。
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　仮面の奥にある両目が光を失い、クルセイドはがくりと脱力する。死んだのだ。

　……どうやら、自分は生身でもレギオンと斬り合い・取っ組み合いできるほどの戦士だったらしい。うすうす自覚していたことだ。実際、ここへ来る前、征継は考えていた。たとえ指揮する軍がなくとも、この規模の敵なら一騎ずつ斬り伏せていけるのでは、と――。

　そして今、征継は己の人並みはずれた剛勇をはっきりと認識した。

　ほかの復活者リザレクトもこうなのだろう。なんとなく確信する。これもいにしえの世より甦よみがえりし者の力であろうと。だが、レギオンの装甲をあっさり切り裂いたのは自分だけの手柄ではない。

　手にした和泉守兼定を征継は誉ほめそやした。

「おまえの切れ味、相当なものだな」

　戦場の空では、一〇秒ごとにクルセイド一騎が斬殺されていく。

　赤紫色の神威たちが振るう日本刀――その切れ味のすさまじさゆえだ。賞賛に対して和泉守兼定は『ぶぅん』と震えて、つまらないことを言うなと訴える。

「あの連中、おまえにちなんで『兼定』とでも呼ぶか」

　いつまでも〝赤紫の神威〟では面倒だと、不意に思いついた。

　空中のクルセイドたちはもう一切の抵抗をやめて、斬られるがままになっている。

　見れば、翼竜を駆っていた大英帝国の騎士侯はいつのまにか空から消えていた。護衛のクルセイドに守られながら、撤退していったのだろう。

　即席で仕立てた兵たちは、かくして橘征継に勝利を捧げてくれたのである。




「何なんだ、あの神威たちは……」

　秋ヶ瀬立夏はつぶやいた。

　鎮守府を守る念障壁のそばで、神威たちが空中接近戦ドツグフアイトを行っている。

　皆、赤紫色であった。銃槍ではなく、日本刀を振るって英国レギオンを襲う。

　――海岸の埋め立て地で先せん鋒ぽうのクルセイド部隊をどうにか退却まで追い込み、立夏はついに駿河鎮守府へ引き返してきたのだ。

　生き残った四八騎の神威と共に、戦場となった空を飛んできた。

　来たときと同様、立夏はある兵の肩に乗っている。眼下に広がるのは久く能のう山ざん・有う度ど山やまより成る丘陵地帯。そして、クルセイドの屍が点々としていた……。

　全て〝赤紫の神威〟軍団が討ち取ったものだ。

　今も鬼神のごとく剣術を駆使して、生き残りのクルセイドを斬り捨てている。

　立夏は気づいた。〝赤紫〟たちは日本剣術、それも古流を使う。自身も柳やぎ生ゆう新しん陰かげ流りゆうの使い手である立夏にはすぐわかった。

　そして、ある構えをよく使う。斜ななめ青せい眼がんだ。

　古流剣術では中段の構えを青眼と呼ぶ。その際は半身になり、剣の切っ先を敵手の喉のどや目に突きつけるように構える。斜青眼はその変形だ。

　剣そのものを左ななめに傾かせるのだ。水すい月げつの構えなどとも呼ぶが。

「平ひら青眼……」

　古流のなかでも、天てん然ねん理り心しん流りゆうは斜青眼を『平青眼』と呼ぶ。この流派を使う剣けん客かくのなかで最も著名な人物といえば、彼である。立夏はつぶやいた。

「土ひじ方かた――歳とし三ぞう」

　幕末の武人。徳川幕府に新撰組副長として仕つかえ、辣らつ腕わんを振るった。

　そう。『鬼の副長』といえば彼だった。明治維新の先駆けとなった戊ぼ辰しん戦争で旧幕府軍は敗れたあと、北海道へ逃れた。土方歳三もそれに同行した。

　その後の活躍は歴史好きには有名だ。

　北海道の広野に降臨した聖獣・天てん龍りゆう公こうと謁えつ見けんし、随獣・壬生狼の一群を拝領する。陸軍奉ぶ行ぎようとして壬生狼と共に転戦、明治政府の侵攻より北海道を守り抜いた。

　現在の皇こう家けはこの頃、北海道に逃れた北領朝廷をルーツとする。そのため第二次世界大戦のあと、土方歳三の名は護国の英雄としてクローズアップされた。

　さらに、国民的歴史小説家も『新撰組』をテーマに一連の名作を書きあげた。

「皇女殿下はなぜ、あの方の御名前を……」

　立夏はひっそりとつぶやいた。藤宮志緒理からの伝令。連名で記されていた土方姓。聖獣および皇家ともつながりの深い武人のことをつい連想した。

　だからだろうか。半信半疑ながら、あの要請にしたがってしまった。

　そして今、天然理心流を使う神威の一団が大暴れし、英国の尖せん兵ぺいを蹂躙している。

　しかし、あの赤紫色に変じた連中はもともと秋ヶ瀬立夏のレギオンだった。だというのに立夏が念波を送ってもまったく反応しない。支配権を奪い返せる気がしない。

　つまり――

　立夏を凌りよう駕がする念の持ち主が〝赤紫ども〟を使し役えきしているのだ。

　とくん。胸が高鳴った。カエサル公、ネルソン提てい督とくと比ひ肩けんするような復活者リザレクトが日本にはいない。だが、その不利をくつがえせる人物がついに現れたのかもしれない。

　そのうえ彼は鬼の副長で、剣の名手として名高く、しかも練達の軍人――立夏はハッとして、ぶるぶると頭を左右に振った。そんなことが問題ではないのだ、今は。

　一方、〝赤紫の神威〟たちはついに英国レギオンの一軍を全滅へ追い込んでいた。
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第五章

レガトゥス･レギオニス（１）
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『賽さいは投げられた』『来た、見た、勝った』『ブルータス、おまえもか』

　いずれもユリウス・カエサルゆかりの名言である。

　カエサルの名は『皇帝kaiser』の語源となった。だが彼自身は結局、生ある間に至尊の帝位へつくことはなかった。彼の最終的な地位は終身独裁官である。

　その生誕は紀元前一〇〇年。

　名門ではあるが、財力も影響力もないローマ貴族の家に生まれる。

　当時、古代ローマは帝国ではなく、共和政時代の末期であった。その版はん図とは巨大であり、ゆたかな大国であり、有力者たちが権勢を得るべく政争と内乱に明けくれていた。

　そのなかでカエサルは政界に進出する。

　家柄以外に誇るもののない若手政治家から共和政ローマの執しつ政せい官かん、そしてガリア属州を統すべる総そう督とくにまで十数年で駆けあがった。

　さらに武将としてガリアの叛乱を鎮圧し、政敵たちを戦場で退け、ローマ国内を制して。

　ユリウス・カエサルはついに独裁者の地位を得る。

　が、のちのローマ帝国の基盤を築いたところで暗殺された。享きよう年ねん五六歳。

　後継者オクタヴィアヌスが初代皇帝となり、アウグストゥスを名乗る――。

　かようにカエサルは稀き代たいの政治家にして軍人である。だが、〝それだけ〟の人物でなかったことも明らかだ。

　巧たくみな弁べん舌ぜつ、文才、機略縦じゆう横おうの才知、民衆の人気、愛あい嬌きよう、図太さ……。

　海賊の人質となったときは「身代金が安すぎる」と、自らの評価額に文句を言う。

　一国の軍事予算に匹敵する巨額の借金を重ねても、一向に悪びれない。一〇年以上も返済しようとせず、最後にようやく文字どおりの出世払いでツケを清算した。

　ローマの元老院議員たちの妻を三分の一は『寝取った』とも、うわさされた。

　歳を重ねるごとにうすくなる頭髪は、悩みの種であったという。

　カエサルの軍団に属する兵たちは『禿はげの女たらし』と、司令官にあだなをつけた。が、カエサル自身も笑って容認した。彼と軍団兵の間には一種の友情が成立していた。

　とにかく彼は聖人君子でもなければ、人格者でもない男だった。

　そして一九九八年、二〇世紀の末――。

　ユリウス・カエサルはたっぷり熟慮したあと、つぶやいた。

「そろそろ手術に踏み切るべきかもしれん。そう思わないか？」

「閣かつ下かのご尊顔はすでに我が国のシンボルみたいなもんです。頭のうすさもふくめて。植毛手術なんて飛び道具はやめとくべきですって」

　手鏡を片手に額ひたいの生え際ぎわをチェックしていた元げん帥すいへの、参謀のコメントだった。

　東方ローマ帝国領の香ホン港コン、ランタオ島。

　この地にはローマ軍の鎮ちん守じゆ府ふと、東アジア管区総司令部が置かれている。

　司令官用の執務室での会話だった。部屋の主ぬしは大元帥カエサル。彼は一年の三分の一をここ香港で、もう三分の一を日本で、最後の三分の一をその他の土地で過ごす。

　カエサルと向き合うのは参謀部所属、アレクシス・ヤン。

　中国名は楊よう仲ちゆう達たつ。三四歳。ハンサムと呼べなくもない細身の風貌だが、口元とあごにひげを生やし、ややワイルドな印象だ。

「それより、日本の内乱についての報告ですがね」

　ヤンは視覚イメージを投射した。念導術師なのだ。ふたりの前に皇国日本の地図、維新同盟についての報告書が表示される。

「自称・憂ゆう国こくの志士の集まりである維新同盟……。ぶっちゃけた話、畿き内ない将しよう家けはただの操り人形、実態は大英帝国軍が黒幕／スポンサー／実戦部隊の全てを兼務しています」

「英国の狙いは日本の聖獣・天てん龍りゆう公こうというあたりか」

「例のうわさ。イングランド本土におわす、あちらの聖獣がもう長くないってアレ。案外、当たってるのかもしれませんねえ」

　石油やレアメタルといった天然資源は常に国際紛争の火種になりうる。

　そして、神に等しき聖獣たちは神秘の源である。より強大な神秘力を有する国家が富み、栄え、軍事力を手にする。それが現代なのだ。

　実じつ践せんできていた東方ローマは勝利し、できなかった米国は衰退した。

　聖獣の加護を確保することは帝国主義の国家にとって、最重要課題だといえる。

「維新同盟の『西から皇国日本を改革し、女じよ皇おうをお救いしよう』って主張、西日本の将家には受けがいいようです。薩さつ摩ま・長ちよう州しゆうが天下を取った明治維新ふたたびってノリですかね」

　ヤンは日本地図の西側にぐるっと人差し指で円を描いた。

　九州・中国・四国といったエリアだ。日本の国情や歴史にも精通した、極東エリアのスペシャリストなのだ。

「で、同盟は『畏おそれ多くも女皇陛へい下かを惑わす大悪人カエサルと東方ローマ軍を日本列島より追放する。そのためには武力行使もいとわない』と叫んでいます」

「なにやらなつかしく思える話だな」

「カエサルって人が使ったのと、同じ大義名分だからでしょう」

　一〇年前まで、日本列島の各地には米軍基地が存在していた。

　この米軍を『友邦である日本の内政へ不当に干かん渉しようし、日本国女皇に害を為す』としてカエサルは弾だん劾がいし、一千騎のレギオンをひきいて日本へ到来した。そうして在日米軍を撃破し、〝日本国および女皇陛下の保護者〟という名目のもと――

　征服者として、日本をなかば支配下に置いたのである。

　紀元前の昔、女王クレオパトラの愛人として、エジプトの覇者になったように。

「しかし、だ」

　カエサルはつぶやいた。

「一〇年前、私は現女皇の側近たちと関東将家を抱きこんで、彼らに迎え入れてもらう形で大手を振って日本へ出兵した。今回、大英帝国も同じ手口を使ったわけだが……同盟の相手が畿内将家というのは解げせないな」

「そいつは同感です」

　ヤン参謀もうなずいた。

「英国と組んだのが九州や四国なら驚きはしませんがね。我がローマとも、現皇こう家けとも距離を置いていた将家ですし。ただ畿内の総督は……ローマも気に喰わんがブリテンの連中も気に入らないって御ご仁じんでしたからねえ」

「人の助言を聞く耳も持たないやつだったぞ」

　カエサルはにやっと笑った。日本の地方領主というべき十二将家の総督、その全員と面識があり、人間性も承知しているのだ。

「あれだ。古い企業の独善的なボスとしてなら、活躍するかもしれない類たぐいの」

「その割に今回、主導権を英国サイドに持ってかれてますが」

「なら、誰かが魔法でも使ったのかもしれないな。畿内総督の意い固こ地じな心に、やさしさと英国への友情をめばえさせる」

「魔法ですか。二千年前に死んだはずの人が言うと、説得力が半はん端ぱないですねえ」

　司令官の戯ざれ言ごとに、ヤン参謀はまじめに応じた。

　レギオン・随ずい獣じゆう・精霊たち。神秘的存在が大手を振って活躍する現代では、常に〝そういうこと〟も想定しておく必要があるためだ。

「その魔法使い、念導術師じゃないのはたしかですよ。人間の術師レベルじゃあ、そこまでの奇跡は起こせない。精霊や随獣にも無理でしょう。あいつら、細やかな心の機微みたいなのは理解できないから、『心を操る』なんて高等テクは管かん轄かつ外がいです」

　念導術師でもあるローマ軍参謀は語った。

　ちなみに、彼は中位クラスの使い手だ。日本の忍者よろしく『念によって対象者に錯覚を起こさせ、あざむく』などはできても、そこが限界だった。

「むしろ、閣下のお仲間、復活者リザレクトの方々の領分じゃないですか？」

「私たちにだって無理さ。ま、そりゃあいろいろ不条理なことはできるがね」

　カエサルは肩をすくめた。

「知ってるだろう？　私たちの武勲は……前世でなしとげた戦闘にまつわる偉業を今の世に再現するだけの能力だ。いくさ場以外ではまず役立たない」

「じゃあ、やっぱり魔法の線はなしですか」

「決めつけるのはまだ早い」

　ヤン参謀へ、カエサルはウインクと共に告げる。

「世界に新たな神秘をもたらすのは常にあの方々だ。神に等しき聖獣たちへ『国を守る兵器が欲しい』と彼女たちが望めば、レギオンの軍勢が遣つかわされた。『いくさで勝てる英雄が欲しい』と望めば、われわれが甦よみがえった」

　皇帝の語源となった男は、不敵に微笑ほほえんだ。

「聖獣たちに個人的なわがままを聞いてもらえる人々が――世の中にはいる」





２






　駿する河がの地に英国軍が現れてから、今日で三日目だった。

　一日目、橘たちばな征まさ継つぐは皇こう女じよ志し緒お理りの命を救い、一騎の神かむ威いを操った。二日目、征継は六四騎の神威をあずかって、クルセイド一個軍団を撃退した。

　そして三日目の朝。一応、日曜日である。

　七時頃、征継は臨りん済ざい高校の校庭にいた。志緒理もいっしょだ。

　さわやかな光が世界を清らかに照らしている。早朝の空気も澄み渡っていた。

「征継さま。心のなかで荒ぶる念を兵士の形に変えて、具現化させる……それがレギオンの召集です。レギオンlegionという言葉には『軍団』の意味があります」

　博識な志緒理の講釈だった。

「新約聖書……マルコによる福ふく音いん書しよをご存じですか？　イエスが悪霊の群れに名を訊たずねたとき、彼らはこう答えました。『我が名はレギオン。大勢であるがゆえに』と。わたくしたちのレギオンも同じです。彼らは軍勢でありながら、一箇の生命体でもある。そして、それを生み出すのは騎き士し侯こうの念なのです」

　征継はうなずいた。あとは実じつ践せんあるのみ。

　頭上に広がる空へ、意識を向ける。自然と魂たましいの奥底より無色無形の力がわき出して、頭上へ広がっていった。

　これが『念』だった。征継の意識と精神そのものだ。

　全ての騎士侯が同じやり方でレギオンを召集する。しかし、たとえば秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが召集時に放つ念は――

　今、征継が出した量の五分の一にも満たないだろう。

　復活者リザレクトとは、いにしえの世で武ぶ功こう・軍功を修しゆ羅らのごとく積みあげてきた武人。

　現代生まれの騎士侯では、どうあがいても埋められない差がある。

「あとはお持ちの《銘めい》を使って、念に形をあたえるだけです」

　古来より語り継がれてきた武ぶ勲くんの言い伝え――その象徴である名前に聖獣たちが命を吹きこみ、誕生させたもの。それが《銘》だという。

　たとえば《瑞ずい宝ほう》や《鬼おに切きり安やす綱つな》は日本の聖獣・天てん龍りゆう公こうが生んだもの。

　だから、それらを使うと天龍公ゆかりのレギオン、すなわち神威が具現化する……。

「征継さまのような復活者リザレクトの方は、ご自身の名前がそのまま《銘》となります」

　志緒理が教えてくれた。

「武勲の象徴である名前が《銘》ではなく、生きた人間そのものとして甦よみがえった存在――それがあなたがたなのです」

「しかし姫。俺の本名はわからないままです」

　征継を甦らせた聖獣は天龍公だという。失われた本名のもとに召集をかければ、本当なら神威の大軍を具現化できるはずだが。

「昨日お渡しした《和いず泉みの守かみ兼かね定さだ》を使ってみましょう。その銘もおじいさまが命を吹きこんだ名前です。神威を召集できるかもしれません」

「なるほど」

　足下に置いていた日本刀を拾いあげて、征継はささやいた。

「我が銘《和泉守兼定》。おまえの名のもとに軍団を集結させろ」

　何も起こらなかった。征継が発した大量の念は上空にわだかまったままだ。

「やっぱり駄目か……」

　実をいうと、昨夜も遅くに同じ実験をしたのだ。

　志緒理とふたりでここ、臨済高校の校庭にやってきて。しかし、征継は一騎のレギオンも呼び出せなかった。朝、もう一度やってみようとなったのだが。

「この方法でも駄目でしたか……。ほかの解決策、考えないといけませんね」

　志緒理が困り顔でつぶやく。

「とりあえず、寮にもどって朝食にいたしましょう」

　橘征継は騎士侯――それも冥めい府ふ帰りのレガトゥス・レギオニス。

　同じ復活者のユリウス・カエサルは一千騎以上のレギオンをひきいるという。しかし、征継にはそれができない。一騎も召集できないままだ。

　なぜだろう？　立夏の神威を操ることはできたというのに。

　あのときの六四騎はとっくに返却し、今の征継は一兵もひきいぬ身であった。




　皇女専用の寮舎・黒くろ百ゆ合り寮。談話室。

　日曜の朝八時だが、駿河市は休日どころではない。戒かい厳げん令れい下かである。

　とはいえ、市内の雰囲気は緊張気味ではあるものの、緊迫しきってはいない。

　日本も、英国も、東方ローマも《騎士道協定》の加盟国。この一種スポーツ的な国際戦闘ルールは、一定以上の人口を持つ市街への意図的な攻撃を厳しく戒いましめる。下へ手たに動くより、都市部の自宅や避難所でじっとしている方がむしろ安全――。

　そういう側面がある。

「一〇年前……カエサル公が一千騎のレギオンをひきいて来日されたときのこと、思い出した方が多いようですね」

　昨日、浮き足立つ寮生をいさめた皇女はつぶやいた。

　征継もいっしょにいる。初はつ音ねもだ。三人で談話室に集まり、朝食の途中だった。グリーンサラダ、コンソメスープ、焼きトマト、スモークチキン、ゆで玉子。

　さらに紅茶、トースト、ヨーグルトも加わる。

　バランスのいい洋風朝食の献こん立だてがテーブルに載っていた。

「カエサル公は無駄に派手好きでいらっしゃいますから」

　日本の実質的な支配者について、志緒理は皮肉っぽく語る。

「米軍の敗北が見えたあとまで必要もないのに日本各地――北は北海道から南は沖縄まで自ら遠征されて……。これ見よがしにケントゥリアで米軍狩りを行い、御自身の力を日本国民にアピールされました」

　ケントゥリア。東方ローマ帝国の主力レギオンである。

「あのときは日本中の人たちが戦闘のまきぞえにならないよう、《騎士道協定》について熱心に勉強したと聞いております。新聞やテレビでもさかんに特集して……」

　ちなみに古代ローマの頃、カエサルがまだ権力の座に着く前。

　彼は天文学的な額の借金を背負う身であった。が、借りた金の使い途みちは『おしゃれ』『女性への贈り物』『個人でパレードや剣闘士試合を開催して、民衆を招待して人気取り』など、まじめな人間が眉まゆをひそめるものばかりだったという。

「初音も覚えてます。そういうニュース、子供の頃たしかに見ましたっ」

　女官の初音も同じテーブルで食事をしている。

　皇女殿下と席を同じくしてもまったくの自然体で、バターとジャムたっぷりのトーストをぱくぱく食するあたり、さすが初音は大物だった。

　しかし、橘一族の少女は急に征継を見つめて、不審そうに言う。

「ところでお兄さま、前から不思議だったのだけど。お兄さまって若い男性のくせに、あまり食べない方よね？」

「たしかに、そうかもしれないな」

　やはり同じテーブルで食事中だった征継は、こくりとうなずいた。

　寝起きは今までどおり男子寮でしている。が、志緒理が寮生になって以来、朝早くから黒百合寮に来て、護衛兼雑用係としてはたらいていた。尚、征継は今朝の献立からサラダ（ドレッシングなし）、ゆで玉子（塩を一振り）、トースト一枚（何も塗らない）、水だけを選んで、ご相しよう伴ばんにあずかっている。

　今後はともかく、現時点で駿河市内の食糧は不足していない。

　必要に駆られて節制しているのではなく、〝いつもどおり〟の食事量だった。

「美う味まいものを腹一杯食べると落ち着かなくなる。俺はこれくらいでいい」

　飽ほう食しよくに慣れすぎると、自分のなかで何かが鈍にぶるような――。

　なぜか征継はそう感じるのである。が、ここではたと気づいた。この感覚、もしかして自分の正体が現代人ではないからかと。

　あいかわらず、記憶どころか本当の名前も思い出せないが。

　もしかすると、食糧がゆたかでない時代・地域の住人だったのかもしれない。

　などと考える征継へ、初音がじとっとした視線を向ける。

「お兄さまが記憶喪失になる前、騎士侯さまになっていたなんてビックリだわ。しかも、新撰組ゆかりの《銘》まで継承していて」

「教えるのが遅れて、すまない。俺も昨日までよくわかっていなかった」

　昨日の戦闘後、〝そういうこと〟にして初音に事情を語ったのである。

　だからレギオンを操れるのだと。いずれ彼女にも『実は血縁でないどころか、現代人でさえない』と、告白するのかもしれない。だが、状況が落ちついてからでもいいだろう。

「でも、お兄さまの《銘》。あれじゃなかったのね……」

　初音がつぶやく。征継は「あれ？」と訊たずねた。

「我が橘一族とっておき、秘伝のあれよ。きっとまだ長老のおじいちゃんが管理しているはずだわ。日本人なら知らない人はないってくらいのとっておきなんだから」

　ここで呼び鈴の音が聞こえた。玄関ホールからだ。誰か客が来たらしい。




「お約束もなしにおうかがいして、申し訳ございません」

　黒百合寮の応接間へ、やってきた客人は通された。

　騎士侯・秋ヶ瀬立夏である。将校用の黒い軍服を着て、日本刀を腰に帯びている。

　応対するのはもちろん志緒理だった。が、征継も『皇女の騎士』として同席し、初音も女官として緑茶を運んできたところだ。

「…………」

　征継は立夏ではなく、彼女の日本刀に注目した。

　鞘さやに入ったままだというのに、この剣は名刀特有の念を峻しゆん烈れつにまき散らしている。征継が手に持つ和泉守兼定に勝るとも劣らない――否いな。

　純粋に刀剣としての出来をくらべたら、立夏の剣の方がおそらく上だ。

　しかし、各おの々おのの戦歴と武勲をくらべるのであれば、同格か……。ともあれ、これだけの刃やいばを継承した秋ヶ瀬立夏。やはり逸いつ材ざいなのだろう。

　ちなみに昨日の戦闘後。征継は志緒理と共に、立夏と対面している。

『こちらは橘征継さま。事情があって騎士叙じよ勲くんを受けておられないのですが……騎士侯であられます。わたくしの個人的な相談役、と申しましょうか』

『土ひじ方かたの名前はお忘れください。緊急時だからと方便を使わせていただきました』

　レギオンを操った征継について、志緒理はそう紹介した。

　その際、立夏は正規の騎士侯としての権限を使い、〝橘征継の騎士叙勲〟を略式で承認してくれた。結果、征継は和泉守兼定を堂々と帯刀できるようになった。刀剣類の携行、一般人には認められないのだ。

「と、ところで皇女殿下」

　当の女騎士侯は志緒理に挨あい拶さつを済ませたあと。

　なぜか征継のことをちらちら見つつ、微妙にどもりながら言う。

「よろしければ彼……と話をさせてもらっても、かまわないでしょうか？　同じ騎士侯として、気になることがいくつかあるのです」

「もちろんでございます。では、征継さま」

　志緒理にうながされて、征継は「承知しました」と立夏の前に出た。

　すると、勇猛果敢なはずの女騎士侯はどぎまぎした面おも持もちで目を伏せて、こちらをはっきり見ようとしない。この厄介な状況のなか、わざわざ訪ねてきたというのに。

　結局、ふたりで応接間のソファにすわり、正面から向かい合う。

　立夏はこほんとせき払いして、おもむろに言った。

「土方どの。昨日はありがとうございました」

「橘です」

　方便で使った名前で呼ばれたので、即座に訂正したのだが。

「こ、これは失礼をいたしました、土方どの」

「橘です」

「……なるほど、あくまでちがうとおっしゃる。で、では橘どの。ひとつお訊ねしたい。役者のような二枚目だと、よく言われるのではありませんか？」

　騎士侯としてとか言ったくせに、立夏は妙な質問をぶつけてきた。

　しかも、明らかにどきどきしている表情だ。『秋ヶ瀬の騎士姫』として有名だという少女はなぜか恥ずかしがり屋の乙女のように、橘征継と向き合っている。

　どういうつもりなのだろう？　ともかく答える。

「つい先日も、同じことをある方に言われました」

「やはり……。ところで、俳句のたしなみはおありでしょうか？」

「まあ一応は。ただし、才能がないので下へ手たです」

「やはり、そうでしたか！」

　ますます不可解だった。征継が国語の授業中にひねり出した俳句の下手さ、どうして彼女は知っているのだ。訳がわからない。

　一方、立夏は今の問答で勢いづいて、口早に問う。

「では橘どの。あなたのご佩はい刀とう、和泉守兼定とお見受けしましたが」

「そのとおりです」

「やっぱり……」

　むっつり無表情に答える征継に対して、立夏は感動の面持ちだった。

　すると、傍はたで見ていた初音がこんなことを口にする。

「役者のような二枚目で、趣味の俳句が下手くそで、刀が和泉守兼定だと、まさに土方歳とし三ぞうさまよね。たしかにお兄さま、そういう風に言うと〝鬼の副長さん〟みたいだわ」

「そうなのか？」

「ええ。これでも初音、ちゃんと『吼ほえよ剣』とか『新撰組烈風録』を読んでるんだから。土方さん・近こん藤どう組長・沖おき田た総そう司じラインの勉強はバッチリよ」

「それにしても初音。おまえも俺を二枚目だと思っていたんだな」

「実はそうなの。もうすこし中身がふつうの感じならなあ、とも思うけど」

「その付け足しは余分だ」

「仕方ないわ。男は顔より中身だもの♪」

　ともあれ、初音のコメントでようやく呑のみこめた。

　なぜか立夏は例の方便を信じて、『橘征継は土方歳三』だと思いこんでいるのだ。

　しかも、征継がじっと見つめたら――立夏は頰ほおをほのかに紅あかくして、うつむいてしまう。明らかに恥ずかしがっている。もしかしたら……征継は気づいた。

　彼女は土方歳三に対して、個人的な思い入れが強いのかもしれない。

　熱烈なファンか信奉者。そんなところか。妙なことになったと思い、征継は志緒理の方を見やった。この場を収拾できそうな適任者は彼女だろうと。

　だが、志緒理はしばし黙考したあと、

「立夏さま。鎮ちん守じゆ府ふを長く留守にされるのもいかがかと思われます。一度おもどりになられてはいかがでしょう。わたくし、あとでお邪魔しますので。……征継さまといっしょに」

　と、告げた。意味ありげに征継の名を出すおまけつきだ。

「その際、水すい霊れい殿でんの使用をお許しいただければと思います」

「たしかに。本来なら気軽に許可を出せる案件ではありませんが、今は非常時です。殿下のご推薦もあることですし、こちらのひ――橘どのであれば」

　水霊殿という言葉が出た瞬間、立夏はいきなり表情を変えた。

　あこがれの人を前にした乙女から、凜りんとした女武者へ変貌したのである。

　結局、立夏はすぐに帰り支度をして、玄関ホールへと向かうまでの間、乙女らしい狼ろう狽ばいを見せることはもうなかった。

　これが秋ヶ瀬立夏、本来の姿か。征継はひそかにうなずいた。

　志緒理、初音といっしょに玄関まで見送りに来たのだ。そして、立夏は別れの言葉を皇女志緒理に告げたあと、じっと初音を見つめた。

「さっきから気になっていたんだが……私たち、前に会ったことがないか？」

「えっ？　初音と立夏さまが、ですか？」

「最近ではないな。だいぶ昔……子供の頃だ。たしか名古屋城で行われた東海道将しよう家け主催の武術大会。私もおまえも少年の部で出場していた。名前は？」

「えっと、橘初音です」

「やはりそうだ。駿河の橘――《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》を授かった一族だ」

　五条大橋で武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいと戦い、一いちノ谷たにで鵯越ひよどりごえを果たし、壇だんノ浦うらでは平へい家けに完勝した。牛うし若わか丸まる、遮しや那な王おうの幼名を持つ源みなもとの義経。九郎判官は彼の別名のひとつだった。

　立夏は橘一族の少女をじっと見つめた。

「あの《銘》を受け継いだ者はまだいないのか？」

「あ、はい。やっぱり、すごく格の高いものだから、むずかしいみたいで」

「たしかにな。だが、あれだけの《銘》を眠らせておくのはもったいない。私に手伝えることがあったら何でも言ってくれ。できる限り協力させてもらう。強い騎士侯が増えれば、それだけ心強いからな。今のような状況なら特にそうだ」

　と言い置いて、秋ヶ瀬立夏は黒百合寮から去っていった。

　どうやら橘一族が秘蔵する《銘》、かなりの由ゆい緒しよがあるらしかった。
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「君たち四人で駿する河がを攻める……？　いや、もちろん何の問題もないとも」

　いきなりの申し出に黒騎士卿きようは一瞬だけ、きょとんとした。

　が、すぐに人好きのする微笑を浮かべ、鷹おう揚ようにうなずいてみせた。目の前にいる四人――畿き内ない将しよう家けに仕つかえる騎き士し侯こうたちへ向かって。

「われわれ英国軍はすでに二度、駿河攻めに失敗している。たしかに、このあたりで畿内将家の諸君と代わってみるのもいいかもしれないな」

　霊れい峰ほう富士のお膝ひざ元もとである富士市。その郊外の湿原にある富士鎮ちん守じゆ府ふ。

　現在、この軍施設は《維新同盟》に参加する英国軍の一隊が占拠中だった。

　作戦開始から今日で三日目。時刻は一〇時二六分。黒騎士卿はちょうど高級士官用の食堂でコーヒーを飲み、くつろいでいるところだった。

　そこに日本人が四名、やってきたのである。

　彼らは畿内将家から増援として派遣された、騎士侯たちだった。

『黒騎士どの。ひとつ提案がある。貴公ら英国の騎士だけを陣頭に立たせるのは心苦しい。ここはひとつ、われら四名で駿河鎮守府に――』

　英国勢にこのまま手柄を占有されて、たまるものか。

　日本人たちは言葉を選んではいたものの、その思いが端はし々ばしにあふれ出ていた。

　それに黒騎士卿は愛想よく、にこやかに耳をかたむけて。明日か明後日に出陣するつもりだと言う日本人四名へ、さらりと言った。

「鉄は熱いうちに打てとも言う。さっそく今夜、行かれるといい。われわれ大英帝国もできうる限り協力させていただく」

　結局、畿内州軍の騎士侯たちは黒騎士卿の意見を容いれて、下がっていった。

「まったく、やれやれだな」

　日本人たちがいなくなり、食堂にはもうふたりしかいない。

　笑顔で肩をすくめる黒騎士卿と、その隣にすわる念ジ導ー精ニ霊ーモリガンである。

「……楽しそう、ですね」

「たくさんの騎士をかき集めたら、それだけ苦労も増える。昔を思い出しただけさ」

　現在、富士鎮守府を占拠している《維新同盟》の一隊。

　駆く逐ちく艦かんティンタジェルを中心とする、英国軍極東艦隊の兵が中心である。最も多いのは揚よう陸りく艦かんに乗って上陸した、数千人の海兵たちだ。

　指揮官はティンタジェル艦長でもあるグレイソン卿。

　実戦要員である騎士侯はふたり、女王騎士スティーヴン卿とランパード卿。

　しかし昨日、畿内将家からの増援として日本人騎士侯および数千人の兵が田た子ごの浦うら港に到着し、富士鎮守府に合流した。

「みんながみんな戦場に出たがるだろう？　そこを調整するのも指揮官の仕事なのでね」

「功名心、ですか？」

「それもある。でも、戦争の費用を国や軍が負担してくれる今とちがって、昔の騎士はその辺が全て自己負担だ。いくさに出るとなると、莫ばく大だいな金を使った」

　国王から領地を授かる代わりに、税や軍ぐん役えきで王のために貢こう献けんする。

　必要経費は各自で負担。極端に言えば、それが中世ヨーロッパの騎士である。日本の大名も同じシステムの下もと、将軍に仕えていた。

　実のところ、現代の日本皇こう家けと十二将家の関係もこれとほぼ同じだ。

「甲かつ冑ちゆうはおそろしく高価だし、一頭の軍馬を養うだけでもすさまじい費用がかかる。従者や歩兵隊もやとう必要がある。手柄を立てないと来た意味がないのさ」

「……中世騎士の世界は、世せ知ち辛がらい、ですね」

「まだあるぞ。戦場に出れば追いはぎ・掠りやく奪だつで一稼ぎできる。敵の騎士を人質に取れば、身代金で大儲けもできる。そのせいで、身分ある騎士はなかなか死ななかったがね」

　現代の人々は『騎士という存在』に幻想を抱きすぎなのだ。

　黒騎士卿は苦笑した。彼も前世では『理想の騎士道』を追いもとめる夢想家だったが、泥にまみれて戦うときも多かった。

「僕らの頃のそういう〝戦争のルール〟を現代風に仕立て直して、文明の甘い蜜にひたった民たみにも親しみやすくする……。たぶん《騎士道協定》を考えたカール陛へい下かは、そのようなおつもりだったのだろうな」

「それはさすがに、邪じや推すい、でしょう」

「いいや。冥めい府ふの底から甦よみがえってでも、いくさの醍だい醐ご味みをふたたび満喫しよう――僕ら復活者リザレクトはそういう人間の集まりなんだ。そのくらいやってもおかしくない」

「なる、ほど」

「それに、今の時代は戦争がやりやすくて実にいい。権力と大金を使って軍を召集しなくても、レギオンたちは僕らの念から生まれてくれる。水すい霊れい殿でんさえ徴ちよう発はつできれば、レギオンの維持にともなう苦労と費用もたいしたことない」

　かつては『王子』だった黒騎士卿、生活費で困ったことはない。

　が、戦費で苦労した経験はたっぷりとある。それにひきかえ、今はチェスでも挑むような気軽さで出陣できる。いい時代だった。

「ところで、さっき来た畿内将家の騎士諸君、騎き力りよくはどんなものだ？」

「記録によると、皆、五〇前後と、あります」

「じゃあ四人まとめてレギオン二〇〇騎か。駿河の女騎士どのは騎力一五〇ほど、しかし本拠地の利ホームアドバンテージがある。圧倒的に有利とは言いがたいな。……モリガンくん。僕らのプリンセスの居場所を検索してくれ」

　この指示に念ジ導ー精ニ霊ーが「！」と背筋を正した。

「エレノア姫殿下Princess Eleanor、ですか？」

「ああ。姫に例の仕込みをお願いしよう。女騎士どのは東海道将家のご令嬢だという。僕らの陣営にひきいれる価値は十分にある」

「刀カタナのレギオン……を操る騎士侯、はよいのですか？」

　昨日、モリガンと黒騎士卿が駿河での戦いを空から眺めていたとき。

　すさまじい剣術と日本刀を使う軍団が現れた。神かむ威いと同じ形だが、カラーは赤紫。そして、とてつもなく強きよう靱じんな念の持ち主が指揮していた……。

　あの印象的な人物について問われて、黒騎士卿は微笑した。

「あっちはいい。たぶん姫の手には負えない。それに、気になるじゃないか。あのいわくありげな御ご仁じんが新たな敵軍を相手に、今度はどう立ち回るか――」




「り、復活者リザレクトの方々は、本名をお隠しのときがあるのですっ」

　羞しゆう恥ちで身をすくませながら、皇こう女じよ志し緒お理りが語る。

「全員がす……すくなくとも騎力五〇〇を超すという騎士侯ですから、戦場に出れば、途方もない力をご発揮されますっ。で、でも、あの方々は目立ちすぎるのです」

「目立つとは？」

　ぱしゃり。征まさ継つぐは小型カメラのシャッターを切りながら訊ねた。

　志緒理はレンズから目をそむけるように一瞬うつむく。が、律りち儀ぎに答えてくれる。

「征継さまが赤紫の神威を操るように、と、特別なレギオンを召集される方が多いですし……。前世での偉業にちなんだ武ぶ勲くんだって、お使いになります」

「たしかに、和いず泉みの守かみ兼かね定さだの武勲とやらは『土ひじ方かた歳とし三ぞうの剣術』でした」

「それだけ目立つ方々です。見る者が見れば、すぐに正体を見破ります。だから重要な決戦の日が来るまで偽名を使い、大規模な戦闘には参加せず……存在を隠すのです。そうすれば復活者リザレクトの方が参戦するだけで、も、ものすごい奇襲になりますっ」

「なるほど。それで秋あきヶが瀬せどのは、俺が土方歳三だと勘ちがいを」

　征継はうなずいた。ぱしゃり、ぱしゃり。

　シャッターを重ねて切ると、志緒理はさらに恥ずかしそうに身をよじる。

「正体を隠しているだけ。先に使った土方こそが真の名だと」

「そうだと思いますっ。そ、それより征継さま。どうして水着なのですか!?」

　珍しく声を荒らげて、プラチナブロンドの姫君は訴えた。

　今、征継の前で志緒理は白いビキニの水着だけという姿であった。

　場所は臨りん済ざい高校の空き教室。日曜日で、しかも戒かい厳げん令れい下かなので、校内にはたいして人がいない。人目にふれる可能性はかぎりなく低かった。

「書類審査に使います。学園祭で予定しているミスコンの」

「ミスコン!?」

「昨日の件です。姫に女性として、すこしばかり手伝いを願うという」

　即答すると、志緒理はハッとした。思い出したようだ。

「俺はミスコン担当の学園祭実行委員なのです。コンテストを盛りあげるため、容姿端麗な女子生徒の参加を心待ちにしておりました」

「わ、わたくしにも参加せよと!?　こんなに生き地じのすくない水着を着て！」

「はい」

「うううううっ」

　いつも聡そう明めいな志緒理が言葉に詰まり、狼ろう狽ばいしている。

　肌もあらわな格好で人前に出ることがよほど恥ずかしいのだろう。

「姫。気が乗らないようでしたら、これは取りやめても……」

「い、いえっ。征継さまのお役に立つ代わりに、お力添えをしていただく――それが契約で、約束です。こ、これくらい、何でもありませんっ」

　ついに志緒理は背筋をのばし、まっすぐレンズと向き合ってくれた。

　が、やはり羞しゆう恥ちは捨てきれないらしい。腕組みするように両腕を体の前に持ってきて、己の姿を隠そうとする。しかし、その両腕が胸のふくらみを下から押し上げる形になり、かえって皇女のスタイルのすばらしさを強調していた。

　ぱしゃり、ぱしゃり。征継は表情も変えずにシャッターを切った。

　羞恥に打ちふるえる美貌とあいまって、今の志緒理は魅惑的すぎる被写体だった。
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「あ、あまり映さないでくださいね。この水着は去年、ローマの帝都であちらの女官に調達してもらったのですけど……生地がすくなすぎて、わたくしにはちょっと……。それにこの一年でサイズも小さくなって、窮きゆう屈くつですし」

「ほう」

　つまり、それだけ皇女殿下のお体はわがままに成長あそばしたのだ。

　小振りなメロンを思わせる胸の果実、得も言われぬ曲線美を体現する腰つき、おしりの量感となまめかしさ。どれもふだんはおしとやかな衣装や制服で隠されている。だが今、征継ひとりだけの前でひそやかに開示されていた。

　……秋ヶ瀬立りつ夏かが帰ったあと。

　志緒理はすぐに鎮守府へ行こうと誘ってきたのだが。

　その前に是非、お願いしたい儀が――と、征継は訴えたのである。水着持参でおつきあいを願いたいと。ちなみに、使用中の小型カメラは学園祭実行委員会の備品だ。

「と、ところで征継さま。何人の方が書類審査に参加されるのでしょう？」

　おずおずと志緒理が訊ねた。

「あまり大勢の方に水着姿を見られるのは……」

「ご安心ください。審査に参加する者は三、四名おりますが、結局は責任者である俺の胸先三寸です。俺だけのチェックで通してしまっても――」

「えっ？　でしたら、そもそも水着の写真なんて必要ないのでは？」

　指摘されて、征継は「……」と考えこんだ。そして言う。

「たしかに、そうかもしれません」

「征継さま！　それではわたくし、無駄に水着を着ただけじゃありませんか！」

　皇女からの叱しつ責せきだった。しかし征継はかぶりを振った。

「とんでもない。今の時間が無駄ということは絶対にないでしょう」

「どうしてですか!?」

「このうえなく美しいお体を拝見させていただき、今の俺は非常に幸福だからです。これだけでも昨日と今日、姫にお仕えした甲か斐いがある」

「!?」

　思うところを淡々と語ったら、なぜか志緒理は硬直した。

　不意にどきりとさせられてしまい、反応に困る――そんな表情だった。




「征継さまは……一見、ものすごく堅かた物ぶつに見えますけど」

　ぷりぷりと怒りながら、志緒理が隣を歩いている。

　例の水着の上に制服を着て、撮影からの帰り道だった。臨済高校の校舎から二十数分かけて歩き、寮の前までもどってきたところだ。

「もしかして、女性とのおつきあいに慣れていらっしゃるのではありませんか？　昨日もわたくしをからかっていましたし、今日だってあんな歯の浮くようなことを……」

「記憶を失う前は、そうだったのだと思います」

「えっ？」

　今の返答で逆に志緒理が驚いた。征継は続けて言う。

「最近、ミスコンの参加者を選考しているうちに気がつきました。俺は女性に対して、なかなか幅広く関心を持つ男らしいと」

「ど、どういう意味でしょうっ？」

「つまり、さまざまな女性を好ましく思う人間であると」

「さまざま!?」

「たとえば三年参組の澤さわ登のぼりさんは大人っぽい雰囲気がすばらしい。逆に二年弐組の伊い東とうさんは小学生にしか見えない幼さが得がたい美点です。陸上部の堀ほり池いけさんは体育会系の飾らない美人だ。保健室の常連である長は谷せ川がわさんのひかえめな可か憐れんさもよいと感じます。一カ月前に協議離婚が成立した英語の戸と田だ先生には三七歳の女性らしい、高校生にはない魅力がある」

「それでは、ただの女好きではありませんか！」

「まったくです。ああ、あと女子寮で寮母をされている折おり葉ばさん。彼女の落ちついた包容力なども俺は好ましく思います」

「あ、あの方、たしか五十代後半くらいでは……？」

「はい。若い頃より容色はおとろえているのかもしれません。しかし、逆に齢を重ねることで得た内面の美しさが彼女にはあります」

「…………」

「俺には記憶がありません。それでも体と心は戦い方を忘れていない。だから、息でも吸うように敵をねじ伏せ、レギオンを操れるのでしょう。……実はこのところ、女性に対しても同じように感じます」

　征継は珍しく饒じよう舌ぜつになっていた。女性にまつわる話だから、だろうか。

「女性と親密になるにはどうすればよいか、俺の心と体はおそらく忘れていない。いずれ機会があれば試してみるのも――」

「ま、征継さま！」

「冗談です。戯たわむれに試すことではないと、心得ております」

「それをうかがって、ほっとしました……」

　むっつり無表情に冗談申告すると、志緒理は安あん堵どの表情を浮かべる。

　この皇女は悪知恵を誇るほど聡明なくせに、こういう話に不慣れなところが可愛らしい。ひそかに思う征継だった。

　そうこう話すうちに黒くろ百ゆ合り寮の談話室へ帰ってきた。

　志緒理と初はつ音ね、使用人として橘たちばなのおばちゃんたちと征継だけが出入りする建物だ。

　今回、いつもなら『お帰りなさいませ～』と出迎えに来る女官は姿を見せなかった。どこかに出かけたらしい。

「初音はどこに行ったのでしょう？　運転を頼みたいのですが」

「鎮守府の秋ヶ瀬どのを訪ねる件ですか」

「征継さまの完全な覚醒には――たぶん霊液が必要なのだと思います。レギオンは霊液を消費して活動するもの。でも、征継さまはもう何年も霊液を補給されていません」

「だから自前のレギオンを召集できないと？」

「はい。例の誤解、土方歳三のおかげで立夏さまはとても協力的ですし。この機会に水霊殿での補給と契約、済ませてしまいましょう」

　志緒理の提案にうなずきつつ、しかし、征継はひそかに思う。

　はたして、それで上う手まくいくだろうかと。なぜか皇女に同意できない。が、ほかに代案もないので、反論しないまま室内を見まわす。

「ん？」

　征継は気づいた。談話室のテーブルに書き置きが残されている。

「姫。初音のやつは鎮守府に出かけたようです」

「ひとりで、ですか？　一体、何をしに？」

「それは……このようなつもりがあるらしいです」

　初音の署名入りで残された書き置き。『姫様。お兄さま。初音は青雲の志こころざしに急きゆう遽きよめざめたので、ちょっと出かけて参ります。とりあえず市内の親戚宅へ寄ってから、鎮守府に行ったりしてきます。遅くなっても心配しないでください』という文面であった。





４






「おじいちゃま！　姫様のお言いつけで例のあれ、引き取りに来たの！」

　という口実で、橘たちばな初はつ音ねは目的の品をまんまと手に入れた。

　橘一族の最長老、今年で一〇二歳の橘文ぶん左ざ衛え門もんおじいちゃんには「んー。ありゃあ会議を開いて、一族中の承認を得ないと渡せない決まりでのう……」と拒否されたのだが、

「何を言ってるの。駿する河がは今こんな状態なんだから、緊急事態でしょ！」

　で、押し切ってしまった。

　かくして、初音は駿河駅近くの文左衛門邸をあとにした。

　次に目指すは臨りん済ざい高校のある駿河市東部。しかし、寮にもどるのではない。市の東端にある丘陵地帯の高台――駿河鎮ちん守じゆ府ふが目的地だった。

　移動の足に使うのはスクーターである。今も軽快に走行中だ。

　いつも外出時に着る『はいからさん』な和服と袴はかま、短いブーツ。そしてヘルメットの組み合わせ。さらに懐中には〝例のあれ〟が収まっている。

「九く郎ろう判ほう官がん義よし経つねの《銘めい》……何事もチャレンジしなくちゃはじまらないものね」

　腕に覚えはあるものの、騎き士し侯こうになるつもりは今までなかった。

　しかし今、駿河市と姫様は《維新同盟》とやらが起こしたクーデターに巻きこまれ、非常事態となっている。戦う力があって困ることはない――。

　このあたり、女学生といえども腕と度胸が自慢の橘一族ゆえの思考である。

　だが、同じヤング橘である征まさ継つぐお兄さまだけを戦わせるのは申し訳ないし、ほんのちょっとだけ面白くない。負けてられないわ、と思う。

「そういえば東京のお父さま、お兄さまのことで話をしに来るって言ってたわね。あれ、なんだったのかしら？」

　今、駿河周辺は《維新同盟》が封鎖している。この状況で来られるはずもない。

　ともあれ、初音はスクーターを飛ばして、鎮守府付近までやってきた。昨日、多くの神かむ威いとクルセイドが戦死し、あちこちに墜落した一帯である。

　しかし現在、日英どちらの骸むくろも見当たらない。

　レギオンは騎士侯の念から生まれる巨人。死後、一時間ほどで肉体は消滅するという。

　おかげでひとつの亡なき骸がらとも遭遇せず、通用門まで到着できた。

　もちろん、一般人が自由に出入りできる場所ではない。だが、このところ皇こう女じよと共に何度もやってきたおかげで、門衛の兵士たちはすっかり初音の顔を覚えていた。

　さらに切り札もあった。

「城じよう代だいの立りつ夏かさまにご相談があって……。あ、日時のお約束はしてないのですけど、いつでも来ていいって許可をいただいてます♪　あと、これを」

　例の口約束に加えて、そっと秋あきヶが瀬せ立夏の名刺を差し出す。

　以前、志し緒お理りに渡された一枚だった。『皇女殿下へのお力添えを宜よろしく頼む』と一筆添えてある。女官として志緒理からあずかり、そのままになっていたものだ。

　首をかしげながらも、門衛は鎮守府内に確認を取ってくれた。

　最終的に立夏が許可を出したのだろう。あっさり通してもらえた。

　他人から能天気に見られることの多い初音だが、実はこれでなかなか抜け目がない――と自分では思うし、なんだかんだで上う手まく立ち回れるのだ。

　今回も勢いと行動力で、ちゃっかり鎮守府にもぐりこんだ。

　目的は〝例のあれ〟を見せつつ、成功談を聞き出すことだった。騎士侯・秋ヶ瀬立夏はいかにして、名高い鬼おに切きりの銘を受け継いだのか。

「お兄さま、《銘》を継承したときのこともお忘れのようだから……べつの人に過去問の解き方、訊きいておいた方がいいものね」

　ここはお気楽に、ノリと勢いだけで行っていいところではない。

　なんだかんだでその見極めは一応できている初音だった。案内の兵士に連れられて、鎮守府の敷地内を歩いていく。

　二日前の戦闘で破壊された兵舎や格納庫。

　緊張と疲労の色が濃い東海道州軍の兵士、士官たち。

　それらを横目に案内されたのは、三階建ての小さなビルだった。

　市中の雑居ビルと似たような建物に見えるが、ここに城代の執務室などがある。昨日、志緒理も訪れたはずの場所だ。

　……ビルの入り口を前にして、初音は首をかしげた。

「あのう。今、変なのが入っていきましたよね？」

　案内役の兵士に訊たずねる。

　だが、彼は「いいえ、何も」と即答する。バカなと初音は思った。

　今、〝黒い靄もやにつつまれた人影〟がちょうどビルへ入っていったというのに。背格好は初音と同じくらいに見えたが、靄に邪魔されて、どんな姿かは視認できなかった。

　しかし、案内役の彼はその靄さえも見えていなかった……？

　このとき、あれが懐中で『ぶうん』と震えた。

　あわてて取り出す。藍色の巻物だ。古びた和紙をぐるぐると巻いて、緋ひ色いろの縒より紐ひもで結んである。《九郎判官義経》の具現たる一族秘蔵の品――。

　武ぶ勲くんの印である巻物はふたたび『ぶうん』と震えてみせた。

　何かを訴えている。確信して、初音は駆け出した。さっきの人影を追いかけるのだ！




「そろそろ連絡が来る頃、か……」

　立夏はぼそりとつぶやいた。

　城代の執務室で、ひとりデスクに向かっているところだ。

　駿河市は《維新同盟》の封鎖によって、陸の孤島と化している。外部と通信もできない。だが、それも三日目だ。

　市外に送った管くだ狐ぎつねたちが帰ってくる頃合いだった。

　名古屋城――立夏たち東海道将しよう家けの拠点からも、こちらに伝令を送っているはず。

　情報の交換と意思疎通ができれば、立夏もただ立てこもって防戦するだけでなく、外の味方と呼応・連携する動きもできるようになる。

「……なんてことは、同盟側もわかっているだろうからな」

　富士鎮守府を占拠した、維新同盟の部隊。

　彼らは今日か明日の間に、駿河を全力で陥おとしにかかるかもしれない。

　まあ、あちらの女王騎士ふたりはレギオンをかなり失っている。彼らがすぐに出陣する可能性、低いはずではあった。

　逆に、騎き力りよく一五四の立夏がひきいる神かむ威いたち。

　こちらは戦死した兵もふくめて、一五四騎の全てが回復していた。

「城に立てこもるのは好きではないが、この点だけはありがたい話だ」

　これが本拠地で戦う最大のメリットだった。《鎮守の契約》を結んだ鎮守府の近くで戦死したレギオンは、わずか一日ほどで復活を遂とげてしまう。

　しかも、水すい霊れい殿でんの加護によって騎士侯自身もよりタフになる。

　一週間以上も不眠不休で、鎮守府を守り抜いた騎士侯の逸いつ話わがあるほどだ。

　昔、攻城戦においては基本的に防御側が有利だった。この理ことわりは現代のレギオン戦でも変わらない。だから立夏はそれほど神経質にならず、なるべく自然体を心がけていた。

　実際、非常時だからこそ、常に張りつめていたら心も体も保もたない。

「そう。だから、これだっていいわけだ」

　こほんとせき払いして、立夏はデスクの本に手をのばす。

　小説の文庫本だった。『吼ほえよ剣』。国民的歴史小説家が著しるした。主人公は新撰組副長・土ひじ方かた歳とし三ぞう。血まみれの戦いと青春を描いた傑作だ。

　ぱらぱらとページをめくる。小学六年生のときに立夏もはまった。

　今回、駿河に持ってきたのはたまたまだ。ひさしぶりに読んでみるか。その程度の気まぐれで本棚から抜き取っただけなのだ。だというのに。

　いかなる運命のいたずらか。立夏はここ駿河の地で、土方歳三に出会った。

「私の神威を奪った力……絶対にただの騎士侯じゃない」

　橘と名乗る若者の容貌。和いず泉みの守かみ兼かね定さだ。天てん然ねん理り心しん流りゆう。

　あらゆる要素が疑惑を裏づけている。ちなみに土方歳三の写真は現存していない。

　明治政府による暗殺を警戒して、彼は生涯レンズの前に立たなかったという。自分の顔が写真となって広まることを避けたのだ。

　だが、役者もつとまるような二枚目だった――。

　多くの人間がそう証言している。そして、橘征継も秀麗な顔立ちだ……。

　つい彼の顔を思い浮かべていたとき、ドアがノックされた。そういえば、皇女殿下の女官が訪ねてきたという報しらせがあった。彼もいっしょかもしれない。

　すこしどきどきしてきた。文庫本を引き出しにしまう。

「ど、どうぞ」

　立夏は澄まし顔を取りつくろった。

　だが、入ってきた者を見て、眉まゆをひそめる。黒い靄につつまれた人影だったのだ。顔も体格も判然としない。おそろしく強力な印象偽装マスキングの念導術で姿を隠しているのだろう。

　しかし、この念の強さ――。立夏はいぶかしんだ。

　上位随ずい獣じゆうレベルだった。人間の念導術師が発信できる強度ではない。

　ふつうの人間であれば、おそらく目の前にいることにすら気づかないのではないか。それほどに強い念で自分の姿を隠いん匿とくしている。だが。

「悪いな。私にその術は通じない。多少、見えにくいという程度だ」

　肩をすくめて、立夏は右手をのばした。

　デスクに立てかけておいた愛刀・鬼おに切きり安やす綱つなを鞘さやごとつかむ。立夏のように高位の《銘》を持つ者は念導術の効果をたいして受けないのだ。

「どういう手て妻づまかは知らないが、上う手まく鎮守府に入りこんだものだ。まあ、刺し客かくということであれば、この剣で応こたえるまでだが」

　鬼切の太た刀ちを抜き、立夏は立ちあがった。人影に歩みよる。輪りん郭かくが多少見えにくくても、胴を輪切りにする分には問題ない。

　しかし、この直後。いきなり人影は偽装の念を解いた。

「勇ましいお言葉ですのね。ふふふふ」

　鈴を転がすような声で微笑ほほえんでいる。目の前にいるのは乙女だった。

　それも金髪の乙女。つややかな髪は腰まで届く。そして細い。手足を握りしめれば折れてしまいそうなほど華きや奢しやだった。また何より目を惹くのはその美貌だ。

　か細く、儚はかない、妖精のごとき可か憐れんさ。肌は白磁のように白かった。

　腰こし丈だけのコートを身につけている。ファー付きで漆しつ黒こくだった。かぼそい両足をつつむのは黒のタイツで、黒ずくめだ。喪も服ふくを連想するのは女のまとう魔性の気ゆえか。

「勇猛果敢な騎士さまに請せい願がんの儀がございます。どうか妾わらわを――このエレノアを主あるじと認めて、ひざまずいてくださいませ」

「何をバカげたこと、を……」

　金髪の乙女にじっと見つめられて、立夏は慄りつ然ぜんとした。

　全身に力が入らなくなった。しかも、勝手に体が動き出す。腰をかがめ、膝ひざを屈しようとしている。視界のなかに見えるのは金髪の乙女のみ。

　このまま深く頭こうべを垂たれて、忠誠を誓う言葉をささやけば――

　秋ヶ瀬立夏は乙女のものとなってしまう。その確信が立夏に火をつけた。

「く――っ！」

　渾こん身しんの力を振りしぼり、左手で鬼切安綱の刃やいばをぐっとつかんだ。

　手のひらの皮一枚を切る。苦痛。血がしたたり落ちる。が、痛みのおかげで妖あやしい支配力がうすれていく。立夏は目の前の女を鋭くにらみつけた。

　まだ、手足に上手く力が入らない。しかし、刀を一振りするくらいなら！

「まあ。日本にも呪じゆ縛ばくが通じない騎士侯がいたなんて、意外でしたわ」

　一方、正気を取りもどした立夏へ、金髪の女は微笑ほほえみかける。

　ただし、その右手には三八口径のリボルバー拳銃がにぎられていた。銃口は立夏の頭部へ向けられている。

「女王騎士にさえ、妾の力をはねのける者はすくないというのに。そのように危険な御方、やはり始末しておくべきかしら……」

　エレノアなる魔性の女は、もてあそぶように微笑を浮かべた。

　ちっ。立夏は舌打ちした。只ただの剣けん客かくなら、銃が相手では圧倒的に不利だろう。しかし、彼女は念を操り、感じ取る騎士侯だ。

　引き金をひく寸前にこの魔女が放つ殺気を読み、かわす。

　そうしてから鋭く踏み込み、剣を繰りだせば一瞬で切り捨てられる。

　だが、今の体ではそこまでの速さで踏み込めない。そして何より魔女エレノアが立夏の目をまっすぐ見つめ、魔性の言葉を吹きこんでくる！

「もう一度お願いいたしますわ。妾の騎士に……なってくださいますわね？」

　魔女の瞳はあろうことか、黄金色に輝いていた。

　立夏は歯嚙みした。また力が抜けていく。魔女の瞳のせいだ。このままではまずい。何か反撃に転じられるきっかけがあれば！

「そこまでよ、曲くせ者もの！」

　勇ましく、そして快活な、少女の声だった。

　皇女殿下の女官・橘初音が執務室に入ってきたのだ。しかも常人には見えないはずの魔女をしっかりと見すえて、手に持っていた藍色の巻物を投げつけるおまけ付きで。

　さすが橘の血というべきか、全てを躊ちゆう躇ちよなくやってみせた。

「!?」

　魔女は顔面に投げつけられた巻物を反射的に避けた。

　機敏である。風にも折れそうな細さのくせに、獣けものめいた反射神経だった。しかし、その動きが失策だったことも事実――。

「いやあああああっ！」

　立夏は力の抜けた全身に鞭むち打うって、踏み込んだ。

　渾こん身しんの両手突き。魔女の喉のど笛ぶえを狙う。だが、さすがに弱った体ではいつもどおりにいかず、結局は魔女の左肩を貫きとおすだけで終わった。

「くぅぅっ！」

　魔女エレノアが苦痛でうめく。紅い鮮血が飛び散る――否いな。

　細身の乙女が肩から流す血は青かった。まるで霊液のようなマリンブルーだ。

「ここまでのよう、ですわね」

　くやしそうにつぶやいて、エレノアは走った。

　立夏でも初音でもなく、部屋の窓ガラスに向かって。この執務室はビルの三階だというのに、迷いなくガラスに突っ込んでいく。

　激突の瞬間、立夏は見た。かぼそい魔女の体が『黒い犬』に変身するのを。

　それも逞たくましい狩猟犬だ。そして、犬と化したまま魔女エレノアはガラスを突き破り、空中へ飛び出していく。

「あ、あの女はどうなった……？」

　全身がぐったりとして、立夏はもう上手く動けない。

　それでもよろよろと窓の方へ歩みよる。初音がそばに来て、支えてくれた。

「い、行っちゃいましたね……」

　窓から地上を眺めて、呆然と初音がささやく。

　鎮守府の芝生を黒い狩猟犬が風のように疾走し、全力で逃げていくところだった。しかも、その途中でふたたび変身し――今度はカラスになった。

　ばさっと翼をはばたかせて、漆黒の鳥が空へと舞いあがる。

　ゆったりとした飛翔で去っていく。その後ろ姿は不吉の兆きざしそのものだった。




「でも、立夏さまが勘ちがいされるのもわかります」

　駿河鎮守府の駐車場を歩きながら、志緒理は言った。

　ここまで運転手をつとめた征継も皇女の隣にいる。和泉守兼定を腰に下げ、今度は騎士としてはたらく番だった。

「東海道は徳とく川がわ家いえ康やす公こうゆかりの土地。徳川幕府に最後まで侍さむらいとして仕つかえ、のちに皇家の守護者となった土方歳三は特別な英雄のひとりなのです。それに」

　志緒理はちらりと征継の顔を見た。

「征継さまの正体、わたくしも実は土方公ではないかとすこし疑っていました。もしかしたら、おじいさまは皇家ゆかりの英雄を遣つかわしてくれたのかもと思って。……伝え聞く土方公のお顔立ち、征継さまと似ていましたから」

「なるほど」

「ただ、我が家で秘蔵していた和泉守兼定が何の反応も示さないので、ちがうようだと考えをあらためましたが」

　征継は納得した。役者のような二枚目だったという土方歳三。志緒理も立夏もそれで橘征継の顔つきを気にしていたのだ。

「ところで征継さま。自動車の運転……お上手ではなかったのですね」

「恐縮です。正直、四輪のあつかいは苦手なのです」

「初音が見つかったら、帰りは彼女にまかせましょう……」

　橘征継には、ついスピードを出しすぎるという悪あく癖へきがある。

　その運転の危険さ、身をもって体験した志緒理はだいぶ憔しよう悴すいしていた。

　鎮守府のある高台を登る際はうねうねした峠道を走るのだが、その間、皇女はカーブから飛び出す恐怖と悲鳴を必死に押し殺していた（ちなみに、下りではそれを凌りよう駕がする恐怖体験で、今度こそ志緒理を絶叫させる自信が征継にはある）。

　こんな話をするうちに、城代の執務室があるビルへ近づいてきた。

　そして、ふたりは知るのだ。秋ヶ瀬立夏が謎めいた侵入者に襲撃されて、初音が助すけ太だ刀ちしたという一幕のことを。




　執務室のあるビルの外で、征継は橘一族の少女と向き合っていた。

「……こんな感じで、その変身女をどうにかたたき出したの」

　珍しく元気のない口調で、初音が一部始終を報告する。

　自分の見たことが現実かどうか、わからない。半信半疑という顔つきだ。狐に化かされた感覚なのだろう。

「まあ、死人が甦よみがえって徘はい徊かいする時代だ。変身する魔女がいてもおかしくはないが」

「お兄さま。初音、そんな人がいるなんて聞いたことないわ。念導術も印象をごまかすくらいが限界だって話だし」

　ビルの前には兵士たちが人だかりを作っている。

　そして、ストレッチャーに乗せられた秋ヶ瀬立夏が入り口から運び出されてきた。何人かがつきそっている。医療兵と、そして志緒理だった。立夏の容態を見に行ったのだ。

「征継さま！」

　いきなり名を呼ばれたので、皇女と立夏の方へ早足で急ぐ。

「立夏さまが折り入って、お願いがあるそうです」

「俺に？」

　そばへ来るなり志緒理に言われて、征継は首をかしげた。

　一方、ストレッチャーの上に力なく横たわりながらも、立夏は笑ってみせる。強がって唇の端を曲げただけだが、彼女の剛胆さがうかがえた。

「……ご覧のとおり不覚を取りました。正直、今すぐに持ち直せる自信がない」

　声にも張りがない。しかし、まっすぐ征継を見つめている。

「ひじ――いえ、橘どの。しばらく私に代わって、駿河の守備をおまかせしたい。皇女殿下の了解はもういただいております」

　素性もわからない謎の金髪女。しかし、まずまちがいなく維新同盟の関係者だろう。

　城代が人じん事じ不ふ省せいに陥おちいった今こそ、鎮守府を攻略する最大の好機だ。征継は言った。

「志緒理殿下がお受けあそばしたことなら、俺に異論があるはずもない。秋ヶ瀬どのの代役、つつしんでお引き受けしよう」

　立夏は「かたじけない」とつぶやき、両目を閉ざした。

　眠ったのだ。そして、思いがけず城代の代役を引き受けた橘征継。だが、実のところ一騎のレギオンすら召集できない身だ。

　はたして、このありさまで敵に対抗できるのか――。

　征継は肩をすくめた。こればかりはやってみないとわからない。やる前に気をもんでも意味のないことだった。
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　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが昏こん倒とうしたとき、時刻は一六時〇四分。

　その二時間後――。駿する河が鎮ちん守じゆ府ふに、ある報しらせがもたらされた。周辺へ哨しよう戒かいに出ていた翼竜の一匹が『敵』を発見したと。

　午後六時過ぎ。すでに陽ひは沈み、夜となりつつある。

　秋の夜闇のなか、敵レギオン約二〇〇騎は駿河へ接近中なのだという。

　富士鎮守府より出陣し、霊液を消耗しないよう低速で飛行し、駿河湾上を移動。ただし、敵といってもクルセイドではない。

　皇国日本が誇る青きレギオン・神かむ威いの軍団だった。

　畿き内ない将しよう家けと英国軍の共同体である維新同盟。彼らとの戦いである以上、いつかは神威同士で殺し合う日が来るはずではあった。

　そして、それはまさしく今夜だったのだ。

　駿河鎮守府の中ちゆう枢すうである護ご国こく塔とう。橘たちばな初はつ音ねはその一階ホールにいた。ここでは東海道州軍の軍人たちがせわしなく、しかし、それだけ必死に敵襲へそなえようとしている。

　初音は邪魔にならないよう、ひとり隅っこで立ち尽くしていた。

　これがパーティーなら『壁の花』ともいえる。だが、今は真ま逆ぎやくの状況だ。

「内乱……同じ国の人間同士が戦っているのだものね」

　初音はため息をこぼした。柄がらにもなく気持ちが沈んでいる。

　天下統一を志こころざす大名たちが覇を競った――といえば華々しいが、実際は日本人同士が血で血を洗う内乱に明けくれた戦国時代。あるいは、維新の志士たちが新時代を切り拓ひらくべく奮闘した――という看板をはずせば、やはり凄惨な内乱の時代であった幕末の頃。

　そうした時代がふたたび到来するのかもしれない。

「お兄さまと姫様、大丈夫かしら……？」

　皇こう女じよと騎き士し侯こうの関係者、しかも城じよう代だいを救った功労者でもある初音。

　そのおかげか誰にもとがめられず、堂々――はしてないが、ちゃっかりとホールに居場所を確保していた。正直ありがたい。

　ここにいれば、戦闘の模様をつぶさに把握できる。

　橘一族のお兄さまがいかに戦うか、そして彼の安否をリアルタイムで確認できる。

「正直、暗い材料ばっかりだけど。がんばって、お兄さま……！」

　本来なら共闘するはずの騎士侯・秋ヶ瀬立夏は意識不明。

　鎮守府の守り手である念導神格イフリートと精霊は、やはり調子がおかしいままらしい。

　そして、最後の希望である橘征まさ継つぐは主あるじの志し緒お理りとともに、妙にあわただしい様子で塔の地下へ降りてしまった。まだもどってこない。

　不安を押し殺しつつ、初音は戦いのはじまりを静かに待っていた。




「い、いかがでしょう？」

「やはり……ここの水は俺の体に合わないようです」

　駿河鎮守府の地下、水すい霊れい殿でん。奥の沐もく浴よく所じよに征継はいた。

　志緒理もいっしょだ。円形のプールにも似た霊液槽をマリンブルーの人造霊液が満たしている。中央部分は噴水になっていて、青い液体を噴きあげていた。

　征継はこのなかでひとり、霊液槽につかっている。

　対して付き添い兼指南役の志緒理は外にいて、こちらに背を向けていた。

「合わないとおっしゃいますと？」

「ここにある霊液とやらが俺の体と魂たましいに染みいり、補給が完了するという話でしたが。残念ながら取りこめている様子がない」

「まあ……」

　熱心に報告を聞きながらも、志緒理はかたくなに霊液槽の方を見ない。

　ずっと背を向けたままだ。理由は征継の格好にあった。全裸なのだ。沐浴するのに服は邪魔だと、霊液槽のそばですばやく脱ぎちらかした。

　すると、志緒理は顔を真っ赤にして、背中を向けたのである。

　見られる以外に『見る』ことにも免めん疫えきがないようだ。ちなみに、皇女の方は今までどおり制服を着たままだった。

「ところで姫。高貴な育ちの女性は着替えを侍女に手伝わせることがふつうで、そのため人前で肌をさらすことに抵抗を覚えない……という話を以前、耳にしました。姫に関しては当てはまらないようですが、なぜでしょう？」

「そ、そんなの、一〇〇年近く昔の話ですっ！」

　ふと疑問をぶつけてみたら、叱しつ責せき同然の勢いで言葉が返ってきた。

「皇こう家けの者といえども現代人がひとりで着替えもできなかったら、ふつうの生活もままなりませんっ。セクハラみたいな質問、なさらないでください！」

「失礼いたしました」

「それより征継さま。霊液の補給がまったくできないのですか？」

「はい。ただ……ここに来た甲か斐い、すこしはあったようです」

　つぶやいた直後、征継の全身が淡く輝いた。

　駿河の水霊殿との間に《鎮守の契約》が成立したのだ。これで本拠地のアドバンテージを利用できる。鎮守府近隣では一切の制限なくレギオンの召集が可能となり、戦死した配下も短時間で復活する……。

　とはいえ。一騎の神威も持たない征継には、あまり意味がないとも言える。

「契約はできるのに、霊液の補給はできないなんて――」

　志緒理が怪け訝げんそうにささやいた。だが、それでも彼女はあきらめていない。征継に背を向けながらも考えこみ、二〇秒ほどで結論を出して、決然と言った。

「仕方がありません。原因を教えていただきます」

「教えてもらう？　一体、誰に？」

「おじいさまに、です。実は……さきほど立夏さまを襲ったという魔女の素性に心当たりがございます。たぶん、わたくしと同じです」

　同じ？　驚く征継の方へ、皇女はゆっくりと振りかえる。

　ついに視線が合う。だが征継の裸を前にしても、志緒理はもう狼ろう狽ばいしない。

　霊液につかっているため上半身しか見えないことと、そして、この件はそれだけ真剣さを要する――深刻な話題だから、なのだろう。

「聖獣に巫み女ことして嫁とつぎ、妻となった姫を祖先とする王族の女たち……。つまり、聖獣の血を引く娘や孫娘たちです」

「初音の見た魔女が姫と同じ王族であると？」

「はい。わたくしたちは父祖である聖獣に祈りを捧げて、願いをかなえていただくことが可能です。ふつうはレギオンや《銘めい》の下か賜しなど、国の大事にかかわる願いだけを祈き念ねんするのですが……わたくしにかぎって言えば」

　志緒理は自らの髪の毛、輝くプラチナブロンドを軽くさわった。

「もうすこし気軽に、個人的なおねだりも実はできます。龍の血がほかの姫より濃いので、おじいさまと交信しやすいようです。たぶん変身するという魔女も同じ――いえ。わたくしよりも、さらに血が濃い姫なのでしょう」

　昨日、彼女は言っていた。天てん龍りゆう公こうから橘征継を授かったと。

　聖獣との縁が深いということは、それだけ神秘と近しいという意味なのだ。

「征継さまはそちらを出て、わたくしの前に来てください。……も、もちろん、もうすこし節度ある格好になってからですけどっ」

　最後にちょっとだけあわててから、ふたたび志緒理はそっぽを向いた。

　征継は霊液槽を出て、タオルを腰に巻く。あらわになった裸は細身で、筋肉自慢の巨漢ではない。しかし、十分以上に鍛え抜かれていた。ほとんど贅ぜい肉にくのない、試合前のボクサーにも似た体つきなのだ。

　――かくして、ふたりは正面から向き合った。

　征継は霊液槽の縁へりに腰を下ろし、頭を低くした。すると志緒理は右手をのばし、記憶のない復活者リザレクトの額ひたいにそっとふれる。

　次の瞬間、龍の血を引く少女の両目が一瞬だけ青く輝いた。

「……答えをいただきました」

　厳げん粛しゆくなささやき声だった。当然だ。これは神しん託たくを告げる巫女の声なのだ。

「霊液は体だけでなく魂とも結びつくことで、はじめて神秘の力を発現させる……。でも、征継さまは名前と記憶を失っておられる……」

　志緒理の顔から表情が消え、人形さながらの無機質な美を宿していた。

「それは魂の一部が欠けているも同じ。底の抜けた器うつわ。壊れた魂で霊液を受け入れることはできない……。ゆえにレギオンたちの糧かてを確保できない……」

　記憶喪失がこんなところで問題になるとは。征継は眉まゆをひそめた。

　また、ここで気づいた。表情の消えた志緒理の全身から――何かが抜け出ている。念を感じ取る騎士侯の勘が悟らせてくれた。

「征継さまがレギオンを具現化できない理由。わたくしの見立てどおり……やはり霊液のたくわえがないため。この際です。失われた記憶の復活も……祈願してみましょう。かなうかどうかは、試してみないとわかりませんが……」

　記憶の復活。そんなことが祈念できたのか。征継は首をかしげた。

　ならば、なぜ今まで試さなかったと。そして皇女の体から何かが抜け出ていく勢い――いきなり強くなった。これはもしや……。

「征継さま。目を閉じてください」

　いぶかしみつつも、指示にしたがう。

　すると両目をつぶったはずなのに、景色が見えてきた。

　どこかの教室だ。授業中ではないが、臨りん済ざい高校の生徒たちが大勢いる。学園祭実行委員会の会議中なのだ。景色が切りかわる。今度こそ授業中の教室。次は男子寮の自室。征継が泰たい世せいといっしょに下校している放課後の様子……。

　いつもの暮らしが次々と、走そう馬ま燈とうのように浮かびあがってきた。

　この二年間の記憶だ。最近の出来事からはじまって、過去へ巻きもどっていく。一カ月前。二カ月前。三カ月前。一年前。一年半前。

　そして二年前。記憶喪失後、はじめて意識を取りもどしたときへ。

　どこかの家で布団に寝ていた。橘一族の誰かがそばにいて、めざめた自分にあれこれと声をかけてくれた。この数日後、駿河に来たのだ。

　これより以前のこと、征継は知らない。しかし、記憶遡そ行こうは止まらない。

　――どこかの山中にいる。洞穴のなかだ。外は雨が降っている。

　甦よみがえったばかりで裸の征継の前には、美少女がいた。

　プラチナブロンドの美貌はまちがいなく志緒理のもの。だが、今より二年分ほど幼い。このとき一四歳。当時、彼女は留学中だったはず。

　すると、ここは東方ローマの領内か。あるいは日本に一時帰国中なのか。

　ともあれ、『わたくしの騎士になっていただきたいのです』。皇女の頼みに、征継は鷹おう揚ようにうなずいていた。

『この世に呼んでくれた謝礼分くらいは、働いてみるのもいいかもしれん』などと。

　しかし、そのあとですぐに意識を失い――

　またも景色が変わった。

　広大な草原のまっただなかにいた。視界内に建造物はない。遥はるか彼方かなたは地平線だ。

　日本の景色ではない、気がする。だが、日本のどこかにこういう景色があったのかもしれない。なにしろ現代ではなく、過去の風景なのだ。

　征継……否いな。まだ、その名を得る前だ。前世の己がそこにいた。

　馬を駆っている。断じて名馬の類たぐいではない。貧相で見み栄ばえは悪い。だが、よく走る。今も草原を粘り強く疾走中だ。なによりタフなのがいい。

　乾ききった荒野でもまばらに生えた草を食はみ、夜よ露つゆをすすって走りつづける。

　そして、千里を走破する。貧相でもおそろしく強きよう靱じんで、強健だ。

　いくさに強いのはこういう馬なのだ。また、乗り手である己も刀をたずさえ、弓と矢筒を鞍くらにかけて、乏とぼしい食糧を軍団中で分け合いながら戦場へと急ぐ。配下の兵たちも皆、似たような瘦やせ馬に乗っている。

　敵は……何者だろう？　己は何ど処この国で何者と戦っていたのだろう？

　そして、俺の名前はなんだったのか。

　もうすぐ答えが出るかもしれないという、そのとき。

　征継は目を開けて、祖父・天龍公の力を借りていた皇女へ告げた。

「そこまでです。姫……あなたの命、これ以上削けずる必要はない」

「えっ？」

　その瞬間、無表情だった志緒理の顔にとまどいが浮かんだ。

　ばれてないと思っていたのだろう。しかし、今まさに征継は見抜いた。

「世界の在あり方を変えるほどに、聖獣たちの力はすさまじい。そんなものを使ってくれと頼む以上、相応の代償を支払わなければ、収支が合わない」

「征継さま……」

「代償はあなた方、王族の命と見ましたが――いかに？」

「…………」

　志緒理は無言でうつむいた。沈黙がなによりの肯こう定ていであった。

　今、皇女と征継は水霊殿の沐浴所にいる。もどってきたのだ。何処とも知れない時代の草原から一九九八年、二〇世紀末の駿河鎮守府へ。

　この秘儀のはじまりと共に、志緒理の体から抜け出ていたもの。

　生命力、命そのもの、生きる力。そのようなものだと気づけたのは、誰より死を身近に感じつつ生きてきた武人ゆえの直感、だろうか。

「あなたはもう、俺を甦らせるために相応の代償を払ったはずだ」

「正確にはわかりませんが……わたくしの寿命は五年か一〇年、あるいは二〇年――それなりに縮んだと思います。でも、いいんです」

　志緒理は毅き然ぜんと顔を上げた。

「聖獣の血を引く娘は――極端なんです。すごく短命か、逆にものすごく長生きか。おじいさまの血が濃いのだから、わたくしはきっと長生きの方だと思います。それに」

　ツンと澄まし顔を作って、姫君はさらに強がってみせる。

「女じよ皇おう陛へい下かとその取りまきにいじめられながら、肩身を狭くして長生きするより……太く短くで、花火のようにパッと燃え尽きる生き様の方がかっこいいはずです」

「だとしても、代償は十分だ」

　強がる志緒理を可愛く思いながら、征継は言う。

「あなたが俺を手に入れるため削った命……その分、俺の命を姫のために使おう」

　ひとりの将として、主君へ告げる約やく定じようの言葉であった。

　志緒理はハッとした顔になり、征継をまっすぐに見つめかえした。
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　征まさ継つぐは志し緒お理りを連れて、沐もく浴よく所じよを出た。広壮なマリンブルーの貯水池が目の前に広がる。全て人造霊液だ。本来の意味での水すい霊れい殿でんであった。

　青い貯水池の水上には、編み目のように通路がはりめぐらされている。

　この路みちを歩いて、征継は水霊殿のほぼ中央までやってきた。

　志緒理もうしろについてくる。さっき約束の言葉をささやいて以来、彼女はずっと無言だった。なぜかそわそわと恥ずかしそうにしている。

　征継は濡れた体を拭ふき、ふたたび制服を着たので、格好のせいではないはずだが。

「あ、あの、征継さま……ありがとうございます」

　おずおずと志緒理は言った。

「身を削けずるのを止めていただいたのみならず、あのようなお言葉まで……」

「礼は早いでしょう。姫に仕つかえるための力があると、俺はまだお見せしていない」

「いいんです。征継さまがこの後もレギオンを得ることができなかったとしても、すごくうれしい――わたくしにとって価値ある一言でした」

　ようやく志緒理は朗ほがらかに笑った。

　真正面から礼を言うのがこそばゆくて、恥ずかしがっていたのだ。

「あなたにお会いできたこと、心からよかったと思います」

　もしかしたら、はじめての瞬間だったのかもしれない。

　ずっと『レガトゥス･レギオニス』を求めてきた彼女が橘たちばな征継の能力を抜きにして、その人となり自体に好意を覚えた――。

　そんな皇こう女じよに目を細めてから、征継は念を高めた。

「ご覧ください、姫」

　水霊殿はおそろしく広いうえに天井も高い。広壮な聖域だ。おかげで内に秘めている莫ばく大だいな念も一気に解き放てる。ゴウゥゥゥゥゥッ！

　突風が巻き起こった。征継の体を中心にして、竜巻のように。

「きゃあっ」

　すぐそばにいた志緒理が小さく悲鳴をあげた。

　今の風こそが征継の念だった。念には色も形もない。しかし、きわめて強大な念ねん波ぱはこのような形で存在を周囲に示せるのだ。

　突風は水霊殿の隅々にまで届いていった。そして征継は思い描く。

　己に仕える有翼巨兵の軍団が集結するイメージを。すると広壮な水霊殿のなかに、赤紫の神かむ威いが――いきなり出現した。昨日、〝兼かね定さだ〟と名付けた連中だ。

　全長八メートル弱。銃じゆう槍そうをたずさえる兵士たち。しかも一騎だけではない。

　今、おびただしい数の兼定たちが水霊殿を埋め尽くしている。

「さきほどの姫の祈り。あれのおかげで、俺はすこしだけ過去を見ることができた。その成果でしょう。ここまではできるようになりました」

「でも……征継さま。これでは何の解決にもなりません」

　悲しげに志緒理がささやく。

　水霊殿のなかに現れた兼定たちはうっすらと透けていた。霊体なのだ。

　数は一千騎にやや満たない程度。だが、いくら水霊殿が広いといっても、これだけの軍勢が本当なら入りきるはずない。一千の兼定たちはおたがいに重なり合うことでスペースを節約していた。幻も同然の霊体だからこそ、可能なことだ。

　彼らはあくまで出現しただけ。具現化を果たしてはいない。

「やはり、レギオンたちが実体を得て動き出すには――霊液が必要なのです」

「そこもどうにかしてみましょう」

「えっ!?」

　驚く皇女殿下へ、征継はフッと微笑を向けた。いつものかすかな頰ほおのゆるみではない。珍しく自然な笑みだった。

　志緒理とのやりとりで、心がいつもより和やわらいだのかもしれない。

「神のごとき聖獣たちにも肉親への情がある。だとすれば、おもしろい話です」

「どういう……意味でしょう？」

「完全なる復活者リザレクトを授けるより、記憶のない欠けつ陥かん品ひんを遣つかわす方が――あなたの削る命はすくなくて済む。そして、何千人といる過去の武将から、わざわざ俺を選んだ理由……俺なら、記憶が欠けたままでも戦えると踏んだのでしょう」

「おじいさまが？」

　よほど予想外だったのだろう。志緒理は啞あ然ぜんとしていた。

「わたくしのために征継さまを選んで、あえて記憶を奪ったと――？」

「確証はありませんが、ありえる話です。俺が前世とやらで仕えた主君……どうも有能とは言いがたい者だったらしい。それか、俺に恨みでも抱いていたのか」

　征継は肩をすくめた。あいかわらず記憶はない。

　だが、今は己の得え手て不ふ得え手て、己がいかなる将かを把握できていた。

「いくさに赴おもむくときは糧りよう食しよくも軍資金もたいして渡されないまま、毎回あわただしく旅立っていた気がします。その程度の用意で幾千里を越えて遠征し、戦いに臨のぞむのです」

「まあ」

「おかげで妙にしぶとくなりました。俺の兵たちは泥水を飲んで渇かわきに耐え、馬たちと貧しい食事を分け合いながら先に進み、勝利を重ねる――精兵になった」

「…………」

「まあ、お上品とは言えない軍団でした。往ゆく先々で水と食糧を奪うことも多かった。いよいよというときは相棒である馬たちの肉を喰くらい、その血をすすって力に変えた」

「征継さま。前世のあなたはおそらく」

　志緒理は言った。今の昔語りが歴史か何かの知識と結びついたらしい。

「騎馬の軍団をひきいる長おさであられたのでは……ないですか？」

「わかりますか。さすがです。そして、そのような武将である俺の武ぶ勲くんは――」

　武勲。かつてなしとげた戦闘にまつわる偉業を再現する能力。

　和いず泉みの守かみ兼かね定さだは配下の全レギオンに刀をあたえ、天てん然ねん理り心しん流りゆうを駆使させる。秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは鬼殺しの宝刀・鬼おに切きり安やす綱つなの武勲で、レギオンをも切り捨てるという。

　それらの《銘めい》と同様、復活者リザレクトはいにしえの武名が人間として甦った存在。

　うわさに聞くカエサル公も、橘征継も、いくつかの武勲を使いこなせる道理だった。

「霊液のたくわえが尽きたあとでも、レギオンどもを動かす術じゆつです」

「征継さま……！」

「ただ、残念ながら俺ひとりでは使えない。必ず協力者が必要となる。姫、それをあなたにお願いしたい」

「もちろん、かまいません！　わたくし、なんでもいたします！」

　喜色もあらわに請うけ合う主君へ、征継はかぶりを振った。

「いえ。前に申し上げたとおり、俺は無理強じいがきらいな男です。おいやであれば、いつでも払いのけていただきたい」

「え……っ？　征継さま？　きゃああっ!?」

　征継は断りもなく、きょとんとした志緒理を両腕で抱きかかえた。

　それから皇女殿下のかぼそい肢体をやさしく水霊殿の通路上に横たえさせて、征継自身もその上に「御免」とおおいかぶさったのである。

　二日前、落ちてくる神威から彼女を救ったときと同じ体勢であった。

　顔と顔が近い。あと二〇センチほど距離を縮めれば、たやすく皇女の唇を奪える。

　たがいの吐息を感じ取れる近さで、征継はささやいた。

「霊液を補給するための水霊殿が存在しない土地での戦闘中、霊液が尽きた。そういうときにどうすればいいか？　答えはかんたんです」

　水霊殿を埋め尽くしていた、兼定たち一千騎――。

　この大軍の幻が一瞬にして消え失せた。代わりに青い光の玉が数え切れないほど現れて、幻想的な輝きで水霊殿を照らす。ちょうど水辺を飛ぶ蛍ほたるなどと同じ程度の大きさだ。

　これこそ《霊れい血けつ奪だつ取しゆ》の武勲が発動したという証あかしであった。

「まだ余裕のある者から、霊液を分けてもらえばいい。それだけの話です」

「もしくは、持っている者から奪い取るか……」

　征継に押し倒されながら、志緒理はささやく。

　どきどきした面おも持もちで、征継の顔を下から見あげている。聡そう明めいな彼女はこの武勲の要よう訣けつをすでに悟ってしまったようだ。

「たしかにそうです……。霊液が魂たましいと結びつくことで神秘力を発現させるのなら、すでにほかの誰かが取りこんだ霊液を分けてもらえば――」

「何の問題もありません。そうなると、協力を要請すべき相手は」

「は、配下のレギオンを養うため、心身に霊液をたくわえている騎き士し侯こうか……」

「その血から霊液を生み出せるという、王族の女性です」

　婚姻の契ちぎりを交わした夫と、はじめての夜を共にする。

　そうした新にい妻づまにも相通じる雰囲気、清純な色いろ香かとでもいうべき何かが今の志緒理からは匂におい立つように感じられた。

　それを微笑ましく思いながら、征継はささやきかける。

「姫。あなたの体に流れる聖獣の力、分けていただきたい」

「も……もちろんかまいません。で、でも。どうしてこんな体勢になるのですか？　霊液をお分けするだけなら、べつにこうして共とも寝ねしなくとも――」

「俺が必要とするものは、あなたの肌の下を流れています」

　征継は皇女の頰に手を添わせた。

　びくっ！　身を震わせて、志緒理が緊張してしまう。そんな彼女へ『フッ』と自然に微笑みかけて、征継は緊張をほぐそうとした。

　不思議だった。苦手だった笑顔がすこし前から自然と出てくる。

「その感触をたしかめて、血のぬくもりを感じ取る。そうして、あなたのぬくもりを俺の体に移し、奪い取り、戦うための糧かてとする……。そういう仕組みなのです」

「つまり、ふたりで肌を合わせると!?」

　愕がく然ぜんとする志緒理へ、征継はあっさりと言う。

「おいやなら、今すぐに取りやめます」

「と、とんでもありませんっ。征継さまの御力になれることがいやだなんて、絶対にありえませんっ。で、でも、あまりに距離が近すぎて！」

「もしご不快であれば、やはり――」

「そんなこと……ございません。わ、わたくし、その、征継さまのことを少々困った方だとは思います。でも、不思議な魅力のある御方だとも感じていますし……」

　皇女の体から急に力が抜けた。緊張がやわらいできたのだ。

　そして、秘め事のように小声でささやく。

「征継さまがこんな近くにいらして、どきどきはしておりますが……」

「たしかに、お顔がずいぶんと熱くなられている」

「し、仕方ないじゃありませんか！」

　征継に組みしかれながら、志緒理は羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして言う。

　尚なお、征継はそんな彼女の頰にさっきから手でふれたまま。ぶしつけに皇女殿下の顔の熱さを我が手でたしかめていた。

「こんなふうにされたこと、初めてですし……」

「よろしければ姫。もうすこし準備をととのえていただきたく存じます」

　志緒理はわずかに目をそらそうとした。

　そんな彼女の美貌をまっすぐにのぞきこむ。すると、羞恥で打ちふるえつつも皇女殿下はこくりとうなずき、ゆっくり上体を起こそうとする。

　邪魔になってはいけない。征継もいっしょに身を起こした。

　そして、志緒理はボタンに手をかける。

　臨りん済ざい高校の制服――。そのブラウスのボタンに手をかけて、ひとつひとつゆっくりと外していき、上半身をはだけさせた。両腕を袖そでから抜いてしまう。

　いまや彼女はブラウスを肩に引っかけただけ。

　上半身はブラジャーのみという格好だった。柔やわ肌はだの白さがよくわかる。

　すこし前に水着姿で目まの当たりにした、奔ほん放ぽうなほどに発育した肢体のみごとさも。

「姫」

「征継さま！」

　ふたたび志緒理を抱きしめ、押し倒した瞬間、彼女はしがみついてきた。

　不安と恥ずかしさを押し殺すため。そして、興奮と熱情がついに深しん窓そう育ちの奥ゆかしさを蹴散らしたため、だろう。

　そんな志緒理の首筋へ、征継は顔をうずめた。

「手も、お顔も、とても冷たいのですね……。氷のようです」

「霊液もないのに兵を呼ぼうとしたからです。だから姫、俺にはあなたが必要だ」

「は、はい！」

　征継の背に、志緒理は両手を回してくれた。

　密着がさらに『ぎゅっ』と強くなる。冷え切った征継にとって、志緒理の柔肌は熱いほどであった。身につけた黒い学ラン越しに、彼女のぬくもりが伝わってくる。

　これだけでもかなりの心地よさだ。しかし、まだ足りない。

　志緒理の首筋に顔をうずめていた征継。その熱い柔肌に唇を押しつける。

　吸いつき、さらに舌を這はわす。

「あ――」

　皇女があえいだ。今、まさに吸われたからだ。

　そのたおやかな肢体に宿る熱を。柔肌の下を流れる血――天龍公より受け継いだ、霊液の素材となる貴き血のぬくもりを。

　征継はそのまま、志緒理の白い首筋とうなじに唇を這わせる。

　かぐわしい乙女の素肌に吸いつき、舐なめあげ、軽く歯を立てさえした。

　なつかしい。戦場往おう来らいの日々をかすかに思い出す。あの頃、渇きと飢えに耐えかねて愛馬の血をすするとき、馬たちの頸くびを軽く短刀で切った。

　流れ出てくる血液を直じかに吸い、味わい、ごくりと飲み干すのだ。

　その血の熱さは弱った五体と魂に染みわたり、戦うための糧となってくれた。それとほとんど同じやり方で、征継は志緒理の柔肌に吸いついている。

「ん……ああっ」

　わずかに志緒理の声が大きくなった。

　肌のぬくもりをなかば無理矢理に奪われ、しかし、それが征継の心身とひとつに溶け合ったことを感じ取り、得も言われぬ恍こう惚こつと一体感を味わっているのだろう。

　嗚お咽えつと似ているくせに、どこか陶然とした声だった。

「征継……さま。んんんっ」

　白い首筋、うなじ、肩口――絹のようになめらかな彼女の素肌へ、征継は休みなく唇を這わせた。肢体のやわらかさを存分に感じ取りながら、血のぬくもりを奪っていく。

　そんななか、志緒理が不意にささやいた。

「まだ、こんなに冷えてらっしゃいます……」

　征継に肌と熱を吸われながら、征継の頰や首筋をやさしく撫なでてくれる。

　黒い学ランで隠されていない部位――こめかみ、後頭部、さらには征継の手などもゆっくり、あたためるようにさすってくれた。

　手のひらから、すこしでも熱が伝わるようにという配慮なのだ。

　そうする間もふたりはずっと密着している。皇女のふくよかな胸のふくらみは、征継の体の下でぎゅっと押しつぶされていた。

「姫……」

　途中で一度だけ、征継は唇を皇女の肌から放した。

　ほんのすこしの中断。ふたりの視線がたがいを見つめようと絡からみ合う。

　その瞬間、ふと征継は感じた。今、志緒理の唇に己の唇を近づければ、きっと受け入れてもらえるという確信を。

　美しい彼女の唇をふさぎ、あっさりと接せつ吻ぷんできるはずだった。

　しかし、やらない。そんなことはもうすこしだけ、心が近づいてからでいい。

　そのときはたぶん、志緒理は自然と求めてくる。自分も愛いとおしさにまかせて、心ゆくまで彼女を愛することができる。あえて今、口づけを交わす必要はない。

　あらためて、皇女殿下と見つめ合う。

　征継はふたたび白い首筋に顔をうずめて、唇を這わす。

　志緒理もその不作法をやさしく受け入れてくれた。自然と征継の手をつかみとり、ぎゅっと握りしめてくれる。ふたりの手と手がかたく結ばれる。

「んん――んんんんんんんんんっ！」

　ついに志緒理は声にならない声で叫んだ。

　征継との間に生じていた一体感が最高潮に高まったのだ。

　そして「あ……」と意識を失い、征継に組みしかれながら皇女殿下は失神した。貧血に似た症状なのだろう。これ以上は彼女の体が保もたない。

　このあたりで止めるべきだった。征継は身を起こした。

　全身が燃えるように熱くなっていた。女主人から受け取った血のぬくもり――霊液のエッセンスが征継の血にも宿り、解放の時を待っているのだ。

「しばらくはこれでしのげるか……」

　結局はイレギュラーなやり方だ。ふつうに補給する方が多くの霊液を得られる。

　しかし、今はこれでどうにか工夫するしかない。征継はうなずいて、失神するまで堪こらえてくれた志緒理の頰をやさしく撫でた。
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　結局、皇こう女じよ殿下は二分ほどで目を覚ました。青い人造霊液の貯水池。その通路上で失神していたことに気づき、ハッと身を起こす。

　征まさ継つぐはすぐそばにすわりこみ、志し緒お理りを見守っていた。

　尚なお、彼女が上半身にまとう衣類はブラジャーのみ。脱いだブラウスは征継が自分の学ランと重ねて、眠れる姫君の上にかけてある。

「し、失礼いたしました」

　寝姿を見られたことを恥ずかしがり、志緒理がうつむいた。

　それから制服のブラウスにそそくさと袖そでを通し、羞しゆう恥ちのせいで指先を震わせながらもボタンをしっかりと留めて、身支度をととのえていく。

「こんなところ……あまり見ないでください。は、恥ずかしいです」

「申し訳ありません。なつかしく感じられたもので、つい」

「なつかしい？」

「はい。おそらく昔の俺は女性と睦むつみ合ったあと、こうして彼女たちの――」

「まままま征継さま！　そういうこと、わたくしの前で口にするのを禁止します！」

　そのような会話の最中だった。りんと音が鳴った。

　志緒理のそばに管くだ狐ぎつねが『ぱっ』と現れる。報しらせを持ってきたのだ。

「富士鎮ちん守じゆ府ふより出陣した敵レギオン――神かむ威い二〇〇騎が到来……。地上ではすでに念ねん障しよう壁へきを展開して、敵襲にそなえているそうです！」

「二〇〇騎……騎き士し侯こうはひとりですか？」

「いえ。物見の翼竜が畿き内ない将しよう家けの騎士侯を四名、確認しているそうです」

「四名も」

「でも征継さま。さきほどの補給でどの程度レギオンを呼べるのでしょう？」

　無表情のまま征継がうなずくと、心配そうに志緒理は言った。

　さすがに鋭い。あの方法が結局のところ〝緊急手段〟であることに気づいている。仕つかえる主君の聡そう明めいさをよろこびながら、征継は正直に語る。

「一〇〇騎ほどでしょうか。敵軍の半分というところです」

　橘征継の騎き力りよく――本来は一〇〇〇前後あるのだろう。

　しかし、得られた霊液がすくない。今、動かせるのは一〇二騎というところか。

「そうですか……。申し訳ありません」

「なぜ、姫があやまられるのです？」

「前世と同じく、今の世でも苦しい戦いを強しいることになってしまいました」

「この程度、気にされずとも結構です。そういうお言葉は五倍、一〇倍の敵にかこまれたときのため取っておくべきだ」

　冗談と共に征継は微笑した。ただし、さっきまでの自然な笑みではない。

　頰ほおはかすかにゆるんだだけだった。皇女との親密なひとときが終わり、心の和やわらぎがうすれたせいだろうか。

　そんな征継を案じて、志緒理は訴える。

「この鎮守府の念導神格イフリートはいまだにおかしいままです。昨日のように念障壁があっさり崩されるのでは、城壁に穴が開いているも同然ですし――」

「かまいません。敵がその穴につけこむつもりなら、かえって話が早い」

「えっ？」

「穴のなかに罠わなを仕掛けておけばいいだけです。崩れた城壁の類たぐいにも使い途みちはある」

　驚く女主人に、征継は淡々と請うけ合った。

「姫。あなたは俺に敵軍の殲せん滅めつだけを指示すればいい」




　駿する河が市し東部の丘陵地帯に、駿河鎮守府は位置している。

　この要よう塞さいのまわりで、大気がゆらゆらと陽炎かげろうのようにゆらめいている。

　念障壁だった。その内部の鎮守府上空には、青き巨竜の幻――念導神格イフリート《青せい龍りゆう》が顕現していた。そして、障壁越しに維新同盟の軍勢をにらみつけている。

　だが、今夜は天てん象しよう勅ちよく令れいの雷撃を降らせてこない。

　全ての力を念障壁の維持にまわし、すこしでも長く保もたせるつもりなのだろう。

「ふふふふ。張り子の虎が虚勢を張っている……」

　計二〇五騎の神威をひきいる指揮官は四名。

　そのうちのひとり、美み浦うら騎士侯がほくそ笑む。彼の騎力は五二だった。

　ほか三名は円まる木き、新しん分ぶ、土ど路ろという。騎力はそれぞれ五三・四九・五一。四人そろって出陣を希望し、大英帝国側の〝軍師〟に直じき訴そしたのだ。

　復活者リザレクトではないか――。そのうわさがある黒騎士卿きようは、要請を快かい諾だくしてくれた。

　謎めいた英国の貴公子は出陣前の四人へ告げた。

『昨日、明らかになったとおり、駿河の念導神格イフリートはたいした障害にならない。そして残念な情報がひとつある。あちらの秋あきヶが瀬せ騎士侯が負傷し、意識不明というものだ。もし本当なら、かなり歯ごたえのない戦闘になるだろうな……』

　その言葉に見送られて、四人は富士鎮守府より出陣した。

　……彼らの所属する畿内将家は兵庫・和歌山・奈良・三重・滋賀の五県と京都府より成る。家中には七二人の騎士侯が仕つかえている。

　ここにいる四名は、畿内将家でも一線級の実力者ばかりだ。全員が四〇代から五〇代前半の男で、年齢だけでなく騎力も近い。ひとりずつでは英国軍の女王騎士におよばなくとも、四人そろえば――

　その想いと共に青き翼竜を駆り、レギオン〝神威〟をひきいてきた。

　彼らはそれぞれ自分の兵を球状陣形にまとめて、自身はその中央に位置取る。

　そして駿河鎮守府の周辺に到達。緑の草地、背の低い木々でいろどられた美しい丘陵地帯だが、今は夜。景色をきちんと堪たん能のうすることはできない。

　念障壁と《青龍》を擁ようする鎮守府へ、ただ向かうのみ。

　ここで美浦騎士侯は敵影に気づいた。

「東海道の神威か！」

　陽炎のようにゆらめき、鎮守府をまるごとおおう念障壁。その手前あたりに青き神威の軍勢が五〇騎、やにわに現れたのだ。地上から飛び立ってきたらしい。

　騎士侯はレギオンの放つ念を感じ取り、同朋か否いなかを瞬時に見きわめる。

　姿形こそ四騎士がひきいる神威とうりふたつだが、あれは美浦・円木・新分・土路いずれの配下でもない。

　東海道の騎士姫・秋ヶ瀬立りつ夏かの神威にちがいなかった。

「「「「撃て！」」」」

　四騎士の指示に応じて、畿内軍の二〇五騎が銃じゆう槍そうの連射をはじめる。

　対して、駿河勢の神威五〇騎も防御結界を展開しつつ、撃ち返してくる。だが、両軍の激突はあっけない結果に終わった。

　畿内軍二〇五騎が駿河の五〇騎を、ほんの数十秒でことごとく射殺したのだ。

　数で劣るにせよ、あまりにあっけない負けざまだった。

「木で偶く人形だな！」

　美浦騎士侯は冷笑した。

　あらかじめレギオンを具現化させて、守備兵として配置しておく。

　主あるじたる騎士侯が不在・睡眠中でも、それなりに戦闘してくれる。なかなかに重宝する運用法だった。しかし、騎士侯の指示を近距離で受け取るときより、能力は落ちる。特に機敏さと防御結界の強さは半分ほどになる。

　この状態のレギオンがしばしば木偶人形と呼ばれるゆえんであった。

　今の五〇騎、昏こん睡すいしているという秋ヶ瀬立夏が事前に配していた兵なのだろう。

「同志諸君、仕掛けるぞ！」

　美浦騎士侯は管狐を放って、仲間の三騎士に伝令をまわした。

　四方より念障壁を攻撃し、突きくずすべし――。その呼びかけだった。




「たしかに、その方法なら」

　征継は皇女志緒理といっしょに、護ご国こく塔とうの屋上へ上がってきた。

　エレベーターのなかで『敵軍を殲滅するための罠』について語ったところ、志緒理は強く賛同してくれた。

「こちらの不利、くつがえせるかもしれません」

「念導神格イフリートとやらへの指示は、おまかせしても――」

「かまいません。わたくしの方で行います」

　はじめて登った護国塔の屋上は、きわめて見晴らしがよかった。

　今は夜。高台にそびえ立つ高さ四〇メートルのタワーからは月と星明かり、月下の駿河湾、さらに隣接する駿河市・清水市の夜景を見渡せる。

　軍施設でなければ、絶好の夜景スポットとなるだろう。

　しかし、すぐ間近で戦闘が行われている。ひっきりなしにきらめく閃せん光こうは市街の明かりではなく、銃槍の放つ熱線の輝きだ。破壊と殺さつ戮りくを生む兵器の光だった。

　護国塔のすぐ真上には、青き念導神格イフリート《青龍》の幻像イメージが浮遊している。

　その全長は七〇メートル近い。雄ゆう渾こんですらある巨竜の幻だ。だが、今は念障壁に攻撃が加えられるたび、苦しそうに咆ほう哮こうしていた。

　陽炎のごとく揺れる大気が鎮守府の周囲をぐるりと取り囲んでいる。

　このゆらめきへ、畿内将家の神威二〇五騎は休みなく、そして容赦なく銃槍の砲火を浴びせ、刃やいばを突き立て、さらには体当たりなどを仕掛けるのだ。

　ァァァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアア……！

　ァァァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアア……！

　ァァァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアア……！

　念導神格イフリートの巨竜は幾度も吠ほえ、苦く悶もんのあまり身をよじらせていた。

　征継はうなずいた。あれだけ盛大に咆哮できるということは、まだ余力がある。策を仕掛ける時間は十分に確保できるだろう。

　そして、畿内将家の神威たち――。

　四人の騎士侯がほぼ五〇騎ずつの神威をひきいている。四個軍団だ。

　それぞれ鎮守府の東・西・南・北に布陣して、四方向から銃撃を加えている。《青龍》は手足を引っこめた亀のように、ひたすら耐えるだけだった。

　このままでは、駿河鎮守府は遠からず陥落する。

　しかし、征継はかすかに頰をゆるめて、微笑した。勝算が立ったのだ。

　また、東の方角に布陣していた畿内軍の五二騎――この連中が陣形を組みはじめた。方陣などではなくスクラムだ。

　昨日、英国の女王騎士が使った全騎一丸のタックル。

　あれを真似して、一気に障壁を突き破るつもりなのだろう。ますます好都合だ。

「姫、御命令を」

「はい……。征継さま、敵軍の撃破をお願いいたします。殲滅です」

　志緒理は顔をこわばらせながらも、決然と告げた。

　己が下す命令の意味をわかっているのだ。たとえ相手が人ならざる有翼巨兵でも、殺戮することに変わりはない。しかし、王たる者はそれでも命令を下す。

　その決断こそが、将と兵を〝いくさ〟に向かわせる者としての務めであろう。

　征継は淡々と請け合った。

「承知しました。片づけてまいります」

　志緒理のそばを離れて、屋上の端へ向かう。転落防止用の柵の前で止まった。

　たずさえる武器は愛刀・和泉いずみの守かみ兼かね定さだのみ。それは昨日と同じだった。しかし今夜、征継には新たに得た力がある。

「いくぞ、おまえたち。俺が忘れてしまった名前のもとに……いや」

　一度言いかけて、あらためた。

「皇女殿下の御み名なのもとに、集まれ」

　我が軍団レギオンよ。召集の号令だった。

　護国塔のすぐそば、征継の眼前に広がる空間にレギオンたちが具現化する。

　赤紫の神威たち――兼定である。まずは五〇騎を呼んだ。皆、銃槍を装備している。そして、ついに現れた己の軍勢を見て、皇女志緒理が叫ぶ。

「城じよう代だい……立夏さまの代人より指令です！」

　念導波と共に呼びかける相手は、塔の真上で苦しむ《青龍》の幻像イメージだった。

「東の方位より攻め込む維新同盟の神威に――障壁を破らせなさい。押し返さずに、鎮守府の内部へ入れてしまうのです！」
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　橘たちばな征まさ継つぐを己の代役として、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは指名した。

　それは城じよう代だい――鎮ちん守じゆ府ふの司令官として全権を託すという意味であった。

　身分の上では一高校生に過ぎない若者へ、破格の要請だ。しかし、橘征継だけが今この駿河を守るために戦える唯一の騎き士し侯こう……この事実は何よりも効いた。

　駿河鎮守府に所属する将兵たちは、意外なほどすんなりと受け入れてくれた。

　立夏の強い指示、それに皇こう女じよ志し緒お理りの後ろ盾だても大きな理由だろう。

　そして、将兵ならざる者。念導神格イフリート《青せい龍りゆう》の意思である精霊・咲さ久く耶やも橘征継を指揮官として認め、その指令にすんなりとしたがった。

　まあ、これは『手を抜け』と指示されたも同然――というのもあるだろう。

　ともあれ、皇女自らが発した念ねん波ぱを受けて、

「念ねん障しよう壁へき……出力、おとせ」

　咲久耶はひっそりとつぶやいた。

　護ご国こく塔とうの最上階、窓のない大広間だった。まわりには十数名の念導士官が待機して、咲久耶の念を高めるため真しん言ごんを低い声で休みなく誦しようしている。

　そして念障壁を破るべく、東の方位より到来した畿き内ない軍の五二騎。

　咲久耶の検索によると、指揮官の特徴は美み浦うらという名の騎士侯と一致した。彼の指揮によって全騎一丸の総突撃を敢行した神威たち――。

　この軍勢がついに、ゆらめく陽炎かげろうのカーテンと激突する。

　今までどおりであれば、念力の生んだ防御壁は彼らを力のかぎり押し返し、その侵入を阻はばむところだった。

　しかし今回、畿内軍の五二騎を押し返す力は弱い。通常の四分の一程度だ。

　厚さ一〇メートル前後はあろう陽炎のカーテン。これを敵方の青き神かむ威いたちは問題なく押しとおり、ついに駿する河が鎮守府へ侵入した。

　鎮守府内部はかなり広い。皇こう都とのドーム球場五つ分に相当する。

　司令部である護国塔はその中心に位置している。ここが彼らの標的だった。




　鎮守府敷地内の上空へ、五二騎の畿内軍神威が入ってきた。

　全力を振りしぼった飛行のあとで、霊液を消耗させている。スクラムを組んだ影響で、接近戦にもすぐ対応できない。

　そこを襲わせる。秋ヶ瀬立夏も使った戦法だ。

　いい手なので征継も拝借することにした。しかしアレンジは加える。

「まず五騎で仕掛けろ。突入したあとは抜ばつ刀とう。かきまわせ」

　護国塔の屋上から、指示を出す。すると即座に五騎の兼かね定さだが飛び立ち、塔を離れて畿内軍の五二騎に銃じゆう槍そうを連射しながら突入した。

　この突入役の兼定五騎――彼らの銃槍が日本刀へと変化する。

　五騎はそのままスクラムを組んでいた畿内軍の五二騎へ次々と斬りつけ、天てん然ねん理り心しん流りゆうの剣技で敵の手足を切り落とし、頸くびを薙なぎ、青い霊液の血煙を生じさせていく。

　五対五二の白兵戦。が、刀を装備した兼定は苦にもしない。

　わずか十数秒で敵の七騎を斬殺する。土ひじ方かた歳とし三ぞうゆかりの銘めい・和泉いずみの守かみ兼定――その武ぶ勲くん《雁がん行こう剣けん》の威力であった。天然理心流の剣技にも同じ名があるという。

　このままではまずいと、残り四五騎の畿内軍は散開した。

　突入役の兼定五騎に応戦しつつ、護国塔のそばで待機する兼定の本隊にそなえようとしたのだが――もう遅い。征継はすぐに命じた。

「撃て」

　護国塔のそばで空中待機していた兼定は四五騎。

　この連中は銃槍をかまえて、すでに銃口を侵入してきた畿内軍へ向けていた。

　そして、閃せん光こうの連射をはじめる。青き畿内の神威たちは砲火にさらされ、仮面や喉のどなど甲かつ冑ちゆうに守られてない急所を次々と撃ち抜かれて、ばたばたと落ちていく。

　同程度の兵数で銃撃戦を行う場合。

　密集して防御結界を重ねれば、砲火の威力をかなり無効化できる。

　しかし、先に飛び込んだ兼定五騎が天然理心流の強剛さにまかせて、敵中で暴れ――密集陣形を組ませない。

　仲間のそばに集まろうとした神威を、五騎の兼定が斬る。斬る。斬る。斬る。

　結果、鎮守府内の畿内軍神威はあっけなく射殺されていく。

　わずかな間に十数騎にまで減った。

　いっしょにいた畿内将家の騎士侯一名も、兵たちと共に消し飛ばされた。

　もちろん攪かく乱らん役をつとめた兼定五騎も――砲火に巻きこまれる形となり、味方の熱線で撃ち抜かれた。五騎の全員が死亡した。

　だが、彼らを捨て駒としたおかげで、この局地戦の勝利は目前だった。

　しかも、ほんの一、二分というきわめて短い間に。秒間一〇発の連射を行う銃槍。無防備にその砲火を受けた以上、当然の結末である。

　とはいえ、これはあくまで敵軍の一部。四分の一に過ぎない。

　残り四分の三――まだ鎮守府の外にいる畿内軍神威、一五〇騎。本当なら、こうまで友軍が追い詰められる前にフォローに入るべきだった。
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　しかし、この残り四分の三は念障壁によって、突入を阻はばまれていた。

　念導神格イフリート《青せい龍りゆう》がふたたび念の出力を上げて、防壁の強さをもどしたのだ。

　結果、鎮守府の内部に五〇騎、外に一五〇騎の畿内軍神威――。そういう構図ができあがっていた。あえて壁のなかへ通すことで、敵軍を分断したのである。

　もちろん、外側の一五〇騎は念障壁を攻撃する。

　内側で蹂じゆう躙りんされる友軍を救うためだ。銃槍の砲火を休みなくたたきつけてくる。

　ァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアア……！

　ァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアア……！

　ァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアア……！

　念障壁に攻撃を受けるたび、護国塔の真上で《青龍》がもがく。だが、もうしばらくは持ち堪こたえられるはずだった。

「征継さま。あれを！」

　志緒理がそばに来て、教えてくれた。征継も気づいていた。

　外側の畿内軍一五〇騎は三人の騎士侯がひきいている。そのうちのひとりが自分の指揮する四九騎に例のスクラムを組ませて、念障壁に突撃をはじめたのだ。

　これなら突入を成功させて、内側の友軍を救えると。

　しかし、ほか二名がひきいる残りの一〇〇騎は連動していない。好機だった。

「ちょうどいい。あの連中も内側へ通すよう、指示を」

「はい！」

　志緒理がふたたび指令を送り、念導神格イフリート《青龍》もそれに応える。

　直後、ふたたび陽炎のカーテンを越えて、畿内軍四九騎が鎮守府へ侵入してきた。

「兼定――。皇女殿下の御み名なのもと、もう一度集まれ」

　ぼそりとつぶやき、温存しておいた兼定五二騎を召集する。

　空ではなく地上に。鎮守府内へ新たに入り込んできた畿内軍の新あら手てへ銃槍を連射して、対空砲火を浴びせるために。

　さらに、もとから具現化させていた兼定五〇騎も畿内軍の新手へ銃撃をはじめる。

　この鎮守府内部にかぎって言えば、劣勢だったはずの駿河側が二倍の数的優位を作り、畿内軍を圧倒していた。

　合計一〇〇丁ほどの銃槍で、四九騎の畿内軍に連射を集中させる。

　倍の数をそろえれば、敵が密集して防御結界を強めても関係ない。火力で圧倒できる。

「敵の騎士侯は四人もいる……逆に言うと一心同体ではない。どこかで連携が乱れるかと期待していたら、当たりくじを引けました」

　複数の部隊が連携・協力し合う前提で作戦を立てる。

　密に連絡を取り合い、予定どおりに計画が進行しているときはいい。しかし、連絡がとどこおることもある。敵軍の善戦、予期せぬ事故などで計画が狂うことも多々ある。

　無線などの使えない念導攪かく乱らんの状況下。兼定という精兵の存在。

　敵の連携がどこかで破綻してもおかしくはない。征継はずっと、頭の片隅でそう考えていたのだ。すると志緒理がつぶやいた。

「わたくしは万里の長城……あの防壁の話を思い出しました」

「昔、中国にあったという？」

「はい。今も明みんの時代に造られたものは残っておりますが」

　万里の長城はおそろしく昔、紀元前の頃から中国に存在した。

　中国北方の国境付近に築かれた、二万キロにもおよぶ長大な防壁である。中国を最初に統一した皇帝・始し皇こう帝ていの命めいで造られたものだ。

　かつて中国の北は、野蛮な騎馬民族が暮らす領域だった。

　匈きよう奴ど、突とつ厥けつなどに代表される彼らは、中国の歴代王朝を悩ませる強大な外敵だった。

　その侵攻を阻むための長い長い防壁が『万里の長城』なのだ。

「広大な中国の大地をあんな壁で守り切れるはずない……造るだけ無駄だった。そのように言う人は昔から多かったそうです。長城に守られてない地域はたくさんありましたし、所詮は人の造るものだから壊すこともできました」

「穴だらけ、ということですか」

「はい。でも、その穴だらけの長城が存在するおかげで、北から来る敵の進行ルートをある程度は予想できたのです。彼らが進軍する速度を遅らせることも。だから、辺境を守る守備隊にとってはとても価値のある城壁だったとか……」

「半はん端ぱな防壁にも使い途みちは多い」

　征継は言った。

「上う手まく使えば敵を分断できる。壁際に追い込んで、逃げ場を封じることも」

「今、征継さまがなさったことですね。……あちらの方々はもう何もせず、静観すると決めたようですね」

　鎮守府をおおう念障壁の内と外は、ほとんど別世界であった。

　内側はさながら地獄絵図だ。

　赤紫色の兼定たちが侵入してきた畿内軍に銃槍の火線をたたきつけ、全滅の一歩手前まで追い込んでいる。一兵も生きて返さぬとばかりの激しさだった。もうほんの数分で兼定たちは標的の畿内軍を全滅させるだろう。

　対して、鎮守府の外側。

　こちらに残っている青き畿内軍の神威、約一〇〇騎。

　彼らはもう、念障壁の内部で殺されつづける味方を救おうともしない。一切の動きを見せなかった。暴虐の限りを尽くす兼定たちをただ静観するのみ。見殺しにしているのだ。

　まさに真ま逆ぎやくの内と外だった。

　だからこそ、征継と皇女はのんびり話に興じていられるのである。

「味方を見捨てて、俺の兵を疲れさせるつもりなのでしょう」

　征継はつぶやいた。

「そのあとであらためて決戦すれば、数は互角。しかし、兼定たちの方が霊液を消耗している分、自分たちが有利――そういう見込みのはずです。ただ」

　現在、征継配下の兼定たちは九一騎。敵の半数を殲滅する激戦を経へたというのに、一〇騎程度しか減っていない。それほど一方的な戦闘だったのだ。

「数が同じなら、俺の兵と互角以上に戦える……バカげた思い込みだ」

　征継はかすかに頰をゆるめて、敵のもくろみを冷笑した。

　ちょうど、念障壁の内部で畿内軍神威が全滅を遂とげたところだった。

「連中のまちがいを正します。障壁の完全解除を精霊にお命じ下さい」




「はははは。さすがにここまで来たら、勝てるはずはないな！」

「友軍の敗北、です。よろこば、ないでください」

　駿河鎮守府のすぐ近くであった。

　見あげれば満天の星。そして戦場。ただし、赤紫色の神威が青き神威を立てつづけに撃ち抜き、斬り裂いている。むしろ狩り場というべきかもしれない。

　念障壁は消失し、おたがいほぼ一〇〇対一〇〇ではじめた戦闘だというのに。

　その成り行きを地上から見守るのは、黒騎士卿きようである。

　傍かたわらには念ジ導ー精ニ霊ーモリガンの依より代しろがたたずみ、眉まゆをひそめている。

　ふたりの背後には、全長八メートルを超す巨人が護衛役としてひかえていた。一騎のみであった。外見はクルセイドと酷こく似じしている――が、甲冑も軍服も黒い。

　漆しつ黒こくの騎士、ナイト・オブ・ガーター。

　Knight of the Garterを略して『ＫＯＧ』とも呼ばれる。

　大英帝国でも、黒王子エドワードの真ま名なを持つ将だけが召集するレギオンだ。

「確認ですが……畿内将家の騎士たちを、はめました、ね？」

　痛快そうに笑う上官へ、モリガンは訊ねた。

「刀カタナのレギオンを呼ぶ騎士侯。その力を、見きわめたい。女王騎士は温存したい。そこで、あの四名の要請を……快諾した」

「そこまでは言ってほしくないな」

　黒騎士卿の笑いは苦笑に変わった。

「たしかに畿内将家の諸君を利用した面はある。だが、例の女騎士どのは封じておいたし、彼らには十分なチャンスだってあたえたはずだ」

　上空の戦闘は、もはや終局にさしかかっていた。

　赤紫色の神威たちは残り八一騎。多くの者が武装を刀に変えて、畿内軍の残りすくないサムライたちを斬り倒している。

　畿内の騎士侯――ひとりは撤退したようだが、ほかは行方不明だ。

「それに畿内州軍の騎士たちがどの程度戦えるのか、見ておきたかったのでね。ただ……正直に言うと、もうすこし彼の力を引き出してほしかった。あの指揮と念の強さから見て、騎力が一〇〇ということはまずないはずだ」

　彼――赤紫色の神威を操る騎士侯。

　その容姿、実は黒騎士卿の目にはしっかりと見えていた。

　まだ若い東洋人だ。黒い学生服を着ている。左手に日本刀を鞘さやごと持っていた。すこし偏屈そうだが、端整な顔立ちだった。

　黒騎士卿は今、モリガンと共に緑の丘陵の一角にいる。

　対して、若き駿河の騎士侯は鎮守府中央の護国塔、その屋上にいた。

　ふたりの間には、直線距離にして一キロほどのへだたりがある。にもかかわらず、黒騎士卿は相手の顔をはっきりと確認していた。

　騎士侯はその気になれば、指揮下のレギオンが見聞きしたものを知覚できる。

　今は背後にひかえるナイト・オブ・ガーターの視力を借りて、駿河鎮守府の護国塔を見つめていたのである。

「すこし挨あい拶さつしてみるか。頼む、我が騎士よ」

　背後の黒きレギオンに呼びかける。

「遠い昔、クレシーの戦場で示した弓矢の武ぶ勲くん……ふたたび世に示せ」

　黒王子エドワードが誇る武勲のひとつ《クレシーの射手》。

　その発動によって、ある変化が起きた。背後のナイト・オブ・ガーターが今まで手にしていた銃槍――これが鋼はがねの長弓ロングボウに変化したのである。

　しかも、レギオンの背丈よりも大きな破格の長弓に。

　ナイト・オブ・ガーターの右手に、鋼鉄造りの矢が忽こつ然ぜんと現れた。

　そうして護国塔の屋上ごと刀の騎士侯を吹きとばすべく、黒き有翼巨兵は長大な弓に必殺の矢をつがえる。その瞬間だった。

　塔の屋上で刀の騎士侯がじろりと、こちらを見た。

　偶然ではない。彼はそのままじっと黒騎士卿エドワードのいる方角へ、鋭い視線を向けつづける。まちがいなく気づいている。

「さすがだ。やはり練達の騎士侯に狙撃は通じない」

　黒騎士卿は肩をすくめた。念を感知されたのだ。

　ナイト・オブ・ガーターが弓矢と共に向けた、攻撃の念を――。

「行こうか、モリガンくん。彼が一〇〇騎しか手勢を見せてくれない以上、ここに居続ける意味はない。帰って、今後の方針をあらためて考えよう」

　どうせ撃っても防がれる。またの機会にあらためて挨拶すればいい。

　主あるじの考えを察して、射手に変化した黒きレギオンは弓を下ろした。一方、精霊モリガンは淡々と意見する。

「すぐに英国騎士を集め、今夜中に、駿河を陥おとす。その選択肢、もありますが」

「まあ、やめとこう。もし僕の想像どおり――彼が〝過去から来た武人〟のひとりなら、集めた連中を全員失う惨事にもなりかねない。もっと彼の底が見えてからでも遅くないさ。それに可能なら、箱はこ根ね攻めのあとにでも」

　貴公子然とした美貌に、黒騎士卿は華やかな笑みを浮かべた。

「僕自みずからが対決するのも悪くない……そういう気持ちもあるのでね」




　月明かりの下、駿河の空を白き翼竜が飛んでいく。

　これにまたがるのは颯さつ爽そうたる銀髪の英国軍人。彼のうしろには一二、三歳の海兵セーラー服を着た少女が相乗りしている。

　そして、ふたりの護衛として付き従う漆黒のクルセイド――。

　征継は護国塔の屋上から、その後ろ姿を見送った。隣にいた志緒理が訊ねる。

「どうしたのですか、征継さま？」

「向こうにひとり、とんでもないやつがいました」

　答えのあとに、ぼそりと征継は付け加えた。

「あの男が戦闘に参加していたら、結果はまったくちがっていたでしょう。今の俺があつかえる程度の兵では、到底かなわない」

「それほどの御方……なのですか？」

　飛び去る翼竜の影に気づいたらしく、志緒理も目をこらす。

　一方、上空では――兼定たちによる畿内軍の鏖おう殺さつが完了していた。駿河鎮守府にふたたび静寂がもどってきたのだ。

　それにしても、さっき遠間より向けられた念。

　強いというだけではない。ただの銃槍などには発することのできない圧力、凶猛さをも兼ねそなえていた。あれを戦場で向けられたら、何騎の兼定が耐えられるだろうか？

　……征継と志緒理はまだ知らない。

　この夜、すれちがった騎士侯。彼のすさまじい武勲と恐るべき真名を。

　そして近い将来、ふたりにとって最初の大敵として立ちふさがる――偉大な好敵手のひとりであることを。

　ともあれ今夜のところは、たしかな勝利を得た征継たちだった。
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終　章







　畿き内ない将しよう家けの騎き士し侯こうが約二〇〇騎の神かむ威いをひきいて、駿する河がに襲来した。

　この軍勢を『橘たちばな征まさ継つぐ』が退けた翌日。

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは朝早くに昏こん睡すい状態から回復していた。

　そして、勝利の報告を聞いて、大きくうなずいたのである。今は鎮ちん守じゆ府ふの執務室で、戦いの映像を確認していた。念ジ動ー精ニ霊ーの咲さ久く耶やが記録したものだ。

　そのなかで躍動する赤紫色の神威たち。呼び名を〝兼かね定さだ〟というらしい。

「みごとなものだな」

　兼定の戦いと橘征継の指揮を確認して、立夏はつぶやいた。

　尚なお、念導術で記録を再生してくれた咲久耶はデスクの前で静かにたたずんでいる。といっても、実体のない幻像イメージなのだが。

「それにしても、一〇〇騎だけしかレギオンを呼ばない、か。やはり真の名前と騎き力りよくは隠しとおすつもりなのか……。どう思う、咲久耶？」

「推測はふのう。さくやには回答できない」

　精霊の答えに肩をすくめて、立夏は彼の端整な顔を思い出した。

　まあ、いい。いずれ本人に会ったとき、訊きいてみればいい。今日これから皇こう女じよ殿下の住まいを訪ねて、話しこんでもいいのだ。

「礼を言わなくてはいけないし、騎士侯同士で積もる話もあるからな……」

　自らを正当化しつつ、立夏はデスクの上を眺めた。

　意識を失っている間に、駿河市の外から伝令の管くだ狐ぎつねが到着し、数多くの情報や指令を届けてくれたのだ。

　まず、『現時点で確認されている英国軍の陣容』に注目する。

　維新同盟に協力する大英帝国軍――否いな。あの同盟を主導している英国の部隊は、極東艦隊所属の第一遠征旅りよ団だんであるという。

　レギオンを擁ようする騎兵艦隊には騎士侯七名、大型駆く逐ちく艦かん三隻が確認されている。

　さらに揚よう陸りく艦かん四隻と、それぞれに乗り込んできた海兵部隊。そして兵へい站たん任務に当たる補給輸送艦、随ずい獣じゆう任務部隊の特殊呪じゆ装そう艦かんなど……。

　それから、立夏は父・秋ヶ瀬象しよう山ざんからの指示書を見た。

　私信の類たぐいは一切ない。東海道地方を統すべる総そう督とくとしての命令のみだった。

「別命あるまで駿河鎮守府を守備せよ……無茶を言ってくれるな。しかし、私をここに置いたままということは」

　立夏は苦笑した。父は自分に対して、ひそかに駿河市からの脱出を命じるのではないか。そう読んでいたのだ。数日前、皇女殿下が喝かつ破ぱしたように。

「反撃の策を用意している――。そういうことなのか」




　駿河にレギオンが襲来してから、今日で四日目。

　長かった週末はついに終わり、月曜日である。しかし、戒かい厳げん令れい下かにある駿河市の状況は全く変わっていない。

　維新同盟の封鎖によって、市外へ出ることもできないままだ。

　ただ、臨りん済ざい高校の黒くろ百ゆ合り寮――皇女殿下の住まいにはいくつかの変化があった。

　女主人である志し緒お理りがひとりの騎士を召しかかえ、その男はわずか数日の間に物騒な日本刀と、さらにレギオンの軍勢まで手に入れたのである。

　そして朝の九時過ぎ。遅めの朝食のあと。

　志緒理と征継、そして初はつ音ねは談話室に集まっていたのだが。

「たいへん！　雨が降ってきちゃった！」

　女官である初音があわただしく談話室を出ていく。

　洗濯物を取りこむためだろう。窓の外では大粒の雨が降りはじめていた。

「妙な感じです」

　今は皇女とふたりきり。新たな主君へ征継は言った。

「この町はいくさのまっただなかに置かれている。なのに、住人の俺たちはそれなりにいつもどおりの暮らしをしている」

　洗濯もすれば食事もする。市内には営業中の商店もそこそこあるらしい。

　戒かい厳げん令れい下かでは休校になる決まりらしいが、臨済高校の校舎には生徒がほどほど集まっていると、すこし前に泰たい世せいが報しらせに来た。征継たちもあとで見にいくつもりだ。

「今は古代や中世とはちがいますから。騎士道協定もありますし、あまり無体なことをすると国際的に孤立してしまいます。……もちろん」

　答える志緒理はソファに腰かけて、くつろいでいる。

　一方、征継は窓際で雨の様子を眺めていた。なかなか雨脚が強い。

「そういう〝建前〟が通用しない戦場も、世界にはたくさんありますけど」

「なるほど」

　征継はうなずいた。さらに言えば、いわゆる『侵略戦争』と『内乱／クーデター』のちがいも大きく関係していそうだ。

「ところで征継さま」

　志緒理に問いかけられた。

「やはり、ご自分の生きた時代と国……わからないままですか？」

「はい。いくつか姫に見せていただいたものはありますが、ヒントにはならないようです」

　水すい霊れい殿でんのなかでかいま見た過去。あそこで前世の己が身につけていた武具、馬などの装具。どんな意い匠しようだったか、実はほとんど思い出せない。

　夢の内容をぼんやりとしか覚えていないときに似ていた。

　どういうデザインだったか判明すれば、己の過去を解き明かす糸口になるのだが。

「正直に言うと」

　征継はぼそぼそと告白する。

「自分の過去については、まったく興味がないのです。記憶がなくても問題なく生きていけると、この二年でわかっていますから」

「まあ」

「ただ、俺の本当の名前がわかれば、ふつうに霊液を補給できるようになる。そうすれば、昨日の夜の騎士侯とも……五ご分ぶに渡り合える。そんな気がします」

　窓の外を見つめながら、つぶやく。

　皇女志緒理の騎士となった以上、英国軍随ずい一いちの将であろう彼と直接対決する日がいつか来るかもしれない。その前に戦力を増やしておく必要があった。

　しかし、記憶の扉を開く当てはまったくない。

　前途多難だな――そう考えていたとき、征継は気づいた。

　今、雨の様子を眺めるために窓際に来ていたのだが。窓ガラスに背後の様子が映りこんでいる。ちょうどソファにすわる皇女殿下が映っていた。

　彼女は妙にそわそわとしていた。

　何かを言おうとして口ごもる。もう一度口を開いて、またやめる。

　その一連の動作を志緒理が四回ほど繰り返したあたりで、征継は声をかけた。

「どうかされたのですか、姫？」

「!?　いいえ、べつにっ。気になさらないでください！」

　思い切り動揺したあとで、志緒理はこほんとせき払いした。そして言う。

「ま……征継さま。わたくしの隣に来ていただけますか？」

　なぜか、そう求められた。断る理由もない。征継はソファまで行って、彼女の左隣に腰かけた。すると志緒理はすっと左手をのばし――

　たおやかな手のひらを征継の右手に重ねてくれた。

　あたたかい。彼女の手から、じんわりと体温のぬくもりが伝わってくる。

「やっぱり……」

　志緒理はため息と共にささやく。

「征継さまのお体、ふだんから冷たいのですね」

「かもしれません。何度か体温計で測ったときは、平均が三四度でした」

「そ、それは明らかにおかしな数字ですっ。まちがいなく、霊液を補給できていない影響だと思います！」

「なるほど、そうでしたか」

　この二年間、病院などで体温を測るたび不思議がられていたのだが。

　原因がわかって、征継はうなずいた。一方、志緒理はなぜかそっぽを向いて、橘征継の顔を見ないようにしながら言う。

「だから……こうして、ふだんから準備をすべきなのです」

「準備？」

「はい。霊液のもととなる――わたくしの血のぬくもりを毎日、それか数日に一度、無理のない量でお渡ししていけば」

　皇女のあたたかな手は、征継の右手にずっと重ねられたままだった。

「征継さまは、より多くの兼かね定さだを使えるようになるはずです」

　その手があったか。征継はハッとした。実際にどれだけの備蓄ができるか、志緒理の体にどれだけの負担がかかるかは試してみないとわからない。

　だが、この実験は是非試してみるべきだった。

「姫」

　感謝の気持ちをその一言に込めて、征継は志緒理の横顔を見つめる。

　彼女はずっと明後日あさつての方向を向いたままだった。理由は明白だ。こうして手を取り合っているのが恥ずかしくて、征継の顔を正面から見られないのだ。

　しかし、志緒理は言う。

「い、いいんです。わたくしと征継さまは一いち蓮れん托たく生しようというべき関係ですし……。征継さまのためにできることはなんでもすると、約束もいたしましたし」

「そうでした。学園祭の前になんとしても駿河市を解放したいところです」

「み、ミスコンテストのお話ですね……」

「水着もどうかお忘れなく、姫」

「ううううっ」

　淡々と征継がささやき、志緒理がうなだれる。

　その間もふたりの手は重なったままで――そして、この直後。

「姫様、お兄さま！　洗濯物、ひとつも濡らさずに取りこむ任務に成功してきました！」

　たたたっ。廊下を小走りに駆ける足音がしたと思った瞬間、ふたりは朗ほがらかすぎる初音の報告を聞かされていた。

　女官兼雑用係の役目を終えて、初音が談話室にもどってきたのだ。

「って姫様、何かあったんですか？」

「たいしたことじゃありません。天井の汚れが気になって、たしかめていたのです」

　目を丸くする初音に、志緒理は優美な口ぶりで答えた。

　五秒前まで征継の隣でソファにすわり、手を取り合っていた皇女殿下。彼女は今、目の前にあった低いテーブルの上に乗って、澄まし顔で微笑ほほえんでいた。

　そう。初音の声が聞こえた瞬間。

　今の姿を見られてはいけないと焦あせったのだろう。

　志緒理はとっさに征継の手を放し、ソファから立ちあがり、勢いあまってテーブルの上に跳びのってしまったのだ。

　彼女の運動音痴ぶりを考えれば、驚異的なすばやさだった。

　乙女としての羞しゆう恥ち心しんが眠れる身体能力（？）に火をつけたのかもしれない。

「帰ってきて早々、申し訳ありませんが……紅茶をいれてもらえますか？」

「はあい。かしこまりました～」

　テーブルの上の女主人に命じられて、初音が明るく返事をする。

　聡そう明めいで美貌を誇る藤ふじの宮みや志緒理。しかも彼女は猫かぶりの名人でもある。

　ただし、橘征継の前では猫をかぶりきれず、バタバタとあわてふためいている様子をよく見せてくれる。

　現代の世で得た主君は、なかなか興味深い少女であった。

　そして、橘征継は記憶と名を失った過去の武人。強大な力を誇る騎士侯でもある……はずだが、自在に能力を使えるわけではない。

　ともあれ、ふたりの戦いはまだはじまったばかり。

　皇国日本・東方ローマ帝国・大英帝国。この三国がときに相争い、ときに同盟して、日本列島を争乱に巻きこむ――。

　熾し烈れつな三国時代もまた、開幕したばかりであった。
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　　　あとがき









　新たに創刊となりましたダッシュエックス文庫。

　レーベル初のラインナップとして『クロニクル・レギオン』、発売開始です。

　実は一年ほど前、「創刊に合わせてファンタジー戦記ものを何か一本！」という編集部からのオファーを受けたのですが。

　僕は怠なまけ心にまかせて、まったく書く気はないと返答しました。

　というのも、当時の時点でも〝そういう作品〟が業界には結構ありまして（苦笑）。

　創刊の頃にはこのジャンルがさらに増えていることは明白でした。まあ、わざわざ自分で書かなくても、誰かがいろいろ書いてくれるよと。

「せめて『古代ローマの英雄カエサルが現代に新帝国を創った！』くらいの、ぶっとんだ設定を使ってもいいなら話は別ですけど。あ、べつにかまわない？」

「じゃあロボットものではない、巨人の大軍が集団戦闘するような話もＯＫ？」

「ああ、でも、いろんな時代から集まった英雄豪傑が対決するとかじゃないと、イマイチ盛りあがりが――ほう。それも問題ないと」

　結局、それらのアイデアをもとに「そうだ、三国志をやろう」とあれこれ仕上げていった結果、本作はできあがったのです。

　劉りゆう備び的役どころのヒロインのもと、主人公が関かん羽うポジションに収まった第一巻。

　二巻からは舞台も駿する河が市外に広がり、戦いはより激しさを増していきます。が、学園のマドンナ（仮）な張ちよう飛ひはいまだ覚醒前、日本刀少女の趙ちよう雲うんともまだ疎そ遠えん。

　そして、一二月の学園祭とミスコンは無事に開催されるのか？

　この『架空の二〇世紀を舞台にした三国志プラス巨人兵団』、何巻まで続くかは未定なのですが、しばらくおつきあいいただければ幸いです。




　尚なお、当作品と同じく集英社より刊行中の『カンピオーネ！』。

　あちらで、僕は世界の神話についてのうんちくをあれこれ書いているのですが。

　こちらではレギオン同士の集団戦にかこつけて、古代・中世・近世の戦争や戦術＆戦略について書きつらねるつもりでおります。

　是非お楽しみください……と言いたいものの、読むのが億おつ劫くうであれば、適当に流し読みしていただいて問題ありません。よろしければおつきあいください（笑）。

　僕自身は「古代ギリシアでは、重装歩兵の隊列が縦と横に何列ならぶかで戦争の勝敗が決まったりしたんだぜ！」的なネタをおかずにご飯もいけるのですが、あまりマニアックに傾きすぎないよう気をつけていくつもりです（苦笑）。

　そして、物語の舞台となる皇国日本。

　リアル日本よりも和服を着るハードルが低いなど、微妙に現実とは異なる文化風俗を持つ世界です。何より巨人がいて、妖精さんや精霊もいるという異世界ぶり。が、日本人の国民性や生活レベルはリアル二〇世紀末と同じという都合のよさです。アニメもあれば同人誌だって流通しています（笑）。

　また幕末から明治維新、大日本帝國を経へて皇国へと至るウソ歴史の流れ、実はああだこうだと決まっていたりするのですが。この間、「戊ぼ辰しん戦争を生きのびた土ひじ方かた歳とし三ぞうが壬み生ぶ狼ろの群れといっしょに北海道・東北を転戦する戦記もの」もアリだったな……と気づいたのは、今さらな裏話です。




　さて。今回は特に編集・デザイン・校正などの各工程で、多くの方々にご迷惑をおかけする形となりました。この場を借りて、お詫びとお礼を申し上げます。

　イラストの BUNBUN 様には多忙の合間を縫って、すばらしい絵とデザインの数々を仕上げていただきました。ありがとうございます。個人的には、女子成分ゼロのクルセイド軍団ＶＳ神かむ威い軍団のカラー口絵がいちばんのお気に入りです。

　ではみなさま、よろしければ二巻でまたお会いしましょう。
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序章


[image: ]聖獣




　神に等しき存在として国家を守護し、神秘と奇跡を授ける。一九世紀のなかば頃、次々と世界に降臨した。東方ローマ帝国の白銀双狼レムス・ロムルス、大英帝国の黄金獅子スリーライオンズなど、数十体がいる。世界にいにしえの英雄たちを甦らせ、レギオンをはじめとする神秘的存在をあたえたのは彼らである。







[image: ]天てん龍りゅう公こう




　皇国日本を守護する龍神。全長は一〇〇メートル前後。全身が白金色に輝いている。







[image: ]東方ローマ帝国




　現代に甦った英雄カエサルが二〇世紀前半に建国した新国家。




　現在、アジア圏で最大の版図を持つ帝国である。







[image: ]日本国女皇の保護者




　東方ローマの英雄カエサルは日本国の女皇を父親のごとく、政治的にも軍事的にも保護する。紀元前の頃、エジプトの女王クレオパトラを保護したように。







[image: ]復活者リザレクト




　いにしえの世より復活を遂げた武人。古代ローマの英雄カエサル、フランク王国の騎士王カール大帝、大英帝国軍の最高指揮官ネルソン提督などが確認されている。







[image: ]レギオン




　全長八メートル前後。『仮面をかぶり、武装した巨人』の姿で現れる。




　多くのレギオンは背中に翼を装備し、地上だけでなく空でも活躍する。









第一章


[image: ]クルセイド




　大英帝国軍の主力レギオン。大柄な体格でパワーとスピードにすぐれる。




　レギオンのなかでも身体能力にすぐれている種と言える。








[image: ]女王騎士




　大英帝国軍の騎士侯のなかでも、すぐれた戦績と能力を持つ勇者にのみ贈られる称号。九〇以上の騎力が必要とされる。








[image: ]大英帝国




　ヴィクトリア二世を君主と仰ぐ大帝国。世界各地に領土を持つ。




　東アジアでは東方ローマ帝国と覇権を争っている。




　近年は皇国日本の情勢にも積極的に介入している。








[image: ]念導術




　念導波を感じ取り、自らも発信するための技術体系。




　精霊および随獣たちが得意とする技だが、その才能に恵まれた人間も稀に生まれる。








[image: ]念ジ導ー精ニ霊ー




　女性人格保有型の精霊。念導術に長けており、さまざまな神秘現象を引き起こす。




　実は念導神格イフリートの分身であり、人間たちの要請を聞き入れて、『本体』をコントロールする。
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[image: ]神かむ威い




　皇国日本の主力レギオン。細身かつ機敏。レギオンのなかでも特に忠誠心が高く、主人である騎士侯にできるかぎり忠実たらんとする。別名『青きサムライ』。








[image: ]騎士侯




　レギオンの軍団を召集できる異能者。常に最前線へ赴き、軍と国を代表して戦う。




　それゆえに騎士侯たちはさまざまな栄華を手に入れる。軍においては高級将校となり、社会的には特権階級として遇される。








[image: ]管くだ狐ぎつね




　日本の軍で使用される小型随獣。伝令・偵察などに用いられる。




　瞬間移動を行うこともできるが、移動距離は短い。








[image: ]護国塔




　鎮守府の中央司令塔。その最上階には念ジ導ー精ニ霊ー用の発令所、地下には水霊殿などの重要施設が置かれている。








[image: ]随獣




　神に等しき聖獣たちが遣わしてくれた使役獣。神秘の力を持ち、人間のために奉仕してくれる。主に軍や警察機構などで使用される。




　皇国日本には管狐、壬み生ぶ狼ろといった随獣がいる。式神、使い魔などとも言う。








[image: ]銃槍




　レギオンたちの標準武装。軍用ライフルの先端部に銃剣を取り付けた武器。




　連射式の火砲としても槍としても使用できる。








[image: ]青龍




　皇国日本が擁する四種の念導神格イフリートの一タイプ。朱雀・白虎・玄武と共に《四神》と呼ばれる。
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　十二将家それぞれが保有する地方軍。








[image: ]十二将家




　北海道、奥州、北陸、関東、東山道、東海道、畿内、大阪、中国、四国、九州、沖縄の十二州を女皇より預かり、統治する地方政府。




　十二将家はアメリカ合衆国における州と同様、非常に高い自治権を有している。




　また、関東将家は特に皇家および東京中央政府と結びつきが深く、東方ローマ帝国との従属的な同盟関係は彼らによって構築された。




　それらの中央勢力に対して、西日本の将家は批判的。そして反ローマ的である。




　関東以外の東日本将家は、〝おおむね皇家寄り〟ともいえるようなスタンスを示す。








[image: ]将家と総督




　十二将家のトップである総督職は世襲制。この人物に仕える文官、軍人らで総督府は構成される。将家の総督とは結局、江戸時代における藩主とほぼ同様の立場、権限を持つ。








[image: ]鎮ちん守じゅ府ふ




　軍施設のなかでも、特に『騎士侯およびレギオンの活動拠点』となる基地を指す。




　水霊殿、護国塔といった独自の設備を有している。








[image: ]天てん象しょう勅ちょく令れい




　気象を操り、レギオンたちにも有効な神秘的兵器へと変える。




　最上位の精霊や随獣のみが使用できる。雷、風、雨、雪など、さまざまなタイプがある。








[image: ]ブリテン派




　東方ローマの従属的同盟国である皇国日本。日本国内では近年、ローマではなく大英帝国と『友好条約』を結び、同盟すべしという論調がある。




　これをブリテン派という。








[image: ]防御結界




　レギオンたちがその身にまとう光の粒子。砲火の威力を弱める効果がある。




　ただし、接近戦になった場合、敵味方の防御結界はたがいに中和し合い、効力を発揮しなくなる。








[image: ]念導術師




　広い意味では『念導術の素質を持った人間』のこと。稀にしか生まれない。




　狭い意味では『念導術師の国家資格を得た者』のみを指す。








[image: ]念導神格イフリート




　精霊のなかでも最上位の存在。きわめて強力な念導力を保有する。鎮守府や軍艦などに配置され、『守護神』として多くの異能を駆使する。尚、念ジ導ー精ニ霊ーたちは彼らの分身である。




　共に戦う人間たちの要請を聞いて、本体である念導神格イフリートをコントロールする。








[image: ]翼竜




　世界各国の軍で標準的に用いる種の中型随獣。




　人間を騎乗させて飛行するほか、偵察、監視、対人戦闘など、多くの任務に従事する。
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[image: ]維新同盟




　皇国日本の畿内将家と大英帝国軍が『日本を改革するため』締結した同盟。




　東京の中央政府に反旗をひるがえした。








[image: ]カール大帝




　東のカエサル公と並び立つ、西の復活者リザレクト。またの名をシャルルマーニュ。




　ヨーロッパ諸国家を統合した騎士王同盟の盟主として君臨する。








[image: ]騎士道協定




　騎士王同盟のカール大帝の呼びかけのもと、カエサル元帥、英国女王ヴィクトリア二世の強力な支持を受けて実現した国際戦闘法規。戦時下の残虐行為、民間人への意図的な殺傷、暴行、略奪などを厳しく戒める。……が、『最大限の努力をもって尊重すべきだが、結局は偽善的な建前である』とする意見もしばしば見られる。








[image: ]騎力




　ひとりの騎士侯が召集できるレギオンの最大数は決まっている。この数を騎力という。




　強力な騎士侯ほど高い騎力を持つ。ただし、きわめて神秘力の高い土地でなければ、騎力どおりのレギオンを呼べない。








[image: ]混浴




　ヨーロッパ中を版図とした古代ローマ帝国。当時はローマ式の大浴場と入浴の習慣も欧州各地の都市に伝えられた。帝国の崩壊後も人々は折にふれて入浴を楽しんでいたという。しかし、疫病の流行と共に公衆浴場は『危険な疫病に感染しやすい場所』として認知されるようになり、入浴および混浴の習慣がすたれていく土地が増えたのだという……。








[image: ]随獣符




　紙や木などで造られた念導術の触媒。念をあたえて活性化させると、各種の随獣に変化を遂げる。








[image: ]水霊殿




　人造霊液の貯水池。鎮守府の地下には必ず造られる。








[image: ]念導攪乱




　電波や無線を無効化してしまう念導術の総称。




　念導波を無効化するタイプの念導攪乱も存在する。








[image: ]本拠地




　騎士侯は本拠地とする水霊殿近郊では、レギオンの召集数に制限を受けない。




　また、その範囲内で戦死した配下のレギオンはきわめて短時間で復活する。




　本拠地でない土地では、原則的に騎力の一割ほどしかレギオンを召集できない。




　しかし、駆逐艦ティンタジェルなどが搭載する流体炉は人造霊液を用いた動力機関で、擬似的な水霊殿としても機能する。それらの流体炉を本拠地とした場合、騎力の五割ほどを召集可能になる。ただし、戦死者が短期で回復するメリットはない。








[image: ]銘めい




　武勲のシンボルとなる名前や称号。この《銘》を継承した人間が騎士侯となり、レギオンを召集できるようになる。「過去に活躍した武人の名」「由緒ある武具の名」「勇者に贈られる称号・勲章」「軍団・城塞の呼び名」などが該当する。








[image: ]鎮守の契約




　騎士侯は各地の水霊殿で祈念することで、「この土地を守護する騎士となる」旨を契約できる。以後、その土地が彼／彼女の本拠地となる。








[image: ]霊液




　さまざまな奇跡の源となる青い液体。レギオンたちの動力源でもあり、彼らの体内を血液のように流れている。聖獣の力を借りて大量生産したものを特に『人造霊液』と呼ぶ。








[image: ]レガトゥス・レギオニス




　過去の世より甦った武人たち――復活者リザレクトをかしこまって呼ぶときの称号。ラテン語で『軍団長』という意味。格式ばった表現であるため、使われる頻度は比較的すくない。













第四章


[image: ]和いず泉みの守かみ兼かね定さだ




　幕末の英傑・土ひじ方かた歳とし三ぞうが愛用した日本刀。橘征継が《銘》として継承し、現代に甦る。








[image: ]戦場の歌ウォークライ




　レギオンたちが仮面の下より放つ咆哮、鬨の声。念導攪乱の効果があるほか、随獣や精霊たちを萎縮させることもできる。








[image: ]鬼おに切きり安やす綱つな




　源氏の宝刀。その名を秋ヶ瀬立夏が《銘》として継承した。日本刀の姿で具現する。








[image: ]球状陣形




　レギオンの軍勢を飛行させるときに組む。球状に集まることで、三六〇度をまんべんなく警戒・防御できる。








[image: ]小型妖精スプライト




　英国軍が使用する小型随獣。日本の管狐と同様、瞬間移動の能力を持つ。








[image: ]先鋒




　現代の騎士侯はレギオンの軍団をいきなり虚空より召集する。敵がどれだけの兵力を保有しているか、戦闘開始前に正確な予測を行うことがむずかしい。そのため、先鋒は敵方の戦力を見きわめる／引き出す役割も担う。たいへん危険であり、それゆえに騎士侯たちの間では栄誉ある役目とされている。








[image: ]念障壁




　鎮守府、軍艦などの周囲に張りめぐらされる念力の壁。念の集合体である念導神格イフリートが身を削って造り出す。ゆえにその崩壊は念導神格イフリートに大きなダメージをあたえる。








[image: ]念導士官




　軍に所属する念導術師の総称。








[image: ]武ぶ勲くん




　復活者リザレクトと《銘》の継承者が使用する。かつてなしとげた戦闘にまつわる偉業を再現する特殊能力。奇跡的な現象を引き起こせる。








[image: ]武勲《鬼切の太刀》




　鬼切安綱の武勲。この宝刀が持つ『大江山の鬼・酒呑童子を殺した』伝説を継承者の手で再現させる。鬼切安綱の使い手は、レギオンすらも斬り倒す剣士となる。








[image: ]密集陣形




　レギオンの軍団は密集陣形を組むことで自分と仲間の防御結界を重ね合わせ、その防御力を高める。似たような数のレギオン同士で銃撃戦を行う場合、たがいの射撃を無効化し合ってしまい、最後は白兵戦に移行することが多い。








[image: ]壬み生ぶ狼ろ




　皇国日本の軍で使われる中型随獣。馬と同じほどに巨大な狼。毛皮は銀色。戦闘・警備・哨戒など、地上でのさまざまな任務に用いられる。かつて英雄・土方歳三は壬生狼の群れをひきいて、明治政府と戦ったという。













第五章


[image: ]騎士叙勲




　《銘》を継承した者は異能の力を得て、レギオンを召集できるようになる。




　しかし、それだけでは『騎士侯』としての社会的な地位は確保されない。




　国や軍などに己の能力を申告して、騎士侯として叙勲される必要がある。




　また、ただ叙勲を受けるだけでは帯剣許可などのささやかな特権しか得られない。




　多くの国家では将校として従軍している者にのみ、正規の騎士侯としての特権と栄誉を約束する。ただし、規定年数を軍で過ごした騎士侯には、退役後も軍役中とそれほど変わらない特権があたえられる。








[image: ]天てん然ねん理り心しん流りゅう




　江戸時代後期に成立した古流剣術。その技法には居合い、柔術、棒術などもふくまれる。




　四代目宗家・近藤勇いさみが新撰組局長をつとめたことで、流儀名は今日でも知れ渡っている。




　多くのフィクションで培われた『素朴な田舎剣法』のイメージが根強い。




　が、実際には豪農層をパトロンとして、武州多摩を中心に広く普及。




　精緻な技法を体系化した剣理とあいまって、関東剣術界の一大勢力のひとつであった。








[image: ]土ひじ方かた歳とし三ぞう




　幕末の武人。徳川幕府に新撰組副長として仕え、辣腕を振るった。戊辰戦争で新政府軍に敗れたあと、北海道へ逃れた。その後は随獣・壬生狼の群れと共に各地を転戦、明治政府の侵攻より北海道を守り抜く。本土では悪鬼羅刹のごとく語られるようになる。




　一九一〇年、七五歳で没す。








[image: ]封建制




　国王から領地をあたえられる代わりに、家臣たちは忠誠を誓うという国家の仕組み。




　中世ヨーロッパの貴族社会、日本の武家社会などに代表される。この制度下において王は絶対的な権力者ではなく、家臣も無条件に従順な隷属者ではない。




　むしろ契約に基づくビジネスライクな関係だとも言える。













第六章


[image: ]ナイト・オブ・ガーター




　大英帝国軍でも黒騎士卿だけが召集できるレギオン。




　クルセイドに酷似するが、身にまとう甲冑も軍服も漆黒である。




　黒騎士卿は彼らに命じて、『クレシーの射手』『シュバリエ・ド・ノワール』といった畏るべき武勲の数々を行使させるという……。








[image: ]武勲《雁がん行こう剣けん》




　和泉守兼定の武勲。指揮下の全レギオンに日本刀と天然理心流の剣技を授け、さらに土方歳三が新撰組の隊士にたたき込んだ〝集団戦闘の手際〟までをも再現させる。




　その一糸乱れぬ動きは整然と空を飛ぶ〝雁かりの群れ〟さながらである。




　尚、雁行剣と同名の技法が天然理心流には存在し、武勲名の由来となった。
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